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30．


魔鉱国カヴァーナ。王都パルテダより南に位置する商業国マルケイドの、更に南西にその都市はある。


商業国同様、独立した機能を持つ都市である為に国と称されてはいるが、歴れっきとしたパルテダールの中の一都市に過ぎない。


周辺は国の一大鉱脈地帯であり、鉱石から魔石まで潤沢な資源を孕はらんでいる。山に面し、むしろ山に食い込む魔鉱国は、それらの採掘や加工で発展した都市だ。


膨大な資源はこの国のみならず、商業国を通じて他国にも流通している。


「カヴァーナに演劇の需要ってあるんですか？」


「あそこは働くか飲むかする男共の為の国なんだコンニャロ。娯楽に飢えた女子供にはバカウケだ！」


王都での興業を終え、撤去作業を行う流れの劇団〝Phantasmファンタズム〟にリゼルは顔を出していた。設営と同じく雇われた冒険者達が、せっせと作業に勤しんでいる。


その中には、設営にも訪れていたパーティ二組の姿もあった。自ら舞台を組み上げ、ハイレベルな演劇を目の当たりにし、何か思う所があったのだろう。劇団員らと楽しそうに会話する表情は生き生きとしている。


「王都を出て行ってしまう前に、挨拶が出来て良かったです」


「贅沢な見送りだな、コンニャロ」


「いつ頃、出発ですか？」


「片付けて、ちょっと遊んで補給して、まぁ一週間くらいってトコだな！」


団長曰く、次の目的地はその魔鉱国だそうだ。


掘って飲んでの暮らしぶりをする男達にも、演目次第では酒のつまみになると力説している。実力派劇団だろうに売り出し方に節操がない。実力あってこそ、とも言えるだろうが。


「確か遠いんですよね」


「商業国よかな」


「もうちょっとこう、パッと行ければ良いんですけど」


「んな都合良く行くかコンニャロ！」


周囲から〝何故ここに〟という視線を受けながらも、リゼルは苦笑した。


「ですよね」


こういう時、敬愛する王の事を思い出す。


転移魔術の最高の使い手。一度行った事のある場所ならば、一瞬で移動する事が出来る。膨大な魔力を要する筈の魔術は、しかし彼には何の枷かせにもならなかった。


リゼルも何度も目的地へ連れて行って貰った事がある。ちなみに国王を足扱いして許されるのはリゼルだけだ。他の者は頼めない。何せ、一部では神聖視されてさえいる王族固有の魔術なのだから。


「まぁ、何だ、あれだ」


ふいに団長が、顔を顰しかめたまま腕を組む。


「どうしてもっつーんなら！　護衛する代わりにタダで私の馬車に乗せてやっても良いけどなコンニャロ！」


「折角のお誘いですが……」


「断んのかよ！」


荒ぶる団長に笑い、リゼルはさてと周りを見渡した。


いつまでも居ては撤去の邪魔だろう。周囲の劇団員達が〝お前も働け〟という目で団長を見ている。


「そろそろ行きますね。道中お気を付けて」


「そっちもなコンニャロ」


恐らく、舞台初日の出来事を考慮しての言葉なのだろう。


リゼルは微笑んで礼を告げ、その場を去る。広場を仕切っている縄を跨またごうとした時、劇団員達から初日の礼が次々と投げかけられたのが少し嬉しかった。






イレヴンは目の前のショーケースをじっと眺め、唸る。


場所は中心街の中、西側から入って少し歩いた所にあるチョコレート専門店。富裕層から一般層まで、あらゆる女性から羨望の眼差しを向けられるこの店のチョコレートは、その値段に相応しい味で甘党達を虜とりこにしていた。


自然、店の中は女性だらけだが、イレヴンは全く気にせずショーケースを凝視している。右隣に綺麗なドレスを着た女性が並ぼうが、左隣の女性がチラチラと見て来ようが気にしない。


「今日は随分とお悩みですね」


「あー……」


イレヴンはこの店の常連だ。目の前の店員は、その見慣れた光景に素晴らしい営業スマイルを浮かべ続けている。


そんな彼女が満足げに頷いているのは、イレヴンの恰好が以前のそこらの不良といった風から変わっていたからだろう。浮くには浮くが多少はマシだ。


「お、新作あんじゃん。何入ってんの？」


「ビターチョコレートの中に熟成したブランデーを」


「じゃあいらね、あの人酒飲めねぇし」


自分で聞いたわりに説明を途中でぶった切るイレヴンに、店員は完璧な営業スマイルを浮かべながらも額に青筋を浮かべた。しかし店の雰囲気に合うクラシックな制服の、頭に被ったヘッドドレスがそれを上手く隠す。


「（あの人？）」


そして、ふと気付いた。いつもは食べたいものを食べたいだけ買って帰るこの常連が、これ程悩むのは初めてだ。ついに、この味造形共に素晴らしいチョコレートを贈りたい相手が出来たのか。


「プレゼントですか？」


「つうか餌付け？」


この最高品質のチョコレートを何だと思っているのかと、月一で自分へのプレゼントに買っている店員は内心で突っ込んだ。


「美味いって言ったからさァ」


そう言いながら薄っすらと目を細めて笑うイレヴンに、彼女は意外そうにパチリと目を瞬かせた。


その視界の片隅で、店内で紅茶を味わっていたドレス姿の少女がカップを取り落とす。イレヴンと同じく常連の彼女が、身なりと金遣いが一致しない謎の青年イレヴンへ視線を送っていたのは、店員にも他の常連にもバレバレだった。


同情するような視線が向けられる中、少女は澄まし顔でカップを取り直す。その口元は笑みを浮かべきれず引き攣つっていた。


「（心中お察しします）」


店員としてはたとえ顔が良かろうが、極めて面倒そうなこの青年に興味を寄せる気持ちは全く理解できないが。


「じゃあこれ三十と、あとこの二列十個っつ。いつも通り包んどいて」


言いながら、イレヴンはチラリとプレゼント用に美しく箱に並べられているチョコレートを見た。薔薇の形をかたどり、色鮮やかなそれらを暫く眺め、しかし興味が無さそうに視線を外す。


「待ってる間、これ食べてっから」


「かしこまりました」


イレヴンの言ういつも通りとは、チョコレート一つ一つを包む事だ。


店は頼まれれば包装もするが、多めに購入していく客には箱に詰めて渡す事が多い。しかしイレヴンは空間魔法に入れる事や、外で立ち食いする事を考えて個別の包装を好む。


店員からすれば滅茶苦茶面倒くさい。そんなこと知ったこっちゃないとばかりに、彼はホールケーキを一つ指さし席についた。


「ケーク・オ・ショコラです」


「ん」


然程さほどしない内に、目当てのケーキは運ばれてきた。


それを口にしながらイレヴンが何となしにショーケースの方を見れば、数人の店員により素晴らしい手付きでチョコレートが包まれていく。もはや慣れたものだ。


そして、他の来客を対応しながらの作業がおよそ五分。早々にケーキを食べ終えたイレヴンのテーブルに、広いトレーへ美しく並べられたチョコレートが運ばれてきた。


「お待たせ致しました」


「どーも」


イレヴンが愛想良く礼を告げ、金貨数枚を手渡す。


そして見栄え良く盛られたチョコレートを遠慮なく鷲掴わしづかみ、ざくざくと空間魔法へ放り込んでいく。その姿を横目に、店員はエプロンのポケットへ金貨を入れて空いた皿を下げていく。


幾ら面倒臭かろうが何だろうが、常連であり上客だ。大変有難い。


「次、新作いつ出んの？」


「未定です」


「あっそ」


テーブルに手をつき立ち上がる姿に、彼女は一歩下がった。持ち上げられた上体に、赤い一筋の髪がその背を滑るのを眺める。


「酒、入ってないのにして」


可笑しそうに歪められた瞳が流されるように此方を向き、店員は思わず目を瞬かせた。それを気にする事なく店を出て行く背を、見送りの言葉と共に眺める。


「（随分と、イメージに合わない声）」


とあるドレス姿の少女の、自棄になったような「ケーキワンホール！」という言葉を聞きながら、彼女は感心したようにショーケースの裏へと戻る。


一体、誰を連れて来るつもりなのだろう。そう考える店員は、来たら来たで色々な意味で驚く事になるのを未だ知らない。






「エール」


「……まだ明るい」


「オフだから良いだろ」


「冒険者に、オフも何も無いだろう」


笑みと共に零された言葉に、ジルは違いないと頷いて渡されたエールを飲み干した。


まるでバーのような酒場は、時間帯のお陰もあって客が少ない。言わずとも再び注がれる琥珀こはく色を見ながら、ジルはゆったりと煙草を取り出して咥えた。


静かに息を吸いながら火を点け、小さく吐き出す。白い煙が店内の空気に揺れ、消えた。


「パーティが、賑やかになったようだな」


「あ？　ああ、一人増えた」


マスターに差し出された灰皿に、ジルは唇から離した煙草の灰を落とす。その眉間には皺が寄っているが、これでもリラックスはしていた。


「……あいつは最初、乗り気じゃなかったみてぇだけどな」


「彼がか」


マスターは、度々この店を訪れる穏やかな顔を思い出した。


以前、共に来店した年下二人に向けられていた甘い瞳を思えば、誰かを拒むような人物には見えない。しかし時折、一線引いたような印象を受けたことも確かだ。


人当たりが良いことは疑いようもないが、内側に入れるか入れないかはリゼルにとって大きな意味を持つのだろう。


「あいつにしては割と露骨に拒否ってたけど、相手に伝わってたかは微妙か」


「……露骨なのにか」


「露骨なくせに分かりにくいんだよ」


ジルはパーティ結成までの二人を思い出す。


パーティに入りたいと言うイレヴンに対し、リゼルにしては珍しくバッサリと却下していた。しかし拒否する癖に情報は貰ったり、受け入れない割に尋問させたりと、見ようによっては好意を逆手にとって利用する嫌な人間にも見えただろう。


「相手に気付かせねぇように突き放すような真似、余裕だろうにな」


「それは、随分と」


「タチ悪ぃだろ」


つまり、わざとだ。ジルは煙草を咥え、考えるだけ無駄だと思いつつ思考を巡らす。


そもそも拒絶するつもりなら、あんな回りくどい真似など必要ない。ならば単純に、その逆。しかし何故直ぐに受け入れなかったのか。時間稼ぎ。あるいは何かを待っていた。


「色々考えてそうで考えてねぇし、結局ただ欲しくなったのかもな」


そこまで考え、一気に面倒になったジルは早々に思考を放棄する。


「欲しいのに拒否していたのか」


「我儘なんだよ」


笑みに歪んだ唇でグラスを煽る。喉を通る冷たい感覚に頭が冴えるのを感じた。


昼から酒かとマスターは言ったが、この程度ではとても酔わないのだから問題はない。このまま迷宮のボスに突っ込もうとも、変わらず立ち回れるだろう。


「色々持ってそうで、自分だけのモンを欲しがる。相手に、自分を選ばせる」


自分以外の全てを捨てろ、という意味でない。それらを持ち、選択肢を持ちながら、それでも自分を選んでみせろというある種の酷く傲慢な考え。


あくまでジルの予想だが、馬車での質問を思えば大きく外れてはいまい。短くなった煙草を灰皿に押し潰し、ジルは数多並ぶボトルに視線を滑らせる。


「それならば」


「あ？」


それを見ながら、マスターは寡黙な表情に微かな笑みを浮かべた。


「お前は彼のものだと、そう言ったも同然だな」


「ハッ、随分喋るようになったじゃねぇか」


「彼は余程の聞き上手だ。気付けば俺が話している事も多い……だからかもしれない」


皮肉気に笑うジルは相変わらず無駄に威圧的だが、マスターが気圧された様子はない。


ウイスキーを選べば、慣れた手付きでコルクが引き抜かれる。グラスに注がれたそれを受け取り、ジルが一口舐めるように味わえば、ふと目の前に小さな皿が置かれた。


何種類かのナッツが盛り合されたそれを見下し、ジルは訝し気に目の前の愛想に欠けた顔を見る。


「つまみだ」


「押し売りじゃねぇか」


「パーティが増えた記念として贈ろう」


「どうも」


先程のマスターの言葉に、ジルは何も返さなかった。


だが、もし言うならば「今更だ」という一言だけだ。〝一刀いっとう〟を〝一頭いっとう〟と揶揄やゆされる程に一人に慣れていた自身が共に居る事を選んだ時点で、それは言うまでもない事なのだから。


ゆったりとした時間の流れる空間で、ジルは美味い酒に舌鼓したつづみを打ちながらぽつりぽつりと会話を楽しんだ。






ギルドは魔物素材の買い取りも行っている。


依頼として素材納品があり、そちらの方が割が良ければ冒険者達は依頼品として納品する。だが大半の冒険者が、依頼と関係無く手に入れた素材をギルドへと売っていた。


持っていようにも場所をとる。ならば売り払って酒代にしてしまう方が良い。結果、ギルドに集まった大量の素材は商業ギルドを通じて他所へと卸されている。


「これ全部、銅貨一枚。その毛皮は三枚、その横のは二枚」


「他は状態が悪すぎるので廃棄で良いですか」


「うん」


それらの素材は、冒険者ギルドで鑑定される。


頷くジャッジに、全く適当な冒険者が多いと小言を言いながらスタッドは持っていたペンを置いた。様々な要因で価値が変動する素材は少なくない。ギルドにも専属の鑑定士はいるが、追い付かなくなると時折こうしてジャッジが助っ人に入る。


祖父に連れられ、幼い頃からこうしてギルドで鑑定を行っていたジャッジは、正確な上に仕事が早いと大変重宝されていた。


「毛皮は同じ種類でも金額の差が大きいですね」


「綺麗に剥いでくれると、高値をつけてあげられるんだけど……」


「これも実力の内でしょう」


スタッドが値段ごとに仕分けされた毛皮を運ばせれば、次の素材がやってくる。


大きな木箱の中に、袋ごとに分けられている魔石。大きいものは掌大、小さなものは親指の爪程の大きさだ。


「魔石かぁ」


ジャッジが肩を解すように竦め、山のように積まれた鑑定対象を眺める。


含有魔力量や属性、大きさや形など、諸々の要素が入る魔石の鑑定は面倒な上に数が多い。ギルドとしても鑑定に時間がかかってしまう為、ジャッジが補助に入った際にはスタッドがここぞとばかりにそれを押し付ける。


「じゃあ、属性で分けてから」


ジャッジに気負った様子はなく、いつも通り属性ごとに分けて魔力量を見ようとした時だ。適当に手にとった袋を開けた彼は、思わず固まった。


「……なんか凄いのあるけど、火、じゃない炎の、え、何これ」


「ああ、それですか」


他の魔石とは比べるべくもない魔力量、最高の質、形に歪みのない真球、滅多にお目にかかれない代物だ。魔道具を使わなければ満足に分からない筈の属性を、見ただけで看破したジャッジが恐る恐る手にした袋を置く。


「これ、ボスとか……」


「まさに〝精霊の庭スピリットガーデン〟のボスから出たそうです」


ふと、ジャッジはスタッドを見た。


素材の価値にも冒険者達の雄姿にも興味の無い彼が、背景事情を把握している。偶然聞いた、という可能性が無いことも無いのだろうが。


「結構な量があったそうなので、確保する分を除いて『たまには世の中の物流に貢献しようかな』だとか」


「リゼルさん……！」


滅多に出回らない最高品質の炎の魔石だ、欲しがる人間は多いだろう。市場に出れば熾烈しれつな奪い合いが起きそうだ、と戦々恐々としながらも、気になるのはボスと戦ったリゼルのこと。


意外と戦えるというのは既に知っている。しかし、それが心配しない理由にはならないのだ。


「怪我、とか」


「百歩譲って実力だけはあると認めてやっている二人がついていて怪我をさせたとあれば、あの二人に生きる価値などないでしょう」


つまり無傷らしい。ジャッジは安堵し、再び魔石を手に取った。


巨大な力を内包しながらも、静かに其処にある真球。一つ一つ手に取れば数は十にも満たないが、希少性を思えば大量と言って良い。


「幾つかうちの店に卸してくれないかなぁ」


「道具屋に置いてどうするんですか」


「取引先の人で、こういうのを凄く欲しがってる人がいて」


通常の魔石とはまさに桁が違う金額を挟みつつ、動かしていた口をふと噤む。


「そういえば、スタッド。イレヴンの実力も認めてるんだ……ちょっと意外、かな」


金額を書き込むスタッドの手が止まる。


淡々とした無表情は変わらないが、ジャッジは何となく不服そうな雰囲気を察した。付き合いの長さと優れた鑑定眼が、辛うじてスタッドの機嫌の把握を可能にしている。


「あの方がパーティに入れたなら、何も認めない訳にはいかないでしょう。それにあくまで百歩譲った上でと言った筈ですこの愚図ぐず」


「何で罵倒するの……！」


「次は」


「うぅ……この袋は銅貨二枚が六、一枚が十二、四枚が一」


リゼル達パーティの魔石の袋を分けて置き、ジャッジは大量の魔石の鑑定を再開させた。ほぼ一目で鑑定を終える姿に、夜までには終わりそうだとスタッドもペンを滑らせる。


「銀貨二、銀貨一、銅貨五が六。そういえば、リゼルさん最近また絡まれることが多いって言ってたけど……大丈夫そう？」


「馬鹿と違ってあの方は綺麗に流していますよ」


「大人だよね。優しいし、雰囲気も綺麗だし。そんなリゼルさんを前に、良く嫌味とか言えるなって思うけど。萎縮したりしないのかな……あ、この魔石、空だ。銀貨五」


空の魔石は地味にレアだ。容量は小さいが、どの属性も入る。


「この袋に除のけておいて下さい。嫌味を言うような下賤げせんであればあるほど、本当に高貴なものが分からないのでしょう。あの方の価値がクズのような人間に知られなくて何よりです」


「そっか、納得。銅貨三が十二、四が五」


スタッドは何処までも素で毒を吐く事があるが、ジャッジも完全に無意識ながら時々さらりと零す。二人の仲が良い理由の一端を垣間見る事が出来た一瞬だった。


「それよりスタッド、鑑定に一人付き添うのは決まりだけど、リゼルさん達は良いの？」


「今日は来ない気がするので問題ありません」


「ふぅん……」


何故そんな勘が働いて、何故それを確信しているのかジャッジには分からない。だが、それなら良いかと一つ頷き、その後も二人は流れる様に鑑定を続けていった。






「全く、連日勲章授与だの何だの……敵わないな。こちらはまだ後片付けが残っているというのに」


「貴族の義務でございます。そうおっしゃらず」


レイはその煌びやかな雰囲気を、より一層強めるような正装を身に纏っていた。


馬車から下り、自らの屋敷に到着して一番にする事といえば、自身を出迎える自慢の迷宮品たちに癒されることだ。それら厳選した自室につくやいなや、首元を締め付けるスカーフを外す。


傍についていた年配の執事長がそれを受け取り、腕にかけて上着を脱ぐのを手伝った。


「陞爵しょうしゃくの話もあったとか」


「あったらしいけどね。どうやら騎士達のことを考慮して無くなったらしい。まあ、元々断るつもりだったけれど」


その脅威が国をも揺るがす盗賊団を、レイ率いる憲兵達が一網打尽にした。国が所有する騎士団さえ手を出しあぐねていた相手だ。その功績は大きい。


「憲兵団と騎士様は、仲が宜しくないですからね」


「悪くもないのだけどね。主義主張の違いというのは、どうしようもない事だ」


カラカラと快活に笑うレイが、身軽になった体をソファに預ける。


忠誠を美徳とし、団員をほぼ貴族が占める王に仕えし騎士団。自らの血筋を誇り、それを裏切らぬ実力を身に着けた選ばれし騎士達。互いを疎んでいる訳では決して無いが、出自を問わぬ憲兵とは確かに相容れない部分がある。


「今日も〝何故拠点を見つけた時点で報告しなかった〟と、とある侯爵に小言を貰ってしまった」


「それは、騎士団の元締めの？」


「ああ。まぁ、正論だけれどね」


とにかく時間がなく、そして情報を漏らす訳にはいかなかった、というのが公に出したレイの言い分だ。


なにせ情報源からして、国の光であり続ける騎士に背負わせる訳にもいかない存在。それを暗に匂わせた時の、とある侯爵の忌々しそうな顔は酷く威圧感があったが、無言で去って行ったので受け入れはしたのだろう。納得はしていないだろうが。


「さて、それで〝フォーキ団の首領〟は自白してくれたかな？」


「ええ。先程ようやく、と」


「ふむ、粘ったものだ」


レイが金の瞳を細め、肘掛けに腕を置きながら笑う。


商業ギルドの、とあるスタッフ。盗賊団の頭領だったと仲間に暴露された彼は、最近まで頑なにそれを否定していた。真に迫る演技に、誰もが感心したものだ。


「流石は商業ギルドと盗賊の二役をこなしていただけある。演技の上手いことだな」


「左様で御座いますね」


しかし、他ならぬ盗賊団のメンバーが彼を頭領であると断言している。噂に流れている、数少ない特徴も一致している。本人の否定など何の意味も無い。


「さて、これで大団円といった所か」


結果的に、最も恐ろしい所を大人しく出来たのだ。これ以上の結果はあるまい。


レイはそうして肩の荷を下ろすようにソファへ凭もたれ、ふと棚に飾られた宝石の目を持つ三匹のテディベアを視線で捉えた。


真実を知る者は、レイの他に居ない。全てリゼルの思う通りならば、自ら手を下す事なく煩わしいものを排除した手管は見事の一言に尽きるだろう。


「紅茶で御座います」


「ああ」


用意されたティーカップを手に取り、甘い香りを楽しみながら一口飲む。


「しかし、城に上がる度に嫁を勧められるのは勘弁して欲しいものだ」


「レイ様ならば、後妻でも嫁ぎたいと願う淑女しゅくじょの方々は多いでしょうな」


「後継ぎはいるからと流してはいるが、キリがない！」


「お疲れ様で御座います」


肩を竦めるレイに、執事長がころころと笑った。


レイには息子が一人いる。血の繋がった、正真正銘の実の息子だ。


その息子が幼い頃に妻を亡くしたレイだが、それ以降、他の妻を娶ったことはない。


「御子息は騎士学校に就いておいでですから、皆さま勘違いしていらっしゃるのでしょう」


何故、レイの息子が騎士学校に通っているのか。それは本人の希望に他ならない。


やや微妙な関係の騎士団と憲兵、どちらも知ることでその対立を無くそうと考えたのだ。敵地につっこむ心の強さ、言い換えれば立場を弁えぬ破天荒さはレイに似たのだろう。


「あれは、この家を継ぐ気しかないのだけれどね」


「そうでしょうとも。私共も楽しみにしております」


周囲から見れば、唯一の跡取りが家を継ぐ気がないようにも見えるのだろう。よって余計に新しい妻を勧められる。レイにとっても慣れたやり取りだが、疲れるものは疲れるのだ。


紅茶片手にゆったりと寛ぐ姿に、執事長は静かな微笑みを以って語り掛ける。


「ですが、レイ様。絶対に後妻を娶めとらないと決めている訳ではないのでしょう？」


「うん？　そうだね、アレを超える女性がいるならば考えるかもしれないね」


「奥方様は強く美しく、聡明な方でした。あの方以上の女性となると、なかなか現れないでしょうな」


執事長が懐かしむように、いつしかの光景を脳裏に描いた。


今も昔も自由奔放なレイだ。そのレイの留守を任されていたのは、今は亡き奥方で、その手腕は今でもハッキリと思い出せる。


訓練場に並ぶ憲兵。その憲兵に苛烈に檄げきを飛ばす奥方。力尽きる憲兵。しばき起こす奥方。時折持ち寄られる書類を次々と捌きつつ、乗馬服に剣を持ち、死屍累々ししるいるいとなった訓練場の真ん中で一人真っ直ぐに立つ姿は何とも美しかった。


「私の一生はレイ様のお世話に終わりそうです」


「そうだろうとも」


快活に笑ったレイは、しかしふと考え込むように顎に手を添えた。


「ああ、だが。そうだね」


そして、酷く楽しそうにニヤリと笑う。


決して若いとは言えない年齢にも拘らず、魅力衰えない笑顔。むしろ最近、特にそれが増しているように執事長には感じられた。理由は、恐らく言うまでもないだろう。


良い影響だ、と昔からレイへと仕える翁おきなは眼元の皺を深くして微笑んだ。


「リゼル殿の性別が女性だったなら、私は恐らく熱烈に口説いていただろうね！」


「今もそう変わらないと思いますよ」


声を上げて破顔一笑するレイに、執事長は紅茶のポットを手に持ちながら、楽しそうで何よりだと満足げに頷いた。






商業国。一領地でありながら、国と称される程に発展した都市。


「子供の喧嘩に親が出るのは良くないって言うじゃろ」


「……いきなり何だ」


その中にある領事館の一室で、商業国領主であるシャドウは、自らの素性を知る数少ない存在であるインサイを訝しげに見た。


立派な爺であるにも拘らず、何故か自身が幼い頃から殆ど容姿が変わらない相手が、唐突に部屋を訪ねて来たかと思えば訳の分からない事を言っている。壮絶に美しい顔にくっきりとした隈を刻み、彼は視線を書類に戻して口を開いた。


「何の話だ」


「孫の喧嘩に爺が出るのは良いかの」


「却下だ。本題に入れ」


「昔はもう少し可愛げがあったんじゃが……いや、気の所為かもしれん。今とそう変わりねぇな。うちの孫の方が万倍可愛い」


シャドウは相手にするのを止めた。


先程から途切れず動き続けるペン先は、何度もインク切れを起こしてインク壺つぼへと突っ込まれている。邪魔するなという無言だが露骨な訴えを、しかしインサイは全てスルーした。


年寄りにありがちな鈍感ではない。彼はジャッジに似ても似つかず、常に我が道を行く人物だ。


「商業ギルドに喧嘩売ったぞ」


「却下だ！」


突如落とされた爆弾発言に、シャドウはペン先を折った。


仕上げた書類にジワジワとインクが広がって行く。それに鋭い舌打ちを零し、彼は潔く復元を諦めた。書き直した方が早い。


「私が常々、奴らの介入を拒否しているのを知っているな」


「おう」


「敵対はしないよう、細心の注意を払っている事も」


「でも儂の孫に舐めた真似しくさったし」


あっけらかんと言葉を遮られ、シャドウの眉間にとんでもない皺が刻まれる。


「待て。ギルドの不祥事に貴様の孫が関わっているなど、私も把握していない」


情報は、商売にも密接に関わる。


人も物も集まる商業国。その中で最も素早く正確な情報を手にしているだろうシャドウですら、つい先日に商業ギルドの貸出スタッフが不祥事を起こしたと知ったばかりだ。被害者の詳細など流れてはいない。


「貴様、一体何処からその情報を」


「ふむ」


間髪入れず書類を書き直すシャドウに、インサイはニヤニヤと笑いながら一つ頷いた。


取り出したのは一枚の手紙。問題の孫から直接話が来たのかと、シャドウが顔を顰めながらも納得しかけた時だった。


「貴族顔負けの、とある冒険者からなんじゃが」


再度ペン先が犠牲になった。勿体ない。


「……」


忌々しそうに舌打ちを零し、シャドウは折れたペン先を捨てる。


思い出すのは、自身に夕食を奢らせた穏やかな微笑み。放置するべきではないと判断し、監視を付けたものの遊ばれた感が否めず。帰ったと思いきや、地下通路などインサイを通じて幾つもの爆弾を落として行った男だ。


「……何が書いてある」


「ん？　気になるか、んん？」


下手をすれば同年代とも取られかねない、年相応の老いなど一切感じさせない相貌が面白そうに歪む。早くしろとばかりに鋭く見据えれば、インサイはカラカラと笑って手紙を振った。


「何、本題はジャッジの好物でな」


「何だと？」


「慰めてやりたいんだとよ」


好々爺のような口調に、しかしシャドウは眉間の皺を深めた。本題は。ならば副題は。あるいは、蛇足なのかもしれないが。


「それだけか？」


「な訳ねぇだろ」


インサイの視線が苛烈さを帯びる。大切な孫を害された怒りは、確かに彼の中に存在しているのだと納得させるような威圧的な笑みだった。


「問題のスタッフが過去に売り捌いた全盗難品リスト、それに気付いとった商業ギルド職員リスト、その他。商業ギルドを壊滅させるに相応しい情報が目一杯つまっとる」


シャドウは眉間を押さえ、苛立つように溜息をついた。


何に苛立っているのかも分からない。商人としての誇りを失った商業ギルドへの失望か、多忙な現状を更に多忙にする情報への焦燥か、それとも。


「あの男の情報網は一体どうなっている……」


以前顔を合わせた時は、こういった裏事情に通じている様子は無かった筈だ。ジルが近付けさせるとも思えず、疑問だけが残る。


だが、それよりも重大な懸念があった。艶のある黒髪を肩へ滑らせながら、知らず伏せていた顔を嫌な予感を抱きつつも上げる。


「待て。貴様、もしかしてその情報を」


これでは商業国が情報を持ち過ぎている。歴代領主が苦心して築き上げた、商業ギルドとのパワーバランスが一気に崩れかねない。


「いや、明言はしとらん」


「そうか」


「匂わせはしたがの」


「却下だ。何処まで知らせた」


インサイは商業国屈指の商人だ。商業ギルドに加入していようと、此方の陣営だと判断されるには充分だろう。


孫馬鹿とはいえ流石に弁えてはいるだろうが、とシャドウは煩わしげに髪を掻き上げ、ペン先を新しいものと取り換える。ストックは大量にあるので問題ない。


「うちの孫に何すんだ、くらいか。まぁ、後は身内の恥なんぞさっさと切り捨てろっての」


「貴様なら前者だけで充分だろう」


「儂に対して隠そうっちゅう動きもあった。随分と舐められたもんじゃ」


シャドウは、孫が生まれて丸くなる前のインサイを知っている。


全てを力で捻じ伏せるような、そんな取引をする男だった。身内に対しては面倒見が良く、一心に信頼を受けてはいたが、敵には一切容赦のない凄烈な商人だった。


「それに、あ奴がわざわざ知らせて来たなら〝動け〟っつう事じゃろ」


それを思えば、確かに丸くなったのだろう。人に動かされる事を良しとし、最愛の孫の為に商業ギルドと敵対するような真似を一応は避けるのだから。


「……却下だ。貴様が冒険者風情に動かされるなど」


「奢らされた奴に言われてもの」


揶揄うように笑ったインサイが、その笑みを意地の悪いものに変える。


「冒険者風情などと、思っても無いことを口に出すもんじゃねぇ。口にした一瞬畏まるくらいならの」


「……却下だ。用件が済んだなら出て行け」


まさに幼子を揶揄う翁のような、そんな雰囲気のままにカラカラと笑うインサイをシャドウは強制的に追い出した。その背を見送る事なく、苛立たしげ新たな書類に着手する。


進めても進めても終わらない仕事。不満を持った事は一度も無い。これが日常であり、何より好きでやっている。疑いようもなく仕事中毒ワーカーホリックだが、体調管理は徹底しているので問題はない。


「フォーキ団壊滅か」


ふいに、ギルドの不祥事と共に流れてきた情報を思い出す。


多種多様な荷物を積む商人達の馬車は、最も狙われやすいのだろう。度々被害報告が上がり、その総額は洒落にならない金額となっていた。


商人達の損害は商業国としての損害だ。シャドウも幾度も対策を講じて来た。


「………」


商業ギルドの不祥事、フォーキ団の壊滅、物事が同時に起こり過ぎている気がする。ただの偶然と片付けるのは簡単だが、果たして。


脳裏に、アメジストを甘く緩ませた穏やかな微笑みが掠める。


「（……却下だ。考え過ぎだろう）」


内心で否定し、ただ無心でペンを走らせ始めたシャドウは知らない。


その数日後、商業スタッフがフォーキ団の首領だったなどという情報が届き、インサイと共に全ての真相を悟る事を。「孫の仇を完全にとってくれおった！」と大喜びなインサイの横で、握ったペンを軸ごと折る事となるのを、今の彼は知る由も無かった。






そして、王都の片隅で。


「ッんく」


「何だそれ、クシャミか」


「リーダー風邪？　今日出掛けんの止めとく？」


「いえ、多分そういうのじゃないと思うんですけど……噂でもされてるんでしょうか」


不思議そうなリゼルを眺めながら、噂されただけでクシャミが出るなら出っ放しだろうと、ジル達は内心で突っ込んだ。
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「イレヴンの笑みって時々全力でやらしいですよね」


「何それ。エロいって事スか。嫌味っぽいって事スか」


リゼルの思いつきの発言に今日も翻弄ほんろうされているイレヴンに、良い加減慣れろと思いつつジルは口には出さない。恐らくイレヴン自身、楽しんでいる部分が有る。


ジルとしては、日々冒険者らしくなろうと周囲から言葉遣いを学んでいくリゼルの暴走を止めて欲しいと思わないでもない。先日ついにジャッジが泣いた。


「今日も迷宮が良いですか？」


「どうしてもって訳じゃねぇけど」


「好きにしろ」


ギルドの扉を潜る。一瞬視線が集まり、直ぐに散って行くのはいつもの事だ。慣れたようにそれらを流し、三人は依頼ボードの前へと足を進める。


常の通り、Ｆランクの依頼から順に目を通そうとした時の事だった。ふとリゼルが手を伸ばす。一枚の依頼用紙を手に取り、珍しいと言いたげな二人の視線を受けながら、それに目を通した。






【回復薬の制作補助】


ランク：Ｆ～


依頼人：回復薬製造所


報酬：銀貨２枚（一人当たり）


依頼：ひたすら魔石を砕く器具を回すだけの簡単な仕事。


力自慢募集。三名程。現物支給は不可。






「こっちの回復薬の作り方、一度見てみたかったんです」


「リーダー好きそー」


横から依頼用紙を覗き込んだイレヴンがケラケラと笑う。


「力自慢……出来るでしょうか」


「ねぇよ」


真剣に検討しているリゼルを、ジルは容赦なく切り捨てた。


か弱いとは言わない。成人男性として平均的なだけだ。だが他者より肉体的に秀でる冒険者達へ出す依頼で、更に力自慢を強調するのなら、リゼルでは全く太刀打ち出来ないだろう。


「ニィサンにやらせときゃ良いじゃん」


「Ｆランクだし、今回は一人で受けようかと思ったんですけど」


「はァ⁉　俺今日は三人で動くつもりで来たんスけど！」


言葉通り嫌そうな顔のイレヴンは、もしかしなくとも初めてのパーティに浮かれているのだろう。隠そうとしない辺り何らかの思惑はあるのだろうが、嘘では無い筈だ。


胡散臭そうな目でイレヴンを見るジルに可笑しそうに笑い、リゼルは考えるように依頼用紙を見下ろした。


「天下の一刀にＦランク受けさせるのもどうかと思います」


「前も受けたじゃねぇか」


「あれは俺のお守りじゃないですか。ジルが受けた訳じゃないです」


だが、どうやら付き合ってくれるらしい。リゼルは覗き込んできたジルに依頼用紙を傾けてやりながら、黒い衣装に包まれた体躯たいくを横目で確認する。


力自慢、間違いなく問題はないだろう。冒険者の中では決して筋骨隆々な方ではないが、凄まじい筋力をふとした瞬間に垣間見る。


「俺も行くッスよ」


「じゃあ、人数としては丁度良いですね」


そしてリゼルの視線がジルからイレヴンへと移った。


蛇の獣人の特性なのか、個人の性質なのか。鍛えられているものの細身の体は力自慢の印象が余りない。リゼルは全力で自分の事は棚に上げている。


視線の意図を察したのか、イレヴンが胡乱うろんな目をして口を開いた。


「流石にニィサン程じゃねぇけど、仮にも剣振ってんスよ」


「あんまり俺と変わらない気もするんですよね」


「それ舐め過ぎ」


「イレヴンこそ」


リゼルとて、最近の冒険者生活で動く事が増えた。多少は筋力もついている筈だ。イレヴンが思うほど非力ではない。恐らく。


謎の自信に包まれつつ、リゼルは考えるように視線を巡らせる。すると、ふとギルドに置かれている幾つかの机が目に入った。


「じゃあ、腕相撲しましょう」


「は、マジッスか。むしろ勝てるつもりでいんスか」


「良い勝負はすると思います」


流石に勝てるとは言わないが、善戦ぐらいはする筈だ。リゼルは呆れたようなジルの視線を綺麗に流し、椅子へと座る。何故そんな事に、と周囲が好奇心を露わに見守る中、前に座ったイレヴンと手を組んだ。


そして気付く。剣を握り続けた末の硬い手。余裕の表情。手加減しているだろうに、しっかりとした握力を感じる掌。やはり無理かもしれない。


「始め」


やる気のないジルの合図に、取り敢えずリゼルはやるからには頑張ろうと力を込めた。そして十数秒。


「予想通りなんスけど」


欠片も腕を動かさず、余裕全開のイレヴンがそこには居た。


リゼルは全力だ。ぱっと見る限り穏やかなままで余裕そうに見えるが、まごう事無く本気だ。暫くぐいぐいと押し、何故か時々引き、それでも全く動かないイレヴンの腕に、ついに諦めたように力を抜く。パタン、と優しく倒された手が何とも言えない。


「俺の勝ちー」


「ちょっとショックです」


機嫌良く笑うイレヴンに、リゼルは苦笑して手を離した。


周囲をその手の存在に囲まれていたからか、リゼルの強者を見抜く目はそこそこ鋭い。だが情報の少ない蛇の獣人。細身でありながら強靭きょうじんでしなやかな筋力は、彼らの種族特性だ。


強いのは何となく分かるが、それが何に起因するかは分からないリゼルでは見抜くのは難しい。


「イレヴンってこう、テクニックで戦うタイプだと思ってたので」


「まァ間違っちゃねぇッスね」


「幾ら上手かろうが、ゴーレムなんざ力がなきゃ斬れねぇよ」


「そうなんですか？」


目の前の二人が普通に斬るのでいまいち実感が薄い。だが、これで依頼を受けるには問題ないだろう。


「じゃあ、依頼ではジルとイレヴンを差し出してみましょう」


「さっきまでニィサンに遠慮してなかったっけ」


「こういう奴だ」


「俺は、役に立たなかったら付き添いということで」


リゼルは回復薬の制作方法がとても気になっている。


そして自由奔放に、やりたいと思った事は必ずやる。折角それが許される立場になったのだから、彼は心から冒険者を楽しんでいた。


「報酬は二人分だけで、とかなら一緒に居ても良いでしょうか」


「依頼に出すぐらいなら極秘って訳でもねぇだろ」


「理想は、俺も役に立てる事なんですけど」


「何やらされんだろ」


普段の依頼では、どうしてもやりたい依頼が無い限りリゼルは二人を尊重する。だから好きにすれば良いと、ジル達はリゼルに続いて受付窓口へと向かって行った。






憲兵の詰所が近くにあり、治安の良い街角にある小さな石造りの工房。その木造の扉の中からは今日も威勢の良い声が飛ぶ。


「おいジジィ、てめぇまたギルドに依頼出したな！」


「黙れ小娘ェ！　てめぇじゃ魔石砕けねぇじゃねぇか、文句言うんじゃねぇ！」


「出すにしても早ェんだよクソジジィ！　まだ配達も終わってねぇだろ！」


スタッドの懇切丁寧な説明で、リゼル達は迷うことなく依頼人の工房へと辿り着いていた。扉の向こうから聞こえて来る会話に、歓迎されていないのだろうかと首をひねる。


「低ランクの腰の引けた冒険者にゃ、早々魔石なんざぁ砕けねぇよ」


「それもそうだ！」


上がる笑い声に、自分の事だろうかと思いつつリゼルは片手を持ち上げた。


立っていても話は進まない。取り敢えず話を聞こうと扉をノックしようとした、その時の事だ。


「アタシは配達行くからな、クソジジィ。憲兵んトコ寄って」


「こんにちは。依頼を受けて来たんですが、今宜しいですか？」


乱暴に開けられた扉に、リゼルは使わなかった手を下ろして微笑んだ。


扉から現れたのは、ツナギの似合う美女だった。何かで汚れた頬がいかにも職人らしく、配達の言葉通り荷物を担いだ二の腕は逞たくましい。


美女は会話途中の開いた口をそのままにリゼルを凝視し、そしてスッと真顔になった。荷物を下ろし、ごしごしと顔の汚れを擦って余計に広げ、背筋を正す。


「メディです。薬士くすりしです。好みのタイプは知的で穏やかな人です顔が良いなら尚良し。好みど真ん中すぎるから結婚を前提に結婚してくれ！」


「帰るぞ」


「目ェ合わせちゃ駄目ッスよ」


「幸せにする！　幸せにするから！」


あまりにも必死過ぎる訴えに、リゼルは目を瞬かせてメディと名乗った美女を見た。


一応元の場所では、国王の覚えも目出度めでたい優良物件である自覚はある。言い寄られた事は多々あれど、こうも男らしい求婚を受けたのは初めてだ。


「何しとんじゃあ小娘ぇ！」


そんなメディを止めたのは、工房の奥から姿を現した大男だった。


大男という程身長が高いわけではないが、ずんぐりと逞しい体と、まるで小人ドワーフのように顔を覆う髭が彼を酷く威圧的に見せている。初見ではまず怯えられるだろう。


彼は無骨な拳骨を容赦なくメディへと振り下ろし、そしてチラリとリゼル達を見た。


「Ｓランクにゃあ頼んじゃいねぇぞ」


「いえ、Ｃです。不足ですか？」


「ハッ、でけぇ口叩きやがる」


大男は愉快気に歯を剥き出して笑い、そしてフンッと鼻を鳴らす。


「依頼に書いた以上の報酬は出さねぇからな」


何処か機嫌が良さそうに、彼は痛みにうずくまるメディを残して工房の奥へと消えた。


回復薬の製法は工房ごとに異なり、公表はされないという。冒険者に任せられる作業ならともかく、奥は見せては貰えないだろうとリゼルは少し残念ながらも諦めた。


「あー……あまりに好み過ぎて取り乱しちまったのは、すまん」


そうこうしている内にメディが復活し、工房に通される。


作業用の小さな椅子に腰掛け、両膝に手を押し付けながら男らしく頭を下げる彼女に、リゼルは穏やかに微笑み首を振った。驚きはしたが、それだけだ。


「大丈夫ですよ、気にしないで下さい」


「敬語ぉぉ……ッ」


激しく悶えられた。


美人なのに勿体無いと、三人が自然と内心の一致を果たす。そんな事など露知らず、ひとまず落ち着いたメディが気分を入れ替えるよう、パンッと膝を叩いて立ち上がった。


「おっし！　じゃあ、依頼説明すんぞ」


「お願いします」


メディは工房の中を歩き、そして壁際に置かれた一台の器具へと手を置く。器具は、石臼を連想させる形をしていた。


「時々依頼には出してんだ。やって欲しいのは魔石砕く過程でな、ここを回しゃあ下から粉になって出て来る」


メディがやや形が歪な魔石を近くの箱から手に取り、そして器具の上部から放り込んだ。


そして、横についた持ち手の長いハンドルを握る。薄っすらと腕の筋肉を隆起させながら半回転、しかしハンドルは何かを挟み込んだかのようにそれ以上動かなくなった。


「アタシじゃこれ以上は無理だな。これをひたすら回してくれりゃあ良い」


興味深そうに器具を覗き込むリゼルを凝視しながら、メディは至って真面目に説明を終えた。


試しにイレヴンがハンドルを握り、力を込めてみる。五割、七割と力をかけていき、全力に近い九割ほどで微かに動いた。直ぐにパッと手を離し、ぷらぷらと振る。


「うわ、固ッて」


「動くなら大したもんだぜ。大の男が三人がかりでようやく回せる代物だからな」


メディは感心したように言いながら、何とかなりそうだと安堵の息を吐いた。正直、三人中二人が力仕事に秀でているように見えなかったからだ。


イレヴンが緩慢にだが動かしてみせた事で、いかにも無理そうなリゼルを除き、最も力のありそうな残り一人と二人がかりなら問題ない筈だと頷く。


「まぁ無理そうなら、どっかから助っ人を」


言いかけ、止まる。


「すっげぇ回ってんスけど」


「ジル、どうですか？」


「普通」


リゼルに促されてハンドルを手にしたジルが物凄く回していた。


いつもは逞しい男達相手に「もっと速く回せねぇのか！」と檄を飛ばすメディも、これには思わず制止をかける。見た事ない速さで回ってるので壊れそうで怖い。


「こりゃ、助っ人は必要ねぇな……」


「さっすがニィサン、人外疑惑かかってるだけある」


「てめぇだけだろ」


「いえ、実は……」


「おい」


ジルはハンドルに手ごたえが無くなるまで回し、そして手を離した。リゼルが器具の下を見れば、粉まで細かくなった魔石が設置された布袋の底へ薄っすらと積もっている。


「普通に握っても粉々になんじゃねぇスか」


「砕けても粉末にならなきゃ、多分回復薬に使えませんよ」


「俺が魔石砕ける前提で話すのを止めろ」


とんでもない会話してやがる、とメディは顔を引き攣らせ、そして魔石の山へと手をかけた。


「魔石はどんどん入れてくれりゃ良いからな。これ全部やってくれ」


「ここがジル一人で十分となると、俺達が余りますね」


手伝おうとしても、間違いなく邪魔にしかならない。今も、やらせてやらせてと手を伸ばすイレヴンにジルは鬱陶しそうにしている。


どうしようかとメディを窺えば、彼女も困ったように眉を寄せて唸った。


「魔石が次々出来んなら、やるこたぁ一杯あんだが……」


その視線がチラリと机の上の紙束、次いで玄関前に置かれた配達前の荷物へと向けられる。さらに床の上にうず高く積まれた薬草類は、選り分け途中なのだろう。確かにやるべき事は多そうだ。


「薬士さんさえ良ければ、このまま他の手伝いをと思うんですが」


「本当か！」


カッと顔を上げたメディが、向けられた微笑みに悶えつつも机の上の紙束を手に取った。


「見るからに出来そうだよな。計算とかどうだ？」


「苦手ではないです」


「アタシは滅茶苦茶苦手なんだよ。で、これなんだけどよ」


リゼルはメディから何枚かの紙切れを受け取った。


「うわ……」


一緒に覗き込んだイレヴンが、いかにも嫌そうに顔を顰める。


びっしりと書き込まれた数字。材料項目別に何らかの数値が表で纏められていた。これをもう一枚に書かれた複数の計算式に当て嵌めていけば、必要な解が出て来るのだろう。


苦手だと自称するメディの為のものか。確かに一般教養レベルを遥かに凌駕する。


「てめぇコレ解けんの？」


「自分が何してんのか分からねぇながらギリギリ解いてる」


だろうな、と頷くイレヴンを尻目にリゼルはパラパラと紙束を捲り、そして一つ頷いた。


「うん、大丈夫そうです。これをやれば良いですか？」


「外見を裏切らぬ知性……ッ」


感極まったように天を仰ぎ、何らかの存在に感謝し始めるメディに、しかしリゼルは既に慣れたのか可笑しそうに笑ってジルの元へと向かった。ちなみにイレヴンは凄い顔をして彼女を見ている。


「ジル、はい」


「ああ」


ただ片腕を回しているだけでは飽きるだろうと、暇つぶしに何冊かの本を渡す。


ジルはチラリとそれを見て、器具の上に肘を置きながら器用に読み始めた。残る片腕はもはや無意識なのか、一定のペースでハンドルを回し続けている。


「ニィサン、意外と似合うんスよね。本」


「うるせぇ」


「イレヴンは読まないですよね」


「つまんねぇもん」


イレヴンらしいと笑い、リゼルは紙束が置いてあった机へと向かった。インク瓶もペンも置いてあるので、ここで作業をすれば良いのだろう。


「薬士さん、机借りて良いですか？」


「ハッ」


微動だにせず天を仰いでいたメディがびくりと正気を取り戻す。


「ぜひ使ってくれ！　ペンが似合う！　書き物が似合う！　嫁ぎてぇ！　あ、眼鏡は⁉」


「視力は良いんです」


やや肩を落としたメディに、駄目だっただろうかと不思議に思いつつリゼルは席へとついた。近付いて来たイレヴンがペラペラと興味なさそうに紙束を捲る姿を見て、さてどうしようかとペンを手に取る。


薬草の選別も出来るだろうが、基本的に飽き症な彼は単純作業を好まない。途中で飽きること必至だ。


「イレヴン」


それならば、とペンを持つ手で玄関横の荷物を指す。


「配達のお手伝い、どうですか？」


「あー、そっちのがマシかも」


「勿論、薬士さんが良ければですけど」


メディが配達に行くにしろ、工房にリゼル達部外者だけを残していく訳にはいかないだろう。そう思い申し出れば、彼女は力強く頷いて了承を示した。


「滅茶苦茶助かる」


「それは良かった」


リゼルはインク瓶の蓋を外しながら、にこりと微笑む。


「彼なら大抵の事に対処できるので、安心して任せてあげて下さい」


何だか違和感のある言い方だと、イレヴンが疑問を孕む目でリゼルを見た時だった。メディが身を乗り出すように机へと両手をつく。


「知ってんのか!?」


「いえ、さっき憲兵の名前を出していたので、もしかしたらと」


リゼルの予想は当たっていたようで、メディは苛立ち混じりに語り出す。


曰く、最近になって運搬中の回復薬が奪われたという報告が続々上がっているという。確かに回復薬は、低級だろうが絶大な効果を誇る。治る時は傷より痛いが。


「うちも一回狙われてんだ。まぁ、クソジジィが配達中だったから薬は無事だったんだけどな」


先程見た大男、もとい工房の親方を思い出し、リゼル達は何故襲い掛かってしまったのかと盛大に疑問を浮かべた。どう見ても喧嘩を売ってはいけない相手だというのに。


「つうか回復薬の配達とかって何？」


「うちは決まった店にしか卸してねぇんだよ。治療院とか、変わり種なら郵便ギルドとかな」


決まった店に決まった数を納品する為、この工房の回復薬が世間一般に売り出される事はないそうだ。信頼関係の上に成り立つ商売方法は、工房ごとに差異のある回復薬を確かな品質だと証明するものでもある。


「報酬の現物支給不可っていうのは、そこから来てるんですね」


「おう、量産出来るモンでもねぇしな。なのに、ったく。全くどこの盗賊だってんだ！」


リゼルとジルがさり気なくイレヴンを見た。


イレヴンは一瞬真顔で何かを考えていたが、直ぐに冤罪だと言わんばかりに首を振る。一瞬でも思い当たるものがあった辺り信憑性は低い。


とはいえ、リゼル達はあっさりと納得した。国と国とを行き交う大商家の荷馬車を丸ごと奪うならまだしも、リスクの高い国内で回復薬を何本か欲しがる程、イレヴンも残る精鋭達も謙虚には見えない。


「君なら襲われても返り討ちに出来るでしょう？」


「そりゃ勿論」


当然のように告げたリゼルに、彼はにんまりと笑ってみせた。


「殺やんのは？」


「駄目です」


「りょーかい」


頷き、箱詰めの荷物を抱えて工房を出て行くイレヴンを見送る。


然して重そうにも見えない後ろ姿に、流石だと思いながらリゼルはペン先をインク瓶へと沈めた。机に向かって仕事をするなど少しばかり懐かしい。


「あいつ大丈夫かよ。あっちの、ひたっすら魔石砕いてる奴のがよっぽど強そうだぜ」


「大丈夫ですよ、腕は立ちます。それより、砕いた魔石ってあのままで良いんですか？」


「あ？……げっ、すげぇ溜まってんじゃねぇか！　早ぇな！」


工房を訪れた時に冒険者を呼ぶのが早すぎると言っていたのだから、貯め置きは好ましくないのだろう。メディは幾つかの瓶と天秤を抱え、器具へと駆け寄って行った。


「インテリさんは、計算終わったヤツすぐ渡してくれ！　それ、魔石に使うから！」


「分かりました」


取り敢えず自分で計算しただろう数少ない用紙を手に、焦ったようにメディが告げる。リゼルは微笑んで頷き、さてと気合を入れて大量の数字と向き合った。






「たっだいまー……眼鏡ッッ！」


「おかえりなさい、早かったですね」


配達を無事に終え、工房へと帰って来たイレヴンが目にしたのは眼鏡をかけたリゼルだった。落ちる髪を耳にかけ、向けられた視線は思わず叫ぶ程度には衝撃的だ。


空箱を放って机へ詰め寄り、似合いすぎる、と見慣れない姿をまじまじ覗き込む。


「何コレ、伊達？　何でかけてんスか」


「かけたらやる気が出て、作業効率が上がるって言われたので」


誰から、とは聞くまでもないだろう。


リゼルのド真ん前の床を陣取り、今にも涎を垂らさんばかりの表情で薬草の仕分けをしているメディだ。イレヴンは全力で引いた。

            





    
  
  




「けど、やっぱり慣れなくて」


「あー……とりあえず、奥かけすぎ」


丁度良い位置を探しているのか、微調整するように眼鏡をいじる指先は、確かに慣れていないだろう事を伝えて来た。イレヴンも目が悪い訳ではないが、変装目的で時々つける。


両手の指先で位置を直してやり、それでもピンと来ないリゼルにそんなものだと可笑しそうに笑った。


「邪魔なら外しゃ良いのに」


「俺も、最初は直ぐに外そうと思ったんですけど」


苦笑したリゼルがメディを見る。


何を隠そう、眼鏡だけで本気で作業効率を上げたのが彼女だ。リゼルを凝視する視線は一切外れないにも拘らず、手元には一切の狂いが生じない。何故か作業スピードも段違いに上がった。


「不思議ですよね」


「リーダーちょっとは気にして」


圧の強い視線を気にせず、平然と計算を進めるリゼルを視線から隠すように立つ。


ちなみにジルは何をしているのかとそちらを見れば、退屈そうに器具に寄りかかりながら本へと視線を落とし、黙々とハンドルを回していた。彼も大概マイペースだ。


すると、メディはようやく気付いたかのようにイレヴンを見た。そして空の木箱に視線を移し、頷く。


「おっ、無事届けられたみてぇだな！」


「これ金」


「おう、ひーふー……良し、ぴったりだ」


銀貨を数え、メディがニッと笑う。


「盗人に狙われなかったみてぇで良かったな」


「いや、襲撃はされたけど」


「は⁉」


その笑みも、あっさりとしたイレヴンの言葉に崩壊した。


何から突っ込めば良いのかと口を開閉させるメディを尻目に、ふとリゼルが走らせていたペンを止める。そして何事も無かったかのようにイレヴンを見た。


「どうでした？」


「まぁ、普通に返り討ちッスね。盗賊っつうより、小遣い稼ぎで調子乗った悪ガキ」


「転売目的の商人に唆されたんでしょうか。それで、その子達は？」


「放置」


成程、と頷いたリゼルに、これで良かったのだろうとイレヴンは満足げに目を細めた。


襲撃犯を適当に痛めつけて後をつければ、リゼル曰く〝唆した商人〟も特定出来ただろう。だが、もしリゼルがそれを望むなら返り討ちなどという言葉は使わない。


一網打尽、あるいは完全な解決を示唆する何か。それが無かったという事は、非合法でケチな真似をしている商人など一人消そうとキリが無いという事だ。


この程度の些事に、イレヴンや盗賊の精鋭達を使わない。だからこそ彼らは使われる事を良しとするのだから。


「あ、でも途中で見た事ある憲兵いたから丸投げしてきた」


「あの、真面目そうな？」


「そ。要領悪そうな」


ちなみに当の憲兵長は今、イレヴンの「後よろしく」の一言だけで地面に寝ている襲撃犯たちを任され、全く意味が分からないと憤りながらもテキパキ働いている。


「襲撃犯捕まったんなら、他の工房にも教えてやんねぇとな」


「お、信じんの」


「インテリさんの言う事に間違いはねぇ」


自身の実力など全く考慮しない斜め上の回答に、イレヴンは「あっそ」とだけ返して床に座り込む。もはや、やる事がなくなってしまったからだ。


隣でこんもりと盛られている薬草を手に取り、意味も無くぺいっと放ほうる。すぐに邪魔するなとメディに怒鳴られ、リゼルにも注意されてしまった。


「ちと聞くけど」


「あ？」


ひたすらリゼルを凝視していたメディから、珍しくも小さな声がかかった。


暇潰しに薬草を毟りながら怪訝そうにそちらを見る。ちなみに毟っていた葉っぱは仕分け済みのもので、どうせ後で毟るからと止められなかった。


「あっちの黒い奴、すっげぇ淡々と器具回してんだけど何なんだ。人間か」


「人間ではねぇ。アレのことはもう、全自動ハンドル回し器とでも思っとけよ」


実は聞こえていたリゼルが、思わず笑いそうになったのを耐えた。流石に自分の望んだ依頼で任せっぱなしにしている立場では、笑ってしまうのは申し訳ない。


「もう一個聞くけどよ」


「何」


「あのインテリさん、さっきから八割暗算だけど何なんだ。アタシがやると用紙五枚ぐらい使うぞ」


「我らがリーダーは凄ぇの」


光栄だ、と内心で呟いてリゼルは計算に戻る。


そんな姿を眺め、イレヴンは手元の薬草を千切った。ちらりと横を見れば、手を止めないまま再びリゼルを凝視し始めたメディが恍惚の息を吐いている。


その時、ふと彼女が何かを呟いているのに気が付いた。こいつ怖い、と思いつつ耳を澄ましてみる。


「あー……眼鏡色っぺぇし、肌綺麗だし、ストイックなのに色気があるたぁ何て矛盾。だがそこが良い」


「おっさんか」


ドン引いた。


「インテリさんの好みってどんな奴？」


「知らねぇよ。女っぽい女じゃねぇの」


「アタシか」


「俺さっき何つった？」


イレヴンは膝に肘を突き、女の好みねぇとリゼルを見る。


敵対すれば違うのだろうが、女性に対しては分け隔てなく紳士な人間だ。そこにあるのは男としての礼儀作法であり、下心など一切ない。恐らく誰しも同じ事を思う筈だ。


だからだろうか、こういった話題とあまり結びつかない。ジルとならそういう話も、と思いかけて直ぐに無い無いと首を振る。話していたらいっそ面白い。


「あの禁欲的な顔をアタシの手で……」


「あの人でそういう話題出されんのすっげぇイヤなんだけど」


「もういっそアタシが」


「イヤっつってんだろうが死なすぞクソ女ァ！」


「イレヴン、言葉が悪いですよ」


理不尽だ。ぶすりと膨れたイレヴンが、立ち上がりかけた腰を下ろす。


そして腹いせのように近くの薬草の山を崩したら、やはり諸悪の根源に怒鳴られ、リゼルには注意された。ついでにジルから心底呆れた視線も貰った。理不尽。






当初の目的である魔石の粉砕作業が終わり次第、リゼル達は記載通りの報酬を受け取った。


ちなみにリゼルがかけていた眼鏡は、メディの私物であるので返してある。金を払ってでも返すのを止めろとイレヴンは猛反対したが、最終的にメディの欲望が勝利した。


そして盛大に別れを惜しむ彼女の見送りを受け、三人は無事に帰路についている。


「あー……疲れた」


「配達の後、ずっと休んでたでしょう？　ジルはずっと回してましたけど」


「流石に腕ダリィな」


「俺は精神力削られたんスよ、本気で。何あの肉食系……や、肉欲系女子。俺今すっげぇ上手いこと言った気がする」


自画自賛しているイレヴンを尻目に、リゼルは今日見てきた事を思い出した。


回復薬の作り方とはいえ、リゼル達が携わったのはほんの些細な一部分だ。だが、リゼルは元の場所の回復薬の作り方ならば幾つか頭に入っている。


よって工程もある程度の予想はついた。材料や計算などを見る限り、あちらとこちらの製法に大した違いはない。むしろ、あちらの地域差の方が大きいくらいだ。


「満足か」


「はい」


微笑んだリゼルを一瞥し、なら良いとジルは視線を前へと戻す。


その後、結局イレヴンは別れるまで愚痴を言い続けていたが、リゼルが夕飯に誘えば機嫌を直していたので問題は無いだろう。
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迷宮内で最も安全な場所はどこか。


神出鬼没な魔物たちが一切出現しない、そして罠も確実に無い場所。どの迷宮にも共通して、唯一それが叶う空間がある。


ボスのみが存在する迷宮の最深層。そのボスさえ倒してしまえば、一度迷宮から出ない限りは魔物も罠も決して出現しない。


「こういう仕様って、迷宮からのご褒美なんでしょうか」


「まぁ空気は読んでるよな」


リゼルはぐいぐいとボスの目を引っ張りながら言う。


本日のボスはガーゴイル系の最上位で、全身が鉱石で出来ていた。迷宮内では、暫くすると倒した魔物が魔力となって消えてしまう。素材以外の部位をとっても消えてしまう。


また、剥ぎ取りが済んでいないと素材部位も一緒に消えてしまうという迷宮仕様。何故かは分からない。迷宮だから仕方ない。


「つか全身素材じゃねぇんスか、こいつ。ほら、牙とか鉄だし」


「鉱石素材、っていう事ですか？」


鋭い牙に覆われた口内へ手を突っ込み、ヒヤヒヤしてみる遊びをしているイレヴンが言う。ちなみにリゼルが引き抜こうとしている目は希少鉱石だ。


「違ぇよ。目玉と角と、これ」


バキンッとジルがガーゴイルの手を踏み砕く。その手に握られていた装飾過多な剣が、砕けた石に混じって転がり落ちた。


「やっぱ無理かァ」


「材質自体、謎ですしね」


「つか目玉引っ張ってるリーダーすっげぇシュール」


「え？」


その時の事だ。リゼルは不意に、チリ、と微かな鈴の音を聞いた。


まるで、鳴り損ねて掠れたような音。ふと手を止めて周りを見渡せば、イレヴンが不思議そうに口を開く。


「どうしたんスか。手ぇ痛くなった？　だから俺やるっつったのに」


「いえ、鈴の音が……」


怪訝そうな顔でジル達が作業の手を止め、一瞬周囲を探る。


その様子から、二人には聞こえなかったのだろう。自身より遙かに聴覚の優れた二人だ、もしかしたら気のせいだったのかもしれない。


リゼルはそう結論付け、大丈夫だと二人に告げてせっせと目玉を引き抜く作業へと戻った。






ガリガリと豆を削る音がする。


リゼル達が迷宮帰りに訪れたのは、屋台にしては珍しく挽き立ての本格コーヒーを扱う店だった。後ろに本店があるので、客集めの為のパフォーマンスなのだろう。


証拠に、誰でも飲みやすいように生クリームやミルクをたっぷりと使用している。本来の味を求める客は、店に入れという事だ。


「おばちゃんコレちょーだい。この前買ったの美味かったからさー。や、マジだって。此処のが一番美味くてー。え、おまけくれんの？　じゃあ、あと一本買うっつったらさァー……さっすが、分かってんね！」


寄って帰ろうかと告げたリゼルの言葉に意気揚々と露店へ向かったイレヴンは、持ち前の愛想の良さで要領良くおまけを手に入れてきた。ケラケラと笑いながら戻って来た彼の手には、コーヒーより多いのではないかという程の生クリームが盛られている。


「はい、二人は普通の」


「有難うございます」


「てめぇ普通のコーヒー飲めねぇの」


「飲めるけど」


三人は本店の前に設置された、背の高い立ち飲み用のテーブルへと落ち着いた。


嫌そうな顔をして至って普通のアイスコーヒーを受け取ったジルが、グラスへと口を付けながら訝し気に口を開く。


「金持ってる癖に値切んのかよ」


「金あるからって余分に払うの無駄じゃん」


ぱくん、と生クリームの天辺を齧りとりながら言うイレヴンに、リゼルはさもありなんと感心したように頷いた。


「俺も今度からそうしてみます」


「無理だろ」


「ジルに言われたくないです」


「つか二人はどっちも無理っしょ」


例えばリゼルが値引きしようとした所で、初見なら間違いなく「どうぞお持ち下さい」と頭を下げられるだろう。そしてジルなど、最悪憲兵を呼ばれてもおかしくはない。


そんな失礼な事を考えて笑っているイレヴンこそ、最も怯えられるべき存在である筈なのだが。親しみやすいというのは何とも得だ。


「イレヴンに比べれば、俺なんて可愛いものだと思うんですけど」


「同感」


「それはおかしい」


グラスを片手に、のんびりとそんな事を話していた時だった。


「あ、貴族さま」


ふいに幼い声に呼びかけられ、三人は視線をすっと下に降ろした。


駆け寄って来たのは、リゼルが時折勉強を見てやる宿屋周辺の子供達だった。その足も、ジルを見つけた途端にピタリと止まったが。相変わらずジルは怖がられている。


「何のんでるの？」


「コーヒーです。君達には、ちょっと早いですね」


「そういえば、目の死んだ兄ちゃん。またブツブツ言いながら死にかけてるよ」


「そうならないように、君達は気を付けましょうね」


はーい、と良い子の返事を披露した子供達に、リゼルは褒めるように頷いた。


ちなみにイレヴンは〝兄ちゃん〟のくだりで引いた。それとなくジルに尋ね、いつかのレポート手伝いの依頼人だと判明し、理解は出来ないながらも納得する。


「ほら、寄り道してると怒られますよ」


「貴族さまなら怒られないきーする」


「母ちゃん、このまえ貴族さまに、勉強のいらい出そうかなとか言ってた」


冒険者ギルドの依頼ボードに貼られた、子供の勉強手伝い依頼。確実に浮く。少し見てみたい気もするけれど、と思いながらリゼルは微笑んだ。


「丁重にお断りしておいてください」


「てーちょー？」


「気を配って、ってこと」


「木をくばる？」


盛大に疑問符を飛ばす子供達に、リゼルは楽しそうだ。


意地が悪いのか、面倒見が良いのか。呆れたように溜息をついたジルは、子供達にビクつかれ微かに眉を寄せる。怯えられた事は然して気にする事でもないが、横で笑いを耐えて震えるイレヴンに関しては後々一発引っ叩こうと心に決めた。


「丁寧に、っていう意味ですよ。はい、一つ勉強したし今日はもう帰りなさい」


「宿題、てつだってくれる？」


「これから読書なので駄目です」


「貴族さまもべんきょうかー」


読書イコール勉強となるのが、何とも子供らしい。素直に帰って行く小さな背を見送り、リゼルはまだ残るコーヒーへと口をつけた。


その時だ。とっくに飲み終えたイレヴンが、グラスの縁を齧りながらニヤリと笑う。


「本当に依頼来たりして」


「どうでしょうね」


「でも、断るんスね。変な依頼好きなのに」


何故だかよく、受ける依頼が変だと言われるなとリゼルは首を傾げた。


きちんとギルドが受理しているのだから、言うほど変ではないだろうに。そんな事を思いつつも、あっさりと首を振る。


「俺、子供って苦手ですし」


「あ？」


「はァ？」


思わず声を揃えたイレヴンとジルに、リゼルはそんなに意外かと目を瞬かせた。


二人が既に飲み終えているのを確認し、テーブルへグラスを置いたまま歩き出す。屋台の店主は抜群の客引き力を発揮していった三人の背へ、「また来な！」と声をかけて送り出した。


「リーダー年下好みじゃん」


「誤解を招く言い方はしないように」


「じゃあ何で構ってんだよ」


「嫌いな訳じゃないので」


確かに年下には甘くなってしまうかもしれないが、とリゼルが苦笑する。


何せジャッジやスタッドなど、甘やかせば甘やかした分だけ喜んでくれるのだ。嫌がられれば止めるし、そもそも彼らは子供ではない。


「理屈が通じない相手、っていうのがちょっと苦手なんですよね」


「あー、なんか納得」


「そんな奴らに勉強教えてんだろ」


「それはほら、勉強って共通言語でしょう？」


そんなものか、とジルは頷いた。言われてみれば、ジルが見ている限りリゼルから子供達に声をかけた事は無いのではないか。今のように通りがかりで話すぐらいだ。


勉強に付き合った回数だってそれ程多くないだろう。誘われても断ることが多い。それで悪印象を植え付けないあたり、その辺りは上手くやっているのだろうが。


「まぁ、嫌ならお前は上手く避けるしな」


「子供独特の感性は面白いですよ」


理屈に合わない予想外の行動や思考も、自らの身に降りかかるのは苦手だが見ている分には興味深い。相当受け入れがたい性格をしているならばともかく、素直に懐いてくれる彼らに嫌悪を抱く事など決してなかった。


ちなみにジル達は全く無理だ。子供には出来るだけ近寄りたくない。


「やっぱ年下好み？」


「そうなんでしょうか」


赤い髪をしならせて笑い、覗き込むように問いかけるイレヴンにリゼルが苦笑を零す。そして考えるように視線を流し、ふとその目を見返した。


「でも、確かに君達ぐらいの年頃は目に付きやすいかも」


「誰かが俺らぐらい？」


「そう。俺の一番、大切な人」


微笑めば、パカリと口を開きながらもイレヴンは止まりかけた足を無理矢理動かし続ける。ジルは分かりきっていたのか、納得したように小さく頷いていた。


「何それ、女？　女⁉」


「どうでしょうね」


詰め寄るイレヴンに可笑しそうに笑いながら、リゼルが頬にかかる髪を耳へとかけた時だった。チリッ、と掠れた鈴の音。ふと後ろを振り返る。


何かに呼び止められたように足を止め、今通って来た通りを振り返るリゼルにジル達も立ち止まった。瞬間、反射的に周囲を探ったのはもはや習慣で、しかし二人には何も見つけられない。


「おい」


「鳴り損ねたみたいな鈴の音。君達は？」


「聞こえねぇ」


「同じく」


不思議そうなリゼルに、心当たりは何も無かった。


空耳だと片付ける事も出来るが、やけに意識が引っ張られる。どうしても気にしてしまう。うーん、と悩んでいれば、イレヴンが心配そうに眉を寄せて顔を寄せて来た。


「大丈夫スか、ボスに何か食らった？」


「いえ、そういうのは何も」


「昨日寝たか」


「ちゃんと寝ました」


何せ冒険者は体が基本。リゼルはその辺りきちんとしている。


此方に来てから確かに読書量は増えたものの、体を壊すような無謀な読み方はしていない。多少体調が悪くても押し通せる貴族業とは違うのだから。


「あ」


ふいに、イレヴンが何かに気付いたように声を上げた。


その手がリゼルの首筋、その根元。耳にかけた髪の隙間から、微かに覗く耳元へと伸ばされる。


「これは駄目」


だが、それは他ならぬリゼルの手により阻まれた。


「す、んません」


深く澄んだ瞳に捉えられ、イレヴンの口からは無意識に謝罪が零れた。


怒らせたかと恐る恐る手を引く彼に、リゼルはしまったと内心で零して握った手を離す。怒ってないと伝える様に、離れていく指先を握った。イレヴンの肩から安堵したように力が抜ける。


「で、どうしたって？」


「え、あぁ」


溜息をつきながらも助け舟を出すように口を挟んだジルに、イレヴンはちょい、とリゼルの耳元を指した。その耳を飾るピアス。ややリゼルのイメージから外れるだろう装飾品は、しかし彼の為に誂あつらえたかのように自然とそこへ収まっていた。


静かで品のあるデザイン。使われているのは鉱石か魔石か。飾られた石は控えめに、しかし確かに存在を主張する。


「リーダーしか聞こえねぇなら、ソレとか有りそうじゃねッスか。耳元だし」


「ずれてたりします？」


「してねぇ」


髪をずらして確認してくれたジルの言葉に、リゼルはそれは良かったと頷いた。


両耳のピアスは、敬愛する元教え子から贈られたものだ。片方が銃の格納庫。もう片方には、いざという時の為にその元教え子の桁外れの魔力がこれでもかと注ぎ込まれている。


格納庫の方が転移魔術での国家機密に掠る為、ジルにも言った事は無い。だが、察してはいるだろう。


「これ、〝大切な人〟？　女？」


「内緒です」


どうしても気になるイレヴンを、笑って流す。


「つうか、これじゃねぇなら幻聴の原因って何なんスかね」


「幻聴って言われるとちょっと嫌な感じですね」


「心当たりねぇのか」


「それが全く」


パキンッ───!!


何の前触れもなく、フッとリゼルの体が崩れ落ちた。咄嗟に支えたジルがすぐ横の路地裏に滑り込み、イレヴンが剣を抜いてジル達と大通りを遮る位置を走る。


周囲に人気のない場所まで一気に下がったジルは舌打ちを零しリゼルを見下ろした。反射的に警戒はしてみたが、攻撃など受けてはいない筈だ。


「ちょ、何……ッ」


同じ結論に達しているイレヴンも片手に剣を残しつつも詰め寄る。


先程まで平然と話していた筈のリゼルは、抱えられたまま人形のように動かない。狼狽を露わにしたイレヴンが、ダラリと力を失った腕を掴んで呼びかけた。


「リーダー！」


「毒は」


「んな匂いしねぇし……ッ」


ジルが顔を顰め、リゼルの顔を持ち上げる。呼吸はある。意識は無い。閉じられた両目に、その顔に添えた手に力が入るのが分かった。


「──、リ」


直後、パッとリゼルの目がかっ開いた。


「どれくらい意識飛んでました？」


「……………お前」


眠りから覚めるどころが、若干ホラー染みた覚醒だった。


ジルは開きかけた口を閉じ、盛大に溜息をつく。本人が冷静すぎる所が余計にホラーでしかない。リゼルにしてみれば、会話の途中で突然記憶が飛んだだけなのだろうが。


「十数秒」


「あ、そんなにですね」


「リーダーだいじょぶ？」


「凄く元気です」


支えてくれていたジルに礼を告げ、リゼルは自らの両足で地面へと立った。


体は全く問題がない。心配してくれるイレヴンの額を撫でて宥めながら、片耳に手を当てる。意識を失う直前、感じたのは。


「大量の魔力を流し込まれた気がするんですけど、これって」


言いかけ、その唇が動きを止める。


リゼルの視線は路地裏の先に縫い止められていた。ジルが訝し気に眉を寄せ、イレヴンが離れて行く指先を目で追いながら、同じく視線の先を見た。まるで誰かを待っているような、何かの存在を確信しているかのような、そんなリゼルの姿に二人は口を噤む。


二人には何も感じられずとも、彼の耳には確かに届いていた。


パキパキと、何かがひび割れる音。今まで聞いていたのは鈴ではなく、何かがきしむ音だった。その何かが空間と呼ばれるものならば、リゼルには確かに心当たりがある。


こんな無茶が出来る人間など一人しか知らない。流し込まれた魔力も忘れる事など出来ない。全てを服従させる、絶対王者に相応しい魔力。


そして、リゼルはその声へと全ての想いを乗せ、自らが唯一従う相手へと呼びかけた。


「へいか」


聞いた事のない声色に息を呑む二人の前で、バキンッと空中がひび割れた。


まるで抉じ開けるかのように罅ひびを広げる空間へ、リゼルが一歩近付く。危険だと止めようとしたイレヴンは、ジルにより腕を掴んで止められた。


そして罅の隙間の向こう側。全てを跳ね除けるかのような銀色が揺らぐ。孤高を体現するかのような琥珀色がリゼルを見る。

            





    
  
  




『リ───』


その琥珀が淡く解け、甘やかな笑みを浮かべ、自身に最も近い存在の名前を呼ぶ。


『やぁ、もう繋がったのかい？』


『おいてめぇ誰の前に立ってやがる』


ことは無かった。


台無し。そう、全てが台無しになった。


折角開いた隙間を占領するかのように、横から顔を出した壮年の男。イレヴンは何コレと指さし、知るわけねぇだろとジルがやり場のない倦怠感に首を振る。


「陛下もお父様も、お元気そうで安心しました」


『リゼルも元気そうだね。やぁ、良かった』


リゼル本人はというと、敬愛する国王も姿を現した実の父も、変わらない様子で何よりだと嬉しそうだ。ガラス一枚挟んだような罅割れ越しだが、顔を見れただけでも嬉しい。


『後ろの二人は友達かい？』


『あいつの父親じゃなけりゃ死刑モンだぞオイ。聞いてんのか』


「はい、一緒に行動中です」


『うん、頼りがいのある子達で安心だ。うちの子を宜しく頼むよ』


『誰と行動してるって？　退けコラ。そんだけ窓開けんのにどんだけかかったと思ってんだ』


ひらり、と手を振られてもどうすれば良いのか。ジルは思わず無言で視線を逸らし、イレヴンは顔を引き攣らせながらコクリと頷いた。


何というか、リゼルの父親かと思えば一気に諦めが着く。リゼルはまごう事なく父親似だ。顔も似ているが、そのマイペース加減が物凄く似ている。


「やっぱり此処、世界が違うって思って良いんでしょうか」


『うん。残念だけれど、こっちから迎えにいくにはもう少し時間がかかるらしいね』


「なら、ゆっくり待ってます。この国から離れない方が良いですか？」


『大丈夫、目印はピアスだそうだ。好きなようにしなさい』


リゼルの父が、慈しむように目元を緩めた。


『今は何をやっているんだい？』


「冒険者っていうのを楽しんでます」


『冒険者？　楽しそうだね。リゼルの事だから大丈夫だとは思うけど、怪我だけはしないようにね』


こうして親公認の冒険者が誕生した。


大抵の冒険者が、元々親が居ない中での日銭稼ぎか、あるいは危険すぎると猛反対に遭いながら冒険者となる中で希有な存在といっても良い。こんなところまで冒険者らしくなくて良いだろうと、そう投げやり気味にジルが思っていた時だ。


ふと、リゼルの父と目が合った。


『うん、ガラは悪いけど騎士みたいな子だね。リゼルの事もしっかり守ってくれそうだ』


「……」


その視線が今度は、獣人自慢の本能による危機察知能力を全力で生かし、さり気なくジルの陰に移動していたイレヴンを捉える。


『君は、まるで盗賊の首領みたいな子だね。あ、悪口ではないんだよ？』


「ハ、ハハ……ッス」


内心でマジかと呟いたイレヴンが、顔を引き攣らせながらも何とか笑って返す。


本当に似ている親子だ。むしろリゼル以上に得体が知れない。ジルは本日何度目かの溜息を零しながら、リゼルが困ったように笑って「すみません」と口を動かすのに、ひらりと手を振ってみせた。


『どけっつってんだろうが、命令されてぇか』


『じゃあ、リゼル。楽しんでおいで』


ひらひらと手を振ってゆったりフェードアウトした父親を、リゼルも手を振って見送った。


そして、その手を胸に添える。顎をひき、礼を示した。本来ならば膝をつくべきかもしれないが、今は少しでも仕えるべき王を視界に入れておきたかった。


礼を向けられた年若い男は、応えるように顎を上げる。肩から零れた星灯りを宿したような銀糸が、さらりと肩を滑った。


『リズ』


特別低い訳でも無いにも拘らず、重厚さを感じさせる音。決して威圧的ではないが、人に膝を折らせるに足る声色が路地裏に落ちる。


ひび割れた空間が、修正されるように徐々に消えていた。


『お前がいない国に価値なんて無い』


「陛下」


国王の身でありながら何という事を、とリゼルは苦笑する。


そして一言一句逃すまいと、静かに目を伏せて耳を澄ました。続く言葉が何であれ、自身を喜ばせるものだと知っているかのように。


『待ってろ。お前は必ず取り返す』


その期待が裏切られた事など、一度だって無い。






「ふぅん」


宿のリゼルの部屋。ベッドに腰かけ、イレヴンが考えるように天井を仰ぐ。


元の世界の面々との邂逅を終え、宿へ戻ったリゼルは良い機会だからと彼に自らの事情を説明した。秘密です、で通せない事もないが、折角の絶好のタイミングだ。


「何だか、思ったより反応が薄いですね」


もしかして似たような話を聞いた事があるのかと、そんな事を考えるリゼルに、イレヴンはそうじゃないと手を振った。


「や、むしろ普通の一般市民でしたーとか言われる方が怖ぇっつうか」


「それも複雑ですけど」


ケラケラと笑い、彼はぼすんっとベッドへ背中を倒す。そのまま何かを考えているらしいイレヴンを尻目に、ジルが呆れたように口を開いた。


「流石、お前の父親だよな。マイペースにも程がある」


「え、俺はあれ程じゃないと思うんですけど」


ついでに親馬鹿だと追い打ちをかけながら、ジルは何やら釈然としていない様子のリゼルを眺めて静かに息を吐き出した。
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馬は早い。


余所の国では魔物を従えて騎乗する兵も居るという。それには流石に敵わないだろうが、十分に速い。単騎で駆ければ、馬車に乗るより数倍も早く目的地へと辿り着くだろう。


だから、とゆっくり語っていたリゼルが、宥めるように微笑んだ。


「魔鉱国へは、馬で行こうと思ってるんです」


「雨が降ったらどうするんですか……！」


リゼルよりも余程必死に、半泣きにすらなりながら訴えるジャッジは手強かった。


「濡れりゃ良いだろうが」


「あれは過保護っつうの？　尽くしたがりっつうの？」


先日の感動の再会の際、リゼルがさり気なく確認していたおかげで、元の世界へと帰る為にこの王都パルテダにいる必要はない事が判明した。


よってリゼルは、常々行きたいと思っていた魔鉱国へ向かうことを決めたのだが。


「僕が、馬車を出します！　良く分からないけど、ゆっくりで良いなら……ッ」


「問題がなくなったから、試しに一度ぐらい騎乗の旅がしたくて」


道中の不便を思ってか、何かが許せないらしいジャッジに猛反対されている。


魔鉱国は商業国より遠い。ならば馬車旅は前回経験したし、今度は馬で行ってみようかとリゼルは好奇心により決めた。ジルから「まぁ行けるだろ」と許可も貰い済み。


「てめぇには店があるだろ」


「な、何とかする、ので」


本人も無理があると分かっているのだろう。消えて行く語尾は、しかし何か言い返せないかと言葉を探して揺れている。


「う、馬とかは……」


「イレヴンが持ってるみたいなので、貸して貰います」


「足は一級品ッスよー」


当然のように盗賊時代にどこぞから奪い取った馬だ。


盗賊業を共にしていただけあって、足も強ければ度胸もある。走行している馬車に襲いかかり、並走し、騎乗しながら戦闘を開始しても恐れず、盗る物を盗ったらいち早く逃げることが出来る馬だ。


「世話してんの」


「普段は余所に預けてる」


「言うこと聞くのかよ」


「そこは世話してんのプロだし」


そんな会話を聞きながら、ジャッジはグゥと喉を詰まらせた。


もはや準備は整っている。あまり反対しても、それはただの自分の我儘だろう。リゼルを困らせたい訳ではない。


ちなみにリゼル達は、この店を訪れる前にスタッドにも暫く王都を離れる報告を済ませている。彼はただの我儘だし困らせると知った上で、盛大に淡々とダダをこねて見せた。自分に正直だ。


「リゼルさんが、それで良いなら」


「有難うございます」


今にも泣きそうな目で渋々頷いたジャッジに、リゼルは微笑んでその目元を拭う。


「ジャッジ君を心配させないよう、気を付けて行きますね」


「は、はい」


そして用事は報告だけだからと、営業中に長居しないようリゼル達が帰ろうとした時だ。


「イレヴンだけ、残って」


グスッと鼻を鳴らすジャッジにより、意外な人物が呼び止められる。


「俺？　何で」


「何でも……！」


何処か鬼気迫る声に、イレヴンは楽しそうに笑ってひらりとリゼルへ手を振った。


問題無いらしい、と判断したリゼルとジルが揃って店を出て行くのを見送り、作業台の上に平然と腰かける。さて何があるのかと、ニヤニヤ笑いながらジャッジを見上げた。


「……出発は？」


「明日っつってたけど。リーダーって割と思い付きで行動するよなァ」


「じゃあ、今日は泊まって。……あと、馬にも会わせて」


「は？」


意味が分からないと顔を顰めれば、決意も新たなジャッジの顔に見下ろされた。半泣きな所が微妙に格好が付かないが。


「イレヴンに、僕の全てを叩きこむ……！」


逃げても良いだろうか。


イレヴンは思わず真顔になった。何故か燃えているジャッジに悪い予感しかしない。


しかし、多少は面白そうだし少し付き合うかと気楽に考えていた彼は、夜中逃げ出そうとして何故か斬ろうが蹴ろうが開かない扉を前に絶望する事となる。






「出来るだけ早く帰って来て下さると嬉しいです」


「今の所、そんなに長く滞在する予定は無いので。大丈夫ですよ」


翌朝の早朝、リゼル達は王都の南門へと集まっていた。


開店を遅らせたジャッジと、何か上手くやったのだろうスタッドが揃って見送りに来てくれる。ちなみに門で鉢合わせただけで、別に一緒に来た訳ではない。


「これが馬ですか」


「綺麗な子ですよね」


淡々と馬を見るスタッドは〝馬〟以外の感想を抱かないのだろう。リゼルが手を伸ばし、鼻先に触れるのをじっと見ていた。


馬は少し頭を下げ、その手を受け入れている。嫌がる様子はない。


「それに、賢い」


微笑み、首元をぽんぽんと撫でる。


リゼル達が門へと到着した時には既に、馬たちは精鋭らに連れられていた。心配すべきは初対面で言う事を聞いてくれるか、という点だったが問題なさそうだ。


リゼルに宛がわれた馬は持ち主達には似ず優等生。むしろノンビリして見えるが、これでもきちんと足は速いのだそうだ。


「乗りやすいのを選んでくれたんですね。有難う」


「や、選んだのは頭かしらなんで……」


精鋭の内の一人、前髪で瞳を隠した相手へと声をかける。


手綱を持っている彼は、スタッドを見ながら一歩どころか三歩下がった。何かしたのだろうかとスタッドを向くも、相変わらず淡々とした無表情で見返されただけで終わる。


まぁ生きているのだから問題ないかと頷き、リゼルはふと隣で馬と向き合っているジルを見た。


「選んだの、イレヴンなんですよね？」


まるで〝認めた相手以外を乗せるつもりはない〟と言わんばかりの威厳を醸し出す馬と、しかめっ面で腕を組んだジルが眼を付け合っている。


「乗りやすさが欠片も無い上に真っ黒な所は馬鹿の確信犯かと」


「でも似合いますよ」


ならば自分の馬も何か理由があるのかと、リゼルはのほほんとしている馬を見た。


しかし馬にしては、のほほんとし過ぎではないか。内心首を傾げているリゼルに、「こいつ凄ぇリーダーに似てる！　白馬だったら完ッ璧だったのに！」と爆笑しながら選んだイレヴンを知る精鋭は黙秘を貫いた。


「あ、決着ですね」


見れば、ジルの前で黒馬がスッと頭を差し出していた。野生の本能は素晴らしい。


ジルが色々と諦めたように溜息をつき、その額に手を乗せてやっている。平和的で何よりだ。


「これ、鐙あぶみの長さとか大丈夫ですかね」


「多分大丈夫です。それにしても、随分と立派な馬具ですね」


「まぁ、そりゃそうでしょうね」


視線を上げれば、目に入る馬具。盗んだものにしては随分と立派だ。


盗賊である彼らがわざわざ仕立てるとも思えない。リゼルが不思議に思いながら鞍を見上げれば、訳知り顔の精鋭が隣を向いた。


そちらを見れば、先程から何故かリゼル達よりせっせと準備に勤しむジャッジがいる。


「ジャッジ君が用意してくれたんですか？」


「あ、はい。昨日、イレヴンに聞いて、せめてと思って……」


照れたように笑ったジャッジに、良い仕事するじゃないかとスタッドが淡々と頷いた。


「必要なものとか、全部イレヴンが持っててくれるので、その」


「凄く助かります。有難うございます、ジャッジ君」


リゼルが微笑めば、ジャッジはパッと顔を明るくさせ、そして照れたように頬を染める。しかしその手は絶え間なくイレヴンの空間魔法へと勝手に荷物を突っ込んでいた。


一時的に恐怖心を忘れているだけだとは思うが、強くなったなぁとリゼルはしみじみしつつ、借りるからには大事にしようと鞍を撫でる。


「それで、えーと」


そして、今まで敢えて触れずにいたイレヴンを見た。


愛馬に騎乗し、その背へ縋りついて力尽きている。リゼルとジルが門へと辿り着いた時にはこうだった。誰も何も言わないので、リゼルも自然と復活するまで待とうと思っていたのだが。


そろそろ出発だからと、主人の異変にも我関せずの馬へと歩み寄る。後ろにはスタッドが付いて来た。


「イレヴン、大丈夫ですか？」


「大丈夫じゃないようですので置いて行きましょう」


「させるか」


積極的に排除したがるスタッドの言葉に、四肢を投げ出していたイレヴンが気だるげに起き上がった。軽くなったとばかりに首を震わせる馬の鬣たてがみを撫で、そして馬上で危なげなくグッと背筋を伸ばす。


「あー……」


「お疲れですね」


「そりゃそうッスよ。こいつずっと良く分かんねぇ魔道具の説明するし、アンタにこんな馬具使わせるつもりかとかキレるし、最終的に料理の腕にまで駄目出ししてくんスよ」


「あれ、説明良く分からなかった？」


「んなこと言ってんじゃねぇよ！」


今回の旅も野営を挟む。しかしジャッジが居ない以上、以前のように至れり尽くせりとはいかない。


リゼル的には、むしろ少し楽しみではあるのだが、ジャッジには何かが許せなかったらしい。彼はその技術の全てをイレヴンへと叩きこもうとした。


「ぶっちゃけリーダーの知り合いじゃなきゃ殺してた」


小声で呟いたイレヴンにとっては地獄の特訓だったようだが、一応付き合っただけ思う所があったようだ。鐙から足を外し、ぶらぶらと揺らしている姿へとリゼルは問いかける。


「イレヴンって料理出来ましたっけ」


「あ、俺？　適当で良いなら作れるッスよ」


切って焼くだけ、というが野営では充分だ。


空間魔法は、本当に場所を取らないだけの機能しかない。食品の保存も出来なければ、出来上がった料理など密封でもされていなければまともに出し入れ出来ない。よって保存食で済ますか、適当な獲物を狩って済ませる。


ジルがこの典型だろう。彼は獲物を狩っては肉を焼いて食べる。


「ま、食えりゃ良い程度ッスね」


「でも、ジャッジ君に教えて貰えたんですよね」


「や、普通に逃げまくった」


「イレヴン、料理だけは本当に聞いてくれなくて……」


ジャッジも色々試したがイレヴンの興味は引けず、最終的には野営で簡単に作れる料理を黙々と作ってみせたそうだ。そしてイレヴンは延々とそれを食べた。


へにゃりと眉を下げたジャッジを慰めつつ、リゼルが何かを納得したように頷く。


「俺も教えて貰えば良かったです」


「えっ」


流石に〝全く言ってる意味が分からない〟という反応をされるとショックだった。


「おい、そろそろ行くぞ」


「分かりました」


ジルから声がかかる。門からは、既に何台目かの馬車が通り抜けて行ったのが見えた。


「出発に問題は？」


「ねぇッス」


「じゃあ、そろそろ行きますね」


ジャッジとスタッドにも声をかけ、そしてリゼルは自身の馬へと歩み寄った。


精鋭から手綱を受け取り、鐙に足をかけて一気に体を持ち上げる。高くなった視界と通り抜ける風が気持ちよく、微笑んで少し硬い馬の鬣を撫でた。


その下では精鋭が、そりゃ乗れるかと一瞬差し出しかけた手を下ろしていた。相変わらずの雰囲気に引っ張られ、完全に無意識の行動だった。


「お前乗れんだな」


「凄く今更じゃないですか」


「ニィサンの言いてぇ事も分かる」


伊達に貴族をやっていないのだ。元の世界には愛馬もいるのに、と苦笑して近付いて来たジャッジ達を見下ろした。


「見送り、有難うございます。行ってきますね」


「お気をつけて」


「け、怪我だけはしないように……！」


リゼルは手を振り、そして馬を進ませた。


乗り心地はとても良い。いつまでも走らせる事が出来そうだ。いつの間にか姿を消している精鋭達を流石だと思い、そして黒馬に騎乗したジルが似合い過ぎて爆笑しているイレヴンが引っ叩かれているのを見ながら、王都の門を潜る。


こうしてようやく、リゼル達は魔鉱国へと出発して行った。






魔鉱国へは急ぎ気味の馬で丸三日。何事もなければ夜までには到着する、という日の朝。リゼルは包まった毛布の中でもぞりと身じろいだ。


相変わらず見張りは一番手。終わってしまえば、こうして朝までグッスリ眠れるのが有難い。イレヴンには「すんの？」と微妙な顔をされたが、見なかった事にした。楽が出来るに越した事は無いが、気を遣われたい訳ではないのだ。


「（ねてる）」


当のイレヴンはというと、二番手の見張りからジルへ引き継いで隣で熟睡していた。


彼曰く、最後は嫌らしい。ジルはいつでも問題ないらしく、今は外で焚き木の前にでも座っているだろう。迷宮品であるテントは酷く丈夫で、外の音はあまり聞こえない。


僅かに隙間が開かれた入口から薄っすらと差し込む光が一筋、リゼルとイレヴンの間へ伸びていた。


「（いま、何時ごろだろう）」


朝が弱いと言いながら、見張りの時はグダグダしながらも起きてくれるイレヴンだが、やはり厳しいらしい。同じく朝に強くないリゼルが、いつも先に起きているぐらいだ。


ジャッジにより用意された、ふかふかの枕から頭を起こす。毛布の中に朝の肌寒い空気が入り込み、肩へと毛布を引き寄せた。


「あ」


ふとリゼルは声を零す。


普段は毛布の中にすっぽりと包まり、その長い髪だけを覗かせているイレヴンが、珍しい事に顔を出して寝ていた。前髪の隙間から見える瞳はすっかりと瞼を閉じている。


ジル同様、気配というリゼルには全く分からないものを感じることが出来る彼が、自分が起きた事に気付いていないかは分からない。そう思いながら、その露わになった頬に手を伸ばした。


「（かたいような、ちょっと柔らかいような）」


そっと頬の鱗へ触れる。


ずっと気になっていたが、蛇の獣人が鱗へと触れられる事に対してどう感じるか分からなかった為に今まで控えていた。例え不快でも、イレヴンは自分に触らせるだろう確信があったからだ。


ならば何故、今触ってみようと思ったのか。リゼルとて朝は弱いのだ。つまり微妙に寝惚けている。


「（剥がれたら、生えて来るのかな）」


以前、ジルとの手合わせの際に「鱗剥がれたかと思った！　リーダー何か言ってやって！」と言われた事があった。凄く痛い事は確かなのだろう。


冷たくすべすべとした感触を楽しむ。縁をなぞり、皮膚との繋ぎ目を優しく押した。


「昨日の夜、ほっぺた突つっついた仕返しッスか」


「そんな事してたんですか？」


パチリと開いた目に、やはり起きていたかと微笑む。


頬へと触れていた手をとられ、ぐりぐりと額を押し付けられた。釣り目がちの瞳が僅かに柔らかくなっている辺り、どうやら本当に起きたばかりのようだ。


「起こしちゃいましたか」


「どうせリーダーが起き上がったら起きてたんで」


くぁ、と欠伸をし、そしてイレヴンは再び毛布へと潜り込んだ。


まだ毛布の中に居たいのだろう。気持ちは分かる。リゼルは環境が変わったことで普段より早く目が覚めたので、時間には多少の余裕がある。


もう少し寝かせておこうと、掴まれた手を抜こうとすれば多少の抵抗があった。柔く握り、そしてもう一度引くと今度はあっさりと抜ける。


「んー……」


毛布を肩から落とし、座ったまま伸びをする。


四つん這いでテントの入り口へ向かい、足を外へと投げ出しながらブーツを履く。テントが少し地面から高さをもって張られている為、やりやすい。


腿の金具を閉じ、立ち上がる。朝焼けが控えめな木漏れ日を作っているが、やはり少し薄暗かった。


「お早うございます」


「ああ」


火の傍、リゼルも使った丸太に腰掛けているジルへと歩み寄る。


「夜、何かありました？」


「あいつがお前のこと突いてた」


「それはもう本人から聞きました」


可笑しそうに笑い、そうじゃなくてとその手元を覗き込む。すっかりと解体された何かの肉が今まさに焚き火で焼かれ、ジルは朝からハイペースでそれらを食べていた。


彼が見張りを離れるとは思えず、ならば夜中に襲われたのだろう。全く気付かなかった。


「イレヴン、起きました？　あ、一口ください」


「さぁな。起きてもあいつは丸投げするだろ」


何の肉かも分からないまま、リゼルは肉の塊を受け取る。


適当に串に刺され、塩コショウで味付けされただけのシンプルな肉だ。だがこの〝いかにも〟な肉の塊こそ、リゼルにとっては物語の世界の食べ物であり、一度食べてみたかったものでもある。


「熱いぞ」


「ん。………あ、美味しい」


「舌の肥えた奴の言葉とは思えねぇな」


揶揄うように目を細め笑われ、リゼルも笑みを浮かべながらもう一口齧る。


幼い頃から良いものを食べて来たという自覚はあった。だが、だからこそ狩りたて焼きたての肉など滅多に食べられない。美味しいの一言は、嘘偽りなく心からの賛辞だ。


カリカリの表面を齧り、溢れる肉汁を零さぬよう口に含む。せっせと食べるリゼルを眺めるジルは、「ひたすら似合わねぇ」という言葉をそっと胸に仕舞った。


「あー！　何か美味そうなの食ってる！」


少しすると、匂いに釣られて来たらしいイレヴンがテントから顔を出した。


「イレヴン、これ使って何か作って下さい」


「ん、貸して」


「ひたすら肉は流石に辛いです」


「何でだよ」


ひたすら肉で良いという真の意味での肉食系男子ジルが疑問を浮かべてる横で、イレヴンがナイフを取り出して肉を削るように薄く切り出している。


元々器用な彼は、ジャッジの教えをそこそこ生かしてこの道中でもそれを遺憾なく発揮した。特に食事は料理としての体を為し、毎食腕を振るってくれている。ちなみにリゼルの手伝いは断られた。


「それもジャッジ君が作ってくれたものですか？」


「そうッスよ。最悪これだけでもって力説してたやつ」


薄くスライスされた肉と、適当に千切った野菜。それを焚き火で炙ったパンへと挟み、ジャッジ特製ドレッシングで味付け。僅か五分で完成のお手軽メニューながら、特別に調合されたドレッシングのお陰で味の完成度は高い。


先程まで食べていた肉塊とは思えぬ洒落た出来上がりは、正しくジャッジの思い浮かべるリゼルの朝食なのだろう。


「はい、どーぞ」


「有難うございます」


「俺も食おー。ニィサンは？」


「いらねぇ」


栄養バランスなぞ知らんと言わんばかりにひたすら肉を食べるジルに、飽きないのだろうかと思いながらリゼルもパンへと齧りついた。






全速力ではないが、結構な速さで走り続けること半日。ようやく見えた魔鉱国は、山に張り付くように半円の外壁で覆われた街だった。


外見は、一言でいえば武骨。王都の城壁は白く美しく、商業国では色とりどりのポスターが所狭しと貼られて色鮮やか。しかし此方は、ただ只管に実用性だけを求めていた。


実用性も突き詰めると美しいものだが、とリゼルは馬の速度を落とす。城壁の向こう側、所々で立ち上る白い煙が夕焼け空に映えて見えた。


「門は？」


「このまま真っ直ぐ」


ジルが指し示した方向を見れば、遠くに小さく数台の馬車が見えた。


商業国と比べると入国待ちは明らかに少ないが、それは比べる相手が悪い。ゆっくりと馬を歩かせ、そして列の最後尾につきながら被っていたマントのフードを取り払う。


「審査、丁寧ですね」


「こんなもんだろ」


「普通に観光でって伝えて問題無いですか？」


「冒険者の普通っつうのは依頼だけどな」


「つっても依頼受けてねぇし」


まぁ本当に観光なのだから、正直に観光で良いだろう。


リゼルは頷き、回って来た順番に馬を下りる。その汗ばんだ首筋を撫でてやりながら門番を見れば、もれなく固まられた。気にせずギルドカードを見せれば、更に硬直は延長する。


「お前は何でそう……」


「俺のせいじゃないですってば」


呆れたようなジルとのお決まりのやり取りを、イレヴンがケラケラ笑って眺めていた。


そして復活した門番に冒険者用の質問を幾つかされ、問題なく審査を終えたリゼル達は無事に入国を許可される。馬を引き、無骨な門を潜り抜ければ、最初に耳にしたのは勢いよく蒸気が吹き出す音だった。


「わ」


次いで、熱気を孕む蒸気。薄っすらと白くなった視界に目を瞬かせ、そして直ぐに風に浚われたそれに口元を緩める。リゼルは周りを見渡して思わず感嘆の息を零した。


「流石」


ハンマーを打ち据える音、歯車の回る駆動音、人々の騒めきとは異なる機械的な音がそこかしこから聞こえる。道を行き交う職人たちは少し掠れた大きな笑い声を上げ、煤汚れた顔を豪快な笑みに染めていた。


商業国とはまた違う、酷く活気に溢れる街だ。


「相変わらず煩ぇとこだな」


「夜マシなのが救いッスね」


過去に訪れたことのある二人の会話を聞きながら、リゼルは手に持った手綱の先を見上げた。蒸気を食らった時は少し足踏みしていた馬だが、今はすっかり落ち着いている。


「取り敢えず、この子達を預けましょうか」


「あ、そうだった」


リゼルの言葉に、イレヴンが思い出したというようにひらりと手を振った。


すると、門の近くで〝いかにも誰かを待ってます〟といった風体で立っていた者達が近付いて来る。見れば、王都を出発する前にも見た盗賊の精鋭達だった。


あれ、と疑問を抱きながらもリゼルは差し出された手に手綱を引き渡し、そして去って行く背を見送る。


「先回りさせたんですか？」


「こっちにも拠点あるんで大丈夫ッスよ！」


微妙に話題が逸らされた。いかにも分かりやすくにっこりと笑われれば、それが彼の意図によるものなのは明白で。


「折角優秀なんだから、使い潰さないように気を付けなさい」


「はーい」


愉しげに笑うイレヴンに、リゼルもにこりと笑う。


後日、何処かで話を聞いていた精鋭の内の一人は「あの言い方じゃ使い潰すギリギリまで使われんだけど。や、今と変わらねぇか」と語った。


「それにしても、いかにも職人の街ですね」


その拠点って何処にあるんだろう、なんて思いながらリゼルは特に目的もなく歩き出す。


折角の観光なのだ、少し街中を見て回りたかった。ジル達も文句なく続くあたり、それで問題無いのだろう。


「訳分かんねぇ魔道具が多いッスね」


「拠点持ってんのに来た事ねぇのか」


「あんま来ねぇし、夜しか出歩かねぇもん」


重なる巨大な歯車、鉱石を積んだ荷車、用途の分からない巨大な魔道具が雑多に並ぶ通りは、数少ないこの国の観光名所だ。それらの休みなく動く魔道具達は、夜の間だけは動きを止める。


どうやら夜はゆっくり寝られそうだと安堵し、リゼルは並ぶ露店へと目を通していった。魔道具、武器防具、鉱石細工、露店もその系統が強い。どうやら本は少なそうだ。


少しばかり残念に思いながら、布袋を担いで横を通り過ぎて行った小さくも逞しい背中を見送る。


「流石に小人ドワーフが多いですね」


「今のモグラの獣人ッスよ」


違った。


小人は王都や商業国でも生活しているが、魔鉱国にはケタ違いに多い。ガッシリした体格としっかりした髭を持った彼らは小柄ながら力強く、この街で盛んな発掘作業や細工物に遺憾なく才能を発揮している。


そして同じく、むしろ発掘作業に関してはより突出した技能を持つのがモグラの獣人で、外見から彼らをドワーフと区別するのは難しい。唯一の特徴である三本髭も、普通の髭の中に埋もれてしまう。


「イレヴンは見分けがつくんですね」


「あー……匂い？」


「流石蛇の獣人。ジルは見分けつきます？」


「あ？」


ジルが微かに眉を寄せ、ふいに二人の小人を指差してみせる。


「せーかい」


「どうして分かったんですか？」


「勘」


見事、モグラの獣人を見つけ出したようだ。


本当に彼は時々酷く感覚的に生きているな、とリゼルがいっそ感心していた時の事だった。ふいに、嗅ぎ慣れない匂いがふわりと風に乗って鼻を掠める。


それは、まさに今回の魔鉱国観光の目的の一つ。リゼルは微笑み、そして匂いを辿るように微かに頤を上げた。


「温泉、楽しみですね」


「良い宿あるッスよー」


魔鉱国は、実は温泉が有名な街でもある。この働く者の為の武骨な国に、観光で来たと言っても不思議に思われないのはその為だ。


「じゃあ、宿選びはイレヴンに任せますね」


「ん。じゃあこっち」


機嫌良さそうなイレヴンが、二歩三歩と先導を始める。


とても観光客には見えない三人は、そのまま周囲に二度見されながら、アレは何だコレは何だと会話に花を咲かせて目的地へと歩いて行った。






イレヴンが自らの持つ情報網をこれでもかと活用し、厳選に厳選を重ねた一押しの宿は、個人で温泉を所有する落ち着いた雰囲気の宿だった。


魔鉱国の宿の多くは大衆向け温泉近くに集まるが、リゼルも入るという点でそちらは最初から選択肢に入れていない。リゼルはそれを知らないが、どうせならゆったり入りたいので素直に喜んだ。


「ようこそいらっしゃいました」


宿の主に迎えられ、三人は部屋へと通された。


三人一室の部屋にはベッドが三つ。魔鉱国の喧騒が遠く響くのを聞きながら、三人は備え付けの机や椅子へと少ない荷物を置く。


ちなみにベッドの場所とりは地味に揉めた。三人共端っこが良い人種だった。


「どうしましょう。温泉、入りましょうか」


「出掛けるにも中途半端だしな」


夕食には早く、しかし日は落ちかけている。


リゼルは窓の外を覗き、行き交う人々を見下ろした。誰も彼も、一仕事を終えて帰路についているのだろう。あるいは、飲みに行く算段をつけているのか。


「お湯に浸かるの、久しぶりです」


「ん？　リーダー温泉初めてなんスよね」


「実家にはあったので」


腰から剣を外しながら、イレヴンが「あー……」と納得したように頷く。


温泉など有る所には有るが、無い所には全く無い。この国でも此処カヴァーナにしか存在せず、一度も経験した事がない者も少なくないだろう。


だが、上流階級に限っては違う。広い浴場を持ち、湯を沸かして浸かる習慣があるのだ。リゼルが言っているのはそれの事だろう。


「君達は？」


「何回かある」


同じく剣を机へと立てかけ、そしてグローブを外しながらジルが告げた。ちょっと意外だ。


「俺は初めてッスね」


温泉は手ぶらで良いと宿の主が告げていた。三人は何も持たず部屋を出て、温泉へと向かう。


「小遣い稼ぎに脱衣場までは入った事あっけど」


「せっこ」


「あんじゃん、小銭が無ぇ時とかさァ」


やや狭く、急な階段を下りて行く。


リゼルは手摺りに掴まり、少しばかりゆっくりと足を踏み出しながらイレヴンの言葉に疑問を抱いた。つまり、残された荷物から金をちょろまかしたという事なのだろうが。


「そういう所って、見張りとかが居そうですけど」


「そんなん雑魚ッスよ。余裕」


階段を下り、奥の扉へ。


開けば、まだ脱衣所の筈なのに籠っていた熱気がふわりと届く。むしむしするー、と楽しげなイレヴンが温泉へと続く扉を覗けば、そこには中々風情のある露天風呂があった。


「温泉って外にあるんですか？」


「中なんざ無ぇんじゃねぇの」


「俺も見た事ねぇなァ」


そういうものなのか、とリゼルは頷いて、ならば早く温泉を楽しもうと壁に据えられた棚の前へと立った。一人分ずつ区切られた棚には、木を編んだような籠が置かれている。


中を見れば手ぶらで良いとの宣言通り、タオルなど必要なものが全て用意されていた。


「俺達の服なら、盗めば一財産築けますよね」


「わざわざ服選んで盗ってく奴もいねぇだろ」


さっさと黒衣を脱いでいくジルの隣で、リゼルも胸元のベルトへと手をかけた。金具の片方を外し、外套へと手をかけてもそもそと肩を抜いていく。


「冒険者の荷物に手ぇ出すような馬鹿もいねぇだろうしな。アイツ以外」


「あ、なんか俺の悪口言ってねぇ？」


ニヤニヤ笑いながら上着を脱ぎ捨て、イレヴンも適当な棚へとそれを突っ込んだ。


そんな彼は確かにジルの言う通り、敢えて高位の冒険者の荷物を狙いそうな感がある。高位の癖に盗まれてやんのダッセェな、と嘲り笑う姿が容易に想像できた。


今はそんな事しないだろうけど、と苦笑しながらリゼルはブーツも脱ぐ。ベルトを外し、片手で棚に掴まりながら片足を引き抜いた。


「じゃ、先行ってるッスね」


「はい」


そうこうしている間に、早々にイレヴンが腰にタオルを巻いて風呂へと消えて行った。一番薄着だという事を考慮しても早い。


それを見送り、リゼルはもう片方のブーツを脱ぎながら小さく首を傾ける。


「……タオルって腰に巻くんですか？」


「あ？」


「頭に乗せるって聞いたことあるんですけど」


「巻いとけ」


危ねぇ、とズボンを棚へと放りながらジルは内心で呟いた。


放っておいたらフルオープンのリゼルが頭に畳んだタオルを乗せて温泉に突撃していただろう。基本的に入浴にも補佐がついて然るべき身分なので、羞恥心というものが薄いのだ。


キャラが違う。イレヴンでさえ爆笑すれば良いのかドン引けば良いのか分からない顔をしそうだ。


「何処知識だよ」


「うちの書庫で読んだ本に、確か」


「お前んとこやべぇな」


他人と共に入る温泉には行ったことが無いジルでも、頭にタオルを乗せた人間など居ないと断言出来る。記憶違いだっただろうかと不思議そうなリゼルへと盛大に呆れ、そして彼は未だもたもたと服を脱いでいるリゼルを放って温泉へと向かった。






高い木の塀に囲まれた空間は、しかし上手く圧迫感を抱かせない造りとなっている。


温泉の手前で低い木の椅子に座り、ワシワシと頭を洗っていたイレヴンが流れ落ちる泡に眉を顰めながらジルを見た。髪の毛が長い所為だろうか、なかなかに時間がかかっているらしい。


「切れ」


「何いきなり」


洗い場には、汲み上げた湯がひたすらかけ流されている場所が数か所ある。


ジルはその内の一つに向かい、桶で掬って頭から被った。やや熱め。


「リーダーまだ？　つうか着込み過ぎ」


「避けれも受けれもしねぇんだから着込むのは仕方ねぇだろ」


「まぁそうだけど」


戦闘理論丸出しの返答に、イレヴンは微妙な顔をしながらも納得した。


職人により後衛でしかないと判断されたリゼルの装備は、確かに動きやすさよりも防御力に特化している。そもそも元は着るにしろ脱ぐにしろ他者へと任せていたのだ。頑張っている方だろう。


「あ、こういう所ってピアス禁止とかありますか？」


「ねぇけど、錆びんじゃねッスか」


「それは大丈夫です」


ようやく顔を出したリゼルが入って来る頃には、いつの間にか全てを済ませたジルは既に入浴を開始していた。彼はちらりとリゼルの腰にタオルが巻かれていることを確認し、溜息をついて温泉を満喫し始める。


「リーダー頭洗ったげる」


「その前に、はい。お湯に髪を入れないのがマナーらしいですよ」


イレヴンが、ザバッと頭から豪快に泡を流して嬉しそうにリゼルを手招いた。その背中には鮮やかな赤が張り付き、腿にまで絡みついている。


「それ何処のマナー？」


「本で読みました」


イレヴンは全く聞き覚えのないマナーに疑問を抱きつつ、手早く髪を結ぶ。


温泉からは、何とも準備万端な、とジルが呆れたように眺めていた。当の髪紐がいつかの〝殺人人形〟のリボンな気がしたが、敢えて流す。気にしたら負けだ。


「それより髪、髪の毛！」


「何でそんなに洗いたいんですか？」


可笑しそうに笑ったリゼルが、差し出された低い椅子へと腰掛ける。


「でも、折角だからお願いしようかな」


「りょーかい」


いかにも貴族と従者の姿にしか見えねぇよな、とジルがのんびりと湯に浸かりながら思う中、イレヴンは鼻歌を零しながら目の前の柔らかな髪へと指を差し込んだ。


細い指が髪の間を行き来する感触が心地良い、とリゼルが目を細める。随分と丁寧に洗って貰えているのだろう。

            





    
  
  




「そういえば、鱗って頬だけじゃないんですね」


「は？　ああ、そッスね。あんま多い方じゃねぇんスけど」


「背中えぐれてんぞ」


「あー……ガキの頃、背中から喰われたんスよ。調子こいて挑んだ森のヌシみたいのに」


ギリギリ逃げたらしいが、そんな大怪我で良く逃げられたものだ。


リゼルが振り返れば、これ、と背中を向けられる。結構な範囲が変色しており、通常ならば盛り上がる筈の傷口が微かにへこんでいた。本当にえぐり取られたのだ。


「やー、回復薬なきゃ死んでたッスね」


「だろうな」


「回復薬、跡も消えませんっけ」


「程度に合わねぇ低級使ってりゃ残る事もある」


ここ数年のイレヴンは、多少傷を負おうと希少な回復薬を惜しみなく使う為に傷跡など残さない。今目に見える傷は全て、幼い頃についた傷なのだという。


そして、それはジルも同様だった。


「俺からしたらニィサンに傷があるのが意外なんスけど」


「ジルも人間だったんですね」


「前から言ってんだろうが」


呆れたように目を細めるジルの体にも、大小問わず傷がある。


彼がリゼルの目の前で傷らしい傷を負った事は無い。多少攻撃を受けようと、装備の性能に守られ影響がない範囲で済んでしまう。


「ジルにもそんな時期があったんですね」


「信じらんねぇッスよね」


「確かに」


「おい」


それだけ、今の彼が絶対強者でしかないという事だ。リゼルはわしゃわしゃと髪を洗われながら、リラックスしたように言う。


「俺も一応あるんですよ、男の勲章」


「勲章て」


「張り合うんじゃねぇよ」


「冒険者らしいでしょう？」


二人は物言いたげな目をしながら、しかし出かけた言葉を飲み込んでリゼルの体を見る。


目立つ傷どころか、小さな傷すら何処にも見当たらない。そんな二人の視線に気付き、リゼルはタオルへと手をかけた。


捲り、露わになった太腿の付け根付近。ぐるりと脚を一周するようにハッキリと傷跡が残っている。


「うわ、足ちぎれたんスか」


「ぎりぎりセーフだったらしいです」


「らしい？」


「覚えてない頃の傷なので」


あっさりと告げたリゼルに、イレヴンの瞳が好奇の色を宿す。


元貴族だと知った今、貴族なのに何故傷なんかと、陰謀か謀略かなどと想像を膨らませる彼にリゼルは悪戯っぽく微笑んで流した。聞かれたくない、というよりは単に焦らして楽しんでいるだけだ。


大して興味が無さそうなジルとは裏腹に、イレヴンは不満気に唇を尖らせながら、後ろから手を回してリゼルの顎をゆっくりと持ち上げる。


「上向いて」


「はい」


目に入らないように手を翳され、ザバリと泡が流される。


すっきりとした頭に礼を言い、頭を洗われていた間に洗っていた体の泡も流し、さてとリゼル達も温泉へと向かった。立ち上る湯気に、気持ち良さそうだと足を浸ける。


少し熱めのお湯が心地良く、ゆっくりと肩まで浸かった。やはり実家と温泉は違うと、満足感に思わずハフリと息をつく。


「おっさん臭ぇ」


「良いじゃないですか、気持ち良いんだし」


「つうか熱ッ、あっつ！」


「確かにちょっと熱めですけど、そんな……ああ、君には熱いかもしれないですね」


蛇の獣人であり、低めの体温を持つイレヴンには熱いのだろう。ばちゃばちゃと湯を掻き混ぜている姿に、無理はしない方がと思うものの止めはしない。


温泉は初めてと言っていた。彼はきっと知っていたのだろう。それでも今回共に来たのは、一緒に入りたいと思ってくれたからだ。


「ちょっと待ってくださいね」


その心意気を汲もう、とリゼルは手をくるくると湯の中で遊ばせた。そして両足を入れるまでは成功したイレヴンへ、湯を送り込むように掻き混ぜてみせる。


「リーダーそれ酷ッ……くない。ぬるい」


「温泉で邪道な気もしますけど」


「入れねぇよか良いだろ」


「あ、これ良い。すっげぇ良い」


魔法で冷水を送り込んだだけだが、イレヴンは嬉しそうに肩まで浸かった。


地味に範囲指定しているので、リゼル達に影響は無い。同じ魔法使いが見れば技術の無駄遣いだと言われるだろうが、三人は全く以って気にせず温泉を堪能していた。


「肩まで浸かると逆上のぼせますよ」


「だーいじょぶッスよ。あー、きもち……」






こうして三人は思うままに温泉を堪能した。


最終的にやはり逆上せたイレヴンは、ジルに呆れながら引っ張り上げられる事となり。更にリゼルもリゼルで温泉に浸かっている間は全く平気だったのに、立ち上がった瞬間にふらついてジルに支えられ、そして全てを任せる事となる。


そんな二人を担いで部屋まで戻りながら、ジルは今度は絶対に一人で入ろうと心に決めた。
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「朝風呂しようとしたら他の方が先に入ってて、俺が入った途端溺れてました」


「だろうな」


湯上がりでほんのりと頬を染め、ほのほのと告げたリゼルにジルは適当に頷いた。他の客を溺れさせておいて、ちゃっかり温泉を満喫する辺り見た目に反して図太いのだ。


溺れただろう客に同情しながら、今日は逆上せなかったようで何よりだと向かい側に座る姿を眺める。珍しく薄着のままで、濡れた頭をふるりと振るのは熱気が籠って暑いからだろう。


「イレヴン、起きないですね」


「遊びに出てたからな」


「夜ですか？」


「ああ」


熾烈なカード勝負によりジルから勝ち取った、一番端のベッドで眠るイレヴンが起きる気配はない。リゼルの知らない内に彼は観光初日の夜を早速堪能したようだ。


「ふぅ、ちょっと涼しくなりました」


「そりゃ良かった」


タオルで髪を拭いていたリゼルが、一つだけ開けていた首元のボタンを閉じる。


ジルやイレヴンなどは風呂上がりに上を着ている事の方が稀だが、彼に限ってはそうではない。冒険者のフル装備以外の私服でも、肌など最低限しか出さないのだから。


「それ、暑くねぇの」


「慣れです」


否定されない辺り、全く何も感じていない訳ではないようだ。今更リゼルが半裸で歩いている方が驚くので、まぁ良いかとジルはそのまま納得した。


「朝食、ご一緒しませんか？」


「ああ」


「イレヴンって何時ごろ帰って来たんでしょう」


「明け方かそこらじゃねぇの。酒の匂いもしてたし起きねぇよ」


うつ伏せで枕に顔を押し付けて寝ている姿を、リゼルは苦しくないのだろうかとのんびり眺める。


働く男の国らしく、この魔鉱国は酒の種類が豊富だ。昨晩の夕食ではジルと共に、店の酒を網羅する気かと言わんばかりに飲んでいた。それから更に飲みに出かけたのならば、やはり起きられないだろう。


「朝食付きの宿って楽で良いですね。何が出ると思いますか？」


「肉がありゃ良い」


二人は立ち上がり、そして部屋から出ると静かに扉を閉めた。






「昼だし……」


ブスリと拗ね切った様子を隠そうともせず、イレヴンは朝食兼昼食を貪っていた。


朝から専門書探しを満喫したリゼルが苦笑し、良い地酒探しで銘酒を手に入れたジルが呆れたようにそれを見る。結局、今の今まで寝続けた彼の目の前には、既に平らげた皿が積み上がっていた。


「起きねぇ方が悪いんだろうが」


「今日帰ろうって訳じゃないんだし、明日は起こして上げますね」


「観光初日は今日しかねぇじゃん！　おかわり！」


クソガキ理論を堂々と主張しながら、イレヴンが更に料理の追加を頼む。


それで気が済むなら好きなだけ食べれば良い、とリゼルは止めない。そして我関せずと水を飲むジルが肘をつきながら眺める前で、彼は手に入れたばかりの魔鉱国の地図を取り出した。


「で、何処が本命だ」


「考え中です」


うーん、と地図を見下ろすリゼルにジルが片眉を上げる。


此処まで来ておきながら、考え中。それはリゼルに関してのみ有り得ない事だと思っている。基本的にリゼルが自ら行動を起こす時は、全ての準備を終えた時だ。本人は否定するがジルは確信している。


「出来れば坑道内の地図も欲しかったんですけど、それは無理でした」


「そりゃあな」


面倒なものに興味を持っていなければ良いが、と嘆息しつつ、ジルは次々広げられていく地図を眺める。共通するのはどれも地形に秀でている正確な地図だということ。


「ここって、山の中にも街があるんですね」


「ほぼ洞窟だけどな。山くり抜いて造ってる」


「そっちも一度見てみたいです」


魔鉱国の三分の一を占める洞窟は、主に小人ドワーフやモグラの獣人が暮らしている地域だ。


国を広げる為には、城壁を広げるより山を削った方が楽だという事なのか。奥へ奥へと掘り続ける為に必要になったというのもあるが、安全性を考慮しつつも限界まで街は拡張されている。今では立派な観光名所となっていた。


「でも、そこも違う気がして」


「何がッスか」


「ん？　今日はどうしようかなって話です」


何かを考え込むリゼルを、プハッと水を一気に飲み干したイレヴンが不思議そうに見た。


腹が膨れて気が晴れたのだろう。リゼルが自らの水を差し出してやるとそれも飲み干し、そして地図の中でもイラストのあるチラシのような観光案内を指で摘まむ。


その様子は機嫌が良さそうにも見えて、何とも気分屋な事だとリゼルは微笑みながら地図を片付けた。


「行きたい所、ありますか？」


「リーダーは？」


「俺ですか？　そうですね、有名所には行きたいです」


「じゃあ俺もー」


「ジルも」


「分かったよ」


放っておくと迷宮にでも潜りそうなジルを牽制しつつ、リゼルは午前中に出歩いて調べた魔鉱国の見所を思い出していく。


洞窟内の〝洞窟商店街〟、発掘体験、魔道具製作の見学に、職人通り。気になっているのは技術系で、国内一の巨大歯車を使用した魔道具、更には職人の技術の結晶である魔石加工などは是非見たい。


いずれも、この世界の最高技術を目の当たりに出来る良い機会だ。多分元の世界と変わらないが。


「ジルはどこか有名なところ、知ってます？」


「あー……ギルドが洞窟ん中で石造り」


「どうして君はギルドしか行かないんですか。イレヴンは？」


「そッスね。裏オークションとかそこそこ良いモン出るかも。夜だけど」


この二人は基本的に普通の観光というものをしないのだな、とリゼルは頷く。ある意味本業だったイレヴンはまだしも、ジルも少しぐらい余所の土地に来てハメを外せば良いものを。


そういうリゼルも観光ついでに調べ物を済ませようというとしているのだが、彼は自分を完全に棚に上げていた。とはいえ、その調べ物も急ぎでもなければ、無ければならないものでもない。


「じゃあ、目につく所を一通り回ってみましょうか」


「歩いてりゃ何かあるだろ」


「ッスね」


目につく所がイコール観光名所なのだろうと、三人は席を立つ。


そのテーブルの上に残された大量の皿を、周りに居た客がまるで新たな観光名所を見るような目で見ていたことなどリゼル達は知る由も無かった。






「集まれ魔鉱国の力自慢共！　優勝者には豪華景品が待っているぞ！」


其処かしこにある滑車や歯車を眺めながら散策し、そして工房が立ち並ぶ職人通りを歩いていたリゼル達へと突如届いたのはイベント開催の呼び込みだった。


「力自慢ですって、ジル」


「だから何だよ」


声に釣られるように三人がそちらを見れば、先に見える広場に人が溢れていた。


周囲から一段高いスペースに、一人の男が立っている。彼が声の主だろう。魔鉱国は時々こういった競い事があるようで、力自慢、体力自慢、働く男達がその手を止めて自ら鍛え上げた肉体を競い合うのだ。


「そこらの酒場にいきゃあ、そんなもん毎日見れんですけどね」


リゼルが覗いていた先の、細工物の露店に座る店主が説明しながらカンラカンラと笑う。


随分と人が集まっているようだと全員がそちらを窺う中、同じく視線は向けながらもイレヴンがその手を動かした。あまりにも自然に、無意識だと言われても信じてしまう程、さり気ない手付きで露店に並べられた品の一つへと触れ。


「ッい」


「イレヴン？」


「や、何でも」


直後、ジルに脳天をぶっ叩かれて撃沈していた。


自分達がいない所で何をしようと関係ないが、共にいる時の不用意な行いをジルは認めない。そういや駄目だった、と改めて再確認したイレヴンだが、振り返ったリゼルには飄々と笑ってみせたので恐らくバレてはいないだろう。


「やっぱり競争ごとが好きな方って多いんですね」


「喧嘩上等な脳筋ばっかだし、ちょっと煽れば馬鹿みたいにノッて来て面白ぇッスよ」


「常々思ってたけど、イレヴンは時々物騒ですよね」


「は？」


何処がだ、と目を瞬かせるイレヴンを尻目に、リゼルは流石は元盗賊だと納得した。


そして、折角だから少し覗いて行こうかと立ち上がる。露店の店主に見送られ、そして広場へと近付いてみれば舞台の上には机が一つ。


「机に力自慢、っていう事はアレですね」


「アレだな」


「アレっすね」


舞台に立てかけられた看板には、〝腕相撲大会〟と大きく書かれていた。


「ニィサン知ってると茶番だよなァ」


「優勝者を素直に祝福し辛いですよね」


まだ始まってもいないのに優勝者をジルより下だと断言した二人の会話は、幸いにも周囲には聞こえていなかった。聞かれたら間違いなく参加しろと喧嘩を売られるに違いない。


ジルは興味がなさそうにしながら、呆れたように溜息をついた。返事のしようがない。


「じゃあ、次に行きましょうか」


「そろそろ何か食う？」


「てめぇは食い過ぎだろ」


そして三人が大会に興味を失ったかのように広場から踵を返そうとした時だ。


「さあ参加者はもう居ないのか！　景品はなんと大盤振る舞い、金貨五枚相当の古文書だぞ！」


「ジル」


「嫌だ」


約一名、失った興味が急激に復活した。


もはや大会に対する興味ではない。リゼルの視線は唯一点、司会者が持つ一冊の本に向けられている。そしてその手は傍らの腕をしっかり握っていた。


本が見えた途端に場を離脱しようとしたジルは、掴まれた腕に盛大に舌打ちを零す。普段はゆったりしている癖に何とも素早い、と感心しているイレヴンの前で、即座の却下を聞かなかったことにしたリゼルが動いた。


「お願いします」


「どっかで似たようなモン手に入んだろ」


「あの本が欲しいんです」


「俺には関係ねぇ」


「駄目ですか？」


「駄目だ」


リゼルはじっとジルを見上げていた。しかしジルはリゼルを見ない。


「（凄ぇ。リーダーが駄々こねてる）」


思わず見守ってしまったイレヴンだが、年下相手には発揮されないだけでリゼルは割と我儘を言っている。その印象と言い方から、あまりそうとは見えないだけだ。


「リーダー、別に良いじゃん」


顔を顰めるジルにこれは無理かと判断し、イレヴンはリゼルを覗き込む。


「優勝した奴から買い取りゃ良いんだからさ。金額ちょい上乗せすりゃ楽勝ッスよ」


「嫌です」


そして返って来た不満そうな声に、意外そうに目を瞬かせた。


不満を表に出すなど珍しい。しかし大会に思う所がないのは、本が景品だと知らされる前の態度で分かりきっている。なのに何故、と疑問を露わにすれば、リゼルは心なしか拗ねたように口を開いた。


「あの本に金貨五枚の価値を付けるのは勝手だけど、金貨五枚集めればあの本が書ける訳じゃないのに」


本を金としか見ていない連中に、馬鹿正直に金を上乗せしてやる気はない。そういう意味だ。リゼルにしては随分と好戦的な考えだが、ようは本好きの琴線に触れたのだろう。


彼は何故か平然と「そこまでじゃないですよ」と言うが、誰がどう見ても本が好きだ。知識収集の為の媒体というだけでは収まらない。書店の店主と語っている姿など、ただの本マニアでしかない。


「リーダー、本が関わると微妙に分かりやすい」


「良い事だろ」


分かりやすくとも、こうして逃げられずにいるのだが。


「だから、駄目ですか？」


ジルは、苦々しげな顔でようやくリゼルを見下した。


ただ願い、こうして了承を待っているのは、対等であろうとするが故なのだろう。やろうと思えば選択権などジルに与えないまま、事を進められるにも拘らず。


「似合わねぇ事してんじゃねぇよ」


命令すれば良い。ジルは呆れたように目を細めながら告げた。


他者に命令するのが当然の立場で、だからこそ対等な関係を手探りで模索する相手へ、敢えて促す。対等を望まないのではなく、対等で自由であるが故に自ら選びうる行動だと伝えるように。


「嫌でした？」


あれ、と言わんばかりのリゼルに睥睨へいげいする。冒険者らしくないとは度々言っても、在り方を変えろなどとは一度も言った事が無いだろうに。


そんなジルの視線に、リゼルは可笑しそうに微笑んだ。透き通るようなアメジストの瞳が、銀を宿す灰の瞳を真っすぐに見据える。


「あの本を、俺に読ませて」


随分と穏やかな命令だと、ジルは溜息をつく事で了承を示した。


そもそも、容易に振り払える腕をそうせず、引き摺って歩ける筈の足を止めた時点で答えなど決まっているのだ。


「一回だけだ」


「充分です」


嬉しそうなリゼルを眺めて〝こうなるよな〟と頷いたイレヴンだが、正直ジルにも感心していた。恐らく彼は、リゼルのお願いを完全に拒否する事も出来る。イレヴンや年下二人には無理だ。


「一回って、本当の一回ッスか。大会、トーナメント勝ち抜きっぽいけど」


「仕方無いです。ジルがそれ以上は嫌って言いますし」


「見世物になる趣味はねぇ」


リゼル達は、まぁ取り敢えず見ていようかと舞台へと視線を向けた。






参加者が集まると、進行役が大会の開催を高らかに宣言した。


見るからに筋骨隆々な男達が集まっており、見た目だけで言えばジルより体格が良い者も少なくない。しかしその程度でリゼル達が不安を感じる筈もなく、ただの観客のように大会の進行を楽しんでいた。


この手のイベントは受けが良いらしく、なかなかの盛り上がりを見せている。


「イレヴンだったらどうですか？」


「やー、純粋な勝負じゃ半分ぐらいには負けんじゃねッスか」


「半分は勝てるんですね」


「仕込んで良いなら全部行けっけど」


「それはリスクが高そうです」


「でっしょ」


何やら物騒な事をのんびりと話す二人をジルは流す。


大会は一試合が短いので、さくさくと決勝戦まで進んでいった。勝ち残ったのはどちらも筋骨隆々の体を持つ男達で、恐らく鉱員なのだろう。


机に手を付き、左手を握って置き、右手同士を組み合わせる。開始の合図もまだだというのに、互いの腕にはグゥッと力が籠められ筋肉が盛り上がっていた。


『さぁ、決勝戦です！』


進行役兼審判が、組み合った両手に手を乗せる。


『レディ』


「ん？」


ふと、何かを呟いたリゼルにジル達が視線だけを向ける。直後、決勝の火蓋が切られた。


『ゴッ！』


激しい始まりの合図と共に、両者から熱気が立ち上る。見物客が大いに盛り上がり、応援の声を上げる中、ジルとイレヴンは舞台の上など見ていなかった。


ただ何かを気にかけたリゼルだけを、どうかしたのかと窺っている。


『決まったー！　ここに、魔鉱国の力自慢たちの頂点が決まりました！』


一人の男が手の甲を机へと押し付けられ、悔しげに髭を歪ませた。そして勝者となった男が立ち上がり、余裕の面持ちで両手を天へと突きあげる。


「前、行きましょうか」


ふいに、リゼルが歩み出す。ジルはやや眉を寄せながらも疑問を抱かず、イレヴンは何やら面白そうだと唇を歪めてそれに続いた。


歓声を上げる観客達を掻き分け、舞台の真下へ。視線を上げれば、チャンピオンだと持て囃される男が進行役から景品を受け取った所だった。


ジャッジではないので確証は無いが、近くで見た古文書は恐らく本物で間違いない。これまで無数の本を見てきたリゼルは、そう判断した。


そして男がそれを掲げ、観客が称える様に拍手を送ろうとした時だ。


「相場の二倍で買います」


それを遮るように、リゼルは穏やかな声で告げた。


この場には不釣り合いな程に落ち着いた、決して大きくはない声量。しかし広場には一瞬の静寂が下りた。直後、酷くざわめく。


『おっと、豪気な買い取り交渉が早くも始まったようだ！』


集まる視線を一身に受け、リゼルは舞台の上に立つ男へと視線を向けた。歯を剥き出しにし、歓喜を浮かべた顔ににこりと微笑む。


『ですが、それは大会終了後に』


「盛り上がりに水を差したい訳じゃないんです」


膝ほどの高さのステージへ、リゼルは足を踏み入れた。


そしてゆったりと唯一置かれた机へと歩み寄り、それを挟んで巨漢と向き合う。脅すような表情で此方を見下ろす相手を前に、ゆっくりとポーチへと手を差し込んだ。


「むしろ火に油を注ごうかな、と」


突然の展開に興奮を隠せぬ観客の前で、リゼルはそれをトンッと机へ置いた。


「エキシビジョンマッチ、しませんか？」


机の上で煌めく金貨に、ワッと歓声が上がる。


その間も、リゼルの手は止まらない。金貨十枚、それを五回。


「貴方が勝てばこの値段で買い取りましょう」


チャンピオンの男が瞠目し、机に並べられた金貨を見た。


あまりにも非日常な金額。警戒は湧かない。目の前に立つ貴族然とした姿が、些細な疑問すら抱かせない。勝てば本当に与えられるのだと、そう無意識に思わせた。


大金というインパクトが観客を煽り、盛り上がりは大会以上に加速する。


「その代わり、此方が勝てば本は無料で頂きます」


「相手はまさか、てめぇじゃねぇだろうな」


「意外と慎重なんですね。誰が相手でも関係ないと、チャンピオンならそう言うかと思ってました」


不思議そうに告げられる皮肉に、男の額に青筋が浮かぶ。


より凶悪になった様相に怯みもせず、リゼルはすっと手で舞台の下を示した。その先に立つジルが、好奇も露わに注目を受けて嫌そうに舌を打つ。


「俺の信頼するパーティメンバーがお相手を」


「冒険者だぁ？」


男がジルをねめつける。当の本人はといえば、隣に立つイレヴンと何やら話していたのだが。


「ほら、いい加減諦めて上がって来て下さい」


「ニィサン、呼ばれてる」


「煩ぇ」


ガラの悪い顔を更に顰め、ジルは渋々と壇上へと上がった。目立つのが嫌いではないイレヴンも、楽しそうに彼に続く。


「それで、どうですか？」


リゼルは、さてと男へと向き直った。


「もし不安なら、止めておきましょうか。そのまま相場の二倍で買い取ります」


「あ？」


「なんて、冗談です」


可笑しそうに笑い、リゼルはスッと観客を見渡す。


誰しも勝負が行われる事を信じて疑わない。それ以外を許さない。何故なら、この国の男ならば売られた喧嘩は買って当たり前なのだ。


ましてや、彼は鉱員だ。冒険者より屈強だと声高に叫ぶ者に溢れているという。ここで逃げれば、折角のチャンピオンが不名誉な噂に取って代わられる事だろう。


「まさか、そんなこと有り得ないでしょう？……あぁ、でも、そうですね」


冒険者であることを匂わせ、リゼルにしては露骨な挑発は、男へ向ける以上に観客へ向けられている。力では決して敵いそうにないリゼルが煽るからこそ目を引きつける。


誰もが予想を出来ない先を期待し、この場から離れられない。それはチャンピオンを囲む檻となる。そしてリゼルは、何かを考えるように口元に触れた。


「こういう時、貴方達の言葉を借りるなら〝逃げるなら今の内だぜ×××野郎〟とでも言うんでしたっけ」


歓声が爆発したと同時に、男が拳を机へと叩きつけた。


額には血管が浮き上がり、唇は怒りに引き攣る。明確に叩きつけられた挑戦状に、彼の理性が弾け飛んだのだ。机に拳を叩きつけた男を、進行役がしきりに落ち着かせている。


「誰がやらねぇって言ったぁ！　優男が好き勝手吠えやがって！」


「そう、その意気ですよ」


吠える男、そして微笑むリゼル。進行役の男は仕方なさそうに肩を竦めた。


『さぁ、突然の乱入者にエキシビジョンマッチが実現しました！』


彼の立場からしても、チャンピオンが他所の冒険者に負けたなんて事態は望まない筈だ。


つまり、問題ないと判断したのだろう。いかにも筋骨隆々な巨漢と比べれば、確かにジルは一見ただの長身にしか見えない。


「挑発が上手くなったもんだな」


「君の指導のお陰です」


「泣かれんじゃねぇの」


「ジャッジ君ですか？」


隣に歩み寄って来たジルに、リゼルが可笑しそうに笑う。


そして視線を合わせ、頤あごを上げた。眉を顰めながら身を屈めたジルの耳元へ唇を寄せ、一言二言と囁く。


「問題は？」


「ねぇ」


流石、と笑みを深め、嫌そうに男の待つ机へと向かったジルを見送る。


勝負の準備も済み、観客の盛り上がりも最高潮。それを見逃す進行役ではなく、魔道具の拡声器を手に観客へと高らかに勝負の開始を宣言した。


「さっき、何言ってたんスか」


歓声に掻き消されそうになりながらも、すすっと近付いたイレヴンがリゼルへ問いかける。


「秘密です」


「ずっり」


「ほら、始まりますよ」


『勇敢か無謀か、大会史上初の波乱の展開です！　迎え撃つのはチャンピオン、ここ三年は誰にも王者の座を明け渡してはいない男！』


あっとリゼルが思い出したように進行役を見た。


『チャレンジャーは冒険者！　力自慢の集まる、この国の男を舐めて貰っちゃ』


「司会者さん」


近付き、何かを伝えたリゼルに進行役の目が見開かれる。しかし、一瞬だけ途切れた言葉に観客がどよめくのを見て、無理矢理言葉を続けた。


リゼルは元の位置に下がりながら、満足げにそれを眺める。


『ッ挑戦者は何と、噂に名高い一刀です！　実力は未知数、しかしＳランクでさえ下に置くと噂の！　最強のソロと名高い冒険者がチャンピオンに挑戦だ！』


冒険者の知名度は、通常冒険者内でしか通用しない。しかし進行役は知っていたようで、〝一刀〟としか伝えなかったにも拘らず親切に補足まで入れてくれた。


余計な事を、という空気がひしひしとジルから伝わるが、リゼルとしては更に盛り上げようという親切心だった。一度、大会に水を差している事に対する詫びでもある。


そしてついに進行役が机の前に立ち、両者に手を組むよう合図を送る。


「その肘、逆に曲がるようにしてやる！」


「男の手なんざ握る趣味はねぇ、さっさと終わらせろ」


面倒そうな様子を隠そうともしないジルに、男はギチリと奥歯を噛み締めた。


手を組み、まるで握り潰さんと言わんばかりに力を込める。眉一つ動かさない相手に、なかなかやるなと男は唇を笑みに歪ませた。


なかなかやる程度では、男の勝利は揺るがない。添えられた進行役の両手、ゆるりと流れ込んで来る魔力と漲る力に勝利を確信する。


『レディ』


「ぶっ壊してやらァ！」


『ゴッ！』


雷が木を割るようなけたたましい破壊音。


男の怒号と、司会者の開始の合図と同時に響いたそれに、誰もが言葉を失った。唯一、リゼル達は普段と変わらないまま。


「おい、離せ」


「な、ぁ……」


圧倒的な力で叩き付けられ、机を抉った己の拳を男は呆然と見ていた。


己の意思では動かない掌を、鬱陶しそうにジルが振り払ったのを気にする余裕も無い。骨が砕けてもおかしくない。まさに肘が逆に折れてもおかしくない。そんな圧倒的な力を前に無事だったのは。


『エキシビジョンマッチはうちのジルの勝ちです。皆さん拍手ー』


同じく呆然としている進行役から、いつの間にか拡声器を奪ってイレヴンがにやにやとリゼルへ差し出す。それを素直に受け取り、リゼルは笑顔で勝負の終了を告げた。


驚愕のあまり何も言えずにいた観客が、しかし直ぐに驚愕を興奮へと変えて声を上げる。促されるままに歓声を上げ、手を打ち鳴らす人々を眺めたリゼルがふいに進行役を見た。


拡声器を返せば無意識ながら受け取った彼へ、囁くように告げる。


「強化魔法、お上手ですね」


「な……ッ！」


「おかげで彼の腕は無事です。まぁ、ジルが本気を出してたら関係ないでしょうけど」


パクパクと口を開閉させる相手を放って、リゼルは横に置かれた箱を手に取った。


蓋を開け、中身を確認し、慈しむように表紙を指先でなぞる。蓋を閉め、そして歓声を上げ続ける観衆にひらひらと手を振った。


「言いませんよ」


微笑み、ちょいっと拡声器を指す。


「その代わり、気持ち良く大会の終わりを宣言してください」


進行役は必死に頷き、そして震える手を押さえ込みながら大会の終了を宣言した。


不正は暴かない。参加者たちから集めた金も返せとは言わない。その代わり何事も無かったかのように大会を締めろというのは、楽しむ観客達への配慮だ。


その裏には恨みを持つなという意味も含んでいるが、恐らく必要ないだろう。チャンピオンである男の戦意は、完全に折られているのだから。


「リーダーご機嫌ッスね」


「ご機嫌です」


進行役が未だ何かを話す中、リゼル達は早々に広場を後にした。


事の顛末を聞いても「へー」で済ませたイレヴンが、早速箱から本を取り出しているリゼルへ笑いかける。リゼルも頷き、そして嬉しそうに目元を緩めて傍らを歩く相手を見た。


「有難う、ジル」


「どうも」


「照れてんの？」


「言ってろ」


にやにやと笑うイレヴンを流しながら、ふいにジルは呆れたように溜息をついた。


「どっか入るぞ」


「何で？　別に良いけど」


「ん」


顎で示され、イレヴンはリゼルを向いた。


もはや歩きながら表紙を捲り、目を通し始めている。恐らくどんな本か確認するだけ、一ページだけ、と思いながら開いたものの、当然のようにそれだけでは済まなかったのだろう。


二人が居るからこその歩き読書だとは分かっているが、何故堪えられなかったのかと思わずにはいられない。別に良いが。


「リーダー、ニィサンが読むなら店入ってからにしろって」


「あ、すみません」


その後、イレヴンが全力のおやつタイムで皿を積み上げ新たな観光地と化し、そしてジルは本の礼にと思うままに奢られる事となる。
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じぃ、とイレヴンの目がリゼルの瞳を見つめていた。


些細な感情の揺らぎすら見通そうとするかのような視線に、しかしリゼルは欠片も動揺することなく微笑んでみせる。イレヴンがその手を伸ばそうと、掲げられたそれらをなぞろうと、少しの反応も見せない。


次の一手で全てが終わる状況で、異常な程の冷静さを保ったままの姿に、イレヴンは小さく舌打ちを零した。


「ほら、早く」


促され、眉を寄せてちらりと横目でジルを見る。一足先に上がってしまった彼は、面白そうに成り行きを眺めていた。


清廉な余裕を崩すのに少しは協力してくれればと思うものの、有り得ないだろうという確信も持っている。何故なら、どちらかといえば彼はリゼルの味方だ。向けられた牽制の視線がその証拠だろう。


「全ッ然読めねぇー……」


イレヴンはまだ微かに濡れている己の髪を掻き混ぜ、諦める様にリゼルの手の中から一枚のカードを引き抜いた。


「あーあ」


「引きますよ」


「ちょ、待」


「あがり、です」


そして、リゼルは輝くような笑みと手に持つカードを裏返す。


揃ったスペードのエース。イレヴンは持っていたジョーカーを放り投げ、唸り声を上げながらベッドへと倒れ込んだ。白いシーツの上に落ちたジョーカーを、リゼルが可笑しそうに笑いながら拾い上げる。


「ニィサンが余計なことすっから！」


「イカサマする方が悪ぃんだろ」


「俺じゃ見抜けないので、助かりました」


「分かんねぇ方が悪ィんじゃん。リーダーとサシんなった時点で勝てる筈だったのにー」


全力で拗ねるイレヴンは、カードゲームで負けたことが余程悔しいようだ。


一通りのギャンブルを経験している彼は腕も勿論の事、ペテンの方も素晴らしく優れている。非合法な賭場に行っては荒稼ぎし、絶対イカサマをしている筈だと絡まれようと見抜けず負けていく者を嘲笑い、逆上して殴りかかって来た相手を返り討ちにしてきた事も数知れず。


「仕込もうと思うとすっげぇ目で見てくんスよ」


「そんな目はしてねぇ」


「ん、じゃあジルもそういうこと出来るんですか？」


「得意じゃねぇな」


ゴロゴロとベッドの上を転がるイレヴンに、しばらく拗ねているらしいと判断してリゼルはトランプを集めた。手の中でシャッフルし、そしてベッドを机代わりにジルへ五枚配る。


ジルは何を言わず配られたカードを手に取り、その名の通りポーカーフェイスで手札を確認した。


「俺も覚えたら出来るでしょうか」


「やりてぇんスか」


「ちょっと憧れます」


リゼルも無作為にカードの山の上から五枚をとり、残ったカードを二人の丁度真ん中へと置く。


そして何も無いのはつまらないとポーチへ手を伸ばし、銀貨を二十枚ほど用意した。ジルも溜息をついて同じ枚数を取り出す。大金をやり取りしても同じパーティ内では然程意味は無いのだが、雰囲気作りだ。


「どうぞ」


「ビット、五」


「レイズ、七」


「二枚貰う」


「俺はこのままで」


「怖ぇな」


その時、ふいに部屋にノックの音が響いた。


「あ、俺」


カードから視線を上げたリゼルを気にするなと手で制し、イレヴンがベッドから起き上がった。観光先で部屋を訪ねて来る者などまず居ないにも拘らず、当然のように扉へと向かった姿に、リゼルは恐らく精鋭なのだろうと当たりを付ける。


気にせずカードへ視線を戻し、そしてジルを窺った。ガラの悪い顔は易々とカードの中身を読ませてくれない。


「ビット」


「コール」


「リーダー、ちょい良いスか」


そして今まさに手札を見せんというタイミングで、扉を閉めたイレヴンから声がかかった。ひらひらと何かの紙束を振り、先程までの拗ね切った表情から一転、何やら楽しそうに笑っている。


「ちょっと待ってて下さい」


「ん」


リゼルが持っていた手札をベッドへ伏せれば、近寄って来たイレヴンがじゃんっと言いたげに紙束を見せつけた。やや薄汚れた裏面を見せられ、一体何がと見上げれば、彼は満足気に笑ってクルンと用紙を裏返す。


「プ・レ・ゼ・ン・ト。朝欲しいっつってたヤツ」


「わ、有難うございます」


渡されたのは、魔鉱国に存在する数多の坑道内の地図だった。


集めて回ったのは精鋭達だろうが、イレヴンの指示である事は明白だ。リゼルは破顔し、地図を膝へと置いて褒める様にイレヴンの頬へと手を差し伸べる。


その手に、鱗のある頬が擦り寄った。目を細め、緩みそうな唇を吊り上げてみせる姿に、再度礼を告げる。


「ちょっと交代しますね」


「今度こそ勝たせて貰おっと」


リゼルは早速とばかりに地図を持ち、腰かけていたジルのベッドから自らのベッドへと移動した。備え付けの机では小さすぎる。


坑道の数に比例し、地図の数は多い。全てに詳細に目を通すとなると時間がかかりそうだ。


「うわ、何この手札」


「てめぇはブラフ多すぎんだよ」


「逆にリーダーの手札が弱ぇとか思うわけ？」


リゼルと入れ替わって早々、嘘か真実かも分からぬ言葉で煽って行ったイレヴンへ、ジルが溜息をついて手元のカードを公開オープンした。






昨晩、夜遅くまで地図を眺めていたリゼルは、しかし早くに目が覚めた。


星空と朝焼けが同時に見られる時間帯。カタカタと小さく揺れる窓に、今日は風が強いらしいと寝返りを打つ。見えたジルとイレヴンは、どちらもまだ眠っているようだった。


「（なら、おれだけ）」


上体を起こせば、ピリピリと肌を刺すような感覚。目が覚めたのはこれが原因だ。微かな布擦れをも過敏に感じてしまうほど、感覚が鋭敏化している。


自分だけ抱く違和感といえばつい先日の鈴の音を思い出すが、恐らく無関係だ。忘れようもなく覚えているものとは、似ても似つかない。


「（ねれば、治るかな）」


寝起きの頭で枕を見つめるも、それは叶わなかった。眠気より違和感の方が強い。


危機に繋がるような違和感ではないという予感はある。危機的な異常があるならジル達が起きているしと焦りはない。少し外で体を動かしてみようかと起き上がり、靴だけ履いた。


折角だし動き始める瞬間の魔道具たちが見れるかと、リゼルは静かに扉を開く。


「わ」


ぶわり、と体中に鳥肌がたった。通常ならば気付けない、部屋に早朝の澄んだ空気が流れ込むのを肌で酷く強く感じた。


瞬間、腕が掴まれたと思いきやグッと後ろへと追いやられる。後退するように二歩、三歩とたたらを踏みながら顔を上げれば、視界に映るのは揺れる鮮やかな赤だった。


確かに寝ていた筈のイレヴンが、下げた片手に剣を握りながらペタペタと扉へ近付く。「んー……」と眠そうに唸りながら向こう側を確認し、そして振り返り、瞼の落ちかけた目で上から下までリゼルの無事を確かめた。


「ごめんなさい、起こしましたね」


「何もねぇなら、いー……」


目にかかる前髪を除けてやると、気持ち良さそうに目を細めていた。


彼はそのままふらふらとベッドへと戻り、倒れ込むように再び寝始める。相変わらずの見事なうつ伏せに、苦しくないのだろうかと思いながら隣のベッドへ視線を移した。


「……寝ぼけんなよ」


「ジルも。まだ寝てて下さい」


「いや」


いつの間にかベッドに腰かけていたジルが、呆れたように熟睡するイレヴンを眺めていた。


匂いでも気配でも、誰も居ない事など分かるだろうにという事か。イレヴンの素晴らしい瞬発力も、彼にとってはただ寝惚けただけで済んでしまう。


喉をそらし、長く息を吐いたジルがそのまま視線をリゼルへ向けた。


「どうした」


「特別どうしたって訳ではなくて」


完全に起こしたようだとリゼルは申し訳なさそうに苦笑し、その隣へ腰掛ける。


目の前で眠るイレヴンは背中丸出しだ。少しも上下しない背中に、もう何度か見ているにも拘らず息が出来ているのか少し心配してしまう。


「なんだか、肌がピリピリします」


「あ？」


「こう、すぐ近くで手を翳されているような感じで」


触るか触らないかの距離まで、掌を剥き出しのジルの腕へと近付けた。


「気持ち悪ぃ」


「でしょう？」


これが全身にあるのだから、結構な不快感がある。それを表に出さずにいれば、ジルが眉を寄せながら手を伸ばして来た。


熱でもあるのかというように、額にあてられた手の甲にリゼルは可笑しそうに笑う。


「体調不良っていうのとは違う気がするんですよね」


「似たようなもんだろ」


手は額から頬へ、そして首へと滑る。


首を覆われ、リゼルはくすぐったそうに微かに首をすくめた。鋭敏化した肌では余計だ。ジルは熱が無いと納得したように手を離していく。


「原因は」


「何も」


体調不良なら寝ていれば治るのに、とリゼルは後ろへ倒れてぽすりとベッドへ体を横たえた。一瞬だけぞわりと強く駆けあがった感覚は、しかしベッドと触れあった部分だけ消える。


「あ、今背中だけ楽です」


「ベッド触ってんのにか」


見下ろしてくるジルの視線を何となく見返しながら、何かに触れていれば楽なのだろうかと思考を巡らす。


相変わらず、強い風が窓をカタカタ揺らしていた。木枠の窓はきちんとした造りをしているが、軽い為に強風相手だと微かな隙間で揺れてしまうのだろう。


「あ」


わずかに喉を反らすようにそれを確認していたリゼルを、何か違う事を考え始めてないかとジルが訝しんだ時だ。ふと、一つの仮定へと辿り着く。


「ジル、俺のポーチとって下さい」


「おら」


その体勢が楽なのだからと、ジルは横着するなとは言わなかった。ただしこれがイレヴンなら彼は自分で取らせる。


ポーチを受け取ったリゼルがごそりと手を入れ、直ぐに取り出したのは一枚の地図だった。魔鉱国周辺の地形図で、昨晩熱心に見ていた坑道内の地図ではない。


「ジル、此処って」


「寝てろ」


地図を見せようとしたのか、体を起こそうとしたリゼルは押し留められた。


力を抜き、地図だけ持ち上げれば、後ろ手をついたジルが覗き込んでくる。見やすいように地図を傾ければ、片端を持ってくれた。


「この辺り、なんですけど」


魔鉱国の背後に存在する広大な山脈、その森に覆われた部分を指差してみせる。


「もしかして、スポットがありますか？」


「スポット？」


「魔力溜まりです。高濃度の魔力が密集していて、近寄れない場所」


魔力溜まり、通称〝スポット〟。


あまりにも空気中の魔力濃度が高く、人が近寄れば間違い無く魔力中毒で命に関わる場所の事だ。濃度の高すぎる魔力は時に霧として知覚出来る程にもなり、その場は良質な鉱物や食料に溢れているという。


魔鉱国の豊富な鉱石も、この魔力溜まりがゆっくりと地下に沁み込んだ結果だろうと言われていた。これをリゼルは本で知ってはいたが、その場所までは知らない。


「あー……そういや、その辺か。依頼でその手前まで行った事がある」


「魔物討伐ですか？」


「ああ」


「この辺り？」


「いや、こっちだな」


魔力溜まりには、潤沢な魔力が原因か手強い魔物も生息する。


彼らが食料豊富なその地から離れる事はあまり無いが、時折はぐれた個体が姿を現す事があった。よって討伐依頼だろうとリゼルは当たりを付けたが、どうやら当たっていたようだ。


「で、魔力溜まりがどうしたって？」


「もしかしたら、魔力中毒かなと」


リゼルは揺れる窓を一瞥し、考えるように続けた。


「風、強いでしょう？　それで流れて来てるのかもしれません」


「魔力がか」


「はい。背中が楽なのも、空気に触れてないからかも」


「お前だけ？」


「魔力が多い人ほど影響を受けやすいんです。症状は人それぞれみたいですけど」


リゼルは今回が初めてだが、過去に魔力中毒になった者は何回か見た事がある。


やけにムラムラして欲求不満になる者、無性に走り出したくなる者、何でも良いからとにかく魔法をブチかましたくなる者、様々な影響が表れていた。


その点、リゼルはただの敏感肌。なんとも平和的で助かった。


「なら今日は部屋にいるか」


「いえ、出掛けます。どうせ……あ、でも、どうでしょう」


リゼルは困ったように笑い、更に数枚の地図を取り出した。


今持っていた地形図、昨晩手に入れた坑道内の地図、そしていつか地底竜へと対峙する直前に手に入れた迷宮品の地図。それらを見比べ、うーんと考え、ちらりとジルを見上げる。


「行きたい場所、スポットみたいなんです」


「は？」






まず、とある区画の坑道内の地図と、迷宮品として手に入れた地図。


迷宮品の地図では森の中を走っている道が、坑道と見事に一致した。余分な線が多少増えたり減ったりはしているが、まず間違いは無い。


迷宮の地図に描かれた森は何の特徴もなく、何処の森かなど全く分からなかったが、しかしその中を走る道にリゼルは違和感を抱いていた。行き止まりが多すぎるのだ。


まるで、人の掘る洞窟や坑道のような分岐。リゼルは一通り洞窟系の迷宮の地図を買ってみたが一致せず、ならばと魔鉱国へと目を付けた。


「坑道なんざ此処以外にもあんだろ」


「だってこれ、迷宮品でしょう？」


絶妙に空気を読み、観光客を冒険者と共に受け入れ、パーティ入りを望んだイレヴンが同行出来たり、人数を考慮した罠を仕掛けたりと、配慮に事欠かない迷宮が全く未知の土地の地図をリゼルに寄こすだろうか。


そうだったら諦めるしかないが、しかしそうでないならリゼルが認識している範囲の坑道は魔鉱国に限定される。賭けに勝ったといえばそれまでだが、その結論に至るまでに調べに調べ尽くしたリゼルの努力の賜物だった。


「多分このバツ印、魔力溜まりに被ってる気がするんですよね」


「リスクがでかすぎる」


「だから、期待も出来る」


見下ろすジルに、リゼルは寝たままゆるりと目を細めて微笑んだ。


「これだけの手間をかけさせて、それだけ強く求めさせた。なら此処にあるのは、俺が心から願うものか、強く必要とするものなんでしょう」


ジルは微かに唇を開き、そして閉じた。


思い出すのは路地裏でのリゼルの姿。聞いた事もない希こいねがうような声。銀の髪を持つ生まれながらの王に向けられた視線は、幸せそうに甘く緩められていた。


願っているのだろうか、と思う。同時に、愚問だとも吐き捨てる。路地裏での邂逅の後、リゼルが居ない場で手放したくないと零したイレヴンとは違い、ジルは自分の本心すら掴めないでいた。


「ジル？」


もし、其処にあるのが帰り道だったのなら。思考に沈みそうになったジルを引き戻したのは、柔かな声だった。


「ジル」


「……」


穏やかな顔を見下ろし、そして視界に入った光景に思わず自嘲した。


自身の体重を支えただけの手が、まるで縫い止めるように柔らかな髪をシーツへ押さえつけている。散らばる髪の、ほんの先。無意識下の行動ならば、随分と女々しい事だ。


痛みも無いだろうそれに、リゼルは気付いているだろうか。真っ直ぐに此方を見上げるアメジストからは何も読み取れなかった。


「お前は何があって欲しいんだよ」


「俺ですか？」


地図を覗き込むようにしていた体勢を起こし、さり気なく離した掌で、感触を振り払うようにシーツを握り締める。空気が変わった事には気付いているだろうに、常と変わらず微笑むリゼルに少し気が楽になった。


「ジルが欲しいものかも」


「どう見てもお前向きだろ」


「ですよね」


出て来たのが解読に根気のいる地図だけあってお察しだ。


「そうですね……一番当たりで、空間魔法使いです」


「は？」


「ただ、場所的にそれは無いかな」


楽しそうにそう口にしたリゼルを、ジルは怪訝そうな顔で見た。


最も望むものとして上げられるのが、それで良いのか。盛大に空気を読み、理屈に合わずとも仕方ないで済まされる迷宮相手に、まさか〝流石に無茶な願いだろうな〟という謙虚な考えなど浮かばない筈だ。


「だから、必要なものかなって思ってます」


「帰る為にか」


「え？」


目を瞬かせた姿に、更に眉を寄せる。


本心を包み隠すことに秀でたリゼルだが、ジル相手にそうする事は少ない。ジルもそれは知っている。疑いはしない。だからこそ余計に分からない。


「違いますよ」


そんなジルの全てを見通すように、視線を合わせたままリゼルが柔らかく目元を緩めた。


「俺がわざわざ望まなくとも、陛下が帰すと言ったなら帰れるんでしょう」


「だから何もしねぇって？」


「親しい人達に会えないのは寂しいですけど、ほら。最初に言ったでしょう？」


「あ？」


「休暇だと思って、って」


早く終わりたい休暇なんてないし、と堂々言い張るリゼルにジルは思い切り溜息をついた。


そういえば、こういう男なのだ。敬愛する相手に帰還を望まれようと、命令でなければそれはそれ。最も効率が良い方法を選び、今回の場合はそれが相手に任せる事なのだと知っている。


リゼルはよく元教え子の手綱が握れないと楽しそうに言うが、手綱を握らせないのはどっちだと思ってしまう。彼の世界の人間は、常識人ぶった非常識人にさぞ振り回されていた事だろう。


「お前、やっぱ父親似だな」


「そこまでじゃ無いですってば」


ジルはリゼルと同じように、背中からベッドへと倒れ込んだ。腕で顔を覆い、珍しく声を上げて笑う姿に、リゼルも可笑しそうに問いかける。


「ご機嫌ですね？」


「オカゲサマで」


皮肉気な笑みは、しかし晴れ晴れとしていて。先程の歪いびつな空気を散らしたジルに、リゼルもほのほのと微笑んだ。






「必要なのは坑道の精確な尺度と、魔力溜まりでの行動を可能にする方法です」


三人は出かける準備を済ませ、宿の前に立っていた。


「坑道は実際潜れば良いから簡単じゃねッスか」


「ん？　俺達じゃ出入り出来ないんじゃ」


「んなもんどうにでもなるっしょ」


どうにでもなるらしい。


それが血生臭い方法でなければ良いのだが、と思いながらもリゼルはそちらをイレヴンへ一任した。機嫌良さそうに頷いた姿に不穏な様子は見えないが、全く合法とはいかないだろう。


元の世界では非合法をなるべく避けたリゼルだが、こちらでは割と自由だ。結果良ければ全て良し。


「後は方法か」


「正直、俺一人だけなら何とかなりそうな気もするんですけど」


「止めろ」


「魔物も強ぇし、正直リーダーじゃ無理」


「ですよね」


転移魔術で周囲の魔力を他所にやれなくもない。だが、物凄く大変だ。


さらに強化された魔物に加え、魔力溜まりの中は見通しが悪い。リゼルの銃との相性は最悪なので、ジル達の意見も尤もだろう。素直に頷く。


「昨日、使えそうな魔道具を開発してる工房に幾つか目を付けておきました」


「最初っから行く気だったんスか」


「いえ、一応」


地図が指す場所に目星がついたのは、イレヴンから地図を貰った時だ。


つまり昨夜。全くの偶然だ、と頷いてみせれば、ジル達から疑うような視線が向けられる。


彼らは時折、リゼルへ対し〝全て分かっている癖に〟と思うようだが、リゼルにとっては過大評価に過ぎた。可笑しそうに笑い、ジルへと一枚のメモを渡す。


「はい、ジルは買い物をお願いします」


「……何に使うんだよ、こんなもん」


「一応です、一応。備えあれば憂いなし、ですよ」


怪訝そうな目は直ぐに諦めへと変わり、ジルは溜息をついてメモをポケットへと捻じ込んで踵を返す。そして、同じく手を振りながら去って行くイレヴンも見送り、リゼルも行動を開始した。






イレヴンは、フンフンと鼻歌を歌いながら魔鉱国の裏道を歩く。


裏道といっても、魔鉱国の民が普通に使う道だ。多少治安が悪かろうと、色々な意味で圧の強い鉱員らに慣れた彼らは平気で通る。


「×××組合……みっけ」


魔鉱国で組合といえば、発掘組合の事を指す。


坑道を掘るのも全くの自由では無く、組合ごとの縄張りがある。鉱員は全員いずれかの発掘組合へと所属しており、余所の組合と日々張り合いながら採掘作業へと励むのだ。


そしてイレヴンが辿り着いた組合も、その中の一つ。リゼルの知りたがっている坑道を縄張りとしている組合だった。


「（夜なら面倒ねぇけど）」


見張りだけになった坑道なら、こんな手順など踏まずとも忍び込めば良い。だが今のように朝早い、最も活発に鉱員たちが働いている時間ではそうはいかない。


ここは道理を通そうか、とイレヴンはノックなぞ知らんとばかりに分厚い扉を開いた。


「ちょーっと入りたい坑道あんだけど、担当者どこ？」


「……誰だ？」


半分洞窟のような部屋の中、その場に居た者達は突如現れた無作法者へと視線を向ける。


どう見ても鉱員ではない。見覚えなどある筈がなく、完全な部外者でしかない。そんなイレヴンへ、いかにも鉱員らしき男達が数名近付いた。


慣れたように威圧する彼らに、しかしイレヴンは挑発するように嗤わらって閉めた扉へと凭れる。


「んの用だてめぇ」


「は？　さっき言ったっつの。言葉通じねぇ脳筋に興味無ぇんだわ退け雑ァ魚」


「……喧嘩売る相手を間違ったなぁ、ガキ」


余所の組合とのいざこざで、喧嘩慣れしている男達だ。


手早く一、二発殴って外に放り出してやろうと彼らが拳を握り、嗤いながら動かないイレヴンを奇妙に思いつつもその手を振り上げた時だ。


男の拳が、イレヴンへと振り下ろされることなく落ちる。拳だけでない。全身で床へと崩れ落ち、時折痙攣するように体を震わせる。その異様な光景に、他の男達は思わず数歩後退った。


「俺も優しくなったからさァ、死んでねぇよ」


明らかな嘲笑に、男達がいきり立つ。


「テメ……ッ」


「全員で来る？　どーぞ」


この腰の剣に触れる事無く、向かい合う男達と比べれば明らかに痩躯なイレヴンが、しかし誰より余裕のある声で告げた。


「ただ俺ニィサンと違って手加減ヘタだから、全員死ぬかもだけど」


ベェ、と舌を出した姿に一瞬、誰もが背筋を這い回る悪寒を感じた。


二又に分かれた毒々しいほど赤い舌。愉悦に歪む、縦に裂けた瞳孔。異様な雰囲気に呑まれ、それが戯言ではないのだと思わせる感覚。


動かなくなった周囲を、イレヴンはゆっくりと一瞥した。視線が合い、肩を跳ねさせる者こそ、現場ではなく事務仕事を主にしている者だろう。坑道を管理しているのは、恐らくそういう人間だ。


「お」


そして一人の男に目を止める。笑みを深めれば、相手は小さく息を呑んだ。


「すっげ、どんだけ引き強ぇんだっつうの」


組合内を我が物顔で歩を進めるイレヴンを、誰も止めない。


いくら喧嘩慣れしていようと止められる筈がない。国を相手取る盗賊団。誰もが恐れる盗賊達の頂点に君臨し、非道を非道とも思わない者達を従えた男。


「つか、最初っから関係者の弱み握る目的もあったのかなァ」


腕が立つだけでは決して立てない、そんな立場を片手間にこなしていたイレヴンの纏う空気は、裏の世界を知れば知るほど異様も威容いようも思い知るだけなのだから。


「昨日ぶりィ」


「……ッ」


ギシリと机に手を置き、イレヴンはゆっくりと挨拶を口にしながら目の前の相手を見下ろした。そこに座っていた進行役が、ざっと顔を青ざめる。


昨日行われたばかりの腕相撲大会。そこで意気揚々と進行を務め、虎視眈眈と目当ての人物を優勝させた男の姿が其処にはあった。


「あー、成程ね。そーゆーコト」


追い詰めるように目を細めて笑うイレヴンに、男の体が震える。


あの大会は、この組合の名前を売る為の大会だったのだろう。チャンピオンである男はこの組合所属の鉱員で、目の前の男が進行役に抜擢されたのは当然強化魔法を使えるから。


つまり組合単位でのヤラセ行為。


「ニィサンに負けたヒト元気？　ま、強化までして腕ブチ折られたら笑えるけど」


事務所にいる全ての人間が息を呑んだ。


ビンゴ、とイレヴンは唇に舌を這わせる。その姿はまさに、獲物を捕食する瞬間の蛇に似ていた。


「で、俺が最初に言ったこと覚えてる？」


組合のアピールの為の大会で冒険者に負け、他の組合に鉱員の面汚しだと吐き捨てられただろう。更に、強化魔法で不正を使っていたなどと広まればどうなるか。


事務所主催の大会では言い訳などしようがなく、この魔鉱国での居場所は消える。


「俺、入りたい坑道あんだけど」


「は……は、い」


つまり、そういう事。


イレヴンは脅す手段など幾らでも持っている。だが、成程。下準備しておくと一言で済んでしまうのだからこれは楽だ。


準備しておいてくれたリゼルに心の中で感謝し、震える手で差し出された通行証を機嫌良く受け取る。組合役員用のそれは、見せるだけで坑道に入れる代物だ。


「はーい、どうもォ」


満足げに笑い、手の中で通行証を遊ばせながらグルリと周囲を見る。


警戒か、恐怖か。様々な視線が投げられる中、イレヴンはリゼルを思い出してにっこりと笑ってみせた。それは穏やかさなど欠片も無い、人懐っこさの中にナイフの刃が露骨に見え隠れするような笑みだった。


「観光終わったら出てくし、ここは仲良くしようぜ」


それが示唆するのはつまり、〝言い触らさないから変な真似をするな〟ということ。


誰も何も言えない空間で、了承を得たと判断したイレヴンのみが動く。食い入るような視線を受けながらも、上機嫌で組合を出た。


「（リーダー的には最善なんだろうなァ）」


イレヴンだけなら力に物を言わせれば済む問題でも、それが出来ないリゼルは思考を巡らせる。


優しい声だけで目的を達成し、相手に非を示して理不尽な恨みを買う事なく、握った弱みのお陰で手は出されない。出そうとしても敵わない事は、腕相撲が証明してしまった。


恐らくイレヴンが立候補しなければ、自ら此処に赴いただろう。その為の、下準備。


「やっぱリーダー最ッ高」


楽しそうに笑い、さて与えられた役目を完遂するかと軽い足取りで坑道へと向かった。






「リーダーリーダー！　俺ちゃんとアンタの筋書き通り脅迫、や、違ぇな……脅し……これか、強請ゆすって調べて来たッスよ！」


「お前、んな事考えてたのか」


「いえ、俺はもうちょっと平和的な……」
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全ての準備を終え、魔力溜まりへと突入したのが三日前。


色々あったが、リゼル達はごく普通に魔鉱国の観光を続けていた。今日は王都に居るスタッドとジャッジへ土産を買おうと、リゼルの先導で街中を歩いている。


以前に商業国を訪れた際は、依頼として訪れたのだから不謹慎かと買う機会が無かったが、今回はただの観光だ。普段から世話になっている二人に、リゼルは是非とも何か贈りたいと考えていた。


「思ったより、こう、さっぱりしてますね」


「さっぱり？」


「埃っぽくないというか」


魔鉱国名物の一つ、洞窟商店街をリゼル達は時々横道へと逸れながらも歩いて行く。


無数のランタンで照らされた洞窟は土臭さが少なく、洞窟特有の埃っぽさもない。その外観を損ねないよう石を積み、壁を彫り、彫刻すら刻まれて、武骨ながら美しい通りとなっていた。流石、技術者が多い国だけあるだろう。


「何買うんスか」


「最初は消え物が良いかなと思ったんですけど」


ランプの光を反射する鉱石を眺めながら、リゼルは目的地は決まっているとばかりに迷わず歩を進めていた。


「折角だから、魔鉱国っぽいものにしようかなと」


正直、消え物にした方が良いのではとジルは密かに思った。


何せ、年下二人にとっては初めてのリゼルからの正式な贈り物。リゼルを心酔する二人に渡せば、一生祀り上げるのではと危惧してしまう。


当のリゼルが楽しそうなので、取り敢えず見ていようと口には出さないが。


「この前歩いてて見つけたんですけど、無難に実用性のある物とかどうでしょう」


「あー、良いんじゃねッスか」


「渡す時、お前が使えって言や使うだろうしな」


「あ、ここです」


賑やかな通りを抜け、三人はより洗練された空間へと足を踏み入れていた。


並ぶ店は魔鉱国ならではの名産品が多く、宝石や希少鉱石、精密な魔道具や繊細なインテリアなど、高価な品を扱う店が連なる。土産を買うような場所じゃないと訝しげな二人を連れながら、リゼルはある店舗へと足を踏み入れた。


「いらっしゃいませ」


並ぶのは時計、時計、時計。柱時計から壁掛け時計、そして最も多いのがショーケースにならぶ腕時計。どれにしようか、とそれらを覗き込むリゼルを、ジル達は慣れきったように諦め半分で眺めた。


「確かに実用品っちゃ実用品だけど」


「土産ではねぇな」


リゼルの元いた世界でも此方でも、時間の概念は変わらない。


基準として秒・分・時と定められているが、人々は然してそれらを意識しない。大体の国で一時間おきに鳴らされる鐘の音を目安として生活し、小さな村などはそれすら無い。


よって時計も実用品というよりは装飾品としての意味合いが強く、その精密さゆえに値段が跳ねあがるそれは、当然のように持っている人間が限られる。


「すっげぇ気軽なモンだと思ってんなァ」


「気軽なもんなんだろ」


「つかリーダー持ってそう」


「使ってねぇけどな」


実用品とはいうが、リゼルもジャッジ達へ時計を多用させようという訳ではない。それこそ装飾品として身につけておけば箔もつくし、いざという時にあれば便利だろうという理由に過ぎなかった。


「良いじゃないですか、お土産でも。あの二人って時計、似合うと思うんです」


「ジャッジとか持ってねぇんスか」


「商品としてなら有ると思いますけど、彼用のものは無いみたいなので」


土産、という単語に傍に立つ店員が思わず引き攣りそうになった顔を全力で耐えた。


まさか魔鉱国の技術の結晶である腕時計を、ただの〝無難な土産〟と認識されるとは思わなかったのだ。リゼルが貴族だと判断されている為、表には出さずに済んでいるが。


「こういうのって好みがあるし、悩みます」


「お前が選んだならあいつらは何でも喜ぶだろ」


「それがまた難しいんですよね」


ショーケースを覗き込み、真剣に考えてるリゼルの隣でイレヴンも覗き込む。


素晴らしい趣向の凝らされた時計の数々。回る小さな歯車。埋め込まれた魔石と、時を刻む針。装飾として好む者も多いと納得してしまう程、美しいものばかりだ。


「スタッド君はシンプルで細身の……あ、ちょっと色味があると面白いかな」


「本人に色味ねぇッスもんね」


イレヴンが言いたいのは性質的な意味で、だろう。


「ジャッジ君はアンティークっぽいのとか」


「あいつはタッパあるからゴツい方が良いッスよ」


「コレとかどうですか？」


「あー、これ系良いッスね。氷人間はメタリックっぽくても意外とあり」


「じゃあこの、色ガラスが嵌めこまれてるのとか」


楽しそうに選ぶ二人の姿を、ジルは扉の近くに凭れて見ていた。選ぶ気は無い。


こういう場面で妥協をしないのがリゼルとイレヴンだ。某子爵へのラッピングや、装備への溢れんばかりの条件付けを見れば分かるだろう。ジルは実用性さえあれば良いので、こういう時に役には立たない。


「これ色違いねぇの？　ついでにこっちのモデル、新しいの出して」


「動力ってネジですか？　魔石？　いえ、どっちも見せて欲しくて」


そして店員を散々右往左往させた結果、納得のいくものが手に入ったようだ。


「ジル、どうですか？」


「良いんじゃねぇの」


確認の為に見せに来たリゼルに、確かにあの二人のイメージに合っているのではないかとジルも頷く。だが正直、どれでも良いと思ったのは満足そうなリゼルには秘密だ。


よし、と頷いてラッピングを頼みに行ったリゼルに、もう少しかかりそうだと溜息をつく。


「てめぇはもう良いのか」


「俺はモノさえ貰えりゃ良い派なんで。勿論、リーダーが俺のために飾ってくれんなら別だけど」


再び店員とあれこれ話し合いを始めたリゼルとは別に、イレヴンは時計を選んだだけで満足したようだ。


今更ながらに少し不満そうなのは、自分がリゼルから贈り物をされた事が無いからか。別にパーティ入り許して貰ってるし、と勝手に言い訳し出した姿を呆れながら眺めていた時だ。


「───、───！」


不意に店の外がざわめくのを感じ、二人はふっと口を閉じて外の気配を探る。


「こっちはリボンで。うーん……そちらの紐の方にします。箱のデザインは、うん、良いですね」


気付く筈もないリゼルの声がよく聞こえた。


いつの間にか用意された椅子へ座り、店員により運ばれてくる品を選ぶ姿があまりにも貴族過ぎる。ジルは内心呟きながら警戒を解き、イレヴンも同様にケラケラと笑った。


騒ぎは思ったより大きそうで、やけに緊迫した雰囲気も感じるが、殺気立っている訳ではない。今すぐどうこう、という訳でもなさそうだ。扉の近くに凭れる二人は、外へ意識を向けながらもリゼルを眺める。


「マルケイド……、……、襲われ……」


「侵攻は……、……魔物の大群………此処は……、……？」


途切れ途切れに聞こえる会話に、しかし二人は動かない。彼らにとって、それはリゼルの買い物を邪魔するまでの事ではない。彼らの優先順位はどんな状況であっても変わらず、そして二人はのんびりとリゼルが包装選びを終えるのを待った。






「知らせてくれても良かったのに」


「お前は選ぶのに真剣だっただろ」


「急ぐくらいはします」


それでも選ぶのを止めないあたり、ジル達の判断はさして間違ってはいなかったのだろう。


商業国が魔物の大群に襲われている。周囲は魔鉱国にも魔物が押し寄せるのではないかと戦々恐々とした人々で溢れていた。


情報は欲しいものの錯綜する噂に興味は無く、リゼル達はそこかしこの騒ぎを聞き流しながら宿へと向かって歩いていた。


「こっちでも大侵攻ってあるんですね」


「そうそう無ぇけどな」


「原因はやっぱり迷宮ですか？」


「ッスね。めっちゃ存在主張してくる」


魔物の大侵攻、というのは極稀に発生する。


あまりにも放置された迷宮が、気付けとばかりに門を全開にして魔物を放出するのだ。勿論、迷宮が原因ではない場合が無い事もないのだが。


既存の迷宮を長く放置することはまず無いので、大抵は新しく出現した迷宮に気付かなかった時などに起こり得る。こればかりは誰の所為でもない。


「冒険者としては、討伐に行かなきゃいけなかったんですよね」


「土産選んでたからな」


大侵攻が発生した際、近場の冒険者はギルドに集合して討伐隊として派遣される。


だが、リゼル達はゆったりと土産を選んでいたら見事にタイミングを逃した。魔鉱国の冒険者ギルドは既に冒険者を送り出し済みだ。


「つかリーダー行くの？」


「冒険者なので」


微笑むリゼルを、納得いかないような目でイレヴンは見た。


リゼルは基本的に、直接害がなければ自分から騒動に顔を突っ込まない。隣の席で喧嘩が起ころうが傍観。道のど真ん中で誰かが剣を振り回してようと素通り。


挙句の果てには〝貴族の冒険者がいる〟という噂に踊らされ、自分が貴族だとホラを吹いた冒険者が好き放題やっていても笑って見ているだけだった。


「君は納得しませんか？」


「微妙ッスね」


「なら、一つ理由を挙げましょうか」


こんな時でも、何処からか絶えずハンマーを打ち鳴らす音が聞こえて来る。


職人たちは、己のすべき事をただ成すだけだ。それに耳を澄ませながら、リゼルは可笑しそうに笑った。


「子爵に頼まれた方と、ジャッジ君のお爺様がいるので」


「頼まれてる？　あー、美中年の暗い方？」


「それ、誰に聞いたんですか？」


「ニィサン。ついでに王都にいんのは明るい方」


リゼルがジルを見れば、そんな事も言った気がすると微かに眉を寄せられた。ちなみに何と言ったかといえば、〝目立つ顔したテンション低いの〟だ。


イレヴンの言葉も全くの的外れではないし、否定しにくいなぁと思いつつリゼル達は到着した宿の扉を潜る。宿の主に〝やっぱり冒険者じゃなかったのか〟という目で見られた。


「ただ正直、普通の大侵攻にはあまり興味が無くて」


狭くて少し急な階段を上り、部屋へと向かう。


「ま、そッスね。点数稼ぎしてぇ冒険者は張り切って行くけど」


「あそこはまず苦戦もしねぇだろうしな」


「物資の心配がいらないっていうのが強いですよね」


商業国ほどの大都市ともなると、防衛拠点としてもしっかり働くように出来ている。


城壁も命令系統もしっかりしており、壊滅はまずあり得ないだろう。憲兵が街の警護、冒険者が魔物の討伐を担当すれば、問題なく事態は収束する筈だ。


「深層のが大量に出りゃＳかＡ居ねぇと詰むけど」


「人海戦術が通用すんのは中層までだからな」


「それでも、領主様なら何とでも対策されるでしょう」


部屋へと入り、三人は思い思いの場所へ向かい合うように腰を下ろした。ジルはベッドに、イレヴンは床に。リゼルは椅子に座りながら、思案するように視線を伏せる。


魔物の大侵攻。元の世界でも存在したそれが、全て自然発生だった訳ではない。人為的発生が歴史を紐解くと二回あった。何百年か何千年かの記録の中で、たった二回。滅多にある事ではない。


それは通常の大侵攻と比べると異質で、そして従来の対応しか取れなければ万が一の事態もありうる。此方で起こり得るかは不明だし、今回がそうで有る確率など零に等しいが。


「リーダー？」


「いえ」


微笑み、頬に落ちる髪を耳へとかけた。


「事態は進行していますが、情報が無ければ対策も打てません。焦らず待ちましょう」


「上に立つヒトの言葉ッスねー。俺そゆの好き」


ケラケラと笑ったイレヴンが、ふいに芝居がかった仕草でパチンッと指を鳴らす。


窓から差し込む日が陰った。そちらを見れば口枷が特徴的な盗賊の精鋭が一人、最初からそこに居たかのように静かに窓枠に足をかけている。これが、リゼル達が宿に戻って来た理由だ。


「今の段階で判明してる事だけで充分ですよ。規模だけでも分かると嬉しいです」


「……発生は早朝。大規模。マルケイドを包囲。被害は軽微」


「魔物の被害は軽微でも、流通が滞るのは致命的でしょう。マルケイド側はどう動いてますか？」


「……攻勢に出たという話は無し」


ダンッとナイフが精鋭が手をつく窓枠へと刺さった。


誰の仕業かなど言うまでもない。見れば、手の中で次のナイフをクルクルと回しているイレヴンがいる。


「適当な仕事してんなよなァ。誰にモノ聞かれてると思ってんだよ」


「イレヴン、こんな短時間で集めて来てくれたんだし」


「リーダーはすーぐ甘やかす」


顔を不満に歪め、そしてイレヴンは二本目のナイフを放つ。それはタンッと奇妙な程に軽い音を立てて再び窓枠へと突き刺さった。


このナイフが手の甲を壁に縫い付けないのは、リゼルの存在があるからに他ならない。代わりに薄皮は切られているので、精鋭は地味に嫌な痛さを味わっている。


「こいつら、俺より盗賊歴長い奴しかいねぇし。頭ん中ブッ壊れきってんだからこんくらいやんねぇと話も通じねぇんスよ」


まるでダーツをしているかの様な、つまらなさそうな表情を浮かべるイレヴンにリゼルは苦笑した。精鋭達の扱いは、確かにイレヴンの方が正しいのだろうが。


「そろそろ続きが聞きたいです。あと、宿に勝手に穴を開けないように」


「はぁーい」


三本目のナイフを大人しく片付けるイレヴンに、ジルが溜息をつく。自分では〝優しくなった〟だの〝ぬるくなった〟だの言うが、彼の本質は欠片も変わっていない。


唯一それを正せる筈のリゼルが放置気味なので、仕方がない事なのだが。


「マルケイドを包囲って言ってましたね。魔物にしては統率のとれた動きです」


「普通は進行方向からそのまま突っ込むからな」


「……上位が下位を率いているとの噂。最深層クラスも出現」


「そうですか」


同種の魔物であれば、群れを作るのも珍しい事ではない。また大侵攻では例外的に魔物の同士討ちも無くなるので、相手は一軍とみなして相違ないだろう。


有象無象が攻めて来るのを迎え撃つのは、此方も数を揃えれば然程難しくはない。ただ、今回は都市を包囲する程度の知能を見せている。


「魔物が統率ねぇ」


「眉唾だな」


質問を止め、何かを考え込むリゼルを眺めながら、ジル達はゆるい会話を交わしていた。


「今ここらへんに高ランクいたっけ」


「Ａは何組かいるんじゃねぇの。前に商業国で絡まれた」


「有名税ー」


「覚えはねぇな」


「派手に動いてはねぇけど、派手な事はしてんじゃん？　それにニィサン覚えやすいし。黒いから、ッ痛って！」


もしリゼルが一人で商業国に居るならば、二人は全てを投げ出し向かうだろう。


しかし、隣にいるのだから関係ない。雑談のネタ程度でしかない。やりたい事をやる、そんな二人が人の為にと動く事など有り得ない。しかし、それも唯一人が動くのならば変わる。


「マルケイド、行きましょう」


「馬用意。東門で良いッスか」


「いえ、北にします。精鋭の方も良いですか？」


「俺のモンはリーダーのモンッスよ。どーぞ」


「今、全員で何人ですっけ」


「八」


「だから何でニィサン答えんの」


「じゃあ全員で」


テンポ良く交わされる会話で、次々と行動が決められる。やると決めたら早い。


リゼルは立ち上がりながら精鋭を向き、微笑んだ。精鋭は窓枠からナイフを抜き、矯ためつ眇すがめつ眺めている。


「準備が済んだら北門へ」


彼は頷いて姿を消した。


同時に幾つかの気配も消えたが、気付いたのはジルとイレヴンだけだ。聞いていたならば、それ程時間もかからず集まるだろう。


「気になる事でもあんのか」


「手強い魔物がいるのに一刀が出ないとか、勿体無いでしょう？」


「嘘くせぇ」


揶揄うように笑みを浮かべるリゼルに、ジルは嫌そうに顔を顰めた。


嘘ではないのだろうが、それだけでは無い。そう確信している。その上で、やりたい事があるならそれで良いと溜息をついた。


三人は支度を整えると部屋を出る。北門へは、少し歩かなければならない。


「あ、甘いモン買い忘れた。リーダー途中どっか寄って良い？」


「良いですよ。俺もインサイさんにお土産買って行きます。何が喜んで貰えるでしょうか」


「ジジ臭ぇモンで良いんじゃねぇの」


行くなら急げよと、そう声をかける人間は何処にも居ない。






少年は息を切らせ、人波を逆走していた。


悲鳴を上げながら門の中へと逃げる大人たちの足に蹴飛ばされ、罵声を浴びせられ、全身を傷だらけにしても必死に足を動かし続ける。先程までしっかりと握っていた柔らかく小さな手がない。それだけの理由。それ程の理由で。


幼い妹は、間違いなく門の外に残っている。その可愛らしい笑みを想い、少年は一度潜った門から飛び出した。母の悲鳴と呼び止める憲兵の声。振り切り、視界が開けた先へと駆け抜ける。


「おにいちゃん……ッ」


「ッニナ！」


地面に這いつくばった妹のすぐ後ろまで魔物が迫っていた。


誰かに突き飛ばされたのか。足が痛いと泣く妹を抱き上げる。早く逃げなければと震える脚で立ち上がり、顔を上げる。その先にあった光景に、少年は歯を食いしばった。


閉じられていく門。狭まるその向こうでは、半狂乱の母親が憲兵に引き止められながら必死に此方に手を伸ばしている。


もはや、魔物の大群はすぐそこまで迫っていた。子供二人を助ける為に門を広げておく余裕など無かった。


「……ック、ソ！」


急げと無責任に叫ぶ大人達に、叫び返しそうになる悪態を飲み込み少年は駆け出した。


徐々に狭まる門に急かされる。すぐ後ろから聞こえる魔物の息遣いに急かされる。震える足に鞭打つように、痛む足を無理矢理動かす。


間に合わない、と幼い頭が弾きだしたのは奇跡なのだろう。


走る速さと、門までの距離。城壁の上からは少年を助けようと無数の矢が射られる。だが間に合わない。魔物は止まらない。足が痛い。動かない。それは、妹を守ろうとする少年の本能だった。


彼は、腕の中の少女を下ろして押し出した。夕暮れ、遊びに出ていた自分達を母が迎えに来てくれた時のように。それよりは強いけれど。行っておいでと、喘ぐ呼吸では声が出ないまま。


「おにいちゃ……？」


いつも通り、母へと駆け出してくれた小さな背が愛おしかった。


可哀想に。足が痛むのだろう。足を縺もつらせながらも母に引き寄せられ、抱きしめられて此方を振り返る顔。きょとんと、まだ何も分からないだろう幼さに笑みが零れた。


門は既に、大人一人通れない程に狭まっている。もう間に合わない。痛む足は、一歩も動いてくれない。もう無理に動かす必要はないのだと思うと安堵すら浮かんだ。


「───ッッ！」


そして泣き叫ぶ母親と、その腕の中に居る幼い妹が最後に門の隙間から見たものは、助かって良かったと笑う少年の顔。その背後で、禍々しい口内を晒して肉を食い千切ろうと飛び掛かる魔物の姿だった。


「ジル」


穏やかな声。鋭い破裂音。今まさに外界を隔てようとした門は、しかし中途で動きを止めた。


ただ一人、十人がかりでも押さえきれぬ門を止めた人物。黒衣を纏い、鋭い覇気を持つ男へと、誰もが視線を向ける。


混乱のあまり一瞬にして静寂の落ちた空間で、恐らく誰より正確に状況を把握していたのは少年の母と妹だった。絶望に崩れ落ち、狭まる門の隙間から視線を離さず、惨劇を目の当たりにしただろう二人だからこそ、少年の後ろに迫った魔物が弾き飛ばされたのを見た。


「急いで下さい。警戒で一旦下がりましたが、また襲われます」


「分かってる」


「イレヴン、魔物を侵入させないように」


「うぃッス」


姿を現した人物に誰もが息を呑んだ。


石造りの巨大な門を片手で押し開く漆黒の男、止めようと近付く憲兵を牽制するように剣を抜く鮮やかな赤毛の男、そして開いた門から悠然と足を踏み出した清廉な男。

            





    
  
  




魔物が蔓延る外界への門が開いたにも拘らず、逃げ惑っていた筈の人々は呆然と彼らを見ていた。この状況下で、正確な判断力を奪われる程の存在。少年へと近付く後ろ姿に、無心で目を奪われる。


「ぇ……」


立ち尽くす少年もまた、近付いて来る姿を呆然と見上げた。先程まで感じていた安堵も、次第に湧き上がる恐怖も、全てを忘れて穏やかな微笑みに見入る。


近くで魔物の唸り声がした気がした。しかし何も考えられない。穏やかな微笑みが近付き、その腕が伸ばされた。抵抗など出来ず、戸惑う程に優しく抱き上げられる。


抱き寄せられ、髪を撫でられ、背を撫でる手に、知らず忘れていた震えが呼び覚まされた。何に対する恐怖なのか、全く分からない。


「ひっ、う」


綺麗な服を汚してしまう、なんて一瞬思ったが耐えられなかった。喉を震わせ、何かを堪えるように肩に顔を埋め、縋りつくように目の前の服を握り締める。


「君の行いは誰より正しい」


優しい声が、耳元で囁いた。


「信じて」


ふっと体の力が抜けるのを感じ、少年は肩に伏せていた顔をゆるゆると上げた。一斉に襲い来る魔物が視界一杯に映ったが、何故かもう、怖くなんてなかった。


「俺は、この世界の誰より君を尊敬しましょう」


ヒュン、と風が渦巻いた。今まさに喰いつかんとする魔物が、その身を切り裂かれ鮮血を散らす。中心に居る少年には微かなそよ風しか届かず、暫くそれが魔法とは気付けなかった。


「だから、怖がらないで」


穏やかな男がゆっくりと門へと歩を進める。


少年は、ようやく自身が何を恐れていたのかが分かった。切り捨てられたからだ。冷たい石の門が、人々の選択なのだと、世界の選択なのだとそう思い込んでいた。


けれど、そんなものは些細なものだと今なら分かる。だって、目の前の存在が自らを認めてくれたのだから。


「ただ、本当に守るということは守り抜くこと。君の死は、少女を不幸にしますよ」


「それは、やだ」


「そう。だから、強くなりなさい」


強制とは違い、諭すような柔らかな声だった。


その言葉はストンと少年の心へ落ちて、酷く納得させた。どうすれば良いのかは分からないが、強くなろうと決意する切っ掛けとなるには充分だった。


小さく頷けば、褒める様に背を撫でられる。照れ臭さなど感じず、ただ誇らしかった。


「閉めるぞ」


「お願いします」


黒衣の男とすれ違えば、その手が離され門がゆっくりと閉まっていく。


吹き飛ばされた魔物が猛然と此方に向かっているが、間に合わないだろう。少年は温かな肩越しにその光景を見ていた。しかし、閉じ行く門にもう絶望を抱く事はない。


重い音をたてて門が閉じたと同時に、駆けて来る小さな足音。少年は笑みを浮かべ、その足音へと振り返った。






パァンッと酷く良い音を立てて腕の中の柔らかな頬が叩かれるのを、リゼルは目を瞬かせながら見ていた。そして苦笑する。自身には覚えが無いが、母の愛は時に痛いほど強いのだろう。


目の前で号泣する母親の腕の中、少女が無邪気に笑いながら兄へと手を伸ばしている。リゼルが少年を下ろしてやれば、大きな瞳が此方を見上げた。その目を覆う様に頭を撫で、もう暫く安堵と憤りと歓喜の続きそうな母親へ視線を向ける。


その視線に気付いたのだろう。目を腫らしたまま深く頭を下げる姿に、ふるりと首を振ってみせた。


「彼が動かなければ、俺は妹さんを見捨てていました。無茶は叱って良いと思いますが、何より誇ってあげて下さい」


「は、はい……！」


震える声で何度も礼を言う姿に微笑み、リゼルは纏わりつく視線を振り払う様にジル達の元へと向かう。事態の収束に、ようやく憲兵が門の内側にいる人々の誘導を始めていた。


今回の門の開閉は、どうやら二次的なもののようだ。大侵攻に伴い一度全ての門を閉めたが、急な大侵攻を知らず商業国を訪れる人々も多い。補給無しでは帰れないと立ち往生する人々を西門へと集め、そして援護しつつ迎え入れる体制を整えた。


リゼル達は門を使って入った訳ではないが、丁度良いタイミングだっただろう。


「ん？」


ふとジル達を見れば、数名の憲兵に囲まれていた。


面倒そうに無視しているが、何やら絡まれているのだろうか。良くイレヴンが手を出さないものだ、と思いながら見れば、ジルがさり気なく彼の剣の柄を握って最悪の展開を阻止していた。


不満そうな顔はその所為か、と苦笑して声をかける。


「ちょっと寄り道しましたね。行きましょう」


「待て！」


城壁へと凭れかかっていた二人が背を浮かし、歩み寄って来る。


それを阻むように向けられた声に、さて何を言われるのかとそちらを見た。内容は、想像がつくが。


「一人を助ける為に、何人危険に晒したと思っている。お前達の行いは正義でも何でもないぞ！」


「晒さないように二人が居たでしょう？」


「それでも万が一が……！」


「億に一つも、有り得ません」


微笑み、そして口を開く。


「二人が止められないなら諦めるべきなんです。門の開閉なんてすでに問題にもならない脅威に晒されているって事なんですから」


それを揶揄われたと思ったのか。憲兵長だろう男は憤り更に言葉を重ねた。


その後ろ、ふっとリゼルが目を向ければ、どこかで見た憲兵が居心地悪そうに視線を逸らしていた。以前に商業国を訪れた際、一刀贔屓のあまり態度の悪かった新米憲兵だ。


ひらりと手を振れば、その体を小さくしている。少しは実力が認められたようで何よりだ。


「聞いているのか！」


「はい、勿論」


そろそろ話を終えようか、と退屈そうにしているジルを一瞥して思う。


「ただ、互いに言い争いをしている暇は無いでしょう？」


「それは……ッしかし、今後も同じ行いをされては困ると」


「するかもしれませんね」


リゼルは特に含みもなくあっさりと告げ誘導されながら離れて行く集団へ視線を流す。


見れば、あの少年が何度も此方を振り返っていた。母親とはぐれでもしたら大変だ、と前を向くように指で示すと、最後に大きく手を振って前へと向き直っている。


「ただ、まず無いとは思いますけど」


「何を」


リゼルは最後にひらりと手を振って、理解が出来ないと顔をしかめる憲兵長を見た。


「一人の為に大勢を危険に晒したのも、状況が悪化する可能性があった事も、充分に理解はしています」


「ならば！」


「その上で、行動したんです」


ジルが皮肉気に哂わらう。イレヴンが愉快気に嗤う。それは、リゼルの言葉に心からの同意を示すような笑みだった。


「俺達が正義だと、いつ勘違いしました？」


唖然と、何も言えないまま憲兵長の口が開閉するのをただ眺める。


「大勢より、あの子をとっただけですよ。自分が助かる為に子供を押し退けて進む大人達と、妹を助けようとそれらに立ち向かった少年。選ぶならどちらか、それだけの事です」


聞いていた憲兵らは誰も言葉を発せなかった。


清廉な男から出た言葉は、彼の言う通り正義でも何でもなく。しかしそれを間違いだと正面から否定するには、目にした救出劇は正しく美しく。


「行きましょうか」


「ああ」


「はァい」


歩き出したリゼルに、ジルは固まった憲兵らを一瞥した後に興味がないと視線を逸らし、イレヴンが隠さぬ嘲笑のままに囁いた。


「尻拭い有難うございました、って頭下げられねぇのかよ雑ァ魚」


「イレヴン」


「はァーい」


ケラケラと笑いながら遠ざかる背に、憲兵らは硬く両手を握り締める。しかし自らの行いを後悔する事だけは決してなく、彼らは力不足を悔やみ、様々な思いを抱えながら各々の役割へと戻って行った。






人の姿のない通りを歩きながら、ふいに苦笑したリゼルをジルは何となく眺めていた。


「あまり苛めちゃいけませんよ」


「だってさァ」


「彼らが正しいんです。多数を守るのが憲兵の役目なんですから」


元の世界では当然そちら側だっただろうに、と内心で呟く。


大多数の為に少数を切り捨てる。国を率いる立場というのは大体にして数にこそ価値を見出す筈だ。リゼルに限っては、唯一人の例外はあっただろうが。


それが、こうして立場が変わっただけでこうだ。随分と器用な真似をするものだ、とジルは感心混じりに小さく息を零すのだった。
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商業国は未曽有の危機に陥っていた。


何処の国より賑やかな通りからは人が消え、名物である耳が痛くなる程の呼び込みの声も無い。軽快な筈の空気に不安が交じり、重く滞っているようだ。


そんな街を本来の姿に戻そうと、避難指示や防衛指示を絶えず口にするシャドウに動揺は見えない。しかし忌々しげに寄せられた眉が、未だ予断を許さない状況であると示す。


「これ、お土産です。皆さんでどうぞ」


「おっ、こりゃすまんの」


そんな中、朗らかに挨拶を交わす二人へとシャドウは射殺さんばかりの視線を向けた。


その美しい顔には疲労の色が漂い、目の下の隈がひどく存在を主張している。大侵攻に対する備えなどしようもなく、対策は後手に回りがちで手も足りない。


そんな時に訪れたリゼル達に、彼は余計に疲労感が増した気がした。


「この前は孫が世話になったの」


「いえ、俺は特別な事は何も。ジャッジ君が頑張ったんですよ」


「流石は儂の孫！　んん、そういや見慣れん顔がおるが」


「よろしくー。つうかジャッジの爺さん若ッ」


「なんじゃ、胡散臭ぇ奴じゃな」


彼はジャッジと違って言い渋ったりしない。


時期的に盗賊団絡みかとまで予想をつけているインサイは、流石の観察眼だと言わざるを得ない。尤も、その首領とまでは思ってもみないだろうが。


「誰が通した」


ふいに、場違いな和気藹々とした空気を殺意の滲む声が壊す。


当然か、とリゼルも声の主であるシャドウを見た。邪魔をしに来た訳ではないが、邪魔にしかなっていないだろう。


「お久しぶりです。下に居た、見知った店員さんにすんなり通して貰えました」


「インサイ！」


「そういや、こいつ等が来る事がありゃ無条件で通せっつぅとったわ」


シャドウが居るこの場は、領主官邸ではない。インサイの店だ。


「よう此処が分かったの」


「領主様がいること前提なら、ちょっと分かりやすいです」


微笑んだリゼルに、シャドウは苦虫を噛み潰したように顔を顰め、翁はハッハッと声を上げて笑う。


商業国の中心にある領主官邸前の広場は今、無数の屋台や露店が撤去され、避難民で溢れ返っている。伝令すら満足に行き交えず、対策を打つ度に民を不安にさせる訳にもいかない。


ならば、何処を拠点にするか。シャドウが姿を見せたがらない事を思えば候補は多くない。その中でも最も伝令の出入りが不自然ではなく、物資の運搬も滞りなく行え、全方面から情報が入りやすい場所が此処だった。何せ、貿易業の総本山だ。


「それで何の用だ」


「情報共有を、と思いまして」


「却下だ。一介の冒険者にか？」


切り捨てるように吐き捨てられた言葉は、しかし拒絶ではなかった。


当然だ。本来リゼル達は、この場に居る事すら許されない立場なのだから。何より、此処には他の目が有る。冒険者ギルドのギルド長、憲兵のトップである憲兵総長、商業国を支える者達が、冒険者という言葉に驚愕しながら此方を見ている。


「一刀のパーティに、とみなして下さい」


「……聞こう」


素晴らしい判断力だと、リゼルは微笑む。


そして何かが気に入らないのだろう。皮肉気に唇を歪ませて口を開きかけたイレヴンは、直後ジルに後頭部を引っ叩かれていた。誰彼構わずケンカを売るなという事だ。


「今回の大侵攻、前例通りの対応だけでは危ないかもしれません」


叩かれた叩かれたと訴えて来るイレヴンへ苦笑し、ぽんぽんと叩かれただろう場所を慰めてやりながら怪訝そうなシャドウを見つめる。


「どういう事だ」


「外、見て来ました。異種族同士で上下が出来ています」


「……何ですって？」


驚愕の声を漏らしたのは、リゼル達が見知ったものとはデザインが異なるものの、冒険者ギルドの制服を身に着けた女性だった。商業国の冒険者ギルド長だろう。


「ゴーレムの上位種が、ウルフの下位種を従えていたように見えました。迷宮の事なので全く有り得ないとは言いませんけど」


「そういう特徴の迷宮だったりして」


「どんなだよ」


「慣れ合い迷宮？」


そんな迷宮の魔物が猛烈に攻めてきていると思うと余計に怖い気がする。


「異変の原因は」


イレヴンの言葉に無言の突っ込みを果たす一同を横目に、シャドウは入れ代わり立ち代わり部屋を訪れる伝令に逐一指示を出しながらも単刀直入に問いかけた。


酷く忌々し気な表情は、〝一介の冒険者〟と告げた相手へ要の情報を求める矛盾に対してか。気にしないのに、と可笑しそうに笑い、リゼルは部屋の机に広げられた巨大な地図を見下ろす。


「今は、まだ。向こうが動いてくれないと」


その視線が子細しさいに地図をなぞるのを、シャドウは気付かぬ振りをした。


「あ、そろそろ俺達も行きますね。冒険者らしく防衛に励んで来ます」


「何処行きゃ良いの？」


「数減らしだろ」


「じゃ、城壁かァ」


治安維持に長けた憲兵が、城壁の中で国民の防衛を。魔物退治に長けた冒険者が、外側で魔物を相手にする。適材適所だ。


「冒険者はランク毎に持ち場が割り振られるじゃろ。何じゃ、前はパーティでＤっつってたの」


「あ、今はＣに上がったんですよ」


「嬉しそうな顔しおって。にしても、勿体ねぇ使い方されそうじゃな」


カラカラと笑うインサイに、然もありなんとリゼルはジルを見た。嫌そうに逸らされる。


「ま、派手に暴れてくれりゃあ良いぞ」


「頑張ります」


期待に応えられるかなと苦笑し、リゼルは部屋を出ようと足を踏み出した。


しかし、直ぐに足を止める。振り返り、視線を向けた先では人の世のものではない程の美貌が顰められていた。そんな警戒せずとも良いものを、と口元を緩めた。


「顔がお疲れですよ。お土産、是非召し上がって下さい」


「却下だ」


そして、リゼル達は退室の挨拶を告げて部屋を出て行った。


扉が閉まり、シャドウはグッと眉間を揉む。今のは何者だと口々に尋ねる周囲へ無言を貫き、ふと視界の端に映った受け入れがたい光景へと渋々視線を向けた。


インサイがもぐもぐと口を動かしながら箱を差し出している。言うまでもなくリゼルからの土産だ。


「必要ない」


「美味ぇぞ」


「必要ないと言っている」


「朝から何も食べとらん癖に」


その後もしつこく食い下がられ、口に突っ込まれそうになり、最終的に食べなければ事が進まない展開へとほぼ強制的に持ち込まれた。


「美味いじゃろ」


「……」


「しかし、あ奴が冒険者らしくとか違和感しかないの」


ほどよい甘さに滑らかな食感。魔鉱国名物の菓子は確かに美味だった。


不本意ながら疲労で動きが鈍くなっていた脳が働きだす感覚を覚える。しかし、こんな土産でさえリゼルの思う通りになるのは癪で、シャドウは意地でも美味いなどとは言ってやらなかった。






遥か地平まで見渡せる城壁の上で、通り抜ける風が髪を揺らす。


リゼルは目元を擽るそれに微かに瞳を伏せ、そして遥か下にある地面を見下ろした。城門とは別にある、通用口のような小さな門の前。今まさに、冒険者達が武器を振るう。


「流石、皆さん慣れてますね」


「今の内に数減らしておきたいんスかね」


「大物出て来る前にな」


付近に深層級の魔物が居ない事もあり、危なげなく戦う姿は流石の上位冒険者だ。


大群の魔物を前にしては成果が分かりにくいが、着実に数を減らしていく。惜しむらくは、素材に手を出す余裕がない事だろう。


「Ｂ以上のパーティは下に行け！　Ｃ、Ｄは援護、Ｅ以下は物資の輸送。上からの援護も欠かすなよ！」


ふいに、リゼル達から少し離れた城壁の上から檄が飛ぶ。


見る限り、冒険者だろう。その隣には以前に商業国の冒険者ギルドで顔を合わせた、職員であるレイラが緊張した面持ちで立っていた。


「誰でしょう」


「知らねぇ」


「さァー」


興味なさそうな二人を尻目に、リゼルはギルド規定を思い出す。


規定には、大侵攻に限らず魔物に街が攻め込まれた際の対応も明記されていた。近くの冒険者ギルドに集合すること。ギルド職員の指示に従い、現場へ向かうこと。そして。


「成程、彼が指名された指揮官なんですね」


「指名？」


「こういう時、可能な限り職員が指揮をとる事になってるみたいです。けど、それが無理なら職員はそれが可能な冒険者を指名しなければならない」


「そんな決まりあったんスね」


「お前以外誰も知らねぇんじゃねぇの」


確かにレイラが冒険者を纏めるのは荷が重いだろう。


実の所、彼女もＤランク程度なら一対一でボコボコに出来る実力の持ち主だ。だが、この状況で大勢の冒険者を纏められるかというと別の話だ。彼女は直ぐさま目の前にいたＡランクを指名した。


基本的に他者に従う事とは無縁な冒険者たちも、自分より強い人間の言う事はそれなりに聞く。英断だろう。


「じゃあ俺ら援護かァ、こっからだと弓？」


「だろうな」


「イレヴンは使えましたよね。俺を狙った時も上手でしたし」


「そう言われると複雑なんスけど。ニィサンは？」


「何回か使った事はある」


そして、剣のほうが性に合ったのだろう。


下手なイメージもないし、とイレヴンは適当に置いてあった弓を二本貰ってきた。


「あれ、俺の分が」


「は？」


「ん？」


受け取ろうとしたリゼルが自分の分がない事に不思議そうにしている。


「使えんスか」


「使ったこと無いです」


何故触れた事もない弓を堂々と使おうとしているのか。


やや残念そうなリゼルは、確実にちょっと使ってみたかっただけなのだろう。味方を誤射されるのも困るので、ジル達は「また今度」とだけ告げて渡そうとはしない。


「魔法使ってろ」


「そッスよ、独壇場じゃん」


前衛が魔物を押しとどめ、魔法使いが一網打尽にする。


立派な城壁に守られたこの場では理想的な展開だろう。乱戦エリアでは危険だが、城壁の上からは後方に固まる魔物も良く見える。


「そういえば、他に魔法使ってる方って居ないですね」


「強化の方に人数割いてんじゃねッスか、っと」


「あ、凄い。当たりましたよ、イレヴン」


「当たったな」


「それ褒めてる？」


イレヴンの射た矢が一匹の魔物へと突き刺さる。


やはり脳天狙いだ。彼のその脳天へのこだわりは何なのか。リゼルとジルが思わずじっと頭から矢を生やした魔物を眺める中、彼は更にもう一匹の脳天に矢を打ち込んでいた。


「ほら、ニィサンも」


「大した腕じゃねぇぞ」


ジルも弓を構える。久しぶりとは言うが、その姿はなかなか堂に入っていた。


狙いをつけているのだろう。眉間の皺が深くなり、ガラの悪さが増す。この顔に狙われたら堪ったものじゃないなと、ほのほの微笑みながらリゼルがそれを眺めていた時だ。


「げ」


「あ」


「あーあ」


バキッと派手な音を立て、ジルの手の中で弓が真っ二つに折れた。


「大した腕ですよね」


「うるせぇ」


「つか折れるまで引けるとか人外」


「うるせぇ」


「手、怪我しませんでした？」


問うリゼルにジルはひらりと手を振り、そして無残な姿になった弓を放る。


ケラケラ笑いながらそれを見ていたイレヴンが、ニヤニヤと矢を番え、そして思い切り引き絞った。どれほど力を籠めようと弓はキシキシと音を立てるだけで、全く折れる気配など無い。


ビンッと弦が跳ねる音と共に、再び魔物の脳天に矢が生える。


「お見事。あ、ジルも石とか投げてみたらどうですか？　君ならそれでも」


「どうですか、じゃねぇよ」


周りが矢を射る中、一人石を投げる男。物凄くシュールな光景だ。


戯れるように交わされる会話は、ほどほど離れて立っていたレイラ達の元へも届く。大侵攻という危機を前にしての笑い声は、しかし冒険者なのだから戦闘中に笑う余裕ぐらいあるだろうと彼女は全く気にしない。


レイラは楽しそうだなぁと小さく笑み、何となしにそちらを向いた。


「ッなぁうぁうぁうあううあああああ!!」


「ッ!?　どうした！」


冷静に指示を飛ばしていた指揮官である冒険者すら、ビクリと肩を跳ねさせた程の動揺だった。彼はレイラの歓喜なのか恐怖なのか驚愕なのか全く分からない顔を見て、そしてガクガクと震えながら持ち上げられた指の先を見た。震え過ぎていて定まらない。


「何だ、あの三人組か？……何故冒険者以外が居る」


「い、いえ、いえいえいえ冒険者、の筈で……！」


貴族の物見遊山にしては奇妙だな、と冒険者が眉を顰めた時だ。信じがたい事を口にしたレイラが、直後ダッと素晴らしい速さで駆け出した。


「おおおおおお久しぶりです！」


「お久しぶりです。相変わらず元気ですね」


「元気っつうか挙動不審じゃねぇの？」


鮮やかな赤を揺らす獣人に、増えてる、とレイラは口元を引き攣らせた。


地底竜を倒せるパーティ。その新入り。間違いなく圧倒的強者だ。何故なら三人並んでも全く違和感がない。そう確信する彼女は、リゼル達に出会ってからＡランク冒険者を見ても感動出来なくなった。


「なな、なん、何で貴方たちがこんな所で弓なんか握ってんですか！　下は!?」


「？　Ｂ以上が下って言ってたので。俺のランクだと」


「Ｅですよね!?　あ、そうだＥだ！　パーティでＣだ！」


「あ、あの後、無事Ｄに上がったんですよ。パーティランクは変わりませんけど」


「おめでとうございます！」


力いっぱい祝福し、そしてレイラは崩れ落ちた。


「うわぁぁぁ勿体無いぃぃぃぃ！」


頭を抱えて悶えるレイラに、周囲は事情が分からないながらも若干引いた。


「ほら、職員さん。綺麗な制服が汚れますよ」


「うぅ……ありがとうございます……」


良く分かってるじゃないかとイレヴンがニヤニヤと笑い、ジルが心呆れながら溜息をつく中、リゼルはレイラへと手を差し出した。彼女はうろうろうろうろとその手の前で盛大に自らの手を彷徨わせ、そして恐る恐る重ねている。


「そういえば、職員さんのお母様ってギルド長なんですか？」


「あ、はい！　あれ、会ったこと」


「おい、どうした。何か問題が？」


その時、指示を出し終えた指揮官がようやくレイラへと追いついた。


ギルド職員を通して商業国全体の動きを把握する為、彼ら指揮官は必然的に職員と共に行動する。それを知っている筈のレイラがなりふり構わず駆け出したので、何事かと思ったようだ。


「すみません。つい話し込んでしまいました」


「いや……………冒険者か？」


耐え切れず、最後の最後にボソリと本音が零された。


最近はめっきり冒険者らしくなったのにな、と不思議そうなリゼルを、ジル達はまた的外れなこと考えてんだろうなぁと眺める。自分を過大評価も過小評価もしない男が、何故この一点に関しては基準がゆるっゆるになるのか。


「そういえば、この殲滅指示については貴方が？」


ふいに問いかけられ、指揮官の男は訝しげに口を開いた。


「殲滅という程ではないが……通用口は他と比べ脆もろい場所だからな、そこに集まる魔物だけ対処している」


「つまり、通用口が狙われている？」


男は目を見開いた。大侵攻の只中に、何故ただのＣランクの冒険者などと話しているのか。彼は疑問を抱かないまま口を開く。


「ッいや、まさかそんな事が出来る筈」


「無い、と言い切るには弱いですよ」


指揮官は、あらゆる状況を想定しなければならない。


最終的に選べる選択は一つきりでも、幾つもの選択肢を用意しなければならない。増やした選択肢を一つに絞るのと、選択肢が一つしかないのとでは天と地ほどの違いがあるのだから。


「ただ、街中に入ろうとする目的があまり……」


うーん、とリゼルは通用口の前で奮闘する冒険者たちを見下ろした。


それは、真下から聞こえる戦闘音さえなければ、城壁から外を眺める穏やかな光景にしか見えなかっただろう。それ程の自然体。ともすれば、戦意がないと捉えられる程に。


「差し出がましいようですが、今は防衛にのみ徹するべきかと」


「だから流せと、下で懸命に戦う奴等にそう言えと？」


だからだろうか。本来抱くべき反発をようやく抱き、そう口にした指揮官にリゼルはぱちりと目を瞬かせた。そして、申し訳なさそうに眉を下げる。


「ご不快でしたら聞き流して下さい。貴方達の奮闘を否定してる訳ではないんです」


「ならどういう事だ」


きりきりと眉を吊り上げる指揮官は、空気をひりつかせる程の歴戦の迫力がある。


平然と向き合うリゼルの後ろで、城壁の外を眺めて雑談を交わしていたジル達も口を止めた。冒険者の男を見据え、しかし口を挟もうとはしない。


ひくり、とレイラが口を引き攣らせる。必死にリゼルと指揮官を見比べ、そして意を決したように間に入り、バッと手を広げてみせた。


「ちょっ、指揮官さん誰に向かって喧嘩売ってんですか！　止めてくださいよ、今貴方に消えられたら私何も出来ませんよ！」


「そんな物騒なことしませんよ」


「後ろの人達からも是非その言葉が聞きたいです！」


後ろ、とリゼルが振り返る。


ジルは興味なさそうに城壁の外を観察しているし、イレヴンはにっこりと笑ってひらひらと手を振っていた。イレヴンがちょっと怪しい、なんて思いながら笑みを溢してレイラへと向き直った。


「貴女は正しく指揮官を選べたんですね」


「え」


きょとん、と目を見開く彼女から指揮官へと視線を移す。


「他の冒険者を尊重できる貴方は、素晴らしい指揮官なんでしょう。ただ、今回優先すべきは魔物の殲滅より商業国の防衛でしょう？」


「……それは分かっている。だからこそ、早めに魔物の数を減らしておくべきだ」


「けど、相手の出方が分からない内に戦力を出し切るのは避けるべきだと思います」


「出方だと？」


何を言っているのかと、指揮官は怪訝そうな様子を隠さない。


大侵攻に序盤も終盤もない。多少のイレギュラーがあろうと、相手は体力温存や牽制の考えなど持ちえない魔物だ。ただ一心に襲いかかるのみで、むしろ序盤を凌がなければジリ貧になる。


「おい、来るぞ」


「うわっ、すげぇ事すんなァ」


ふいに、ジル達が城壁の向こうを眺めながらそう口にした。


リゼルは穏やかに振り返る。指揮官もそちらを見た。そして目にした光景に、彼は目を見開いた。


「そう、出方。不測の事態が起こらないとは限らないでしょう？」


城壁から遠く、巨大な影があった。


陽の光の下、白い体を揺らした巨大なゴーレムが、その腕を振りかぶる。巨大過ぎる存在ゆえにその動きは酷くゆっくりと見えたが、しかし此処まで届く程の轟音がそれを否定した。


だが、驚愕の原因はそれではない。その巨腕から投げ出されたものこそ、誰もが想像し得ない光景だった。


「ウルフだと!?」


身を丸め、城壁の上へ、中へ。突如降りかかる危機に指揮官が咄嗟に指示を飛ばそうとした時だ。


リゼルが何かを囁いた。同時に、その周りに幾つもの炎の矢が現れる。そして、今まさに襲い掛からんとするウルフが城壁へと肉薄した瞬間、それらが一斉に放たれた。


熱風が届く程の距離で炎に巻かれた魔物達が、悲鳴を上げながら城壁の向こうへと落下する。


「ここから展開が早くなりそうですね」


唖然とそれを眺めていた指揮官が、ハッとゴーレムを見た。両手を振り上げれば容易に城壁に手をかけられる程の巨体がゆっくりとかがみ、その手にウルフが乗るのを待っている。


「あの大きさって、魔物図鑑の最高記録な気がします」


「最高記録って？」


「十メートルです」


あー、そんなもんそんなもん、と遠くを眺めるリゼル達を尻目に、レイラは慌て切った様子で指揮官へと駆け寄った。冒険者達へ守りを固めるよう指示を出しながら、焦りを露わに歩き出した彼の隣へと速足で並ぶ。


「ししし指揮官さん、あのゴーレムをどうにかする方法って……！」


「そんなもの一つだけだ……ッ。魔物を切り捨て、ゴーレムまで辿り着き、あの巨体をどうにかするしかない」


そんなもの、商業国にいる全てのＡランクが集まろうと不可能だ。指揮官が悔し気に顔を歪める。


「Ｓさえ居ればな」


「あのレベルじゃないと無理なんですね……うわぁぁ絶望的……」


レイラが諦めに肩を落とし、そしてゴーレムを振り返ろうとした時だった。目にした光景に目を見開き、そして目を輝かせる。


「でもない！　よっしゃあ！」


両手を振り上げたレイラに、指揮官も咄嗟にそちらを振り向く。そこには信じられない光景があった。


「本当に大丈夫ですか？　すごく高いですよ？」


「俺でも行けっしヨユーヨユー。はいドーン！」


「お前らは動くなよ」


渋々としたジルが城壁から突き落とされていた。


衝撃的過ぎて一瞬状況を忘れた指揮官は顔を青くして城壁の縁に駆け寄り、レイラも嬉々としてそれに続く。


「おい！」


「なーに心配してるんですか指揮官さん。大丈夫ですよ！」


「お前はむしろ何で満面の笑みなんだ！」


二キロ近く落下して地底竜と戦い、何事もなく帰ってきたリゼル達を知っているレイラに心配など欠片もない。その笑みに指揮官は戦慄した。


城壁から落下したジルは、黒の衣装をはためかせながら地面へと迫っていた。そして背後の城壁に手を伸ばす事なく、ダンッと土埃を巻き上げながら着地する。


「あれってどうやってるんですか？」


「全ッ然分かんねぇ」


至って平然と背筋を伸ばし、嫌そうに巻き上がる土を掃っているジルをリゼル達が不思議そうに見下ろしていた。


「やー、凄ぇな。俺だったら何回か城壁クッションにしなきゃ降りらんねぇッスわ」


「十分凄いじゃないですか。俺だったらグシャッで終わりですし」


落ちて無事なジルも、それを見て普通に話しているリゼル達も、そして一生懸命拍手しているレイラも指揮官には全く理解できなかった。理解できなさ過ぎて若干引いた。


「彼は、一体……」


「一刀ですよ、一刀！　知ってるでしょう!?　二太刀いらずの一刀です！」


「ジルの異名ってちょっと恥ずかしいですよね」


「ニィサンも前イヤだってボソッと言ってた」


冒険者ならば誰しも耳にした事のある存在。Ｓランクをも下に置くと噂され、ソロでありながら最強と称される冒険者。その剣の一振りで全てを斬り捨て、誰とも組まない男。


噂は誇張される。指揮官も、何処まで真実なのかと思っていた。


「まさか、真実だったとは……！」


細身の大剣が振られるごとに魔物の血が舞う。襲い掛かる魔物が一振りで地に伏せる。


彼の前では数など何の意味もなく、飾りのない太刀筋は美しく、その行いが容易であると他者へと錯覚させる程にあっさりと。彼は、巨大なゴーレムの足元に辿り着いた。


城壁の上に立つ冒険者が魔物を相手にする事を忘れ、見入る。


「あ」


「ん？」


「いえ、何でも」


「何って」


ふいに声を零すリゼルに、イレヴンが問い詰める。


「あの大きさのゴーレムの魔石、見たかったなと」


「あー、ニィサンならこっから聞こえる気も……ニィサーン！　リーダーが魔石欲しいってー！」


まさかの要望に周囲が二度見する中、イレヴンの声が聞こえたのだろう。


背を向けたジルが、剣を持ち替え片手を上げた。ゴーレムの周囲に集まっていたウルフが一斉に襲い掛かってくるのを避け、斬り捨て、そして鋭く巨体を見据える。


「有難うございます、イレヴン」


「ん。つうか聴覚までバケモンかよ」


大剣とは思えない速さの一閃が翻った。


岩の如き表面に弾かれる筈のそれが遮られる事はない。袈裟懸けに斬りつけ、真横に薙ぎ、襲い掛かる他の魔物を振り返りざまに斬りつける。上から伸ばされた巨大な掌による影を一瞥し、気にせず足を振り上げた。


太い柱のような足についた傷の中央へ、そのかかとを叩き込む。


「お、行った」


イレヴンが呟くと同時にグラリと巨体が傾き、ゴーレムが地面へと片手をつく。まるで雷鳴のような重低音が城壁へと届いた。


だが、その手も砕かれる。反転するかのようにゆっくりと地面へと崩れ落ちた白い巨体に、周囲の魔物も飛びのいた。そんな中、ジル一人が岩の塊のような頭へと歩み寄り、そして目の前で自らを捉える二つの洞の間へと剣を突き立てる。


「ん？」


崩壊していく巨体に誰もが視線を奪われる中、ジルが城壁を振り返った。


その視線は真っすぐにリゼルを向いていた。遠いながら視線が合ったような気がして、リゼルが目を瞬かせる。そして、ふいに破顔した。


「ニィサン何て？」


「魔石、斬っちゃったみたいです」


「あーあ、勿体ね」


ほのほのと、ケラケラと、笑みを交わす二人を指揮官は見ていた。


彼が、何故一刀に気付かなかったのか、それは唯一つ、リゼル達の存在があったからだろう。噂に聞いていた冒険者最強が、戯れるように誰かと言葉を交わす姿と重ならなかった。


「そうか、パーティを組んだのか」


だが、不思議とその姿はしっくりと馴染んで見えて。


「落ちたものだ、と普通なら思うだろうが」


「格が上がりましたよね、分かります」


指揮官とレイラは微笑むリゼルを眺めながら真顔で頷いた。






ジルが通用口に戻ると、その場に居た冒険者が皆道を開けた。


返り血すら浴びない姿に向けられる視線は畏怖であり憧憬であったが、ジルは気にせず門を潜る。そして直ぐに城壁の上へと戻ろうとした足が、ふと止まった。


「お疲れ様です」


丁度隣にある階段をリゼルが下りてくる。動くなと言った筈だが、と眉を寄せるも、その後ろにイレヴンの姿もあった為に溜息をついて済ませた。


そもそもイレヴンが居なければ、例えリゼルに頼まれようが単身ゴーレムまで向かわない。


「魔石、悪ぃな」


「いえ、見てみたかっただけなので。疲れは？」


「ねぇ」


流石、と満足げに頷き、そしてリゼルは視線だけで周囲を窺った。


冒険者達は誰しも一刀という圧倒的存在に呑まれている。それ自体は良い。それで奮起してくれるなら良い。だが、ジルが居れば大丈夫だという依存が生まれては問題だ。


リゼルは少し考え、そして城壁を仰いだ。視線の先には興奮したように手を振るレイラと指揮官の姿がある。


「他でも似たようなイレギュラーがあるかもしれません。一度、この場を離れても？」


少し声を張ったリゼルへと、周囲の冒険者の視線が一斉に集まった。


魔物が結託し、想像だにしない手段で城壁内の侵入を果たそうとした。その異常事態は彼らの平常心を乱すに充分だったのだろう。自身らの命を保証し得る強者を引き剥がそうとする存在へ、意識せずとも微かな敵意が混じる。


「雑ァ魚」


吐き捨てるように小さく呟いたイレヴンが、それらの視線から遮ろうと足を踏み出した時だ。それを優しく拒み、リゼルは彼らに向かいにこりと笑って口を開いた。


「ジルは凄いでしょう？　でも、あげませんよ」


何処か誇らしげな声に、冒険者たちは一瞬呆気にとられた。


同時に、先ほどまでの不穏な空気が霧散する。ジルが呆れたように溜息をつき、そしてイレヴンは何言い出したとばかりに隣を二度見した。


「支えがないと立てませんか？」


語りかけるような、穏やかな声だった。


「自由を冠する冒険者が、まさかそんな筈ないでしょう」


場所は通用口の前。未だ剣を握ったままの冒険者も目の前に立つ。


しかしリゼルが口を噤む事はない。それはジル達が居る事の安全からではなく、斬りかかられないだろうという保証があるからでもない。殺気だった戦場で誰より自由なのは、最も何にも囚われないでいられるのは自分だと煽っているのだ。


「貴方達は国を守る英雄になんて興味はない筈です。憲兵のように国民を守る義務もない。魔物退治なんて日常の延長、特別視する必要なんてない」


誰もがその声を聞き、その言葉を聴いていた。


「それでも、選んだ」


清廉に色を深めるアメジストに、ぞくりと背を震わせたのは誰か。


「自らの尊厳を守る意思、冒険者を冒険者たらしめる自由を以って、マルケイドを守る道を選んだ。そんな勇士が今更、何を気にかける必要があるんです」


通用口の外で魔物と戦う音以外、シンと静まった周囲をゆるりと視線でなぞり、そしてリゼルは微笑んだ。


「貴方達の前に絶望はなく、ただ日常の糧がある。軽くこなして下さいね」


可笑しそうに眼を細め、目に見える人々の背を押すように告げる。


「さぁ、遊んで」


限界まで張り詰めた空気が、直後爆発する。


武器を手に冒険者達が吠え、呼応し、耐え切れぬ衝動に誰しも駆け出した。我先にと魔物へと突撃し、剣を奮い、斬り捨てる姿に先程までの一刀への憧憬はない。


「お前、序盤で飛ばすなっつっといて……」


「何だか、思ったより勢いがつきましたね」


元来、テンションも高ければノリも良過ぎる冒険者だ。波に乗った時の勢いは途轍もない。


この辺りは彼らを上手くコントロールしてくれる人物がいれば問題ないだろうと、リゼルはひらりと城壁の上へと手を振ってみせた。何かが滾りまくっているレイラの隣、同じく堪えきれぬ熱意を瞳に宿した指揮官が力強く頷く。


「編成を変更する！　Ｃランク半数は────！」


意志ある強い声を聞きながら、リゼル達は静かにその場を後にした。






三人は人気のない街並みを物珍しげに眺めながら歩く。


「お前、大軍率いた経験でもあんのか」


「え？」


ふいに投げかけられた問いに、リゼルはどうだろうと過去を振り返ってみた。


元の世界では、爵位と共に軍位を持つ事も重要視された。ただの貴族の見栄ともいう。よって一度だけ総大将として戦場へ赴いたが、奥で大事に大事に扱われただけだ。


「子供の頃に、お飾りで良ければ一応」


「お飾りねぇ」


ジル達が疑わし気にリゼルを見る。


人々の士気など簡単に上がるものではない。ましてや相手は自由奔放で、誰にも従わぬ冒険者だ。それを見事に煽ってみせた手腕は、ならば何処で身に着けたものなのか。


「あ、でもお手本はあるんですよ」


そんな二人の言いたい事を察したのか、リゼルがパッと顔を明るくさせた。


「陛下がああいうの、上手なんです」


「何となく分かる」


「何てったってアレだろ」


ジル達は路地裏で見た彼の王を思い出し、反論もせず納得した。


目の前の男の父親の所為で色々吹っ飛んだが、年若さなど何のハンデにもならない絶対王者の風格は、確かに視線だけで跪ひざまずかせる事も可能だろうと思わせた程だった。


「つってもリーダーとは真反対の」


言いかけ、ふとイレヴンが言葉を切った。


「見つかりました？」


「ビンゴッスね。東？」


「はい。まず、一つ目です」


何処かへと視線を投げ、まるで誰かを貶めるのを楽しむような笑みを浮かべたイレヴンへ、こういう時は特に楽しそうだなとリゼルは可笑しそうに笑う。


しかし、精鋭達が居るのだろうが何処に居るのか全く分からない。姿なき相手へ指先で合図を送るイレヴンに周りを見渡せば、そこ、とジルが指で教えてくれた。ちょっと見えた。


「おい」


そして屋根の上を眺めながら歩いていた時だ。


ジルの手により歩みを止められる。どうしたのかとリゼルが前を見れば、先程まで居なかった筈の男が一人、悠然と道の真ん中に立ち塞がっていた。


何処にでもいる商人の格好をした男へ、しかしリゼルは警戒しない。前に立とうとする二人を止め、まるで待っていたと言うように唇を開く。


「領主様、ですね？」


「お呼びです。どうぞ此方へ」


促されるまま、リゼル達は男の後へと続いた。
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案内人の後ろを、三人は気負わず歩いていた。


「余所の状況見て来るっつってたのに良いんスか」


「元々、あの場から離れる為の口実なので」


それが何故かなど分からないが、イレヴンはふぅんと納得したように頷いた。リゼルがそう判断したのなら、それは必要な事だったのだろう。


だが、と彼は剣の柄を指で弾いた。折角の大侵攻で、あれだけの魔物を前にして、やった事といえば弓でチクチクと魔物を減らしただけ。やや物足りない。


「イレヴン、どうしました？」


やや不満そうな雰囲気に気付いたのだろう。リゼルの問いかけに、イレヴンは露骨に拗ねてみせた。


「別にー。あいつらばっか使って、ニィサンばっか動かして、俺つまんねーとか思ってねぇし」


「思ってるんですか」


苦笑したリゼルが、赤い髪を揺らすイレヴンを横目で窺う。暴れたいのか使われたいのか。殺したいのか役に立ちたいのか。後者ならば、不服そうなイレヴンには悪いが、なにを今更と思わず可笑しくなってしまう。


「君が傍に居てくれるから、ジルにも頼めたんですけど」


イレヴンは一瞬、呆気にとられたように唇を開いた。呆れたようなジルの視線が、リゼルの言葉を真実だと告げる。


「てめぇな、こいつが少しでもリスク負うような男に見えんのか」


「は？」


「いかにもノーリスクハイリターンしか興味なさそうだろ」


「それが理想ですよね」


リゼルは自己犠牲の精神を持ち得ない。


自己犠牲は自分を必要としてくれる主への反抗で、自分に従ってくれている者達を投げ出す行為だ。自分の価値を貶める事は、彼らの価値を貶める事と同義でもある。


よって、何をするにも自身が安全であるという前提がある。今回だって大侵攻のど真ん中で一人になるのは普通に避けたい。


「君に甘え過ぎてましたね、すみません。確かに装備を新しくしてから、大物はエレメントマスターだけですし」


物足りなかっただろうと、リゼルは真剣に反省しているようだ。


その横顔を見て、イレヴンが何やら信じられない事を聞いたかのように目を見開く。そしてじわじわと熱を持っていく顔を隠すように、視線を逸らした。


「や、もういい……」


「次は君に頼みますね」


「いいって」


「我慢する必要ないんですよ？」


「いいっつってんだろ！」


勘弁してくれとばかりイレヴンは唸り、頭を抱える。


軽く不貞腐れてみせただけなのに、手痛い反撃を食らった気分だ。手痛い、というよりは、ひたすら甘いと言った方が正しいような気もするが。


「だったら、余計に、アンタの好きにしろよ」


それこそ我慢なんかではないと暗に告げるイレヴンを、リゼル達は微笑ましげに、あるいは自業自得だよなと思いながら見ていた。追い打ちだ。


「宜しくお願いします」


「ん」


嬉しそうに笑ったリゼルを一瞥し、一言だけで頷いた彼は、歩を緩めないまま再び視線をどこかへ逸らしてしまった。


「しかし、たかが冒険者っつってたのに何の用だか」


「あれが本音では無さそうですけど」


先導する案内人の存在など全く気にせず、商業国の領主たるシャドウを話題に挙げる。案内人は内心ドキドキだ。


「何で分かんだよ」


「見るからに考え方が柔軟じゃないですか」


「あの仏頂面が？」


「柔軟っていうよりは、そうですね」


うーん、とリゼルが考えるように髪を耳にかけ、徐おもむろに口を開いた。


「商業国の為なら、有用なものは何でも使うというか」


分かったとジルは納得し、視線を逸らしていたイレヴンも納得し、実はこっそり聞き耳を立てていた案内人も思わず納得した。仕事中毒者の仕事への姿勢に対する信頼は厚い。


「それに、本当に冒険者如き、なんて思ってたら夕食なんて奢ってくれませんよ。お詫びとはいえ、彼が直接の原因でも無いのに」


言われてみればそうか、とジルが頷く。


そもそも、リゼルに声を掛けられた時点で「人違いだ」と無視して去る事も出来たのだ。そうしなかったのは自らの正体を見破った相手への警戒。そして情報収集。


「今日は周りに他の方も居たし、あれが妥当です」


「こんな時でも貴族ってのは面倒臭ぇな」


「柔軟なのは大事ですけど、トップ領主としての在り方は変えられないでしょう」


リゼルは可笑しそうに笑い、歩を緩めた案内人に足を止める。


「大侵攻の後も統治は続くんですから、組織が揺らぐような真似は出来ませんよ」


流石元貴族、説得力に溢れている。そして辿り着いたのは先程も訪れたインサイの家で、大した距離でもなかったなどと話しながらリゼル達は再び足を踏み入れた。






誰とも擦れ違わず案内された部屋は、商業国の重鎮達が集まっていた部屋ではなかった。


「お連れしました」


「入れ」


部屋はさほど広くない。窓もカーテンも全て閉められていたが、魔道具のランプのお陰で十分に明るい。中央にある机の上には、幾つもの地図が広げられていた。


「ご挨拶は？」


「却下だ。座れ」


案内人は部屋には入って来なかった。


時間が惜しいとばかりに鼻を鳴らすシャドウに、リゼル達も気にせず机へと歩み寄る。座るシャドウと、横に立つインサイ。部屋にはリゼル達を知る二人しか居なかった。

            





    
  
  




「ジル、大活躍しましたしどうですか？」


「アホ」


リゼルは一つしかない椅子を見て、ジルへと勧めてみる。


復活したイレヴンが何とも微妙そうな顔でリゼルを見て、ジルが溜息をつきながらさっさと座れと促した。予想もしなかったやり取りにシャドウは一瞬固まり、そしてインサイが面白そうに笑う。


「悪の秘密結社のボスと幹部みてぇじゃな」


後ろに二人を従え、椅子に座るリゼルに彼はにやりと唇を吊り上げた。


「前に、宿の女将さんに〝放浪王子と訳あり護衛〟って言われた事はあります」


「前、ニィサンにビリヤード教えに行った時は〝カジノの元締めと用心棒〟とか言われてたッスよ」


「〝誘拐犯と被害者〟じゃねぇだけマシだろ」


いまいち正義になりきれないのは何故なのか。


思いのほか盛り上がった話題は、しかしシャドウの苛立ちが限界を迎えつつある事を察して収束した。領主様は未曽有の危機に神経を擦り減らしているのだ。気を遣わねば。


「それで、お呼び出しの理由を伺っても？」


「何の情報を持っている」


見るからに濃いコーヒーを流し込みながら、忌々し気に、しかし決まりきった事のようにシャドウが告げる。何故リゼル達が最初、忙しいだろう彼の元へ顔を出したのか。理由など唯一つしかない。


提供できる情報がある。それを伝える為だ。あとお土産。


「ゴーレムの異常行動の件も報告を受けた」


「冒険者が単身ゴーレムに突っ込んで倒したっちゅう報告受けた時は、お前らしかおらんと思ったもんじゃ」


カラカラと笑うインサイとは裏腹に、シャドウの表情は険しい。


堰せきを切ったように上がる魔物の異常行動の報告。先刻リゼルが口にした〝向こう〟という言葉。弾き出された予想にしか過ぎない原因は信じ難く、少なすぎる情報に確信を抱けない。


「結論から聞く。これは人災か？」


その答えを冒険者に求めている自身にシャドウは呆れるが、しかし齎もたらされる事を疑わなかった。ただ一度の邂逅で何故、などという疑問は今は二の次だ。


商業国を守る為の、最善の方法をとっている。その確信があれば十分だった。


「半々、だと思います」


「何？」


本来ならば予想にすら上がらない事実を、リゼルはすんなりと肯定してみせた。


元凶は誰なのか。手段、目的、何一つとしてシャドウには分からないにも拘らず、ある程度の予想がついているようだった。


「恐らく大侵攻は自然発生したもの……いえ、意図して迷宮を隠すぐらいはしたかもしれませんが。それでも、大侵攻はただの大侵攻です」


新規の迷宮を隠蔽したのか、既存の迷宮を何らかの方法で覆い隠したのかはリゼルにも分からない。それは、さして重要ではない。


「相手はその魔物達を良いように利用している、というのが一番近いかと」


「そこまで分かっとるならさっき言って欲しかったの」


「確信したの、ゴーレムの行動を見た時なので。否定されるのを分かっていて自信たっぷりとはいきませんよ」


微笑むリゼルに、インサイはあっさりと頷いた。


あの時、この大侵攻が人災だと告げられて誰が信じただろうか。余計な混乱を招くだけでしかないと、リゼルも発言を控えたのだろう。


「俺達がいた東門ではゴーレム。他では何かありましたか？」


「……東西南北、各門の付近で同様の事態が起こっている」


「同時に？」


「恐らくだが。他に貴様らのような真似が出来る化け物はいない。飛ばされた魔物をその都度仕留めている」


化け物、とリゼルとイレヴンはジルを見た。嫌そうな顔をされた。


そんな三人を見て、シャドウが何かを頼む事はない。避難民に何かある前に、さっさとゴーレムを排除して欲しい気持ちは確かにある。だが今は元凶へ手を打つのが先だ。


冒険者によって防げている現状で更に高望みし、大局を見誤る真似は出来ない。


「大侵攻を止めるには元凶を捕まえるか、従来の通り魔物を殲滅し尽くすしかないか」


「殲滅はどちらにせよ必要です。元凶を捕まえても、魔物たちの大侵攻は残るので」


「だが殲滅優先という訳にもいかないのだろう」


ジルはともかくとして、冒険者全員でかかっても二日三日ではとても終わらない。元凶がそれを黙って見ているとはとても思えなかった。


「元凶は何者だ」


シャドウの紅い瞳がリゼルを射抜く。全てを暴こうという鋭い瞳だった。


「十割の確信はありませんよ」


「言え」


口調は乱暴だが、その瞳に決して命令の意図はない。


恐らくリゼルが頭を下げろと言えば、インサイを部屋から出して下げて見せるだろう。誠意を見せろと言えば、私財を全て投げ打ってみせるだろう。


それを恥じる事なく、誇りと高貴を保ったままこの街マルケイドを守ってみせる筈だ。


「（そんな事しないけど）」


だからこそリゼルもそれに応える。守るべきものの為に全力を尽くせる彼を、リゼルは素直に尊敬していた。


「〝Variant=Ruler異形の支配者〟」


穏やかな声に、シャドウは歯を食いしばる。


でないと口から出てしまっていただろう。信じられる訳がないと。嘘をつくなと。インサイですら、予想だにしない人物の名に顔を険しくした。


「なんか聞いた事ある」


「サルスの魔物使いテイマー」


「あー」


同じく初耳だろうに、背後の二人は然程興味がなさそうだ。


だが、そんな二人でさえリゼルの口から出た名前は知っていた。それ程に知れ渡っている。


「……信じよう」


「光栄です」


絞り出したようなシャドウの声に、リゼルは目を細めて返した。


「隣から喧嘩売られる覚えなんざねぇが」


「もし本当なら物流を止めてやれ」


パルテダールの隣国サルス。魔法学院を抱え、魔法に馴染み深いその国で最も有名な魔法使い。


それこそが異形の支配者だ。魔物使いの最高峰、国一番の天才、魔法技術の開拓者、真実の名前よりも数ある異名の方が知られている。魔法に関わる者ならば、誰もが目指すべき存在の筈だ。


「本当なら？」


イレヴンが気に入らなさそうに零せば、インサイが落ち着け落ち着けと手を振る。


「サルスが何か仕掛けたとは思えんって事じゃ。ここに喧嘩売って困んのはあっちだしの」


「ふぅん。なんで？」


「そりゃあ、誰しも食い物が無くなるのは困るじゃろ」


国ぐるみの計画ならば、それをやるという事か。


ふんっと鼻を鳴らすシャドウとインサイは涼しい顔をしている。本気っぽくて怖い。


「なら単独犯か」


「単独で此処まで出来るってすごいですよね」


自分には無理だと感心したように頷くリゼルが、ふとシャドウを見た。


意外とあっさりと信じたものだ、と思う。実際に目の前に元凶を連れて来られなければ誰も信じなどしない。それ程の名前を出したつもりだったのだが。


「でも、不幸中の幸いでしたね」


ただ、真実までに色々な葛藤はあったのだろう。微妙に苦渋の決断じみた顔をしている相手へ、リゼルは気を取り直すように明るく告げた。


「ただの魔物の異常行動より、裏に人が居た方が楽ですし」


「どういう意味だ」


怪訝そうに問われ、リゼルが逆に不思議そうな表情を浮かべる。


「魔物がどう動くかは分からないけど、人の意思が入るなら今後の動きも読めるでしょう？」


穏やかな笑みに、シャドウの目まぐるしく回る思考が一瞬止まる。


名を出したという事は知っている筈だ。彼の存在の権威。人知を逸した魔法使い。それにも拘らず余裕も気負いもない、雑談のように当たり前に。


「門、破られる可能性が高いです」


しかし、止まった思考もすぐに強制的に回される。


リゼルは机の上に置かれたペンを持ち、広げられた地図に滑らせた。丸い城壁の西側、丁度西門が描かれた場所に大きくバツを描き、外から中へと矢印を引いた。


「魔物に壊せるような門では無い筈だが」


「支配者さんが仕掛け済みかと」


「何故分かる」


鋭い舌打ちを零し、シャドウは地図を睨みつけた。


彼はもうリゼルを疑わない。どれ程信じがたい事でも受け入れる。彼もまた商人としての一面を持つが故に、一度信じると口にした言葉を違えるような真似はしない。


「潜り込むなら、此処を使うしかないでしょう？」


「待て、つまり奴は既に」


「入りこんでいる、と考えて間違いは無いと思います。その方が彼にとっても都合が良い」


リゼルの指が、すっと商業国から離れた場所を指す。


「大侵攻が発生した時点では外にいる必要があるでしょう。自分の魔法範囲内に魔物達が収まったのを確認する必要があります」


指差された場所は、魔物がやって来た方角だった。


大侵攻を引き起こす迷宮が分かれば、どの街が襲われるかも予想できる。大侵攻を待つ間、準備をする時間は充分にあった筈だ。恐らく相手は商業国を選んだ訳ではなく、たまたまこの街が当の迷宮に近かっただけに過ぎないのだろう。


シャドウの苛立たしげな舌打ちが鋭く部屋に響く。


「魔物達を使役することに成功したら、他の魔物に襲われる可能性もある外にいる必要はありません。安全で勝手に情報も入ってくる国内で、悠々と大侵攻を指揮すれば良い」


そしてリゼルは、指を西門へと移動させた。


「周囲の包囲が完了した時点で、既に門は全て閉まっていた。でも、一か所だけ開いたでしょう？」


「あーあー、そういうこと」


退屈そうにリゼルの髪を弄っていたイレヴンが、パッと手を放しながら声を上げた。


「お前さんらは聞いてないんか」


「今聞いたじゃん」


教える気があるならその内言うとジル達は思っているし、二度同じ事を聞かせるのもなぁとリゼルは思っている。こいつら信頼関係あるのか無いのか分からんな、とインサイは一人頷いた。


「国の外に繋がる地下通路は一つだけ。使われた形跡がないのは、来る時に通って確認して来ました」


「写しをとっているなら渡せ」


「大丈夫です、覚えてただけなので」


心なしか得意げなリゼルに若干シャドウは苛立った。他に得意げになるタイミングなど多々あったにも拘らず、何故このタイミングなのか。


「つうても、あ奴が西門に仕掛けを施すとは限らんじゃろ」


「お前、門見てたろ」


「あった？」


「いえ、支配者さんレベルに本気で隠蔽されると正直分からくて」


良く見れば何かある気も、程度だ。隠蔽されていなければどういった魔法なのかも分かるだろうが。


「でも彼はきっと計算され尽くした戦術っていうのが大好きですよ。それに、決め手は自分の手によって行わなければ気が済まない」


うーん、とリゼルは何かを思い出すように口元に触れた。


「人々が懸命に守る門を掌握なんて出来たら、いかにも全てが自分の掌の上。自身の天才性を疑いはしないけど、優秀性の証明は好きで、他者が右往左往するのに優越感を抱くタイプです」


リゼルの語る人物像は、噂に流れる彼の人柄ではない。


噂の上での支配者は謎に満ちていた。めったに人前に姿を現さず、人付き合いを嫌う。その人格についても、どうやら高圧的なようだと辛うじて伝わっているのみ。


それを何故、リゼルが既知のように語るのか。


「会った事があるのか」


「いえ、直接は」


ただ、とリゼルは一冊の本を取り出した。じゃん、とは言わないが似たような雰囲気は感じる。


「机上の空論と貴方達は嫌がるかもしれませんが、意外と分かるんですよ」


そう言って示されたのは、本の著者の名前。魔法の研究書である事を示す題名の下に書かれた名は、間違いなく話題の中心となっている魔法使いのものだ。


「すっごく読みにくいです。革新的な書き方に見えますが、俺達みたいに研究書を何冊も読むような人間にとっては、ただ基本から外れて珍しく見えるだけの本で」


内容は確かに凄いけど、と付け加える本マニア。本の批評に関しては、普段穏やかな物言いが厳しくなる。


「いかにも〝どうせ理解出来る者なんていない〟と言いたげで、〝自分の理論が何より正しい〟と言わんばかりの本です。もう文章から自意識の高さが滲み出てます」


「ボロクソだな」


「読んでて逆に面白いので、ついつい何冊か買っちゃいました」


次々と研究書を取り出して並べてみせるリゼルを、一歩間違えればファンだよなとジルは眺めた。生き生きとしている辺りがまた何とも言えない。


「それを根拠とみなせと？」


「無理強いはしませんけど」


そう思うのも無理はないと、リゼルはあっさり告げた。


だが、生まれた時から数限りない本を読んで来た。どんな人物だろうかと興味を持った著者へ、実際に顔を合わせる機会も多々あった。観察眼に優れたリゼルが、予想を確信へと昇華出来るようになるまでに。


「今、東の魔物の要であるゴーレムが討伐されました。その門の冒険者達も怒涛の勢いで討伐を進めています」


先程までリゼルたちが居た、東門付近。


それが誰の所為かなど言うまでもないだろう。支配者は、自らの自尊心を揺るがす存在が現れたのだと未だ気付かない。


「最深層クラスのゴーレムを瞬殺できる実力者の存在、そして殲滅スピード、決して彼の望んだ展開ではない筈です。普通の大侵攻と変わらず、魔物殲滅をもって事態が収束するのは彼の矜持が許さない」


リゼルの指が、再び西門を差した。


「だから、門を破壊するなら今です」


その言葉を、今度は誰もが深い理解を以って受け入れた。


忌々し気に、思案するように、興味が無さそうに、あるいは酷く愉快気に、それらの視線が冒険者とは思えぬ整った指先へと落とされる。


「殲滅スピードを落とそうという事か」


「街中に魔物入れて対応させようって？　回りくどいっつうか何つうか」


「実験なら終わらせたくねぇんだろ」


「貴重な機会ですからね」


恐らく魔物全てが雪崩れ込む訳ではない。撹乱程度で済む筈だ。ならば対策次第では被害を相当抑えられるだろう。


「つう事は、だ。お前さん、このタイミングに誘導しおったな」


「いつ門が破壊されるより良いかと思いまして」


いけなかったか、と不思議そうな顔にインサイは大笑いしながらその手を伸ばした。


大きな掌がリゼルの頭を覆い、わしわしと数度かき混ぜて離れていく。ぱちり、と目を瞬かせたリゼルは、しかし直ぐにほのほのと微笑んだ。


「褒められました」


「嬉しいの」


「意外と嬉しいです」


ジルの言葉に素直に頷くリゼルを、シャドウはじっと見据える。


確かに、兵が疲弊してから門が破壊されるより余程マシだろう。タイミングが分かれば無駄な警戒に兵を割かずに済む。つい先程とも思える最初の邂逅から今までに、それを思いつき実行してきた。


「……ならば、対策は隠すべきだな」


リゼルは支配者の事を〝美しい戦術に優越感を抱く人間〟だと言った。


ならば、格が違うのだろう。優越感も何も抱かず、ただ自然にやってのけるリゼルの方が余程。


「折角のタイミングじゃしな」


「仕掛けとやらは、他の魔法使いが対処出来ないのか」


「同レベルの魔法使いなら、あるいは。少なくとも俺では無理です」


魔法使いの権威とも言われる男だ。望み薄だろう。


シャドウはその可能性を即切り捨て、外で待機していた案内人を呼んだ。魔物が流入した際の対策、避難民の集まる場所周辺のバリケード強化。次々と指示を出していく。


そして指示を聞き終えた男が速やかに退出するのを見届け、シャドウは眼光を緩める事無く地図を睨みつけた。


「元凶が国に入りこんでいると言ったな」


「はい」


何処に、と問う者は誰も居なかった。


「領主官邸前広場。間違いはないか」


「恐らく」


避難民と共に入国し、向かうに全く不自然ではない場所。自然と情報が集まり、安全を約束されながら東西南北全てに手を伸ばすに相応しい立地。


今まさに避難民たちに溢れる広場に、元凶は居座っている。


「彼は正体を明かしたくない筈です。避難した方々に手は出しませんよ」


最悪だ、と顔を歪めたシャドウを宥めるようにリゼルが言う。


「イコール、正体割れそうな時は人質でも何でも使い放題ってこと？」


「ま、そういう事じゃろうな」


不思議な説得力に溢れたイレヴンの言葉に、しかしインサイはあっさり頷いた。


多少は噛みついてくるかと思っていたのだろう。イレヴンが拍子抜けしたように、つまらないと唇を尖らせる。ジルから呆れた溜息を貰った。


「たとえそうなっても、何とかなりそうな気もしますけど」


「却下だ。何故そうなる」


「こればかりは俺も全く読めないので、期待はしないで下さい」


そしてリゼル達が、支配者を炙り出す方法がないかと暫く話していた時だった。ドンッと遠くから爆発音が聞こえ、窓が微かにビリビリと震える。


「イレヴン」


西門が破壊されたのだ。それを理解した瞬間、リゼルは振り返りもせず呼びかける。


イレヴンの唇が吊り上がり、袖から滑り落ちる二本のナイフを握り、それを放った。爆発で微かに感じた振動を打ち消すように天井へとそれが突き刺さり、同時に何処からか鳥の声に似た甲高い笛の音が聞こえる。


「連絡手段、音なんですね」


「まぁ、こんだけ活動範囲広いとな」


「あんま使わねぇんスけどね、目立つし」


常と変わらぬ様子で言葉を交わしたリゼルが、ふとシャドウへと苦笑した。


「なので、必要な合図だったんです。許してあげて下さい」


「許しを乞うのは此方な気がするの」


カラカラと笑うインサイとは裏腹に、シャドウは苦々しげに舌打ちを零す。その眼には、イレヴンによって剣を喉に突き立てられた己の護衛の姿が映っていた。


剣は皮膚を突き破る寸前の力で宛がわれ、一切の挙動を許さない。何処かに潜み、咄嗟に動ける力量を持つ存在が、嘲笑を浮かべる男に手遊びのように止められた。


「……離して貰おう」


「イレヴン」


スッと離れた剣に、護衛はシャドウの後ろへと下がった。そして「奴らに関してはもう良い」というシャドウの言葉に頭を下げて部屋から姿を消す。


「西門については対策はすでに伝えてある。新しい指示も不要だろう。先程の行動について説明して貰おうか」


シャドウは空気を変えるように深く息を吐き、眉間を揉んだ。酷く疲れ切った溜息だ。


「儂の家じゃぞ」


「えー、フカコーリョクじゃん」


「せめて取ってかんかい」


全員の視線が、天井に突き刺さったままのナイフへ。


不満たらたらなインサイに、いや届かないだろと同じく上を見上げていたイレヴンがふいにニンマリとジルを見る。そう簡単に踏ませるかと却下されたが。


「あれは、今壊して下さいっていう合図で……いえ、合図の仕方までは俺も知らなかったんですけど」


「何を壊す」


「魔力の増強装置です」


リゼルの指が、地図を転々と指していく。商業国の周りを八ヵ所、街を中心におおよそ均等な位置を示した。


「例え最高峰と称される魔法使いでも、一人であれだけの数の魔物を使役するのは不可能でしょう」


魔力補助、各個の魔物への指示、それを可能にしているものが有るだろうと、リゼルは商業国について真っ先に周囲を探させた。大体ここらへんかも、と伝えただけで見つけてくれた精鋭達は本当に優秀だ。


「破壊は出来ないのか」


「実物を見ない事には……けど、支配を完全に無くすのは避けた方が良いでしょうね」


下手に相手の思惑を潰し、避難民を危険にさらすのも得策ではない。相手の手が読めないのは歯痒いものだと、シャドウは苦虫を噛み潰したように顔を顰めた。


「けど、一つ目はすでに壊しています」


「何？」


「東門の、指揮系統のトップに置かれただろうゴーレムを倒した直後に一つ。元々命令系統に差異が生じる損害でしょうし、運が良ければ気付かれません」


何せ、魔物を軍と化すなど支配者にも初の試みだろう。


不測の事態はあって当たり前だ。それは自身を天才だと自負する者でも、いや、自負するからこそ理解している。己の力不足などと、彼は決して思いもしない。


装置の破壊を気付かれたら気付かれたで別の手を打つつもりだったが、その後の反応的に気付かれてはいないようだ。


「それで、先程の合図が二個目という事か。何処だ」


「西門です」


今まさに破られた門の付近。街中になだれ込もうとする魔物は、控えていた憲兵らにより着実に対処されているだろう。


「東門で魔物の殲滅スピードが上がったのは、士気だけが理由ではありません。装置を破壊することで、魔物たちの統率が欠けた所為もあるでしょう」


「更に一つ、壊すことで魔物の侵入を阻害した」


「少しは楽になってると良いんですけど」


支配者は魔物の誘導に集中するだろう。装置の破壊に気付くかどうか。


これも気付かれないのが理想だけど、と穏やかに語るリゼルにシャドウはもはや驚愕も疑心も放棄した。疲労が滲もうが変わらず美しい顔を顰め、自らを無理矢理納得させる。


「っほ」


「お、もうちょいじゃの」


「さっさとしろ」


ジルの肩に手を置き、天井のナイフまで跳躍しているイレヴンを尻目に、さてとリゼルは席を立った。伝えるべき事は伝えた、という事だろう。


シャドウは何も言わない。ただ、リゼルを優先した判断が間違っていなかったという実感だけがあった。


「取れたー」


「じゃあ、そろそろ行きましょうか」


「何処行くんじゃ」


「取り敢えず西門の様子を見て……あ、寝る所とかってどうするんでしょう」


「城壁の前とかで雑魚寝じゃねッスか」


「冒険者の扱いなんざそんなもんだろ」


「何、そりゃいかん」


和気藹々と去って行く後ろ姿を、シャドウは微かに肩の力を抜きながら眺めた。


やるべき事は多い。しかし不思議と少し気が抜けた気がした。閉まる扉を確認し、机の上に肘をつく。頭を抱えるように目元を掌で覆えば、その喉から零れたのは低い笑い声だった。


「あの馬鹿レイも、たまには良い事をする」


リゼルを自分へと導いた顔馴染みに対し、恐らく初めてだろう感謝の念を抱く。立ち上がり、露わになったその顔からは疲労の色が消えていた。
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彼は、酷く煩わしい思いで騒ぎ立てる人々を眺めていた。


同時に、確かな優越感を抱きながらその光景を見ていた。


恐怖に平静を失う人々、それらを落ち着けようと奔走する憲兵達。己の齎もたらしたものが全てを掌握したかのような感覚に、だが彼は陶酔という程に浸りはしない。


それは彼が常に、国を相手取る事など容易いと考えていた事を意味していた。


「（系統樹式けいとうじゅしきの支配では、やはり頂点が揺らぐと末端まで影響が出るな）」


人々の不安を除こうと、大きな功績が上がる度に憲兵はそれを公表する。一部の魔力が上手く伝わらなくなったかと思えば、やはり要であったゴーレムの討伐が告げられた。


「（だが、この数の魔物の支配を可能にするには上位に下位の統率をとらせる必要がある）」


元より実験、多少狂った所で全て許容範囲内だ。


その程度で自分が揺らぐ筈はなかろうと、次点の魔物へと要をずらす。多少支配力は弱まるものの、使役が途切れる訳ではない。


「（しかし、あのゴーレムを倒せる者が居るか）」


東側が押されている。ゴーレムを討伐できる人物がいるのなら不思議ではない。


冒険者などろくに頭も働かない脳筋ばかりだが、それだけを愚直に極めた者が存在する事も彼は知っている。自らを天才だと知るからこそ、畑違いだろうと才を疑いはしない。


優れた才には優れた才が集まるものかと皮肉るように嗤い、意識を西門へと集中させる。


「さぁ、一心不乱に阻んでみせろ」


爆破。同時に、下位の魔物を門へと突入させる。


成す術もなく狼狽える者達が見られないのは、多少残念ではあるが。


「国を相手に、魔物の大群わたしのたわむれがどれ程通用するのか、試させてもらおう」






迷宮の魔物は、基本的に昼間の方が動きが活発だ。


昼夜のある迷宮ではその通りに、常昼常夜の迷宮でも外の時間経過と同様に魔物たちは活動している。それは迷宮が引き起こす大侵攻でも同様だった。


「夕暮れまで後少し。それまでの辛抱ですね」


「ん、夜は操れねぇんスか」


「支配者さんでも、迷宮のルールには逆らえないでしょう」


インサイ所有の店の一室からは、破壊された西門が良く見える。


即席ながら強固なバリケードによって魔物の侵入を防いでいる様子を、リゼル達三人はのんびりと眺めていた。侵入した魔物も順調に討伐され、大した混乱もなく収まりそうだ。


「じゃあそろそろ侵入は辞め時か」


「入れても無駄だし」


「夜の迷宮の魔物って、そんなに動かないんですか？」


リゼルは夜の迷宮を訪れた事が無い。


窓際に置かれた椅子に座りながら不思議そうに見れば、二人は経験があるのだろう。同じく外を眺めながら、思い出すように口を開く。


「動かないっつうか、あんま襲い掛かって来ねぇんスよ」


「流石に目の前通りゃ来るけどな」


「じゃあ、じっとしてたら休めそうですね」


「つってもウロついてんのとか居るしなァ」


夜の魔物は昼間より数段手強いので、やはり夜を明かすにも警戒が必要となる。


だが、城壁で囲われた商業国ならばまず安全だ。憲兵や冒険者も安心して休むことが出来るだろう。


「おい、一匹」


「あ、ついにですか」


日も落ちかけた西門前、今まさに予想外の方法で一匹の魔物がバリケードを突破する。


リゼルはふいっと手を振り、発現させた魔銃ライフルを向けた。一発の発砲音が商業国の街並みに響き、そして魔物がドサリと崩れ落ちる。


追っていた憲兵が周囲を見渡しているのが見えるが、こちらが見つかりはしないだろう。憲兵は暫く周りを窺っていたが、恐る恐る魔物の死骸を回収していった。


「怖がらせちゃいましたね」


「そりゃな」


「普段でかいツラしてんだから逃がしてんなよなァ、雑ァ魚」


「今のは仕方無いですよ。支配者さんの遊び心です」


数匹の魔物による、まさかの連携プレー。


大部分の魔物は既に、襲う意欲を失いつつある。だからだろう、一日の終わり際にそれを見せつけた。明日以降、憲兵達はそれを警戒し続けなければならない。


「器用ですよね」


「リーダー出来ねぇの」


「魔物使いには適正がなくて」


「人は使えんのにな」


人聞きが悪い、とリゼルが苦笑を零した時だ。ふいに部屋の戸がノックされる。


「失礼致します。お食事の準備が整いました」


「俺すげぇ腹へったー」


開いた扉の向こうに居たのは、以前商業国を訪れた際、リゼルとジルをインサイの元へと案内した店員の男だった。


イレヴンの言葉に微笑み、まさに働き盛りだろう年齢相応の落ち着きは、まるで大侵攻の最中だとは思えない。流石はインサイの元で働いているだけある、と納得してしまう程だ。


「お好きな時に食堂までお越しください」


「有難うございます」


インサイの紹介により此処まで案内してくれた彼は、そのまま世話まで焼いてくれている。指示を受けての事だろうが、と去って行く背をリゼルは不思議そうに見送った。


「凄く助かるので良いんですけど、監視でしょうか」


「それもあんだろうけどな。あの爺が誰の爺だと思ってんだ」


「あー……全ッ然似てねぇと思ってたけど、こーゆートコ似てんスね」


成程、とリゼルも納得する。


常々、自分の何がジャッジを動かすのだろうと思ってはいたがインサイもだとは。流石の細やかな気遣いに感謝は絶えない。


そして胃袋の限界を訴えるイレヴンに急かされ、三人は部屋を出る。


「変なところが似ちゃいましたね」


「ジャッジなら分かっけど、あの爺さんが尽くすようには思えねぇんだよなァ」


「好きでやってんだからやらせときゃ良いだろ」


価値のあるものには相応の扱いを。商人の独特な感性が、祖父孫揃って斜め上に全力解放されている。


そして三人はもはやフルコースレベルの食事に舌鼓を打ち、部屋へと戻れば美しいベッドメイキングが済んでおり、その他全てを完璧にこなして「おやすみなさいませ」と腰を折って部屋を出た彼に〝店員って何だっけ〟と思うのだった。


ジャッジといい彼といい、ハイスペックが過ぎる。






もはや寝るだけとなった頃、リゼルはベッドに入らず窓の近くに腰掛け、外を眺めていた。


夜の帳が下りた街並み。城壁の上に灯された篝火。西門からは風に乗って微かな騒めきが届き、しかしそれが静寂を助長させる。


普段は屋台の灯りが絶えない筈の通りには、時折誰かの持つランプが流れていくのみ。商業国の住民が見れば切なくなる程に寂しい光景なのだろうと、そう思いながら一冊の本を開く。


それを、イレヴンがもぐもぐと口を動かしながら眺めていた。


「リーダー、また何か考えふぇんの」


「食いながら喋んじゃねぇ」


剣の手入れをしているジルに歩み寄れば、一蹴されて終わる。


イレヴンは気にせず、店員から貰った夜食のホットサンドを飲み込んだ。そしてジルが相手をしてくれそうにないと判断し、暇を持て余してリゼルの元へ向かい床に座る。


「なぁーに考えてんの」


良い高さにある足に頭を凭れれば、細い指が優しく髪を梳いてくる。その感覚に満足気に笑みを浮かべ、イレヴンは言葉を続けた。


「さっさと元凶特定して、ブッ殺しゃ済むんじゃねッスか」


「んー……確かに、解決は早い方が良いんでしょう」


見上げれば、微笑まれる。髪を梳く手はそのままに。


「商業国なら、余計に」


商業国は人も物も行き交う街だ。


一日の取引が止まるだけで損失は莫大なものとなり、早期の解決は評判となって街の損失を補うだろう。逆にここで手間取れば、人も物も流れが滞り致命傷となりかねない。


「しかも領主が成り上がりだしな」


「成り上がりっつっても三代前とかじゃん」


「三代では、ちょっと」


苦笑したリゼルに、そういうものなのかとイレヴンには全く理解出来なかった。呆れたように溜息をつくジルも同様だろう。


リゼルが何か思う所があって言っている訳ではない事ぐらい分かっている。シャドウを目障りに思うような、過去の栄光に縋るだけの貴族に対しては弱いというだけの話だ。


「でも、手っ取り早いのが最善とは限らないので」


可笑しそうに零された声と共に、髪を撫でていた指先が頬の鱗へと触れた。


中指が鱗をなぞる感覚。その心地良さに目を細め、穏やかな顔を見上げる。甘い瞳が本から外れないのが不満で、頬を滑る指を唇で追った。


徐にその爪の先を咥え、ゆるゆると歯を立てる。ようやく此方を見下ろし、仕方が無さそうに緩むアメジストを見てようやく、唇から指を解放してみせた。


「何ですか？」


「何でも」


戯れるようにむにりと頬を摘まれ、唇を吊り上げる。パタンと本が閉じられた。


「おい、邪魔してんじゃねぇ」


「邪魔じゃねぇもーん」


呆れたように咎めるジルの声に機嫌良く返し、ぐりぐりとリゼルの膝へ後頭部を押し付ける。すると立ち上がる気配を察した。頭を起こし、振り向く。


「イレヴンも暇そうですし、少し出掛けましょうか」


「マジスか、やった」


イレヴンはパッと身軽な動きで立ち上がり、ジルと言葉を交わしながら装備の外套を羽織るリゼルを見た。


今から、ただの散歩という事は無い筈だ。自らも手早く上着を羽織り、剣を身に着けて一足先に部屋を出れば「お出かけですか」と店員から声を掛けられた。


「ニィサン、外だとすっげぇ見にくそう」


「うるせぇ」


部屋の中を覗き込み、黒一色に変わったジルへと戯れに言葉を投げかけた時だった。


リゼルが、ふっと窓から外を見た。月明かりすら僅かしか届かない暗い空を見上げ、その唇を開く。


「────……」


何かを呟き、微笑んでいたようだが、何を言ったのかはイレヴンには分からなかった。






たとえ夜中だろうと、商業国の重鎮達は休む暇など無い。


まさに寝る間も惜しんで対策を練り、状況の把握に努める。当然、そのトップであるシャドウが休める筈がなく、休む気もない。誰もが商業国を守る為に奔走している。


一日を乗り切ったとはいえ気が抜けない。今日は色々有りすぎた。


シャドウは元凶の事を周囲に話していない。余りにも信じがたい故に不和を生む可能性があったからだ。だからこそ状況を把握しきれない重鎮達は、しかし決して狼狽せずに良く働いてくれた。


「シャドウ、休んだらどうじゃ」


「却下だ」


避難民への物資援助、炊き出し、冒険者や憲兵達の被害状況の報告などが一段落し、重鎮らが各所の現場に顔を出しに行った部屋。そこで、シャドウは長く息を吐いた。


「それよりも物資は後何日もつ」


「天下の商業国で早々品切れがある筈ないわ。そこらの店から掻き集めんでも二週間はもつ」


「ならば良い」


頷き、伝令から追加で持ち込まれた書面へ目を通す。


西門の被害状況だ。門の修理は魔物を警戒しながら夜通し続けられる。勿論、本来の形にはとても無理なので、今あるバリケードを強固に作り直しての簡易的なものだが。


しかし、とシャドウは眉を寄せる。


「手に入れた優位を簡単に手放す相手か？」


「警備は増やしとるんじゃろ。それに今のとこ魔物も動いとらん」


果たして、門の復旧は見逃されるのか。


リゼルは仕掛けの発動を一回きりと言っていた。だからこそシャドウは西門の警備を数倍強化し、有事に備えながら修理させている。そして元凶は恐らく広場から動かない。


「これ程の事が出来るなら、間違いなく魔物使いの最高峰だろう。人の上で浮かれていれば良いものを、血迷う理由が分からんな……これを憲兵総長へ持って行け」


「力を持ったからには使いたくなる、そういう事じゃろ。凡才も天才もそこは変わらん」


この場にはシャドウとインサイ、そして護衛として数人しかいない。


護衛の筈が、書類運びに使われる男は慣れたように部屋を出て行った。普段からこういう扱いが多いのが分かる。


その直後の事だった。屋敷内が騒然となる。


「失礼致します！」


「どうした」


出て行った筈の護衛が飛び込む勢いで戻って来た。焦りの浮かぶ表情に、良い知らせではなさそうだと顔を顰めながら問う。


「魔物の奇襲です。今、この屋敷が多数の魔物に襲われています」


「門が破られたという話は聞いていない」


「魔鳥まちょうです」


魔鳥。鳥型の魔物が纏めてそう呼ばれる。


まさか空から来るとは、とシャドウは鋭く舌打ちした。大侵攻が始まってから今まで、一度も目にしていなかった為に警戒を緩めていた所を狙われたか。


そもそも、魔鳥が国の中に居る者を襲ったなどという話は滅多に聞かない。魔物にしては慎重な性質を持つ彼らは、人里離れた場所に巣を作り、国になど近寄らないからだ。


「狙われたか……ッ」


「こりゃあバレとるな」


周囲は数ある魔物の異常行動の一つだと思うだろうが、事情を知る者からしてみれば違う。明らかに、領主が狙われたのだ。


「まぁ、リゼルの奴も普通に来おったからな。有り得んとは言わんが」


「腐っても天才か」


リゼルが簡単に目論見を暴いて行くお陰で忘れかけていたが、相手は数々の異名を持つ魔法使いなのだ。領主の居場所程度は分かって当然か。


シャドウは周囲が止める声を無視し、窓へと歩み寄る。カーテンの隙間から覗けば、僅かな明かりの中を一瞬影が横切った。月明かりも弱い闇の中で戦うには相手が悪い。


「早々に王手を狙う相手には思えなんだが」


「ならば違うのだろう。奴の言った通り、これが実験ならば本命は別にある筈だ」


「お前さんがそこまで信頼するとはの」


カラカラと笑うインサイに、シャドウは顔を顰めただけで何も返さない。


扉の向こう側では、憲兵総長が指示を出す声がした。各地の憲兵を集める気なのだろう。此処に領主がいると宣言するようなものだが、バレているのなら今更か。


「………」


「あん？」


ふいに、コンッと窓を叩く音がした。


「伯爵」


「開けろ」


退室を促そうとした護衛に、しかし遮るように指示を出す。


明らかに魔鳥のたてる音では無い。護衛は十分にシャドウを下がらせ、そしてカーテンを引いた。そして誰もが驚愕と共に警戒を露わにする。


逆さにぶら下がる一人の男が、手に持った手紙をひらひらと振りながらシャドウを見ていた。


「どうなさいますか」


「……通せ」


「は、いや、危険では」


「却下だ。恐らく危害は加えられない。開けろ」


確かに、シャドウには見覚えの無い顔だ。


目を全て覆う前髪は、逆さだと言うのに器用に瞳を覆い隠したまま。服装も軽装で、憲兵にも冒険者にも見えない。しかしその手に持つ手紙に見覚えがあった。


いつしかリゼルがシャドウへと見せた、レイの手紙と同じもの。それを再度手に入れた経緯に関しては、間違いなく快活な男自らの手によるのだろうが。そんな事を考えながら、シャドウは目の前でぶら下がる男を睨み付けた。


「そんなに殺気飛ばされると照れんね」


開かれた窓に、滑り込むように男は着地した。細い窓枠の上へ器用にしゃがみ、肘をつきながらそう宣う。


領主に向ける態度ではない。護衛が敵意を向ける中、それを歯牙しがにもかけずに彼は持っていた手紙を差し出した。手紙は護衛を介し、シャドウへ。


「まぁ、ご想像の通りの人からなんで」


シャドウはへらりと笑った男を一瞥し、折りたたまれた手紙を片手で器用に開く。


予想に反し、内容は短い。形式を取っ払って要約するなら、『詳しいことはその子から聞いて下さい』というだけだ。


「あ奴は変なとこアバウトじゃな」


インサイの言葉に深く同意する。季節の挨拶をしている暇があるなら、目の前の男が誰かぐらい書けなかったのか。


あるいは、わざと書かなかったのかもしれない。窓に座る男に視線を向ければ、その唇がゆるゆると笑みを浮かべている。


「説明して貰おう」


煽り慣れているなと内心で呟き、シャドウは平静を崩さず促した。男がついていた肘を崩し、上体を起こす。


「や、俺は伝言そのまま伝えるだけなんで。『もし襲撃があるようなら、彼らが援軍です。領主様狙いというよりは、居場所はバレてるぞアピールなので、戦力は集中させない方が良いかもしれません。大変な状況だと思いますが、今日はこれでお終いなので頑張って下さいね』で、以上」


「……援軍が必要な状況か」


「は、情けないことに。明かりも少なく、上空からの急襲に対応出来ないまま憲兵の三割が負傷しております」


それもそうだろう。冒険者でも苦手とする者が多い魔鳥、それを憲兵が迎え撃っているのだ。対魔鳥の訓練など今までする機会もなく、しかも夜間。苦戦は必至だった。


「貴様らならあれらを何とか出来ると？」


「さぁー、どうだろ？」


軽い調子で言う男に、シャドウは不愉快を露わに舌打ちを零す。気の弱い者なら一瞬で委縮するそれにも、男は楽しくてたまらないと笑みを深めるのみ。


不愉快でしかないが、リゼルが襲撃に対抗出来ると送り込んだ相手だ。ならば出来ない筈もなく、それを拒否する理由もない。


「総長に伝えろ。各所から人手を集める必要は無い」


「お前さんも柔軟になったもんだの。まぁ口先は商人の武器じゃ、言い訳は任せてええぞ」


部屋を出て行くインサイを振り返らず、シャドウは両目の見えない男を見据えていた。


「命拾いしたよなぁ」


男が笑い、あまりにも自然に腰のナイフを抜いた。


シャドウは護衛が警戒を強めるのをそのままに、微かに眉間の皺を深める。


「まぁ、貴族さんが手ぇ貸してんなら納得だけど」


「最善が分からぬほど愚鈍に見えたか？」


「そうじゃなくて、何より。俺らも怒られずに済むんで」


リゼルの好意が拒否される事を許さない存在がいると、そう言いたいのだろう。その下につく自身らも間違いなく良い結末は迎えられないのだと。


「援軍は受け入れる。その上で、貴様らが何なのかを聞こう」


リゼルの手紙にあった〝彼ら〟という言葉を思えば、近くには複数人潜んでいる筈だ。シャドウが所有する隠密性に長けた護衛でも見つけられない実力を持つ、何者かが。


「何っつわれてもね。道具でも使い捨てでも……ペットでも？」


男は平然とそう口にした。


そして手の中でナイフを回しながら肩を引き、窓の外に向かってチョイチョイと指で招く。それが合図だったのだろう。直後、魔鳥の短い断末魔が聞こえ、窓の外を何かが落下していくのが見えた。


早い。実力は確かなのだろう。


「奴が貴様らを道具だと言ったか」


「や、俺らの飼い主はあの人じゃねぇし。ただ、俺らの飼い主があの人に心酔しきってるんで、俺らもあの人に使われてるって、だけッ」


男が振り向きざまに、襲い掛かる魔鳥を斬りつける。


鋭い爪を持つ足が裂かれ、壁にぶつかり落下した。けたたましい声と共に、足を失った魔鳥がバタつき飛び上がるのを見もせず、彼は窓枠を掴んで崩れかけた体勢を戻す。


その前髪に隠れた視線が、真っすぐにシャドウを射抜いた。


「ただ、勘違いすんなよ」


男は、そのままゆっくりと背中から後ろへ倒れて行く。


「道具っつっても使う人間を選ぶのはこっち、ってこと」


姿を消す間際、浮かべられた笑みは闇を孕んで正しく彼の本質を現していた。


使おうとすれば殺す。死にたくなければ関わるな。命令を下せる立場など簡単にくれてやるつもりはない。それらすべてを内包した笑みはあまりに異質すぎて、窓から落下していった男へ駆け寄ろうとする者は誰もいなかった。


「制御できない道具など使う気もない」


静寂が支配する中、シャドウは一人そう零し、そして魔鳥など気に掛ける暇もないとばかりに作業を再開させる。うろたえる周囲に守りを固める事だけを命じ、最後に男が消えた窓へと視線を向けた。その窓も、すぐにカーテンが引かれて何も見えなくなる。


「（あんなもの、よく使う）」


彼らは、例え飼い主が誰かに従えと命令した所で素直に従おうなどしないだろう。それでも尚、リゼルに使われている。シャドウにとってはそれが分かっただけで充分な収穫だ。


つまり、制御下に置いている。あの、商業国に多大な被害を齎した、今や壊滅した筈の盗賊団の生き残りを。


「大義名分まで用意するとは、随分と気が利く事だ」


ようは、〝お詫びでもしておいで〟といった所か。


だが、領主としてのシャドウが彼らに借りを作る訳にはいかない。だからこそリゼルは手紙を持たせた。盗賊らを道具とし、借りを作る先を自らへと移す為に。


そして、それを薄々察していたからこそ、シャドウは彼らに対して〝何〟だと問うたのだ。


「（これで、今日は終わりと言ったな）」


ふと思う。この襲撃を予測し、手を打った相手は今どこに居るのか。


インサイ曰く、彼の一店舗にいるらしい。援軍を送って悠々と眠りに付く人物だとは思えない。とも限らない。有り得そうだ。終わりと言うなら尚更。


「ッ」


そこまで考え、シャドウは椅子を跳ね飛ばす勢いで立ち上がった。


唐突にこの襲撃の意味を理解した。領主を狙った訳ではないという言葉。終わるという断定。リゼル曰く、計算され尽くした戦略を好む元凶。この襲撃の意味とは。


これで終わりなどではない。リゼルが、今日はこれで終わらせるのだ。


「陽動か……！」






それはシャドウが襲撃を受ける少し前。月明かりのない暗い森の中。


地下通路を通って城壁の外へ出たリゼル達は、城壁の周りに集う魔物たちを物珍しそうに眺めていた。平野に纏まる彼らは、後方の森に立つ三人を見つけられない。


夜の魔物に関しては、心配せずとも早々見つかる恐れはないが。


「やっぱり城壁の上から見るのとは違いますね」


「少ねぇような多いような」


「これをジルは突破出来るんですもんね」


「マジ人外ッスね」


「おい」


これが一斉に襲い掛かって来たなら、と思うと恐ろしい。災害にも等しいだろう。


のんびりと話すリゼルとイレヴンを、突っ込ませたのは誰だとジルが思わず突っ込む。しかもゴーレム核までリクエストされた。失敗したが。


「で、本命はどこッスか」


「俺にとっての本命は、領主様の所なんですけど」


森の中へ歩き出しながら、リゼルは苦笑する。


万が一でも領主トップを失う可能性があるのならば、そちらを真っ先に守るべきだ。だからこそ、あちらが本命。それは元凶の思惑通りであり、しかし彼の誤算は警備を動かせなかった事にある。


「装置、こっちって精鋭さんは言ってましたね」


「おい、足元」


「有難うございます」


「リーダーこけんの止めてよ」


夜目の利くイレヴンを先頭に、三人は西門からやや北寄りの魔力増幅装置へと向かう。


リゼルが少数で襲撃を阻止した為、シャドウの元へ主戦力が集まる事はなくなった。しかし、元凶がこのタイミングを逃す訳が無い。


西門が完全に修復される前、魔物は襲い掛かって来ないと油断の生まれる夜。


「あ、みっけ」


「意外とでけぇな」


イレヴンが足を止めた先、人の高さほどの背を持つ巨大なランタンのようなものがあった。中心の水晶がボンヤリと青白く光り、幾つもの魔法陣や魔方式を浮かべている。


薄っすらと浮かんでは消え、消えては別の魔法陣が現れ、それらが無数に繰り返されている装置の前へと三人は立った。


「予想はしてましたけど、すっごく複雑ですね」


「俺もう〝何か光ってんな〟くらいしか分かんねぇ」


「それが普通だろ」


素晴らしい、と感心したように眺めるリゼルに、魔法に大して縁のない二人が訳分かんねぇなと話していた時だ。ふいに、彼らは剣を抜く。


「おい、来たぞ」


「リーダーの言った通りッスね」


三人を囲む森の暗がりに、無数の赤が灯る。


魔物たちの瞳。赤い瞳は魔物使いにより使役されている証。夜中に活動を止める迷宮の魔物ではなく、支配者が別で手に入れて使役している魔物達なのだろう。


流石に大侵攻と並行しての大量使役は不可能だが、彼の思惑を実行するには充分な数だ。


「この魔物で大侵攻の魔物を攻撃して、夜中でも強制的に戦意を引き出す。その状態で使役出来るかは半々ですけど、西門へと誘導さえすれば」


「門に突っ込む」


「まー、後は大侵攻再開ッスね」


西門は今現在、より強固なバリケードに覆われようとしている。完成すれば、再び爆破でもしない限り突破は難しい。だからこそチャンスは今夜しかない。


「あれを一匹残らず狩りゃ良いんだな」


「その間に、俺はあれを弄れないか試してみます」


ジルの言葉に頷き、リゼルが魔力装置を指差す。


弄ります、と断言しないあたりが、彼が支配者を正しく評価している事を証明していた。リゼルもそれなりの知識は蓄えているが、流石に専門分野を更に限界まで突き詰められれば手が出ない。


「精鋭さん達は逃げる魔物をお願いします。大侵攻の群れには近寄らせないように」


精鋭全員をシャドウの元へと向かわせた訳ではない。何人かはついて来ている。


姿の見えない相手へ指示を出す間も、魔物達はじりじりと距離を詰めて来ていた。


「……居ますよね？」


「いるいる」


ちょっと不安になった。


「あ、それと」


「あ？」


楽しそうに剣を回すイレヴンを見て、ふとリゼルはジルを見上げた。どうしたのかと怪訝そうに見下ろす視線に微笑み、ちょい、と自らの手の甲を指差してみせる。


「魔道具、いじるのに血がいるんです。このあたり、斬ってくれませんか？」


「はァ!?　俺の血とかじゃ駄目なんスか！」


「当然駄目です。魔力を伝えようと思うと本人の血が一番良いんですよ。ギルドでも登録の時に使うでしょう？」


「……」


「自分でするには勇気がいるんです」


差し出された手を、ジルは嫌そうな顔をしながらも握った。


手袋を脱がせれば傷一つない手が露わになる。苦々しげに舌打ちし、持っていた剣を地面へ突き刺した。


「おい、剣貸せ」


「ニィサン持ってんじゃん」


「てめぇのが刃ぁ薄いだろうが」


「ちょっとで良いんですよ。少しで」


何やら凄く斬られそうな会話をしている、とリゼルが思わず口を挟もうとした時だ。イレヴンからジルの手へ渡った双剣の片方が、一瞬目に追えない速さで手の甲を滑る。


「……痛くないです」


「誰だと思ってやがる」


手の甲から手首へと伝う赤。しかし、全く痛くない。


これならばむしろ、ギルド登録の際に細い針を刺した時の方が痛かった。そう目を瞬かせるリゼルだが、ジル達は当然のような顔をしているので真に鋭い傷というのはこういうものなのだろう。


「有難うございます、ジル」


手首を伝う血がジルの手へと触れそうになり、リゼルは腕を引く。


それをジルが微かに眉を寄せながらも目で追い、そして流れる血が地面へ落ちる直前。これまで距離を測っていた魔物たちが、一斉に襲い掛かって来た。


「ニィサン剣返して」


「おら」


「やー、完璧だったッスよ！　俺だったら絶対やりたくねぇけど」


ジル達がそれらを迎え撃つ。戯れながらも危なげはない姿に、流石だとリゼルは頷いた。


そして、魔力装置へと触れる。途端、赤い瞳が敵意を持って此方を見るが、飛び掛かろうとする間もなく二人によって斬り捨てられる。


「んー……出来るかな」


淡い光を発する水晶へ、トプンと掌が沈んだ。


流れる血が水晶内で一気に広がり、三次元的に複雑な魔法陣や魔力式を描き出す。リゼルは瞬きを止め、次々と現れる支配者のそれらを目と感覚で追った。


解析、解析、解析、分解、侵入、解析、解析、再構築。水晶の中の幾何学的な文字や紋様が、数瞬おきにその形を変える。


「ジル達も頑張ってくれてるし、俺もちょっとは頑張ります」


感じる頭の痛みを僅かたりとも表へ出さず、彼は目を細め微笑んだ。
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支配者は雲に隠れた月を見上げながら思案する。


領主がいるだろう貿易商本店。落とそうなどとは思っていなかったが、幾ら何でも魔鳥の討伐が早すぎる。城壁の上を漂う篝火の数を見るに、警備も誘導出来ていない。


流石、領主の周りを固めるのは選りすぐりの兵か。そう納得しようにも、魔鳥の集団との夜戦というのは容易なものでは無い筈だ。


「（憲兵……違うな。冒険者か）」


だが、今この街にＳランクが居ない事は確認済みだ。何組かいるＡクラスも、各方面で城壁防衛の要となっている。そこを離れるとは考えづらい。


「……いや、一人例外がいたか」


東の統率の要、巨大なゴーレムを一刀の元に伏した存在が居る。


噂によると、まさにその二つ名は〝一刀〟。冒険者最強の呼び名すら存在するソロ、その姿はまさに孤高。誰かと慣れ合う事なく一つの境地に至る彼こそ、自らに近しい存在だろう。


魔法の素養が無いようなのが惜しい。それさえ有れば、自分と肩を並べられる可能性もあったものを。魔法こそ至上の思想を持つ彼は、小さく歪な笑みを浮かべた。


「だが、手に入れば至上の駒か」


周りの避難民が毛布に包まり寝静まる中、彼は領主官邸前の大階段へと腰掛けていた。


眠れない者も少なくない。時折憲兵からかけられる気遣いの言葉を、煩わしく思いながら流す。そして意識を集中した。


城壁の警備は減らせなかったが問題はない。一刀が領主の警護についているのなら好都合だ。これでもう、誰にも止められはしない。


「（迷宮では、夜の魔物の使役は不可能だったが）」


魔鳥も大分数が減って来た。強者は領主の周りから離れていない。


彼は笑みを浮かべ、ようやく姿を現し始めた月を仰いだ。分かっていても防げる筈もない魔物の奔流は、健気にも修復を続ける西門を破壊し尽すだろう。


「（さぁ、愚鈍と化した魔物共を叩き起こせ！）」


西門に程近い森へ待機させていた魔物へ、命令を下す。


「……何だと？」


しかし、勝利を確信した笑みは直ぐに驚愕へと変わった。


命令を下した先の魔物が、瞬く間に数を減らしていく。そのスピードは魔鳥の比ではない。強者は領主の周りに集められている筈だ。ならばそこに居るのは。


その時、彼の魔物達へと張り巡らせた魔力網に僅かな異物が入り込んだ。恐らく魔力装置だろう。干渉を受けている。


「普通ならば介入しただけで意識を失う、私の緻密で膨大な魔力構築に侵入するとは……身の程知らずにも程がある」


彼は込み上がる笑いを耐える事が出来なかった。


座りこんだまま身を折れば、通りがかった憲兵から心配そうに手を伸ばされた。邪険に振り払えば、溜息をつきながら去って行く。普段ならば屈辱でしかないが、今は気にならない。


「（一刀ではないな）」


此処の領主は、随分と使える魔法使いを傍に置いているのだろう。


そう口元を笑みに歪める彼に危機感は皆無。やってみるが良い。後悔するが良い。自分が、侵入者に対して対策を怠るような無能だとでも思ったのか。


「（魔法の真理に一片でも触れた事に感謝しながら、狂い死ね）」


突如途切れた魔力介入に、男は今度こそ全貌を見せた月を見上げて笑った。






リゼル達の滞在をサポートしている店員が、朝食が出来たからとノックした扉から姿を現したのはジル一人だけだった。


「おや、他のお二人は……」


「爆睡してる」


「ああ。夜、出掛けていらっしゃいましたね」


わざわざ返事の為に姿を見せたジルへと感謝を告げ、店員は開いた扉の向こう側へと一瞬だけ視線を流す。


それぞれのベッドの上で、健やかに眠りについている二人が見えた。とはいえイレヴンは頭まで毛布を被っているし、リゼルは向こう側を向いてしまっているのだが。


「では、朝食は皆さまが目を覚まされてからにしましょう」


「ああ」


ジルも起きたばかりなのだろう。露わになった上半身をそのままに、適当に頷いた。


店員が昨夜、三人を見送ってからインサイにより知らされた情報によれば、中々に危険な事に手を出したのだという。怪我はなさそうだと安堵の息を吐き、ふと思い出したように口を開いた。


「インサイ様から心配の声が届いております。貴方方の無事をお知らせしても？」


「……良いんじゃねぇの」


監視の役割は、本人らが不快に思わない程度に隠さない。


それは、決して敵対する意思からのものではないからだ。インサイからも、くれぐれも誤解される事のないようにと言い付けられている。


「待ってろ」


「？　ええ」


頭を下げて退出しようとすれば、意外にもジルから声をかけられた。


部屋の中に戻り、リゼルのベッドへ近付いていく背を眺めながら店員は待つ。そして戻って来た彼に手渡されたのは、一通の手紙だった。


「爺か領主かに報告する時に渡せだと」


「私が使用するのは、インサイ様の伝令ですが宜しいのですか？　貴方方は確か、優秀な御友人がいた筈ですが……」


昨夜、店員は用事を済ませたリゼル達を当然のように出迎えた。


その際、シャドウ達の防衛に回った精鋭が、音もなく降り立って完了報告をしているのを見ている。むしろ、リゼルに頼まれて精鋭達への夜食も持たせた。


付け加えるなら、直ぐさま一口食べて「うっめ！」と声を上げた男がイレヴンに喧しいと顔面を掴まれ、痛みに悶絶していたのもしっかりと目撃している。


「バレねぇとはいえ、あんなのが何度も出入りして良い場所じゃねぇだろ」


「左様ですか」


あんなの、と言われても店員には見当がつかない。


だがしかし、確かに領主がいる場所に簡単に人を出入りさせる訳にもいかないだろう。店員は納得し、受け取った手紙を服の内側に丁寧に仕舞い込む。


その間に、ジルは二度寝するのか二人を待つのか自らのベッドへと戻って行った。店員はその背に頭を下げ、極力静かに扉を閉める。


「（確かに帰りは遅かった。それにしても寝起きは意外と良くないのか……出会った時から一線を画した方々だったが、知る素顔は中々どうして）」


店員は微笑む。そして、近くの空き部屋へと進路を変えた。


部屋に入り、戸を閉める。懐から取り出した手紙は、封筒にも入れられず二つ折りにされただけ。まさか、誰に見られても良い内容という筈がないだろう。


「（さて、何が）」


彼は、インサイから情報の閲覧許可を得ている。


リゼルから受け取った情報を、その価値に相応しい方法で伝令させる義務。更にリゼルの動向を把握し、快く動けるように配慮する義務。


だが今、手紙を広げた一番の理由は、彼が長年培ってきた店員としての勘だった。


彼から見たリゼルは、周囲への配慮を欠かさぬ人間だ。領主やインサイにも敬意を忘れない。そんな彼が、剥き出しの手紙を二人へと渡そうとするだろうか。


「（ならば、これこそ私も読むべきだ）」


二人へ届く過程で、誰かに対して読んでも良いと告げている。名指しで渡されたのだから、自身である可能性は高い。そう、綴られた文章を目で追った。






『襲撃、お疲れ様でした。少しは休めましたか？


昨夜までの支配者さんの思惑は、一先ず阻めたかと思います。ただその際、魔力装置を一部乗っ取ろうとしましたが、想像以上に意地が悪くて手間がかかりそうなので諦めました。


途中でちょっと失敗して、相手にバレたというのもあります。申し訳ございません。


ただ、装置の魔力構築を多少弄った影響で、完璧主義な支配者さんは修復の為に昼まで動かないでしょう。普通の大侵攻として、指揮をとってみては如何でしょうか。


それではまた後程、昼頃にお伺い致します。面会の許可を頂ければ幸いです。






ＰＳ．すごく眠いです』






読み終わり、店員は可笑しげに吐息を零した。


色々と重要な事は書いてあるが、自身に宛てられたのは一言だけ。リゼルにとっては、それの重要度は然程他と違いはないのだろう。


手紙を畳み、やはりこれは重要機密だと封筒の用意を始める。そして彼は、歩きながらも腕に巻いた時計に視線を落とした。


「つまり昼まで寝かせて欲しいと、そういう事なのでしょう」


どうやら、随分と疲れているらしい。昨晩に気付けなかったのは不覚の一言に尽きる。


作った朝食は、もう少し食べやすくしておこうか。彼はそう思案しながら、待機していた伝令に手紙を渡して台所へと戻って行った。






ちなみに手紙を読んだシャドウとインサイも、もれなく同じ結論に達した。


一方は「それにしても寝過ぎだ」と睡眠不足で僅かに痛む眉間を押さえ、一方はちゃっかりと仮眠をとった為にすっきりした顔で大笑いする事となる。






店員の去って行った、薄暗い部屋の中。ジルはリゼルのベッドへと腰掛けた。


シーツへとついた手が、キシリとベッドを軋ませる。構わず覗き込んだ。どうせリゼルは起きない。


昨夜、装置に何をしていたのかはジルには分からない。だが、僅かな頭痛は感じていたようだ。


リゼルが何も言わない為にジルの予想でしかないが、恐らく大きく外れてはいまい。


「………」


微かにシーツから覗く手の甲を掬い、昨晩斬った個所を親指でなぞる。


傷跡は跡形もない。それで良い。装置から手を出した瞬間、イレヴンによって回復薬をぶっ掛けられていた。低級でも治っただろうが、恐らく上級だったそれを勿体ないとは思わない。


迷宮産だったようで、痛みもなく塞がった傷跡をリゼルが感心したように眺めていたのを良く覚えている。


「（嫌なもん任せやがって）」


それでも、リゼルが自分自身で斬りつけ、いらぬ痛みを負うよりはマシか。


だが、と深く息を吐いて自らの右手を見つめる。今まで斬った数多の魔物のそれは一切覚えていないのに、リゼルを斬った感触はしっかりと残っている。


差し出された手の温度。その手から薄い手袋を抜き、触れた素肌。握った手からは伝わるのは全てを明け渡すような自然体で、その瞳には痛みに対する心構えも怯えも無かった。


「……ッ」


耐えきれず漏れた舌打ちに、ジルは自嘲しながら右手を握り込む。


ベッドから立ち上がり、自らのベッドへ。起きたら起きっぱなしの彼にしては珍しく再び毛布を被り、完全に二度寝の体勢だ。世間ではこれを不貞寝という。


舌打ちに含まれる感情など本人すら分からないまま、ジルは思考を放棄して安寧の眠りへと旅立った。






「なーんかつまんねぇ攻撃しかしねぇなァ。もっとドカーンとやりゃ良いのに」


「立派な城壁があるんだし、これが定石でしょう」


つまらなさそうに呟いたイレヴンに、リゼルは微笑んで目の前の光景を眺めた。


城壁の上。通り抜ける風。土の匂い。眼下では魔物が犇ひしめき、冒険者や憲兵が剣を振り駆け回る。波乱の大侵攻は、引き続き魔物の殲滅から始まった。


「しかも領主様がいるんだから、安全確保は必須です」


応急処置の完了した西門の上、リゼル達の隣には、決して姿を現さない筈の領主の姿があった。その姿は疲れを感じさせずに、真っすぐ正面を見据えている。


「領地の方は、お会いしたくて仕方ないでしょうね」


「プチ混乱状態っつってたもんなァ」


「まぁ士気は上がんだろうけどな」


隣で交わされる会話に忌々し気に顔を歪めたシャドウが、じろりとリゼル達を一瞥する。


人間離れした美貌は、それだけで他者を委縮させるだろう。だがリゼルは可笑しそうに笑い、周囲へと配慮しながら小声で囁いた。


「恥ずかしいんですか？」


「却下だ。それに、指揮に出ろと言ったのは貴様だろう」


「領主様だって考えてはいたでしょう」


全てを見透かすような視線に、シャドウは鋭い舌打ちを零し視線を戻す。


大侵攻が始まり、住民に不安が広がっていたのは知っていた。姿を見せない領主は、もしかしたら逃げたのではないかと。今までの信頼を押し退ける程の不安だ。


だが、頑なに姿を隠していた領主が街の危機に姿を現し、しかもそれが最も危険だろう西門だというのだから士気はどんどん上がっている。


「（なんていうか）」


リゼルは横目でシャドウを見て、しみじみと納得した。


やはり、外見も武器の一つとなるのだろう。貴族、領主というイメージからはかけ離れた、人知を超えた美しい相貌。年齢相応の色香は戦場というギャップさえ利用し、強くその存在を主張する。ようは視覚の暴力。


一言も発することなく士気を上げてみせるシャドウに、何とも羨ましいことだとリゼルは息を吐いた。


「まぁ、俺の教え子の方がもっと凄いんですけど」


「何いきなり自慢してんだ」


「いえ、何となくです」


呆れたようなジルの声に、一人満足げに微笑んで昔を思い出す。


仕えるべき王。彼が戦場で無数の兵の前に立ち、不敵に笑う姿を今でもよく覚えている。誰もが未だ年若い国王の言葉に理性を忘れるほど奮起したものだ。


あの、何も言わずとも〝全員跪け〟というような強すぎるオーラの所為だろうか。彼が姿を現した戦場では、自国どころか敵国の兵まで度々膝を折っていた。


「あ、リーダー思い出し笑い」


「ん、笑ってました？」


「そりゃもう、思わず隠すほどッスよ。絶対女の前では浮かべないように」


「何ですか、それ」


そう穏やかな空気を纏って笑うリゼルを、傍に控える憲兵総長は複雑そうに見ていた。


彼は自らが仕える領主から、三人の事を重要な協力者だと紹介されている。襲撃初日に見たが、貴族にしか見えないにも拘らずただの冒険者だと聞かされた。本来ならば、シャドウの隣に立つ事などない筈だ。


「（一刀を護衛に置けたというのは大きいのだろうが……）」


何も知らない周囲は逆に、どこぞの貴族が援軍でも引き連れて来たのだろうと思って気にしていないが。


「当然ですけど、完全には納得されませんね」


そんな総長を、ちらりとリゼルは窺う。


憲兵らに指示を飛ばす姿は堂々としていて、商業国を守るべき憲兵としての自負が伝わってくるようだ。そんな彼がポッと出の冒険者を易々と受け入れられる筈がないだろう。


リゼルはむしろ、好感を以ってその評価を受け入れた。


「多少強引に事を進めた所為でもある。だが、急ぎなのだろう」


「急ぎたいのは貴方でしょう？」


「元凶の思惑を今日中に潰す。その方法があるのなら、選ばない理由は無い」


城壁を訪れる前、先だって告げられたリゼルの提案を彼は受け入れた。


選ばない事も出来た筈だ。この商業国の領主であり、最終的な選択権を彼は持つのだから。そもそも彼ならば、最初からリゼルの存在がなくとも大侵攻を凌ぐ事が出来ただろう。


それなのに、受け入れた。悩む時間も最小限に、意外な程に真っ直ぐな視線でリゼルを射抜きながら。


「一つお聞きしても？」


「却下だ。……と言いたいが、時間があるのなら聞こう」


城壁の上からは魔物達がよく見える。


未だ支配者による指示はないのだろう。魔物の動きに特異なものはなく、冒険者達は戦い慣れた相手だと意気揚々と剣を振り回し、弓を射て、時折放たれた魔法が魔物を飲み込む。


「どうして俺のことを信用する気になったんですか？」


ザァ、と強く吹き抜けた風が二人の髪を揺らした。


顔にかかる髪を耳にかけ、リゼルはゆるりとシャドウを向いた。問いかけに他意はなく、ただの純粋な疑問でしかない。


「信用を得るつもりはなかったか？」


「いえ、勿論そのつもりでしたけど」


シャドウはリゼルを見ない。城壁下を見下ろしたままだ。


正直、彼自身にもリゼルの問いに対するはっきりとした回答など持ち得ていなかった。


レイに手紙で散々言われた所為もあるかもしれない。〝嫌われたかもと言っていたぞ。折角紹介したのに〟と良い年して手紙で愚痴を寄こすような相手だが人を見る目はある。


同様に、インサイの言葉もあるだろう。〝警戒するより受け入れた方が賢明だ〟と笑いながら口にした翁の、時流を読む勘は確かなのだから。


信用しているのだろうか。シャドウは自問する。だが、これは信用というには余りにも。


「貴様の提案が最も効率的だ」


「成程、分かりやすいです」


確信を持って言える部分だけ告げれば、しかしあっさりと受け入れられた。


肩透かしを食らったかのように眉間を押さえるシャドウへ、ジルから同情の視線が飛ぶ。取り敢えず相手に揺さぶりをかけてみるという、この貴族社会特有の職業病には慣れるしかないとでも言うように。


「ん、再構築が終わりました」


その時、ふいにリゼルが宙を仰いだ。


別に何かが見える訳ではない。本人にしてみれば、見ているというより感じていると言った方が近かった。支配者による、大侵攻の再掌握が完成したのだ。


「覗き見バレねぇんスか」


「これは、向こうに気付かれる前に仕込んだので」


昨夜、リゼルが魔力装置に対して手を加えたのは、ただ時間稼ぎの為だけではない。自らの存在を、支配者の作り上げた魔力網にこっそり潜り込ませていた。


ちなみに途中で弄っているのはバレた。イレヴンが栄養栄養とくれたチョコレートに「あ、美味しい」となって集中力が散っていったからだ。自分もまだまだ甘い。


「本当に元凶を今日中に潰せるんだな」


「その代わり、忙しいですよ」


「慣れている」


シャドウの唇が微かに緩む。本人にも無自覚なそれは、もしかしたら笑みだったのかもしれない。


「来るぞ、構えろ」


彼が一歩前へと出た。その一挙一動に視線が集まる中、ハッキリと告げる。


空気が緊張感に包まれる中、リゼルは流れ込んでいく膨大な情報を取捨選択していた。魔力装置には命令にダミーを含ませる魔法式すらあって、解析などされるつもりもない割に完璧主義なと苦笑したものだ。


「魔力が、エレメントへ」


飾りでしかなかった対策が意味を持ち、しかも看破されたなどと支配者は気付いていないだろう。再構築後の第一手、派手なことをするものだとリゼルは微笑んだ。


「門へ、魔法が同時に、複数」


「門の前から兵を引け」


リゼルの囁きは誰にも聞かれず、シャドウの艶のある低い声は良く響いた。


姿を現してから沈黙を守っていた領主からの指令に、憲兵総長はすぐさま動いた。門を守る憲兵達に撤退を叫べば、その直後。巨大な火の柱が門を襲う。


「魔物が集団魔法だと……ッ」


誰かの驚愕の声が響いた。


「門は無事か」


「ッハ、表面が焦げただけです」


煉瓦とバリケードで作り上げられた門は、容易に壊れはしない。


支配者は、門を攻撃することで不安を煽ろうとしたのだろう。だが、逆だ。響いた鬨の声はまるで地を揺るがす程に強い。魔物たちの攻撃を予見してみせたシャドウの言葉が、更に力を持って行く。


「爆風で視界遮断、リザードマンに突撃指示、城壁へ」


「城壁を登る。占拠されるな」


「矢を番え！　城壁に魔物がへばりつくぞ！」


領主でありながら、最高の商人である。それが商業国におけるシャドウへの評価だ。


戦闘には疎いと思われていたが、しかし誰が見ても今の彼はその評価を覆した。戦場へと降り立ち、的確な指示を下す姿に、誰もが敬意を払い指示を待つ。


「北と南のゴーレムが動きます。城壁を崩されないように。ウルフに突撃指示。城壁に張り付いた魔物たちを足場に上る気です。弓じゃ追いつかないかも」


リゼルが受け取る支配者の指令に、勿論目的など含まれない。ウルフへの突撃指示も、城壁を駆け上がろうとしているのかなど分からない。


だが、指令を待っていたのでは対応が追い付かないのだ。特に、西門だけならばともかく他の門とは距離がある。


「ウルフに手一杯にならないように。こちらもゴーレムが接近中です」


「見れば分かる」


「やー、東のゴーレム倒しておいて良かったッスね」


「本当ですね」


既にゴーレムを討伐済みの東門は、さしたる異常行動が見られない。


魔力装置を一つ破壊しておいたお陰で統制も緩く、冒険者達が安定して対応出来ている。この西門から一番距離がある為に容易に指示が出せない場所なのだが、問題はなさそうだ。


「狙ったと思う？」


「驚きはしねぇな」


交わされるジル達の会話に、リゼルはただ穏やかに微笑んだ。


「南北のゴーレムは城壁に近付けさせないで下さい。真下から魔物を送られます」


「Ａランクをその二か所に分けた。だが、白ゴーレムをそう簡単に捌けるか」


「大丈夫ですよ、Ａなんですから」


Ａランク。上級と認められる階級。その実力は疑うべくもない。


同じ冒険者として、リゼルは自身より上に立つ彼らへと心からの敬意を払っている。心配はしていない。


「ここのゴーレムも大きいですね」


西門の正面、迫り来る巨体をリゼルは見据えた。


腹の底が震えるような地響きをたてながら、ゆっくりと近付いて来る。両手を振り上げれば、容易に城壁へと手がかかるだろう。


「忙しない事だ」


「リザードが壁上るって見せかけて、足場にして、ウルフけしかけて陽動。そんでゴーレム近付けて、壁ぶっ壊す？」


「と、いうより魔物を送りこむ為の階段代わりでしょうか」


「どっかでコケりゃ意味ねぇな」


「実戦経験ねぇよなァ」


その息を呑むような光景を、リゼル達は悠々と眺めていた。


緊張感はない。ただジルに関しては、初日のゴーレム討伐の噂が流れているからか、其処かしこから視線を向けられて鬱陶しそうにしているが。


「だが、報告を聞く限り此処が一番攻めが激しいか」


「そうですね。昨晩の名誉挽回もあると思います」


しかし、シャドウが期待の視線をジルへ向ける事は無い。


イレギュラーが多い為、リゼルらの手を借りる事に躊躇はないが、これが通常の大侵攻でも白ゴーレムは攻めて来た。使えるものは使うが、一冒険者に依存する気はない。


「他の門から援軍。南北の魔物が、約三分の一ずつ此方へ向かっています」


西門に対する思惑が全て潰されたのは、元凶も気付いているだろう。


自らの自負する優れた戦術が、それこそ発動前に潰されている。つまり、読み合いで後塵を拝しているのだ。彼にとって許せる事ではない。


「ただの実験に、随分と執着しますね」


「させてんだろうが」


ジルの視線に、リゼルはわざとらしく肩を竦めてみせた。


「此処には領主様がいますし、ほどほどにしてますよ。何かあったら折角の目的がパァです」


「パァですって、リーダー……」


「……ちょっと待て。目的とは一体」


ふいに、頭上に影が差す。城壁の間際に辿り着いたゴーレムがその腕を振り上げていた。


巨石の如き拳を城壁の上に立つ人々は呆然と見上げ、そして憲兵総長が退避を叫ぶ声に我を取り戻す。地上の冒険者は、ゴーレムの周囲を囲む魔物に行く手を阻まれた。


そして総長が、己の仕えるべき領主を守ろうと駆けだした時だ。


「ジル」


その一言は、支配者のそれを凌駕する命令と化した。


ジルが大剣を抜き、迫り来る巨腕へと一足飛びで肉薄する。轟ッと音を立て振り下ろされた拳が、その黒い背に触れたのではと思う程に近付いた時だ。


鋭く風を切る音。剣先は見えなかった。巨大な拳が千々に裂かれて崩れ落ちる。それらは城壁にぶつかりながら落下し、重い衝撃音と共に地面を抉った。


「ゴーレムを足場にされます」


「守りを緩めるな。魔物はまだ途切れない」


遅れて届いた風圧に裾を揺らしながら、リゼルは声色を変えず告げる。


残る片腕を振り上げるゴーレムを前に、ジルが此方を振り返った。それに目元を緩め、そして可笑しげに口を開く。


「魔石は諦めます」


完全に姿を崩したゴーレムを、誰もが夢物語を目の当たりにしたように見ていた。


「支配の要が変更」


そんな中、リゼルだけは今を逃さないと動く。


眼下の数多の魔物に向けられた腕。腕に沿うように浮かぶ魔銃。イレヴンが立ち位置を変え、周囲からその銃身を隠した。


「ウルフ上位、〝シルバースキン〟」


リゼルが呟くと同時に、数度の銃声が鳴り響く。それらは正確に標的を射抜いた。


「変更、ガーゴイル上位〝ハードブロンズ〟。変更、ゴブリン上位〝ソルジャーオーガ〟」


周囲は謎の発砲音に周囲を見渡すが、しかしその内気にも留めなくなった。何の音かは分からない。だが、今は目の前の魔物に集中しなければならない。


上位の魔物が倒れる度に、彼らの統制が崩れていく。集団戦闘を可能にしていた魔物は単騎で突撃し、魔法発動の為の盾になっていた魔物も役目を放棄した。


冒険者達は着実に、殲滅スピードを上げている。


「リーダー、それって何の順番？」


「おい、今は」


「大丈夫ですよ。有難うございます」


諫めようとしたシャドウに、リゼルは視線を標的から逸らさないまま微笑んだ。


その後ろ、優越感も露わに舌を出すイレヴンにシャドウの顔が歪む。歪んでも美しいのは流石としか言いようがないだろう。


「支配者さんですが、魔物を一匹一匹使役している訳ではありません。これだけの数ですしね。だから、軍に似せた支配体制を作り上げてるんです」


「研究者が軍の真似事か」


気に入らないのだろう。鼻を鳴らして吐き捨てたシャドウに、リゼルも苦笑する。


「頂点に一匹、その下に上位、そして下位。末端への支配は薄くなりますが、酷く効果的です。今までは、ゴーレムが頂点に居たんですけど」


「あー、そゆ事。てっぺん居なくなったから次のてっぺん設定してるって事っスか」


「正解です」


リゼルはそれを、設定された傍から手当たり次第潰している。


そのペースは徐々に上がっていた。設定してから数秒、数瞬、そして設定すると同時に息絶える魔物に、元凶が何を思っているのか。


そしてついに、その発砲が設定する直前へと届いてしまった。


「覗き見なんてしなくても、読めるものは読めるんですよ」


銃を掻き消しながら腕を下ろし、リゼルは微笑む。


「後手に回るだけじゃ芸がないでしょう？」
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「王都のギルドも、冒険者送ったんだよね」


「送らないのも外聞が悪いので」


ジャッジとスタッドは二人、王都の街角で向かい合って食事をとっていた。


決して示し合わせた訳ではない。偶然だ。ジャッジが珍しく店を閉めて休日を満喫する日と、スタッドの外出のタイミングが見事に重なった。


スタッドに関しては、他にやる事がないからと休日に普通にギルドへ出て、せめて気分転換になるようにとこの為に溜めた買い出しを頼まれたのだが。冒険者ギルドの恒例行事だ。


市場で鉢合わせ、昼食の時間に両者とも食事を終えておらず、昔馴染みの二人が〝じゃあ一緒に食事でも〟となったのは自然な事だった。スタッドは若干渋ったが。


「支援物資も積み込んであるので、着くのは早くとも五日後でしょうが」


「大侵攻って収まるまで結構かかるし、十分間に合うと思うけど」


商業国からほど近い魔鉱国では緊張感が漂うが、王都はそれほどでもない。恐ろしげに噂するものの、人々の生活は至って平和なままだ。


王都だけあって、戦力的にも不安がないというのもあるだろう。


「爺様、大丈夫かなぁ」


「あの翁に関しては心配など全く必要ない気もしますが」


「それは………そうだけど。ほら、損失とか」


ジャッジは複雑そうに頷いた。


だが、同意するしかない。少々の心配はあるものの、商業国が極端な被害を受けるとは考えにくく、深刻には捉えていなかった。貿易業の損失への心配の方が強いくらいだ。


仮にも国と称される程の機能を持つ街で、立派な城壁もある。そもそも大侵攻で、国が壊滅的な被害を受けた例はない。迷宮の自己主張だというのなら、滅ぼしてしまっては意味がないのだろう。


「あ、でもずっと昔に、どこか壊滅しかけたんだっけ」


「信憑性のない話です」


「御伽噺みたいだよね」


ずっと昔、迷宮による大侵攻ではなく、とある大国に魔物の大軍が押し寄せたという。


国を壊滅間際まで追い込んだ程の被害は、数多くの魔物ではなく、卵を盗まれ怒り狂った一匹の古代竜により齎された。記録が見つかったやら、見つからないやら。そんな曖昧な噂話だ。


「リゼルさん達も、いつ帰ってくるのかな」


クルクルと手元でパスタを巻きながら、ジャッジは柔らかな微笑みを思い浮かべる。


「さぁ。依頼なら予想もつきますが」


「いつか分からないと、寂しいよね」


「貴方は商業国に行った時に一緒だったでしょう愚図。私は二度目なんですよ貴方の十倍寂しい」


直接被害のない大侵攻よりも、二人にとって重要なのは此方のようだ。


僕のが寂しい、私のが寂しい、と言い合い、最終的に口で負かされたジャッジが半泣きになった所で終了する。絶対自分のが寂しいのに、と最後に内心で呟き、ふと彼は首を傾げた。


「リゼルさん達、まさか大侵攻に派遣されたりとか……」


「あの方が好みそうな事ではありませんし行く理由もないでしょう」


冒険者の義務など今は全て置いておいて、スタッドはそう言い切った。


「今頃ゆっくり温泉にでも浸かっているんじゃないですか」


「そうだよね」


ピッチャーから冷たい水をグラスへと注ぐスタッドに、ジャッジも頷く。


そして自身の残り少なくなったグラスの中身を見て、入れてくれないだろうかとグラスを差し出してみた。何事もないかのようにテーブルへ置かれたピッチャーに、だよねと苦笑して自分で注ぐ。


「大侵攻とかだと、やっぱり領主様も顔とか出すのかな」


「あの正体不明とかいう胡散臭い領主の事ですか」


そう、とは言い辛い。ジャッジは話題を逸らすようにうろうろと視線を彷徨わせ、そしてパッと顔を上げる。


「あ、でもこの前、リゼルさんは会ったみたいだよ」


「……誰にですか」


「領主様に」


凄いよね、と続けようとしたジャッジの口が、直後バキンッという音に遮られた。


何の音だろうと、と考えるまでもない。それなりに付き合いは長いのだ。恐る恐る前を見れば、スタッドが口を付けようとしていた水が芯から凍りつき、膨張したそれがグラスを砕いていた。


パラパラと、手からその破片が落ちるのをジャッジはただ呆然と眺める。


「お皿お下げしま……ひぇ」


「ちっ、違うんです！　待、その、魔力が暴走して！　弁償するので……！」


店員を物凄く真顔にしてしまった。


なるほど魔力が、と頷いてグラスを回収していった店員をジャッジはほっとして見送る。魔法に馴染みがなければこんなものだ。ちなみに、ここに別の魔法使いが居れば「ねぇよ」となる。


「貴方はどうしてそんな大切な事を今になって話すんですか愚図」


当のスタッドはといえば、それらを歯牙にもかけずにそう宣った。


「えっ、何が」


「今すぐに出発、いえ間に合いません」


淡々と一人呟く様子は怖い。しかし慣れているジャッジが特別恐れる事はない。


代わりに必死で考える。スタッドがこれ程動揺、かどうかは無表情からは分からないが、何かしらの反応をとる要因などリゼルしかない。加えて、今の言葉。


「……え？」


じわじわとその顔色を悪くするジャッジを、スタッドは遅いと罵った。


「な、だって、どうして、行かないって……！」


「先程までは行く理由がなかったんです愚図。ですが、わざわざ隠れてる相手に接触したなら目的があって然るべきでしょう」


二人は、リゼルとレイに交流がある事を知っている。レイ経由で紹介されたのだろうと想像もつく。


しかし、紹介されたからといってホイホイと貴族の知り合いを増やし、面倒事も増やすようなリゼルではない事も知っていた。見るからに権力にも興味がなさそうだ。


「貴方のいう前回の接触で目的が達成されているのなら問題は無いんです」


「じゃあ、出来てなかったら……」


再接触の絶好の機会であることは、間違いない。


「で、でも、大侵攻ぐらいでリゼルさんが危ない目に遭うこと……」


「私は私を使って頂く機会を逃したことを嘆いているんです黙ってろ愚図」


何だそういう事か、とジャッジの心は落ち着いた。


思えば、ジルもイレヴンも着いている。そもそもジル一人で片が付きそうな気がする。


そんな、ジルが聞けば心底やりたくないと言いそうな事をのんびり考えるジャッジも、大概彼を人間扱いしていない一人だろう。怖いから本人の前では言わないが。


「危険がないなら良いや。でも、心配だから帰ってきたら一番に出迎えよう」


「何馬鹿なこと言ってるんですか私が一番に出迎えます」


いや僕が、私が、と言い合う二人の横を、微笑ましそうな顔をした店員が何とも平和な事だと通り過ぎて行った。






西門へと魔物が集中したお陰で、他の門では有利な展開が繰り広げられる。


北門では激闘の末に白ゴーレムを見事討伐し、南門では徹底して城壁へと近付けない。東門も定石通り、順調に魔物の数を削っていた。


そして問題の西門では、増加した魔物に慌ただしくも危機なく対応出来ている。


「飽きもしねぇでよく攻め込んでくんなァ」


「引かれるよかマシだろ」


「そうだけど」


「大侵攻の魔物ですし、引かせるのは無理だと思います」


人には逆らえない迷宮の法則、というのは多々存在する。


大侵攻の魔物が街を攻めるのは止められないが、その方法を操る事は出来る。だが、それに反する命令は支配者とて不可能だろう。


「迷宮だからな」


「迷宮なので」


空を仰いでいたリゼルが、ふるりと一度首を振った。


目にかかる前髪をよける仕草にも似ているそれに、ジルが微かに眉を寄せる。


「どうした」


「バレる前に、覗き見を止めました」


「何で？」


「マルケイドの反撃がこのお陰だと思われると、ちょっと不都合なので」


領主様に伝えなければ、とそちらへ向かおうとするリゼルの腕をジルが掴む。眉間の皺が更に深まり、じっとリゼルを見下ろす顔はガンをつけているようにしかみえない。


「何があった」


「全力でガラ悪く心配してる」


気付いたシャドウが怪訝そうに告げれば、イレヴンのフォローが入った。一言余計だ。


「痛むなら休んでろ」


「一瞬だけですよ」


リゼル曰く〝覗き見〟は、元凶からの支配を避けつつ命令を受け取れる状態だ。


つまり、支配者の魔法式に自分の存在を埋め込んだようなもの。使い手の意図なく引き剥がせば、流石に反動がある。


痛みの余韻を散らす仕草はあまりにもさり気なく、しかし少し痛いぐらいならリゼルは全く表に出さないだろう。それなりの負荷がかかった筈だ。


「終わったらカヴァーナに寄って、温泉にでもゆっくり入りましょう」


微笑むリゼルに、ジルが呆れを隠さず溜息をついた。


「……好きにしろ」


「有難うございます」


ジルもイレヴンも気付いている。今回の大侵攻、そもそも手を貸し過ぎているのだ。


冒険者の義務とは言うが、本来ならば魔鉱国で観光を満喫してもおかしくはない男が、何故これほど露骨にシャドウへと手を貸すのか。やろうと思えば、誰にも気付かれず事態を収束できる男が。


「（目的とやらが、よっぽど欲しいもんなのか）」


その目的に、心当たりがないでもない。ならば、リゼルは譲らない。


「……何考えてんのか知らねぇが、アホなことすんなよ」


「この年になって後先考えない無茶なんてしませんよ」


「んなこと思ってねぇよ」


むしろ後先を十分に考えた上で、支障のない程度に何かをやらかすから厄介なのだ。


可笑しそうに笑ってシャドウの元へ向かう背を見送り、ジルは溜息を零す。基本理念が保身であるだけが救いか。


「リーダーだいじょぶって？」


近付いてきたイレヴンが同じ姿を目で追いながら問いかけるのに、投げやりに口を開いた。


「さぁな。限界だと思ったら勝手に休みに行くだろ」


「あー」


緊迫した場面の中でも、「ちょっと休憩してきます」とほのほの笑って去って行く姿が容易に想像できる。


リゼルの名誉の為に付け加えるのなら、元の世界ではきちんと貴族として空気も読んでいたし、評判を落とさぬよう配慮していた。若干自由だったが。


これ程に好き勝手しているのも、向こうで出来ないことを満喫しているのだろう。休暇の割には色々手を出している気もするが、本人が楽しければそれで良い。


リーダーを絶対的支持するパーティーメンバー二人は、振り回される周囲の事など気にしないのだ。


「これからは魔物への命令を受け取れません」


「そうか。魔物の脅威は低い、問題は無いだろうが」


「ですが、支配者さんが姿を現わせば脅威は復活する筈です」


「現れないのでは無かったか……いや、正体が露見しなければ動く可能性もあるか」


今の人々の尊敬を集める立場を失う気は、元凶にはない筈だ。


それはリゼルとシャドウの総意でもある。よってシャドウは姿を現す事はないと判断したが、相手は魔法使いの権威。何らかの方法で、姿を隠しながら動く可能性も有り得る。


「動いて貰わなきゃ困りますよ」


ふと、リゼルがゆるりと目を細める。その横顔を、シャドウはただ見ていた。


「その為に、ずっと煽ってるんですから」


彼は、リゼルから支配者の動向全てを聞いた訳ではない。また、リゼルがどのように〝今日中に終わらせる〟のかも詳しく聞いていない。


どうせ分かるのだから、知っておく必要がないなら二度手間だと。時間の無駄だと切り捨てたのはシャドウ自身だ。


「彼は正しく天才です。それに、才能を発揮できる分野に幼い頃から出会うことが出来た。持て囃され、挫折や敗北など感じた事がないでしょう」


もはや戦闘指示は、憲兵総長や冒険者の指揮官だけで十分だった。先程からシャドウが口を出す事はない。この場に留まるのはそれが必要だからに過ぎない。


「そんな彼にとって、今の状況はとても屈辱的でしょうね」


シャドウに相手の思惑を次々潰すような指示を任せたのも、リゼルが西門に集中して動いてみせたのも全てこの為だ。彼が異質を感じる要素を、全て此処に集めた。


最も避けるべきことが、支配者が不利を察して実験を止める事だからだ。ただの大侵攻に戻し、避難民として悠々と商業国を去る。商業国を愛する者達にとって、許せる筈もない。


「今日一日で決着をつけるなら、元凶をおびき出すのが一番の近道です」


微笑み、それを告げたリゼルがふいに眉を下げる。


「領主様をおとりにしたお詫びは、また日を改めて」


「却下だ」


シャドウが即座にそれを切り捨てた。


「望むところだと、そう伝えた筈だが」


真っすぐに、美しく、シャドウの紅玉が如き瞳に射抜かれて、リゼルも濡れたように艶めくアメジストを深めながら笑う。


「──√……──……」


その時の事だ。ふいに、何かが聞こえた気がしてシャドウは周囲を窺う。


聞き間違えかと思う程に微かな音は、美しい音色に似ていた。空耳かと思ったが、しかしリゼルは街の中心地を向いている。同じく、ジルやイレヴンも。


「ここからは、誰も近寄らせないように」


元々、一刀が居るからと周囲を納得させ、リゼル達の周りには最低限の護衛しかいない。シャドウは憲兵総長を一瞥し、そしてその護衛すらも下がらせた。


「来ます」


穏やかな声が、不思議と喧騒の遠い城壁の上で告げる。






「（問題はどこまで知られているか、だ）」


魔物同士の連携、自己犠牲による盾、上下意識、実験としては充分彼を満足させる結果が出ている。命令の応用力、多数の魔物の同時使役、どれもこれも計画通りだ。


所詮、魔物が集おうと国一つ落とせない。その事に不満は無い。だが、それらを妨害する人物の存在が癪に障る。


「（魔物の使役に気付く者が居るとはな。余程の愚鈍でない限り、私が候補に挙がるか……ならば、これ以降は姿を隠しておくのが良い）」


だが、と彼は首を振る。それではまるで、自分が不利なようではないか。


自らの思考が凡俗に読める訳が無く、自身の操る魔物が常の大侵攻のように殲滅されるような事があってはならない。ならば、相手はただの有象無象では有り得ない。


「（それなりに頭は回るか）」


領主が現れてからだ。戦場は爆発的にあちらが有利になった。


相手が領主だというなら、これまでの対応の早さにも納得が出来る。彼は立ち上がり、バサリとマントを羽織った。


「姿を見せないと聞いたが、穴倉に隠れた臆病者ではなかったらしい」


堂々と正体を現すほど理性を失ってはいない。誰にも姿を見られず、影すら消し去る高等魔法。支配者にとっては容易なものでしかなかった。


避難民を囲む憲兵の横を嘲りの笑みを浮かべながら通り過ぎ、高らかに声を上げる。


「さぁ、私に歯向かう愚か者の顔を拝ませて貰おう」


そんな彼に、ふいに零された美しい音色は届かない。彼は自らを見送る存在に気付くことなく、悠々と歩を進めて行った。






西門のある城壁の上、支配者は全身に風を感じながら立つ。


上からは戦況がよく見えた。自らが動くと同時に支配は止めている。冒険者によって徐々に数を減らす魔物達は、恐らく数日の内に殲滅されるのだろう。


「（どちらだ）」


支配者は、目に入った光景に見入る。


一人は酷く美しい顔をした壮年の男。一人は清廉な空気を持つ穏やかな男。両者とも戦場には似つかわしくなく、どちらかが領主である筈だ。


「リーダー」


「はい」


ふと、派手な赤髪の獣人が穏やかな男へと声をかけた。


頷いた男が、美しい男へと物腰柔らかく何かを伝える。それを見てようやく、艶のある黒髪を持つ壮年の男が領主だと理解した。


「（ならば、あちらは貴族……いや、冒険者と連携をとっていた。護衛か？）」


もし護衛だとすれば、魔法使い。


彼は無意識に満足げな笑みを浮かべた。魔法使いこそ至上。そんな信条を持つ彼にとって、穏やかな男は品があり、高貴であり、信条を具現化したような人物に思えたからだ。


「（教養のある護衛を連れたがるなど、貴族の考えそうな事だ）」


内心で零し、会話を拾える距離まで近付こうとした時だ。


「見ーっけ」


人を嘲り慣れたような声と共に、突如目の前に切っ先が現れる。


それは目前で音を立てて弾かれ、カラカラと城壁の石畳の上を滑った。鋭い切っ先を持つナイフ。魔力防壁を張り巡らせていなければ、喉を貫いていただろう。


支配者は然して動揺する事無く、汚れてもいないマントを払いながら顔を上げる。


「野蛮な冒険者に、まさかバレるとは思わなかったが」


手の中でナイフを弄び、嗜虐的な目を此方へと向ける相手を見た。


声だけは届くよう、しかし姿は隠したまま。しかし向けられた目は、やはり真っすぐに此方を射抜いていた。


「呼吸も足音も殺せねぇ雑魚が調子こいてんじゃねぇっつうの」


「同じくザコの俺にはいまいち分からないんですけど、来たみたいですね」


「リーダーは良いの。生かせねェ魔法使ってバカじゃねぇのってだけだし」


「……言ってくれる」


やはり看破されている。獣人相手に近付き過ぎたか、と唇を歪めた。


そして、彼は魔法を解く。正体が割れている確証はない為にマントを被ったままだった。


「出会い頭に急所狙いとは、恐れ入る」


「襲撃者に礼儀など必要無いだろう」


「随分と御立腹のようだ」


不愉快だと隠さず顔を顰める領主相手に、支配者は喉を震わせるように笑ってみせる。


「貴様の正体は分かっている」


ピタリと、その声が止まる。


「……領主ともなれば流石に優秀なのもいるか」


鎌かけだとは思わない。この場で名前を出さなかったのが証拠だ。


魔法大国サルスにおいて、不動の地位を築く魔法使い。国が莫大な援助を行い、国付きと言って過言ではない存在。例え商業国を襲った襲撃犯だろうが、容易に名を出して良い存在ではない。


「気付いたのは冒険者にすぎん」


「冒険者風情が私の正体を明かしただと？」


所詮その程度なのだと鼻で笑う領主の男に、支配者の顔から笑みが消える。


その事実は彼の自尊心を大きく揺さぶった。信じられる訳がなく、馬鹿馬鹿しいと吐き捨てる。


「そんな事よりさァ、とっ捕まえて良いの？　それで全部解決じゃん」


ふいに、興味なさそうに話を聞いていた獣人が退屈そうに告げた。


支配者はその手にあるナイフへ目を止め、そして嘲笑する。自らの魔力防壁の前に手が出なかったのを忘れたのかと。


「私がわざわざ、捕まる為に出てきたとでも思っているのか？」


「そういうつまんねぇ問答とかどうでも良いんだわ、雑ァ魚」


毒々しい程に赤い口内を見せつけ、嗤う獣人がパッと隣を見た。


そして、直前まで浮かべていたタチの悪い笑みを消し、愛想良く笑う。


「ね、リーダー」


支配者は、そう呼ばれた存在へ改めて視線を向けた。


まさか、冒険者なのか。自分が姿を見せてやったというのに、我関せずと漆黒の男と話している男。不愉快よりも、驚愕が勝った。


「成程、冒険者か」


そして、納得した。納得してしまった。


領主の言う、自らの存在を看破した冒険者が彼なのだと。そうだとすれば己の矜持は保たれると、支配者は無意識の内に目の前の存在を高位へ置いてしまった。


そして、穏やかな男が微笑む。


「そうですね。広場から離せたなら、それで良いので」


まるで全てが思惑通りに動いているような発言に、ぴくりと支配者の眉が跳ねる。


「私を動かせているつもりか？」


「実際、貴方はここに立っている」


ただ、と優しげな声は続けた。


「何の準備もしていないとは、流石に思っていませんが」


「ならば止めてみせろ！」


見透かすような瞳に、支配者は挑発的に笑う。


出来る筈がない。練り上げた魔力を解放する。魔力装置を経て増幅されたそれらは奔流となり、ぶわりと風が舞い上がる。準備は整った。


「小手調べ、と言った所か。失望させてくれるなよ」


瞬間、凄まじい爆発が城壁を吹き飛ばす。


修復された門から城壁まで、大きく抉るように崩れ落ちたそこへ、途端に支配が再開された魔物達が雪崩れ込んだ。街中へ流れ込む何百という魔物、上から見るとまるで濁流のようなそれを止める術はない。


「本来ならば、弱った頃に絶望を叩き込んでやろうと思っていたがなぁ！」


その言葉通り、誰もが絶望と共にそれを見る事しか出来ず、支配者の高笑いが城壁の上に響く。咄嗟に領主である男が舌打ちをし、指示を飛ばそうとした時だ。


「大丈夫です」


柔らかな声と共に、荘厳な音色が街中を包み込んだ。


音が色を得たように、流れを得たように、街の中心から広がっていくのが分かる。誰もが耳を塞いでも不思議ではない程の音量、しかし誰もがそれを忘れて聞き惚れる音色。歌声。


そして、避難民が集う広場を覆うように現れたのは美しい光のドームだった。雪の結晶を並べたかのような円蓋は、黄金色に優しく灯る。


「言ったでしょう？」


歌声は、意味を悟れない音で紡がれ続ける。


穏やかな男が、悪戯っぽく笑いながら領主を向いた。


「〝何とかなりそうな気がする〟って」


支配者は悟る。あれは、目の前の男に寄って齎されたものだ。


あの、全てが人知を超えている魔法。もはや魔法と呼んで良いのかも分からない。恐怖される範囲を超え、崇拝を抱かれる程の絶対的な魔力。


「あれを突破できる魔物は間違いなく存在しません。それこそ、迷宮のボスが何匹集まろうとも」


「あれが防壁だとッ!?」


耐え切れず怒号を上げる。


魔法を極めつつある彼だからこそ、あの円蓋がどういったものか理解出来た。いや、だからこそ理解出来ないと言った方が良いのかもしれない。


あれに比べれば、自らの研究など───。






「敵意がなければ入れて貰えます。街中に取り残されている人の保護を優先に」


「……後でゆっくり聞かせて貰おう」


促され、シャドウは眉間を押さえたくなる手を必死でこらえ憲兵総長へと指示を出す。


それを横で聞きながら、ふとリゼルは歌声の響く官邸前広場の方を向いた。微かに口を開き、小さく唇を動かす。


「───……─……───」


「──……」


返って来た短い音色に、良かった良かったと頷いた。


「広場での被害は無さそうです。彼女達の手が借りられて本当に良かった」


「リーダー、もっとでかい声で喋ってくんなきゃ聞こえねぇんスけど」


「恥ずかしいじゃないですか」


「お前が恥ずかしがる基準が分かんねぇよ」


先程リゼルが紡いだのは、今も聞こえ続ける荘厳で美しい音色に良く似ていた。恥ずかしいが、仕方が無い。彼女達が使う古代言語はそういうものなのだから。


今の音楽の礎となった言語。本来ならばそれ自体が持つ強い力は失われ、その音色だけは人の耳を楽しませる為に現代に残されている。


その言語を本来の形のまま用い、そして本来の力を引き出す事が出来る唯一の存在。


「エルフという存在は、本当に美しい」


心地良い音色を堪能するように、リゼルはゆるりと目元を緩めた。


エルフは、もはや物語の中の伝説だ。その姿が目撃されたと時折噂されるが、真偽ははっきりせず、大抵が美女を見間違えたのだと笑い飛ばされる。


「それを見つけんだもんなァ」


「いっそ根性だよな」


そんな彼女たちとリゼル達が出会ったのは、決して偶然ではない。偶然だと、都合が良いと片付けられたのでは、リゼルの尽力が報われない。


とある攻略本を競り落とし、尽きぬ好奇心で真偽を見比べ、体を張って地図を手に入れ、それ以降は暇を見ては地図という地図に目を通し、そしてようやく可能性として挙がった魔鉱国の坑道の、無数の候補の中から該当するものを見つけ出し。


そして地図が示した魔力溜まりの中心で、彼女達は暮らしていた。


「仲良くなれて良かったですね」


「色々あったけどな」


「色々あったッスねぇ」


「そこまでにしておけ」


ふいに、シャドウから声がかかる。その視線は真っ直ぐ支配者へと向いていた。


そういえば忘れていたとリゼル達がそちらを見れば、先程までの高笑いが嘘のように静かに佇む男が居た。


異常な程に感情の抜け落ちた顔で、誰もが警戒を抱くに値する奇妙な空気を纏っている。何かが破裂するような、一歩手前の緊張感。


「本当に止めてみせるとはな」


全てを妨害され、繋がる命綱を一本一本断ち切られるかのような状況でさえ、彼に撤退の選択肢はない。


絶対的自信があるからだ。自分こそが至上であるという、全ての人間を下に置く自信が。


「これほど張り合いがある相手には出会った事が無い……素直に喜ぼう」


「つか何、張り合えてると思ってんの？　傍から見りゃボロ負けだけど」


「言うほど圧勝もしてない気もしますけど」


「良いんじゃねぇの。余裕あんだろ」


「そうですね」


あっさりと交わされる会話に、支配者は激しい屈辱を覚えながら拳を握りしめた。


しかし、此処までだ。魔物も大侵攻も全て、今この時の為にある。充分なデータは取れた。最適な魔法式も構築出来た。そもそも自身の実力が魔物如きに依存されるなど、彼にとって許される事では無かったのだ。


「ハハッ、ハハハハ……ッ！」


魔物使いの最高峰など、彼の研究の過程で勝手に周りが呼び始めたに過ぎない。


魔物などどうでも良い。全てを切り離す。全ての魔力を此処に。血走った目が、変わらず微笑む清廉な顔を捉えた。


「ほら、充分に時間は稼げたでしょう？」


「上等だ……！」


最高の駒が此処にはある。天は味方した。勝利を確信する。全てを力づくで支配しようとせんばかりの獰猛な笑みが、バッとマントから露わになった。


「〝それ〟を、寄越せ！」


城壁の床に巨大な魔法陣が広がる。中心に居たのはジルだった。


咄嗟に飛び退こうとするも、足が床から離れない。魔法陣に縫い止められている。舌打ちを零して剣を振り上げた。城壁ごと破壊しようというのだ。


直後、トンッと背中が押された。魔法陣が強く光る。無理矢理床を踏みしめ振り返る。視線を向けた先、微笑むリゼルの顔があった。


「約束って言ったでしょう？」


イレヴンの焦燥に掠れた声、驚愕に彩られるシャドウの顔。そしてドクリと一度跳ねた自らの鼓動の音を、ジルはやけに鮮明に感じていた。


「ッの、アホ」


伸ばした手は魔力の光に弾かれ、届かない。
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「何つうか、お山の大将御苦労さんって感じッスね」


それは、リゼル達が商業国に訪い着いた日の夜。装置に手を加えた帰り道。


すっかりと雲の晴れた夜空の下、月明かりに照らされた音のない通りを、三人は塒ねぐらへと歩を進めていた。


「あの程度の雑魚動かして満足してんなら、リーダーの敵じゃねぇよなァ」


「そうですか？」


「そッスよ」


寝る前の運動ぐらいにはなったかも、とイレヴンは服の胸元をパタパタと揺らしながら告げる。少し汗ばんだ肌を夜風が撫でるのが心地良い。


「俺とニィサン動かせんのが、どんだけ居んのかって話。ね、ニィサン」


「自画自賛じゃねぇか」


「間違ってねぇじゃん」


ケラケラと笑うイレヴンに、リゼルは苦笑した。


リゼルに二人を従える気など毛頭なく、二人もリゼルに付き従っているつもりはない。常に対等であると思っているし、その上でジル達が自らの為に動いてくれる事にリゼルはいつも感謝している。イレヴンも、分かっていて揶揄しているだけなのだろう。


「満足、してないと思いますよ」


「あ？」


「支配者さん」


ふいに、思案するように零したリゼルへ、二人の視線が向いた。


「魔物を操って終わり、ではないんだと思います」


「魔物使いなのに？」


「魔物使いを極めたからこそです」


出している研究書を読めば分かる。支配者の気質はどう考えても研究者だ。


魔物使いとしての技術を極めながら、王宮付きの魔法使いとなっても、探求を止めはしない。頂点に辿り着いた彼が、更なる高みへと登る為に求めたものは。


「恐らく彼は、人を操る術を手に入れようとしています」


あるいは、もう手に入れているのか。


「はァ？　魔物操れたら人もって出来るんスか」


「まさか、全く別次元ですよ。それこそ私達が使う魔法と、迷宮仕様の魔法ぐらい」


そうでなければ、魔物使いなどとっくに淘汰されているだろう。人々に受け入れられる訳がない。可能性さえ存在しない、そんな魔法である筈だ。


「頂点を極めた人の考えなんて分かりませんけど、多分間違ってないです」


「お前なら分かんだろ」


「ニィサンに同意」


「買いかぶりすぎですってば。気付いたのは、これのおかげです」


リゼルはいそいそと何冊かの本を取り出した。


出た、とジル達がそれを眺める。正直予想はしていた為にリアクションは薄い。若干不満そうなリゼルに、むしろ何故このタイミングで声を上げて感心すると思ったのかと二人は内心で突っ込む。


「最近の研究書、ちょっと不自然なんですよね。理論の途中で完結させてる、というか」


「誰も気づいてねぇ訳じゃねぇんだろ」


「勿論、気付く人は少なくないと思います。けど、特に戦闘に関する魔法だと隠したがる人って多いでしょう？」


「あー、確かにそッスね」


見回りなのだろう。二人組の憲兵とすれ違う。


あまりふらつくんじゃないぞ、という言葉にリゼルはひらりと手を振った。通り過ぎた直後、「ん？　冒険者？　だったか？」と二度見されたが。


「まぁ、不自然には思わねぇか」


呟き、ジルは月明かりで目元に影を作る清廉な横顔を一瞥した。


誰も考えもしない結論に、リゼルが何故辿り着けたのか。本からの推測など、そんなもの些細な後付けに過ぎないのだろう。


頂点に立つ者の視線を知っている。いつか見た星明りのような銀の髪、強い意思を孕む琥珀の瞳。全ての垣根を薙ぎ払い、全ての頂点に立つかの如き王者。その隣に立ち続けて来たのだから。


「でも、ヒト操ってどうすんスか。んな面倒な事しなくても、金握らせるか脅すかすりゃ良いじゃん」


夜道に転がる石を蹴りながら、イレヴンが心から疑問を抱いたように口を開いた。


当然のような口調は、今まで彼がそれを実践してきたのだと物語る。事実に裏付けされた言葉は説得力があるなと、リゼルはしみじみと思った。


「あ、国王とか操って、国を影で掌握ーとか？」


「それ、すごく面倒ですよ。使い捨てにしたいならまだしも、存続させて使いたいならデメリットの方が大きいと思います」


そしてリゼルの言葉も非常に説得力があった。


良く物語で見られる、悪のロマンである国の乗っ取りをデメリットと一刀両断されるとは。確かにそうだけど、と頷くイレヴンは、ロマンを尊ぶ人間では決してないにも拘らず複雑で仕方がなかった。


「研究者って研究自体が目的みたいな方が多いですし、理由なんて無いのかも」


「そんなもんか」


「そんなものです」


ふいにリゼルは立ち止まる。次の通りを曲がれば、本日の寝床が見える筈だ。


あと少しで到着だという時に歩みを止めたリゼルを、数歩先行した二人がどうかしたかと振り返る。


「ただ、彼が研究を完成させていたなら厄介です」


それはつまり、人を操る術を手に入れたということ。


明日、支配者と対峙するだろう可能性はリゼルの中で非常に高い。そうする為に今まで動いて来た。その時は、必ず来る。


「支配者さんが魔法を発動した時の為に、お願いがあります」


リゼルは一本、指を立ててみせた。


「まず一つ目は、発動を止めないこと」


「何でッスか。そもそも会った瞬間ブッ殺しゃ良いんじゃねぇの？」


「領主様は生け捕りを望むと思うので、駄目です。仮にも隣国サルスの要人なので」


勿論、殺さずとも発動させない方法はある。ジル達も当然気付いているが、言わないのなら必要ないのだろうと言及はしない。


此処には倫理を守るべきと主張する人間も、被害は最小限に抑えなければならないと正義感を燃やす人間もいない。二人はただ、リゼルの意見を尊重するだけだ。


「じゃあ発動させて、それを強制的にブチ破るっつうこと？」


「もし俺なら、魔法発動の瞬間こそ妨害を受けないよう仕込みます。それも難しいかもしれません」


「仮にも実力は本物だしな」


リゼルがさくさくと思惑を潰していく為にイレヴンは完全に舐めきっているが、相手はその名を知らぬ者など居ない魔法使いの最高峰。


発動の瞬間に獲物の動きを幾重の魔法で止め、発動域を不可侵領域と化し外部からの妨害すら阻み、微かな反抗すら完全に奪い取る。それが出来る相手なのだ。


「でもニィサンなら力技でブチ破れそう」


「だから約束なんですよ」


リゼルの視線が真っ直ぐにジルを見た。


「発動を止めないこと、良いですね？」


こいつらは自分を何だと思っているのかと、ジルは思わず眉を寄せる。


流石に、そこまでされれば自分でも動けなくなる。かもしれない。かは分からない。今までも斬ってみたら斬れたというだけだ。不可能とも可能とも断言は出来なかった。


渋々頷けば、リゼルが満足そうに頷く。


「今回は発動してもらった方が都合が良いので発動して貰いますけど、ジル」


「あ？」


「狙われるのは君です」


「げぇ」


ジルが不快そうに顔を歪め、イレヴンが嫌そうに声を上げた。


「今日、ゴーレムを斬り伏せたことで一刀の存在が知れ渡ったでしょう。単騎で場を制圧できる圧倒的戦力、彼が選ぶにふさわしい〝駒〟です」


「ニィサン敵に回すとか怖すぎる。つーか詰む」


「でしょう？　他の誰が操られてもジルが止めてくれますけど、ジルだけは誰にも止められないので」


ほのほの微笑みながら言われ、ジルはちょっと複雑だった。


「動きだけ支配、とかなら問題ないんでしょうけど」


「多分ニィサン自力で動けるし」


「ですよね。でも、多分思考ごと支配されちゃうので」


「皆殺しッスね」


軽い口調だが、紛れもない真実だった。


たとえイレヴンが精鋭達と束になろうと、商業国中の戦力が集まろうと止められない。リゼルはそう確信していた。だからこそ念を押す。


「だから、ジルだけは誰を犠牲にしても支配されないように」


「……了解」


ジルは無意識に掌を握り締めていた。差し出されたリゼルの手へと剣を滑らせた感覚は、未だ鮮明に残っている。


「止めない方が都合は良いですけど、どうしても無理そうなら壊して構いません」


「ああ」


「それでどうにかなりそうだったなら、出来れば」


リゼルは少し言葉を切り、そして今度は二本の指を立ててみせた。


「二つ目の約束です。誰を犠牲にしても良いですけど、最優先俺を選んでください」


「出来るかアホ」


「却下。アンタくれてやるとか選択はねぇッスよ」


当然のように却下された。


確かに、自分も理由なくジルやイレヴンを差し出せと言われたならば当然拒否する。だが、今回はそうではないのだ。自分でなくても良いなら、リゼルは名乗り上げたりはしない。


「ちゃんと理由があるんです」


「なら元凶が現れ次第殺す」


「そんなイレヴンみたいに……」


いつも通りガラの悪い顔だ。だが、これは地味に怒っている気がする。


ジルが自分に怒るのは何気に初めてではないかと、リゼルは一瞬状況を忘れて感心してしまった。無茶を言っている自覚はある。おい、と諫めるような声はそんな考えを見透かしたようで、何とか説得できないかと口を開いた。


「操られても、君達なら簡単に俺を止められるでしょう？」


「そういう問題じゃねぇ」


「ずっと操られるつもりなんてありませんし、そこそこで止めて貰って良いので」


「時間のこと言ってんじゃねぇよ」


取り付く島が無い。


確かに、どうしても操られなければいけない訳ではないのだ。諦めてしまおうかとも思うが、恐らくこれが最も効率が良い。少しの好奇心もないと言えば、嘘になるが。


何も言わなくなったイレヴンは拗ね切っているのだろうか。リゼルがそちらを窺う。


「避難民の中に居んのは間違いねぇし、今すぐ全員殺して来」


「イレヴン」


いつの間にか集合した精鋭達に何やら血迷ったことを言っていた。


まさかの大虐殺が始まろうとしている。流石は元盗賊団。諫めるように呼びかければ、「だってさァ！」と不満を全開に訴えてくる。


「駄目ですよ。ほら、精鋭さんも解散して下さい」


イレヴンを手招き、精鋭にも声をかける。


精鋭達はその言葉にイレヴンを窺い、視線すら寄こさずリゼルの元へと近づいていく己の首領の姿に命令の撤回を悟ったのだろう。やや残念そうに去って行った。危なかった。


「分かりました。俺も別の手を考えます」


「それが良いッスよ」


これ以上の説得は不可能か。リゼルは諦めた。


一気に機嫌を直したイレヴンが、軽い足取りで店へと向かう。そんな彼の後に続こうと足を踏み出しかけたリゼルが、ふいに後ろから回された手に引き留められた。


頭の横を通り、額を覆う掌。されるがままに後ろに引かれ、後頭部が何かに触れた。


「良いか」


耳元で聞こえる低い声に、それがジルの肩なのだと気付く。


額を押さえる手は、そのまま前髪を巻き込んでゆっくりと額をなぞる。それはリゼルが年下を愛でる仕草に似ていたが、違う。ただ彼をその場に縫い止める為だけの行為。


「お前だけは俺を庇うな」


覆われつつある視界で、リゼルは視線だけを動かした。まるで希うような声色に、しかし表情は見えない。ただ、唯一見えた唇がゆっくりと言葉を紡ぐのを待つ。


「絶対に、だ」


リゼルの唇が薄っすらと開き、そして何も言わないまま笑みへと変わった。


「ジルが防げない攻撃に、俺が反応出来る筈ないじゃないですか」


可笑しそうに告げれば、ジルは溜息を零しながら腕を離した。


リゼルは一度ジルを振り返り、そして前を向く。数歩進んだ角の向こう側、イレヴンが店員に出迎えられているのが見えた。


「けど、一応」


振り返り、付け加えた言葉がジルの顔を歪めた。


気付いているのだろう。本来、ジルの言う事に逆らった事のないリゼルが、一度だって頷いてはいない事に。


「もし俺が操られたなら、頼みたい事があります」






荘厳な、魂を捉えんばかりの美しい音色が響き続ける。


「駒を取り違えたか……しかし、成程」


支配者が、ゆらりと両手を広げた。


城壁を覆う巨大な魔法陣が収縮し、リゼルへと収束する。同時に、彼を囲むように幾つもの魔法陣が浮かび、時折ジジッと明滅した。


「なかなか、気分の良いものだな」


一刀という最大戦力を逃したのは残念だが、これぞ自らが従えるに相応しい。更には初見である魔法式に介入し、一刀を逃がす程の対抗が出来る優れた魔法の使い手だ。


何より、と支配者は頤を持ち上げ、愉快で仕方ないとばかりの笑みに顔を歪めた。


「貴様らが傷つけられない人選のようだ」


笑みの消えた清廉な顔が、ゆっくりと支配者を見た。


来い、と促され歩を進める。その背に咄嗟に伸ばしたイレヴンの手は、やはり触れる直前に現れた魔法陣に弾かれた。リゼルは振り返らない。


「結局リーダーの思惑通りってやつ？　別の手考えるっつったじゃん」


「合意とらねぇ事にしたって事だろ。だから捕まえとけっつったじゃねぇか」


「ムリムリ、全ッ然動けなかったし」


支配者が持ちうる全てを注ぎ込んだ魔法。


本来ならば、範囲内にいる者は指一本すら動かせない。それほど強力なものにも拘らず剣を振り上げたジルが異常なのだ。その剣が振り降ろされれば、魔法は城壁ごと破壊し尽されただろう。


だが、リゼルが動いた。術式を即座に解析し、魔力を用いて抵抗し、ジルと入れ替わった。それが、出来てしまった。


「怖っえ」


ぼそりとイレヴンが呟く。


口調は冷静で、此方を咎める声色も軽口と変わりない。だが、その表情は普段のガラの悪さを忘れたように静かに凪なぎ、纏う空気は無数の剣を突き立てられるように肌を刺す。


整った相貌が、ぞくりとする程に恐ろしい。


「（後で怒られなきゃ良いけど）」


そうリゼルを気遣いながら、彼もまた瞳に闇を孕む。縦に裂けた瞳孔が、三日月にしなる瞳の真ん中で獲物を見据えていた。


「でもまぁ、大切にしてるモンに手ェ出されんのとか殺したくなるよなァ」


「殺すなって言われてんだろうが」


「ハハッ、そんな顔しながら言っても説得力ねぇし」


腸煮え繰り返る思いをしているのは、イレヴンも同じこと。


元凶か、リゼルか、それとも自分自身か、もはや誰とも分からぬままに苛立つジルとは違い、彼の憎悪は支配者のみに向けられたものではあるが。


「おい、説明しろ」


その二人の後ろ、忌々しげに舌を打つシャドウも口を開く。


「人を操る術を持つ可能性は聞いていた。が、何故奴が操られている」


「俺らも不満だらけだっつの」


「ならば良い」


ジル達がこの状況を許したのなら言いたい事はあるが、違うのならそれで良い。取り戻した後の唯一人に言うだけだ。


「しかし、敵に回すと恐ろしいな」


リゼルが思考力をそのままに敵に回ったのなら、何より厄介だろう。しかし自らの犠牲も厭わぬ魔物達の行動を見る限り、恐らくそれはない。


よって最悪は回避できる。だが、彼の武器はそれだけではない。


「領主サマは知らねぇかァ」


「何だと？」


しかし、イレヴンはそんなシャドウの懸念を一笑に付す。


「リーダーが、あんな卑怯くせぇ武器使ってんのに自分のこと雑魚だと思ってんの」


「……思っているのか」


「超弱ぇとは思ってねぇけど、戦闘じゃ結構俺らに気ィ遣ってっかも」


先程、初めて魔銃を目の当たりにしたばかりのシャドウが危機感を覚えるのも無理はない。ただ、ジル達にとっては違うというだけだ。


リゼルが自らを決して強者だと思わない理由など、単純なこと。二人が剣を抜くと同時に、やれるものならやってみろとばかりに支配者が腕を振るう。


「さぁ、奴らを滅せ！」


振り返ったリゼルの前に、ふっと銃が現れた。

            





    
  
  




穏やかさを顰め、陰るアメジストに魅入る暇もなく響く発砲音に、支配者は目を見開いて狂喜する。予想外の武器、予想以上の攻撃、大した拾い物だと歓喜した。


これならば、例え一刀が相手だろうと引けを取らないだろうという期待は、しかし直後打ち崩される。


「リーダーって変なトコ勘違いしてっからさァ」


重なる発砲音をすり抜けるように聞こえた声。まさかと銃に見入っていた支配者が、そちらへと視線を向けた。


「俺とかニィサンに効かねぇってだけで実力不足だと思ってんの」


「基本的に、基準に関しちゃバグってるからな」


それらの銃撃を容易に逸らしてみせたジル達が、平然と会話を続ける。


庇われたのはリゼルの指示なのだろうと見当を付けながら、シャドウも納得した。この二人が居るからこそ、リゼルは敵の手中に落ちる事を良しとしたのだ。


「やー、リーダーの冷たい視線とか貴重だよなァ。ゾクゾクするっつうの？」


「救いようがねぇな」


「知ってる」


トンッと爪先を鳴らし、ふいにイレヴンが飛び出した。


地を這うように銃撃を躱し、リゼルへと迫る。鋭い視線は支配者を映し、銃を潜るように見慣れた足元をすり抜け、双剣を構えた。


すれ違いざまに見たリゼルの瞳は意思を持たず、沈むように色を深めてイレヴンを映す。


「（最ッ悪、ブチ切れそう）」


先程は茶化してみたが、許せる筈がない。ジルの言う通りだ。救いようがない程に魅入られている。


度し難い感情に浮かぶ笑みは歪で、そして同情を孕んだ。自分でさえこうなのだから、庇われた男の孕む激情はどれ程のものなのか。


「殺すなよ」


それなのに、全霊をかけて冷静を装えるのだから何とも理性の強い事だ。


向けられた声に聞こえなかった振りをして、イレヴンは握る双剣へと力を込めた。恐らくリゼルは支配者を殺そうと己を許す。その所為で隣国との関係が悪化しようが、仕方無いと笑って済ませるだろう。


「殺すよ」


ならば、何も問題はない。全く反応出来ていない元凶を嘲笑う。魔力防壁などどうとでもなる。イレヴンは剣を突き立てようと腕を引き、そして。


「引け！」


ジルの声に、咄嗟に全身を引いた。見えたのは自身へと向けられた幾つもの銃口。イレヴンは顔を引き攣らせて、無理矢理進行方向を捻じ曲げる。


「マ、ジかよッ」


連なるような破裂音。それらを全て避けきり、宙を滑るように追いすがる銃を振り切るようにジルの元まで後退した。それらは、イレヴンが十分に離れると追うのを止める。


キュンッと空を裂きリゼルの周りへと戻って行く銃は、六丁。


「あんなん見た事ねぇけど！」


「俺もねぇよ」


「出来んの!?　何なのリーダー！」


味方にさえ奥の手を見せない所がリゼルらしい。ジルは顔を顰めながら、此方を向く六つの銃口を見た。


「（あいつの想像通り、完璧ではねぇワケだ）」


何故最初から、全力で此方へ攻撃して来なかったのか。支配自体が曖昧だからだ。


言われた事しか出来ない程に強力ではないが、指令に全力を以って答える程に応用が利く訳でもない。魔物と人とを操るのは、やはり勝手が違うのだろう。


ならば、付け入る隙もある。


「勘弁しろよホント！　あーほんとビビった、ッ痛って！　何!?」


考えながらも、着地の状態のまましゃがんでいるイレヴンの頭を引っ叩く。


「何度も言わせんじゃねぇ」


「殺したいモンはしょうがねぇじゃん！　アンタみたいに大人じゃねぇし！」


「俺だって大したもんじゃねぇよ」


その言葉に、ふいにイレヴンがジルを見上げる。そして何かを口にしかけ、しかしそれを遮る様に言葉を被せられた。


「あと二十秒」


「あー……了解」


そのやり取りは、支配者には届かない。


言葉の真意を探るように微かに眉を寄せたシャドウの前で、二人は微笑みなく立つリゼルを見た。向けられた銃口は近付くなと言っているのか、攻撃のきっかけを待っているのか、それとも。


「主を守る良い駒だ」


支配者が酷く満足げに、ゆっくりとそう口にする。


「しかし、剣を振るうしか能のない輩の相手は流石に不利か……ならば、私は悠々と退散しよう」


そして、カツリと石畳に靴音を響かせながら踵を返した。


しかし、直ぐにわざとらしく振り返ってみせる。そうそう忘れていた、と勿体ぶるように、見せつけるように笑った。


「私を追う者があれば自害しろ」


カツン、カツン、と靴音が遠ざかろうとする。


幾つもの銃口の内の一つが、コツリとリゼルのこめかみへと触れた。ジジッ、と魔方陣が揺れる。リゼルを囲むように浮かぶ幾つものそれが、ボンヤリと明滅を繰り返す。


「……ムリ」


低く零された吐息紛れの声に、苦々しく内心で同意を示すシャドウが、ふいに足元に転がる何かに気付く。それは一つの砂時計。異様な違和感があった。


その原因に、直ぐに気付く。砂が上へ流れている。有り得ない筈の光景に視線を逸らせず、砂金のような煌きが全て流れ切るのを見る直前。


「あ、出来た」


ふいに、穏やかな声が届いた。


シャドウは目を見開き、顔を上げる。薄っすらと開いていただけの唇が緩やかに笑みを描き、そしてガラス玉のような瞳が高貴な色を宿したのが確かに見えた。


パキンッと鏡がひび割れるような甲高い音と共にリゼルを囲う魔法陣が砕け、地面に落ちて光の粒と化す瞬間、鮮やかな赤が宙を舞う。


「意識は失わせないように」


微笑み告げた時には既に、イレヴンは支配者へと剣を叩きつけていた。


「なッ……馬鹿な！」


支配者が魔力防壁ごと吹き飛ばされる。


全く目で追えない。気付けば吹き飛ばされていた。何が起こったか分からないまま城壁に叩きつけられた彼は、愕然とひび割れた防壁を見る。


「な、何が……」


信じられなかった。いや、そもそも何故支配が破られている。冷静さを失い、場違いにも考察に走りそうになる頭を振るい、無理矢理現状へと引き戻す。


とにかく防壁を修復しなければと、体を持ち上げようとして、気付いた。


「き、さま……は……」


目の前に立ち塞がる漆黒の男に、彼はようやく思い至った。


振り上げられる切っ先に、自らを見下ろす薙いだ灰の瞳に、浮かんだのは今まで一度も抱いた事のない感情。後悔。敵に回しては、いけなかったのだ。


「言ったろ、大したもんじゃねぇって」


誰にも向けられてはいない呟きは、誰にも届かないまま。そして剣が振り降ろされる。


支配者は思考を失いかけながら無意識に防壁の前面を強化したが、しかし何の意味などない。バキンッと衝撃を伴う程の破壊音を、まるで自身の体が壊されたのだと錯覚する。それ程に圧倒的な力だった。


「が、あァァァッ!!」


防壁ごと押さえつけられた支配者の背中から石畳が砕けて行く。そして、彼の悲鳴と共に城壁は崩壊した。


「すみません、領主様。被害が拡大してます」


「全て貴様が原因だと覚えておく」


城壁の内部へと落下していった支配者とジル、そして巻き込まれたイレヴンは避けもせずに自ら落ちて行った。


リゼルは崩れた石畳のギリギリまで近寄り、そろそろと中を覗き込む。ガラリと足元が崩れかけ、数歩下がった。


「うわぁ、凄く怒ってますね」


城壁の内部から響く元凶の絶叫。チラリと見た光景は、ジルの剣が彼の腹部を完全に貫いていた。


イレヴンも降りたので、暫く悲鳴は止まないだろう。魔物を追って多くの人間が城壁を離れており、更には城壁内部という事もあり外から見えないのが救いか。


「おい、止めさせろ。殺すつもりか！」


「大丈夫です、殺さないようには言ってあるので。……多分」


「却下だ、聞こえている！」


二人の気が済むなら良かった、と頷くリゼルの肩を掴み、シャドウが怒鳴るように非難する。しかし、リゼルはゆるりと首を傾けて微笑むだけだった。


「俺としては、むしろ願ったり叶ったりなので」


「何……？」


「此処で鬱憤を晴らして貰えば、もしかしたら俺が怒られないで済むかもしれません」


無理だろうけど、と苦笑する清廉な顔に、シャドウは目を見開いて口を閉ざした。


聞いているだけで気分の悪くなるような悲鳴は、今も止まない。付き合いは数日に過ぎないが、リゼルがこういった事を好む人間ではない事は察している。


心清らかという意味では無い。ただ傷めつける事に意味を感じないというだけだ。もしやと思い、肩を掴む手を緩める。


「……怒っているのか。自分から支配されただろう」


「それは良いんですけど、怒ってるっていうか……いえ、怒ってるのかも」


うーん、とリゼルが言葉を濁す。


感情の制御に長け、不都合だと感じた感情はすぐに沈める事が出来る。そんな彼がはっきりと言葉に出来ない曖昧な、そして完全に制御出来ない感情は。


リゼルの手が、肩を握るシャドウの手へと触れた。


「私の〝主〟だと、ふざけた事を言ってくれたから」


シャドウは弾かれるようにその手を離す。


ぞくりと背中を駆けあがる感覚は、決して嫌悪では無い。まるで、憧憬を抱く程の何かに触れたような、肌の粟立つ感覚。自らの紅玉を映すアメジストから視線を逸らせない。


「おい」


ふいに届いた低く掠れた声に、清廉と張り詰めた空気は霧散する。リゼルと共にシャドウもそちらを見れば、城壁の大穴から姿を現したジルがいた。


「もう良いんですか？」


「殺せねぇなら一発入れりゃ気は晴れる」


歩み寄って来たジルがリゼルを見下し、その手を伸ばす。


「お前に対しちゃ別だけどな」


その手はリゼルの胸倉を掴み上げた。咄嗟に止めようと動こうとしたシャドウを、外ならぬリゼルが止める。


「ジルだって約束破ったでしょう？　直ぐ壊そうとするし」


「無理そうなら壊せっつったろ」


「出来れば発動して欲しいとも言いました」


「てめぇで出来ねぇもん偉そうに言ってんじゃねぇ」


「俺は出来たじゃないですか」


「最悪な身代わり立てた事な」


「それなりの人質にはなれたと思ってます」


「うるせぇ」


何やら大丈夫そうだと安堵し、眉間を押さえるシャドウを尻目にジルがリゼルの腕を引く。


身を屈め、そして近付いた額へと自身のそれをぶつけた。コッと軽い音がした割に地味に痛かったが、両者とも視線は逸らさない。


「何かしてんだろ、今は止めてやる。後で覚えとけよ」


「肝に銘じておきます」


ジルが舌打ちを零して手を離した。その仕草に乱暴さは一切ない。


怒っているだろうに相変わらず、と微笑みながら、リゼルはふらつきもせず襟元を直す。そして、ふと首を傾げた。絶えず響く悲鳴、イレヴンがまだ遊んでいる証拠だ。


これだけ悲鳴を上げさせ続けるなど逆に難しいだろうに、とリゼルはもう一度覗き込む。


「……生きてますよね？」


「んぁ、声聞こえるっしょ」


「いえ、一応確認だけ」


何と云うか、悲惨だ。共に覗き込んだシャドウが全力で嫌そうな顔をしている。


「まぁ、意識だけ残ってればどうにでもなります」


「そういえば一刀が何かしてると言っていたな。奴が関係あるのか」


「まさにそれです。でもなかなか難しくて」


リゼルもその場にしゃがみ、じっと支配者を見ていた。


正直足元がかなり危ないが、真後ろにジルが立っているので問題ないだろう。いざとなれば後ろ首を掴んで助ける筈だ。シャドウも砂塵を被った肩を払いながら、それを見下ろす。


「何をしているんだ」


「さぁな」


「貴様は知っているようだったが」


「してぇ事してんのは分かんだろ。それが何かなんざ知らねぇよ」


そのまま暫く。そして唐突に、リゼルの行動の意味が明らかになった。


荘厳な音色の響く中央広場、その方角からどよめきが届く。それは徐々に大きさを増していた。人の声、そして地響きの音。遠く、城壁へと押し寄せる影が見えた。


「流石に俺じゃ完璧にとは……あ、何匹かは漏れがあるかも」


「もう私は貴様が何をしても驚かない」


「それは残念です」


それは、人々の絶望と共に街に流れ込んだ魔物たちだった。


彼らは憲兵や冒険者を素通りし、真っ直ぐに西門へ向かってくる。崩れ落ちた城壁から次々と出て行き、そして他の門へと走り去っていくのを誰もが呆然と見送った。


「引かせんのは無理じゃねぇのか」


「だから、〝各門を外から攻撃〟っていうニュアンスで指示を出してみました」


ニュアンスの違い。それで良いのか。


ジルは一瞬そう思ったが、出来たのだから良いのだろうと頷いた。何せ空気を読むことに定評のある迷宮の魔物達だ。その辺りも汲み取ってくれるのだろう。


「じゃあ、そろそろ行きましょうか」


街中に残る魔物を仕留めるよう指示を出していたシャドウが、ふるりと首を振り立ち上がるリゼルを向いた。


「話は後で聞かせて貰う」


「それが良いですね。ただ、逃げるかもしれませんけど」


「却下だ」


「冗談ですよ」


やりそうだと、苦々しげに吐き捨てたシャドウにリゼルは可笑しそうに笑った。


そして、城壁の中を覗き込む。何やら色々していたイレヴンが、それに気付いたように此方を見上げた。


「イレヴン、行きますよ」


「えー、これからだっつうのに」


「それ以上、何をするんですか？　ぐちゃぐちゃですし、ちゃんと綺麗に回復させて……あ、昏睡するぐらい寝て貰ってください」


「はぁーい」


イレヴンも上級の回復薬を幾つも持っている。支配者も綺麗に治る筈だ。


そしてシャドウに捕縛を頼み、リゼルは領主官邸前広場の方を見る。美しい歌声と光の円蓋は未だに消えていない。


「っよ」


身軽に城壁の穴から這い出たイレヴンが、やや消化不良のような顔をしているのに苦笑を零す。未消化分が此方に来なければ良いが、とは思うものの、自業自得の自覚はあるので覚悟は決めておく事とした。


「何処行くんスか」


「美しい人エルフの所ですよ」


大侵攻は続いているが、やるべき事は終わったとばかりに三人はのんびりと歩き出す。


その後ろ、何処からかやってきた最後の巨大ゴーレムが、ゆっくりと西門へと体を丸める。直後、その身は破壊された城壁を塞ぐように崩れ落ちた。
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『もし危なくなったら、〝──√……──〟って叫ぶと綺麗なお姉さん達が助けてくれるかもしれません　　Ｌ　』


少年がその手紙に気付いたのは、怒涛の入国から一夜明けた昼過ぎの事だった。


いつの間にか服の中に入っていた紙切れに、少年はうーんと唸りながら首を傾げる。紙切れと言うよりはカードか。綺麗な模様の入ったそれに幼い少年が思った事といえば、〝Ｌの書き方が格好良いなぁ〟だけだった。


「おにいちゃん、それなぁに」


「ニナ」


避難民が集められた広場では、毛布や食料が配られている。


今の所、少年に不満はない。だが、人が溢れて満足に歩けもしない妹は随分と暇そうにしていた。当然のように、そのカードへと興味を持つ。


「かして、かして」


「破いちゃだめだよ」


利発な少年は、それが誰により渡されたのか理解していた。


だからこそ持つ手は慎重に、目を宝物を手に入れたかのように輝かせていた。それでも妹のおねだりを断らないのだから、心優しい兄なのだろう。


ニナと呼ばれた幼い少女は、手にしたカードを嬉しそうに眺める。文字が読める年でもないのだが、綺麗なデザインがお気に召したようだ。


「なんてかいてあるの？」


「危なくなったら何か言えって。ここ、何て書いてあるんだろ」


少年は指差したが、幼い妹に分かる筈もない。揃って首を傾げていると、その場を離れていた母親が手に入れた食料を片手に帰って来た。


ちなみに門での出来事以来、彼女は片時も少年の手を離そうとしない。今だって隣の家族にしっかり見張りを頼んで離れていた。彼にとっては少々窮屈だが、自業自得だと思って諦めるしかないだろう。


「全く、領主様が見たい気持ちも分かるけど、現状を理解してるのかしら……」


「母さん、おかえり」


「ただいま」


姿を現したという領主を一目見ようとする人々で、配給に遅れが出たようだ。


ぷりぷりと文句を言いながら帰って来た母親は、すぐに笑みを浮かべて少年の頭を撫でた。預かってくれた隣人に丁寧に礼を告げ、そして一枚のカードに夢中な娘に気付く。


「あら、なぁにこれ。綺麗なお姉さん……まさか、何かいかがわしい……」


「ち、違うよ！」


少年は必死に否定した。


〝いかがわしい〟が何かは分からないが、とんでもなく悪い事だというのは母親から伝わって来たからだ。恩人に対して変なことを思われたくなかった。


「その、門で助けてくれた人に貰ったんだ！　だから、変なのじゃなくて！」


「あら、そうなの」


母親は、感心したように娘の手の中にあるカードを見下ろした。


本来ならば、母として怪しむべきだ。自分の息子が、恩人とはいえ初対面の得体の知れない冒険者に意味深なものを貰っているのだから。


だが、彼女にそんな感情は全く浮かばない。穏やかな顔に、優しい声。何より誠実で品の良い瞳を、疑う方が罪なのだというように。


「母さん、これって何て書いてあるの？　文字？　絵？」


「んー？」


少年は安堵し、そして妹から返して貰ったカードを母に掲げてみせた。


暗号なら、と思うと少しわくわくする。だが、それなら母親も分からないかもしれない。ドキドキする少年の前で、しかし母親はあっさりと笑ってみせた。


「これは楽譜よ。二小節しかない、短い楽譜」


「楽譜？」


「そう、音楽を記号にしたもの。歌詞も無いし、本当に音だけね」


手紙の途中に楽譜、叫べということは歌えということだろうか。


それで助けが来るのかな、と少年は疑問符を飛ばしながら首をひねる。母親の細い指が、数センチしかない五線譜と記号をなぞった。


「これがZio、Fiu、これが……」


母親の唇から伝えられる音は、耳慣れないものだった。まさしく歌の極一部を抜き出したかのように高く低く、心地良く。たった数音、楽譜など見た事ない少年でもすぐに覚えられる。


「ふぅん」


「どういう意味なのかしらね」


同じく不思議そうな母親と、真似して首を傾げる妹に、少年は一度だけ頷いてカードをポケットへと仕舞い込んだ。訳は分からないが、恩人への疑いはない。


危なくなったら言えと書いてあるし、その時が来たら大声で叫んでやろうと決意する。恥など命の前では塵芥ちりあくたのようなものなのだ


そして、その決意は数時間後に果たされることとなる。






西から響いた爆発音と、徐々に迫る地鳴りのような音。母親が、妹と少年の手を痛いほど握った。


少年達がいたのは、避難民が集まる広場でも比較的外側だった。後続で入国したのだから当然だろう。だからこそ背の低い少年でも、俄かに立ち上がる人々の合間からその光景を確認できた。


「魔物だ！」


「女子供を官邸の中に！　早く！」


昨日、目にしたばかりの魔物の大群。牙を剥き、地面を砕きながら近付いて来る絶望。道を埋め尽くさんばかりの群れは波のようで、震える母親の手を強く握ることしか出来なかった。


少しでも魔物から離そうと、手を引く母親の目に浮かぶ涙。周囲の怒号に妹が訳も分からず泣いている。まるでスローモーションのようだった。恐怖はあるが不思議と涙は出ない。


『ただ、本当に守るということは守り抜くこと』


見覚えのある光景に、ふいに温かな手に抱き上げられた記憶が蘇る。


守り抜かねば。咄嗟にそう思った。強くならなければ。怖がらなくて良いと言ってくれた。尊敬してくれると言ってくれた。また出来る。


その手段も、与えられているのだから。


「つ、ぅ……」


声が出ない。掠れた声はわずかに震えている。


けれど耐えるように母親の握る手に力を込め、握り返してくれる温度に勇気を貰う。魔物はもう、家数軒分の距離まで近づいていた。大きく口を開く。


「〝──√……──たすけて〟!!」


次の瞬間、風が舞い上がるように地面から黄金色が吹きあがった。


何が起こったか分からないまま、あまりの美しさに呆然と魅入る。その柔らかな黄金色の光に、そして瞬きの瞬間に姿を現した五人の女性の後姿に。


人々は誰しも状況を忘れ、息を呑んだ。綺麗だと、それ以外の言葉が浮かばない。立ち尽くす。


魔物が飛び掛かろうと地を蹴った。女性らが避難民と魔物との間、広い道をたった五人で封鎖するかのようにゆっくりと両手を広げる。


「う、わ」


直後、響いたのは轟音とも思える程の音の波。彼女たちの口から放たれた壮大な音量、人の声でオーケストラを奏でているような、美しい音色。そして、せり上がるように光の繭が人々を包み込む。

            





    
  
  




魔物を前に枯れた少年の瞳から、この時ようやく涙がこぼれた。


「見て、魔物が」


母親の声に促されてそちらを見れば、飛び掛かった魔物が光の壁に弾かれていた。


周囲もそれに気付いたのだろう。自分達を守るものだと理解した。誰もが安堵に涙し、愛する人を抱きしめ合う中、剣を構えた憲兵だけが所在なさげにうろうろと女性達を窺っている。


「……何が起こってる？」


「分からん」


「魔物を殲滅してった方が……」


「いや、下手に動いて集中力を乱すのもな」


そして何より、ただただ近寄りがたい。


触れるのを躊躇う程の、人知を超えた美しい相貌。その瞳は布で封じられているものの、それが美しさを損なう事はない。むしろ秘めることで、一層その存在を神秘と化す。


絶世の美女。完成された美。欲を抱かせない程の美しさは彫刻に似ていて、関わることすら畏れ多いと思わせる。


「もしかして、さっき叫んでたの……」


「オレちょっともう怖い母さんどうしよう」


自身の言葉で彼女達が現れたなど、信じられる筈がない。


色々と限界を迎えた少年は完全に魔物への恐怖を忘れ、震えながら憲兵の避難誘導の声に従った。






「そういや、リーダーの銃って一個じゃないんスね」


「あれ、結構疲れるんですよね」


奥の手かと思いきや、まさかの疲れる。ジルは溜息をついた。


とはいえ、やはりそれだけでも無いのだろう。ジル達のように誰に対しても正面きって勝てる実力は無い分、相手に戦力を知られていないというのは重要だ。


「軽々と避けられると流石にちょっとショックです」


「や、俺すっげぇビビったんスけど。あー、でもまた見たいかも」


「機会があれば、という事で」


三人は、西門から官邸前広場まで常のペースで歩いていた。


時折、逸れた魔物たちを討伐している憲兵を見かける。大物は漏らさないように気を付けたので、彼らも特に苦戦する様子はなかった。擦れ違う度、もれなく二度見されるが。


「この歌声が終わってしまうと思うと、少し寂しいですね」


「好みじゃねぇ」


「俺も」


広場までは後少し。光の天蓋は、見上げる程に近付いている。


「あんなおっとりした奴らが凄ぇ声出してんなァ」


「単純な声量ではないですよ。魔力と共鳴させて、とかだと思います」


「ふぅん。で、何でまだ歌ってんスか」


「近くに魔物でも居んだろ」


リゼルの魔物支配は完璧ではない。


横から攻撃をされれば、意識は容易にそちらに向くだろう。エルフ達の魔法に対しても、同じように敵対行為ととられてしまったのかもしれない。


「やっぱり本職のようにはいきませんね」


「まぁ何つっても支配者だし」


「支配者だしな」


彼が健在なら、一匹も残さず制御してみせただろう。


魔物使いの最高峰の名前は伊達ではない。リゼルは感心したように頷いた。


「あ、見えました」


ふいに、視界が開ける。無数の避難民の前、祈りを捧げるかのように両手を広げる神秘的な女性の姿があった。近寄りがたい存在へ、平然と歩み寄るリゼル達に人々の視線が集める。三人は気にせず旋律を奏で続ける彼女らの前に立った。


布に覆われた瞳が此方を向いた気がして、リゼルは感謝を込めて微笑みかける。


「───……─、……（御協力、ありがとうございます）」


数多の歌声にかき消される筈の穏やかな声。しかし、女性たちは皆ふっと口を噤んだ。


同時に光の天蓋が、粉雪を散らすように消えて行く。突如訪れた静寂は耳に痛い程で、耳鳴り止まぬ感覚に避難民や憲兵達がざわめいた。


「──……───√（魔物がおらずとも歌っていたようですが）」


「……──（あらぁ？）」


それは歌声のようだった。


交わされる会話は優美な音を紡ぎ、途切れず一つの曲のような音色を奏でる。それが古代言語であり、それ自体に強い力を持つ言葉だ。


遥か昔、当たり前のように使われていたそれを、今では膨大な魔力を持つエルフ達だけが正しく使う事が出来る。リゼルが使うのは、ただ会話の為の音でしかない。


「───……√──……（魔物が怖くて、助けて欲しかったのね）」


それは花か宝石か、何に例えても言葉足りない美しさが綻んだ。


リゼルの翻訳を受け、ジル達はこれだから、と顔を引き攣らせる。普通の男ならば触れるだけで折れてしまいそうだと錯覚してしまう程にたおやかな女性達だが、二人がそう感じる事はない。


「相ッ変わらず危機感ってもんがねぇなァ」


「いらねぇんだろ」


侵入者などない魔力溜まりに暮らし、潤沢な資源を必要な分だけ採取し、穏やかに暮らす。清らかな種族性が負の感情を嫌う為、内々でのささいな諍いもない。


そんな生活を、何百年何千年と続けているのだ。生物として不要な機能が退化していくように、危機感を失うのも無理はないのだろう。


彼女達にとっては、膨大な魔力により強化された魔物でさえ問題とはなり得ないのだから。


「√──……──（どうして泣いているのかしらって、不思議だったの）」


「……──√（唯人にとって魔物は恐ろしい存在ですよ）」


人が石ころに対して命の危険を感じるか、つまりそういう事だ。


「ガキにメモ、渡しといて良かったッスね」


「実際、こいつ操られてるからな」


物言いたげな視線にリゼルは気付かない振りをする。


自らを信じてくれて、勇気を出してくれた少年には礼を言わなければならない。リゼルはその姿がないかと軽く避難民を見回してみたが、見つけられなかった。


「──…………（愛らしい子が悲しい声で言うものだから、咄嗟に、ね）」


「……──、√──（元々、貴女達に頼みたい事でした。感謝します）」


細く白い手が頬を押さえ、麗しい唇がふぅと悲しげに吐息を漏らす。


その仕草でさえ人の目を捕える彼女達は、何より子供を大切にする種族だった。しかしエルフには女性しか居ない。子を成す事がない。何処かにいる王と呼ばれる存在は唯一の男らしいが、彼女達は一度も見た事がないそうだ。


「あっ」


「あ」


ふいに、避難民の中から声が上がる。


リゼルがそちらを見れば、見覚えのある少年が人を掻き分け姿を現した。微笑み、手招く。少年は背中に妹を張り付け、そわそわと周囲の視線を気にしながらも歩み寄って来た。


「手紙、読んでくれたんですね」


「は、はい。その、有難うございます！」


「お礼を言うのは俺の方です。頑張りましたね」


膝をつき、リゼルが少年の手を握る。背中からひょこりと顔を覗かせる妹の前、少年は目を見開きながらも直ぐに笑って頷いた。


そして、リゼルが怪我はなさそうだと微笑んだ時のこと。ふいに一人のエルフの唇が音色を零す。


「んー、それは……」


「リーダー何て？」


「この子達と話して良いか、と」


子供を大切にする種族、だが身近に居ない。美しい女性達は、たおやかな仕草で期待を孕んだように子供達を見ている。気持ちは分かるが、しかし。


「ここでは我慢して貰って」


「あ、あの！」


ふいに、少年が声を上げた。


「俺も、その、お姉さん達にお礼を言いたいので！」


「あたしも！」


リゼルはぱちりと目を瞬かせ、少年とその妹を見た。


その言葉は本心なのだろう。やや緊張した面持ちはしている少年と、兄の真似をしたい笑顔の妹の瞳には確かに好奇心もあり、リゼルは嬉しそうに目元を綻ばせる。


ふと見れば、避難民に紛れて彼らの母親が此方を窺っていた。小さく首を傾けてみれば、慌てたように頷かれる。


「じゃあ是非、お友達になってあげてください」


そしてリゼルの唇もまた、音色を紡いだ。


立ち上がれば、入れ替わるようにエルフ達が少年と少女へ、ゆったりとしながら喜々として近付いて行く。するりと柔らかな頬を撫で、頭を撫で、真っ赤な顔をする少年と笑い声を上げる妹に酷く満足そうだ。


「飢えてんな」


「その為にこいつら来たようなもんだし」


「実際、何百年ぶりかの触れ合いでしょうしね」


「あー……あの、ある日突然祭壇にってやつ？」


子を成せないエルフが、どのように種族を綴るのか。


前触れもなく集落の祭壇に光と共に現れるのだ。何故かは誰にも分からない。エルフにも分からない。だが、子は集落皆の子として大切に慈しまれて育てられる。


「でも二十歳まで普通に成長するんスよね」


「余計に幼子が恋しいでしょう」


「千年も生きてりゃ早々増えねぇだろうしな」


「ジル、言い方が」


豊満な胸に抱き寄せられ、固まる少年を眺めながら三人はのんびりと話していた。


その時、ふと少年を抱き寄せていたエルフがリゼルを見上げる。瑞々しい唇が、ゆっくりと動いた。


「───√……───（貴方のその、可愛らしい話し方も好きよ）」


「─……──（光栄です）」


彼女達からしてみれば、三人も庇護の対象に変わりないようだ。


ネイティブにはとても敵わないと苦笑するリゼルに、彼女達は〝誰にでもそれを許す訳ではないのだ〟というように美しく微笑んでいた。






甘い紅茶（高級品）、甘いお菓子（高級品）、三段トレイ（高級品）や磨かれたシルバー（高級品）、全て乙女心を揺らす代物だ。それはエルフとて例外ではない。うふふ、と優雅に微笑み、目を覆っているにも拘らず優雅な手付きでアフタヌーンティーを楽しんでいる。


そして彼女達にとって何より至高なのが、同じテーブルにちょこんと座っている礼服を着た幼い子供。無邪気で元気な子供も良いが、礼儀正しく澄ましているのも可愛らしい。


美しい女性に愛らしい愛らしいと愛でられて、イレヴン曰く〝万能過ぎる店員〟の息子は子供らしく笑いながらも完璧に彼女たちをもてなしていた。確実に親の血を濃く継いでいる。






少年らと別れ、憲兵達に後も任せ、エルフ達の休憩の場をシャドウに用意して貰ったリゼルはといえば、そのシャドウ本人に酷い苛立ちを向けられていた。可憐な花が背景に飛び交う別室とはえらい違いだ。


「聞かせて貰おうか」


低く、艶のある美声。彼がエルフの王と言われても納得しそうだとリゼルは内心頷きながら、今こうなっている心当たりを探る。


確かに、魔物が侵入するとは言わなかった。だが城壁が破壊されるかもしれないとは伝えてある。確かに、自分が操られるとは言わなかった。だが人を支配する術を持っているかもしれないとは伝えてある。確かに、エルフの存在は言わなかった。だが、避難民は何とかなるかもとは伝えてある。


「それら全てを防ぐ事が出来る癖にしなかったのは、何故だと私は言っている」


「貴方たちは、本当に俺を買いかぶりますね」


「却下だ。出来ないとは言わないのだろう」


怜悧な瞳をすっと細めるシャドウに苦笑を零し、リゼルは出されたコーヒーに口を付けた。


エルフを接待するのが息子なら、この場で給仕するのは本家本元ほんけほんもと。一晩世話をしただけにも拘らず、イレヴンへ出したコーヒーにはたっぷりとミルクが注がれている手際の良さ。素晴らしい。


「私とて貴様に頼り切るつもりはない、自らの無能を棚に上げて、何故もっと上手くやらなかったと責めるのは馬鹿のやる事だ。充分以上の働きを受けておいて、文句を言うつもりもない」


シャドウは苛立ちを散らすように溜息をつき、そして深く息を吐く。


「純粋に、何故かと聞いている」


リゼルが、やると決めたことに手を抜くような男には見えない。


よって知らなければならない。リゼルが敢えて避けた事柄があるのなら、それは商業国にとって不都合な事なのだから。


例えば、何故魔力装置を全て破壊しなかったのか。支配者を特定出来た時点で捕らえられなかったのか。異物は排除したが大侵攻が終わったわけではない。とれる対策はとらなければ。


「大侵攻の方は？」


「指揮は憲兵総長に一任してある、通常の大侵攻へと戻った今、問題はない筈だ」


「良かった。じゃあ、ゆっくり話しましょうか」


リゼルはシャドウの言いたい事を悟ったかのように微笑んで頷き、カップを机へ置く。


「聞きたい事、何でも聞いて下さい」


「じゃあ、最初っから元凶ぶっ殺さなかったのは何でッスか」


平然と、イレヴンが肘をつきながら早速口を挟む。


普段ならば、口を開こうとした途端に〝空気を読め〟と頭を引っ叩くジルはリゼルを挟んで反対側だ。自由奔放なイレヴンを止めるものはいない。


シャドウは眉間に皺を寄せたが、聞いておいて損は無いと自らを無理矢理落ち着けた。


「避難民が危ないーとか言ってたけど、一瞬で殺しゃ良いじゃん」


「殺して貰っては困る」


「違った。こう、頭吹っ飛ばす」


微妙に物騒だ。


「下調べもなく一番重要なとこに手を出すと怖いですよ」


確かにイレヴンならば、闇夜に紛れて相手の意識を容易に刈り取るだろう。避難民に紛れようと、特定に力を注げば見つけられた筈だ。だが、そうしなかった。


何故だと唇を尖らせるイレヴンに、リゼルはカップの持ち手をなぞりながら応える。


「魔力装置をいじった時、色々調べたんです。もし支配者さんが死ぬ、または望まず意識を失う事があれば、膨大な魔力が全て魔物の強化に使われるようになってました」


「それ何かやべぇの？」


「魔物の強化は魔物使いの真骨頂ですよ。しかも支配しているのが奇代の天才で、操る魔物には上位も多くいます」


あー、とイレヴンは納得したように城壁の上から見た魔物達を思い出す。


確かに、深層で見るような魔物もそこそこ居た。リゼルが頑張って撃ち殺していたが。


「そんな魔物が強化されたら、一匹で城壁を破壊出来るぐらいには強くなるかも」


最悪な事態だと、シャドウが舌打ちを零す。


西門が破壊されただけで被害は計り知れないというのに、それが全方位で行われるなど対応が追いつかない所ではない。唯一止められる筈の存在が昏倒していれば、止める術もないだろう。


「魔力装置に仕掛けは」


「残念ながら」


「じゃあ壊せねぇな」


ならば装置を壊せば、と口にしたジルもあっさり納得する。


「でもリーダー壊したじゃん」


「装置全体が機能しなくなったら発動する仕掛けだったので」


「どんなの？」


「凄く爆発します」


シャドウが思わず真顔になる。


「お前、最初二つよく壊せたな」


「ある程度、大丈夫って予想はしてたんですよ。ほら、通りがかりの魔物に壊される可能性だってありますし」


そういった不慮の事態に備え、装置全体は一つ二つ欠けてもフォロー出来るように連動していた。おかげでリゼルが二つ壊しても、他の装置がフォローして運良く支配者には気付かれなかった。


だが、その所為で爆発する時は一気だ。凝縮した膨大な魔力を用い、魔物も全て吹っ飛ぶだろうが商業国も恐らく外壁周辺は吹っ飛ぶ。


「それに、残しておいたら役に立つかなと思ったので」


「何故だ」


「もし城壁に被害が出るなら、あれを利用した魔力防壁が張れそうかなと」


一体、いつのタイミングで城壁の被害を考慮し始めたのか。


もう驚かないと明言したシャドウは、ようやく自身の発言の真意を悟る。驚かなくなると、呆れるしかないのだ。ジルが度々溜息をついている理由が理解出来た。


「おびき出すのは、事態の進行を早める為。ならば、城壁を破壊して魔物を招き入れたのは何故だ」


「領主様って、俺が何でも出来ると思っていませんか？」


「大概はこなすだろう」


「少しぐらい、こう……止められなかったとか」


「却下だ」


鼻で笑われ、リゼルはちょっと落ち込んだ。


そして、常々思っていたけれどと内心で呟く。シャドウの仕草は時折荒い。貴族として最低限整えてはあるが、他者の目に晒されない所為で洗練されていないのだろう。


本人も、文句を付けられない程度で十分だと思っていそうだ。仕事に関しては手を抜かないというのに。


「評価が畏れ多いです」


「まぁリーダーだし」


「お前のそれ、大概自分の所為だぞ」


納得しがたい。


「───……√──……」


その時、ふいに透き通った音色が柔らかく部屋に反響する。


エルフ達がアフタヌーンティーを嗜んでいるのが隣室。わざわざ聞かせたのなら、用があるのだろう。全員が一瞬耳を澄まし、どうかしたのかとリゼルを見る。


「お子さんが可愛らしいと。幼いのに、完璧に紅茶を入れてみせたと喜んでます」


「そのくらいならば出来て当然です。しかし、お褒めのお言葉感謝致します」


言葉を受け、直立で待機していた店員が微笑んで礼をとる。


しかし、彼の息子はティーセットを持てば腕が震えそうな年だった筈だが。それを当然だと言い切る教育の賜物か、溢れる血筋の才能か。


リゼルは感心して店員の感謝の言葉をエルフへ伝えようと唇を開き、そして閉じた。


「静まりかえられると、ちょっと恥ずかしいです」


「注目されんのは慣れてるだろうが」


「全くの別物ですよ。これ、人前で歌うのと同じですし」


恥ずかしいと恥ずかしげもなく訴えるリゼルを、イレヴンが訝しげに見る。


「リーダーの羞恥心の基準が分かんねぇんスけど。いっつもケロッとしてんのに」


「いつも？」


成程、自覚の問題なのかとジルもイレヴンも頷いた。


そしてリゼルは不思議に思いつつ、まぁ良いかと隣室へ返答を送る。エルフの真似をして魔力で音の路を作り、壁一枚くらいなら何とか届く。


「それで、魔物を侵入させた件だが」


普段一体何をやらかしているのかと気にしつつ、シャドウが無理矢理話を戻す。


思考が逸れかけたあたり、一番の難関を越えて気持ちが緩んでいるのだろう。彼は気を引き締めるようにコーヒーを煽った。


「それは、そうですね」


リゼルが何かを考えるように口元に触れ、唇を開く。


「支配者さんの意識を奪えない、っていうのが大きくて。彼なら、思考さえ可能ならいつでも城壁を破壊できるでしょう」


「……あぁ、そうか。仕込み直された可能性、という事か」


「何？」


「弱った頃にっつってたろ」


疑問を抱くイレヴンに、ジルが簡潔に応える。


最初に西門を爆破した魔法。避難の際に仕込んだのなら、仕掛けに然程時間はかからないと思って良い。支配者が城壁を訪れた時点で、破壊は避けられなかった。


そもそもジルの言葉通り、彼は何処かで西門を訪れるつもりでいたのだ。いつか必ず、魔物は街を蹂躙していた。


「どうせ魔物に侵入されるなら、と思ったんです」


リゼルがちらりとジルを窺う。


「一度相手の支配下に入って乗っ取るのが、一番早くて被害も少ないかな、と」


「で？」


駄目っぽい。リゼルは諦めた。


とはいえ、〝後で覚えておけ〟と言われたからには、それまでに出来る限りの回避策を試しておきたかった。どうやら正当な理由がありました、では許して貰えないらしい。


そもそも前夜に、理由など関係ないと言われているのだから当然か。


「確実に乗っ取れる保証はなかっただろうが」


「だから、三分たったら止めてって言ってあったじゃないですか」


「ギリギリだったッスね」


「短時間で乗っ取れた俺は褒められて良いと思います」


ぺしん、とジルの手の甲がリゼルの額を打った。相変わらず音の割に痛くない。


「ん？　そういや止めるって、装置ぜんぶ壊してッスよね」


「そうですね。強化した魔力でもないと、人を支配なんて出来ないでしょうし」


「爆発は？」


「その為の魔力も全部俺に使ってますよ」


それ程、人の支配は困難だという事だ。


実際、支配者はリゼルを手に入れてから魔物を操っていない。だからこそリゼルが、あの短時間で放棄された魔物達の支配権を乗っ取れたというのもある。


「……貴様は、支配されるにしても用意周到過ぎる」


「普通に支配されっぱなしになったら困るので」


「されるな、つってんだよ」


確かに、色々理由はあったのだろう。商業国にとっては最善なのかもしれない。


だが、そんなものジル達には関係がないのだ。被害が拡大しようと何が起ころうと、二人の優先順位は変わらないのだから。


「私も言いたい事はあるが、両隣に任せるのが良さそうだ」


「反省はしてるんです」


「却下だ。後悔もしろ」


リゼルとて、自らの非は認めている。


パーティを組んでいながら勝手な事をしたのはいけない。そして、その事でジル達がどう思うのか分からない程に鈍感でもない。よって、謗りは甘んじて受ける心構えだ。


「少しもこの街の為になれなかったなら、後悔します」


「…………ッチ」


多少悪あがきはするが。


「それで、質問なんですけど」


「いや、大体は把握できた。充分だ」


それは良かったとリゼルは微笑み、そして窓の外へと視線を向ける。


「なら、約束を果たしましょう」


「約束だと？」


「今日中に終わらせると、そうお伝えしたでしょう？」


「却下だ、約束ならば既に果たされている」


支配者は既に捕らえた。それに関する事も全て対処した。


残るは通常の大侵攻のみ、こちらも順調に討伐は進んでいる。シャドウに約束の心当たりは全くない。


「言ったでしょう、忙しいって」


窓へと顔を向けたまま、リゼルの視線が此方を見た。


そんな事を言われずとも、現状死ぬほど忙しい。しかし何より重要度が高いと判断したからこそ、シャドウは諸々を怒涛の勢いで済ませてリゼルとの対話の場を作ったのだ。


そんな彼の目の前で、机の上に組んだ手を乗せたリゼルが、ゆるりと笑う。


「今夜は寝かせませんよ」


その唇が短く音を紡いだと思った次の瞬間、比べ物にならない重厚な音の奔流が耳を打つ。


そしてシャドウは目を見開いた。窓の向こう側、奇跡のような光景を目の当たりにする。空に浮かぶのは、陽炎のようにその身を揺らめかせる無数の刃。夥しい数の光の剣。


『──√──……─……　Sia!!』


オーケストラの終焉を告げるかのような強い旋律と共に、それらが降り注ぐ。


流星の如く美しい光景を、人々はただ見上げるしかなかった。そして戦士達は、唐突に終焉を迎えた大侵攻に呆然と剣を下ろす。戦うべき魔物はもはや居ない。全てを刺し貫いた光の刃をただ魅入る。


国中を静寂が支配する中、美しい旋律の余韻に浸る様にリゼルは瞳を閉じた。心から、賭け値なく尊い存在を慈しむように。


「√……───（貴女達に、心からの感謝と敬意を）」


吐息のように零した心は、正しく伝わったのだろう。


隣室から送られる音色は温かく、優しい。きっと彼女達は、何も特別なことはないとティータイムを再開している事だろう。


リゼルはゆっくりと瞳を開き、数度瞬き、そして可笑しそうに笑った。


「…………」


目の前には、肘をついた片手で顔面を覆う無言のシャドウがいる。


「お前、さっさと終わらせて温泉入りたくなったんだろ」


「分かります？」


「リーダー商業国に用事ねぇし」


「今は観光も出来ないですしね」


平然と会話を交わす三人に、シャドウの顔がゆるゆると上がった。


艶やかな黒髪が顔を覆い尽くす様は、子供が見たら泣くほど恐ろしい。例え美形だろうが恐ろしいものは恐ろしい。もはや殺意すら伝わってきそうだ。


「そういえば一個だけ、どうしても領主様から聞きたい事があったけど……どれくらい貸しを作れたかな」


そんなシャドウに、しかしリゼルは何ともわざとらしく追い打ちをかける。


「貴様、まさか……」


「あ、口に出ちゃいました？」


このタイミングでえげつない、とジルが溜息をついた。


随分と肩入れしているなと薄々予想はしていたが、やはりこうなるのか。利益が無ければ動かない男とまでは言わないが、貰える利益は貰っておく男なのだ。


「何が目的だ」


「一つだけですよ」


忌々しげなシャドウは鬱陶しそうに前髪を掻き上げ、警戒を込めて睨むようにリゼルを見据えた。


「知りたい事があるんです」


そして告げられた内容は、確かに特級に等しい機密に値した。


言える筈が無い、と以前ならば言っていただろう。しかしリゼルが相応の働きをしたのは確かで、敵に回すべき存在でもないというのも今回思い知った。


そして、それだけではない。レイの気持ちが分かる日が来ようとは、とシャドウは鋭く舌打ちを零す。


「……少し足りんな」


しかし、シャドウも商人の街の領主だ。吊り上げられる値は吊り上げる。


試すような言葉は、しかし納得したように頷かれた。確かに、それ程の情報ではあるのだ。此方の真意を見透かされているようで、多少癪には触るが。


「じゃあ後少しの足しに、これを」


「何だ」


渡されたのは、ターコイズのような美しい深緑色をした眼鏡だった。度は入っていない。


「認識阻害の眼鏡です。かければ、周囲は領主様を領主様と認識できなくなります。知り合いにも赤の他人扱いされるくらい強力ですが、今まで通り街中を歩くのに丁度良いでしょう？」


「リーダーの微妙な迷宮品がまさかの役に立ったッスね」


「微妙って言わないで下さい。ほら、深層から出た良い迷宮品ですし」


「他に使い道ねぇけどな」


言葉を交わす三人に、シャドウは覆った口元を笑みに歪めた。


完敗だ。恐らく自分は、一生目の前の存在に適わないのだろう。いっそ心は軽い。眼鏡を受け取り、胸元の飾り紐に差し込む。


「足りました？」


レイに自慢でもしてやろうかと、有り得ない考えが浮かぶ程に自分は浮かれているようだ。向けられた微笑みを、真っ直ぐに見返してみせる。


「同意しよう。取引成立だ」


そして、けたたましく響く足音が近付いて来る。


次いで耳に届く自らを呼ぶ憲兵総長の声に、それもそうかと頷いた。突然の魔物の殲滅、事情を知らない者達へ説明をしなければ。さて何と説明したものか。


リゼルの言う通り、今夜は眠れないだろう。だが、それで良い。どうせこの浮ついた心では、何もなくとも寝られはしないのだから。


「大侵攻お疲れ様でした、領主様」


「却下だ。出会った時に言っただろう」


立ち上がる。部屋を出ようと扉へ向かい、ドアノブへと手をかけた。


「良い夜を、シャドウ伯爵」


返って来た穏やかな声に、シャドウの唇が薄っすらを弧を描く。しかし部屋から出た時には既に、その笑みも消えていた。
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大侵攻は終わりを迎えた。


王都から送られた増援が到着する前に解決するという異例の事態。目撃されたエルフと思しき女性。これから発生する面倒事を思うと、早期解決も良いばかりではない。


既に何徹目かのシャドウは、書類へ向かう手を止めないままにそんな事を思った。大切なのは商業国と民とはいえ、それとこれとは別だ。


「あれだけ動いて面倒事は放置か。自由な奴らだ」


すでに此処にいないリゼル達へ、そう吐き捨てる。


思えば、ジルが言っていた。さっさと終わらせて出国したかったのだと。ようは普通の大侵攻には興味がない。しかし大侵攻が続いている中、最大戦力だろう一刀を連れて堂々と出て行く訳にもいかない。だから終わらせた。


その結果がエルフにお願いしての一斉掃討なのだから、頭がぶっ飛んでいるとしか思えない。


「おらんかった時の被害を思えば御の字じゃろ」


「分かっている」


「それに、基本的には気遣いは忘れん男だしの」


「分かっていると言っている」


リゼルが国を出た後、商業国を魔力防壁が覆った。


宣言通り、残した魔力装置に何かしたのだろう。お陰で城壁の修繕は酷く順調だ。


そして、エルフを招かせながらシャドウとは一切関わらせなかった。これで外部から何を言われようと、知らぬ存ぜぬを通せる。冒険者個人の協力者、と言い訳が立つからだ。


「元凶はどうしている」


「魔法を封じて閉じ込めとる。まぁ、そうじゃなくとも何も出来んわ」


イレヴンにより一度壊され、そして直された支配者を思い出す。


現状、指先一つ動かせないのだから特に危機もないだろう。一体何をしたのかは知らないが、「これしか効かねぇかも」と渡された解毒剤は、使った途端に支配者を更に壊していた。確かに毒は消えたが。


「まぁ、普通の大侵攻でも忙しいのは変わらん。早く終わっただけ上々じゃな」


カラカラと笑ったインサイに、シャドウは微かに眉を寄せる。しかし、否定はしなかった。


「しかしお前さん、大侵攻からあいつらの話ばっかしとるな」


「……用が済んだなら出て行け」


ニヤリと笑い、部屋を出て行くインサイに鋭く舌打ちを零す。自覚はしていると、そう小さく呟いたのを聞いた者は誰もいなかった。






その頃、リゼルは宿の一室でジルと向かい合っていた。


エルフを送り届け、宣言通り温泉で一休みしようと宿に入った矢先の事だった。それぞれのベッドに腰かけ、互いに顔を付き合わせる。そんなリゼルは恐らく今までで一番真剣な顔をしており、ジルは無表情のまま腕を組んでいた。


イレヴンは、リゼルの後ろでゴロリと寝転がって面白そうにそれを眺めている。


「今回、支配者さんの先回りが出来たのは、間違いなく本のお陰です」


言い聞かせるというよりは、何処か懇願を含んだ声だった。


しかしジルは眉一つ動かさない。ただ無言で此方を見続けるその端正な顔に、リゼルは慎重に言葉を選んで唇を開く。


「常日頃から蓄えた知識が身を助けるなら、必要な事でしょう？」


「そうだな」


「なら」


「何」


低く微かに掠れた声が、力を持ってリゼルを抑え込む。


リゼルは、言葉を用いた争いなら間違いなく大抵の相手を圧倒できる。豊富な知識や、相手の感情をコントロール出来る話術。それらは他の追随を許さない。


何より、不利な状態で挑まなくて良いよう手を尽くすからだ。


「反省、ちゃんとしてるんです」


「へぇ」


そんな彼が今押されているのは、間違いなく自ら非を作ってしまったからに他ならない。


「読書禁止は、ちょっときついんですけど」


「で？」


リゼルは諦めた。


「俺も今回はニィサンの味方かなァー」


「イレヴン」


「そんな声で呼ばれても駄ァ目」


横を見下ろせば、ベッドの上を這い寄って来たイレヴンが此方を見上げていた。ごろりと仰向けになり、喉を晒しながら笑っている。


リゼルは眉を落として笑い、露わになった震える喉仏を指で撫でた。くすぐったいのか、直ぐに手を掴まれてしまう。そのままその手に擦り寄られたが、好きにさせた。


「君は本当に、俺達しかいないと素直に甘えますね」


「んー」


満足げな様子を眺め、そして改めてジルと向き合う。


「一週間ですよね」


「お前が一月は無理って駄々こねたんだろ」


「もう少し」


「あ？」


諦めた。物凄くガラが悪い。


だが一週間も読書なしというのは、元の世界を含め初めての経験だ。確かに勝手が過ぎたと自覚している分、甘んじて罰は受け入れるつもりだったがコレは辛い。


だが、ジルは折れない。絶対に折れない。


「一週間ももつ気がしません……」


「そこはリーダーの鉄壁の理性があるじゃねッスか」


「鉄壁？」


「あのエルフに混浴誘われて断れる男なんて、早々いねぇと思うけど」


欲を抱かせぬ程の神秘的な美しさを持つ女性たち。


魔力溜まりの前まで送り届けた際、彼女たちに「あらぁ、温泉なら私達のところにもあるわよぉ。折角だし一緒に入って行けば良いじゃない」と誘われ、穏やかに「淑女が簡単に肌を晒すべきではないですよ」と諭した男の理性が鉄壁ではなくて何だというのか。


どうして、と不思議そうな彼女たちを解き伏せるリゼルが冷静すぎて、ジルとイレヴンはもしや性欲がごそっと抜け落ちているのではないかと疑った。男としてそれで良いのか。


「無知を正さず女性を辱める真似は出来ませんよ」


「良いっつってんだから良いのに」


「例え相手が不快じゃなくても、此方に下心がなくても、あまり節度のある真似ではないでしょう」


女性しか存在せず、子を成す事もないエルフ達の常識はリゼル達とは違う。だからこそのお誘いなのだろうが、互いに混浴が常識でもない限りは避けるべき行為だろう。


リゼルは紳士として当然だと思っているが、イレヴンは勿体無いと思っているし、ジルは爺臭いと思っている。


「まぁ、魔力溜まりで寛げとか無理だけど……女より本のが我慢利かねぇとか分かんねぇなァ」


「じゃねぇと本取り上げる効果ねぇだろ」


「凄く効きます」


苦笑したリゼルに、さてどうなるかとジルはベッドに後ろ手を付いた。


恐らく、此方に来てからリゼルが本から離れていたのは最初の二日か三日。いや、文字の差異を確認する為に何処かで目を通したかもしれない。改めて思えば無類の本好きだ。


正直、怒りは既に落ち着いている。元々、その本質はリゼルへ対するものではないのだ。ただ、同じ行動を今後も取らせない為の罰だった。


「（意味ねぇかもしれねぇけど）」


リゼルは今後も、必要だと思ったのなら躊躇わないだろう。勿論、最大限の安全を確保した上で。しかしこれで、最後の手段として出し惜しむようになれば上出来だ。


そして付け加えるなら、リゼルを本から離せばどうなるのか単純に興味があった。


「見えねぇとこで読むなよ」


「そうするつもりなら最初から反対しませんよ」


「なー、そろそろ温泉行かねッスか」


リゼルの手に懐いていたイレヴンが、暇を持て余したように口を挟んだ。


彼は一人では相変わらず湯が熱すぎて入れない。了承してリゼルが立ち上がり、誘われるままジルも腰を上げた。


穏やかな男が多少なりとも堪える姿が見られるか、楽しみだと愉快そうに目を細めて。

            





閑話．


どうも、リゼル様の直属の部下、書記官です。


只今私、国王陛下の雑用として御傍にお仕えしております。






絶対王者という言葉を具現化すると、我らが王になるのでしょう。


溢れる威光、怜悧な瞳、絶対的な支配を孕む声、傍を通りがかるだけで自然と膝を折ってしまう程の覇気。星の如き色を宿した銀の髪と、月を嵌め込んだ琥珀色の瞳を持ちながら、まるで太陽の化身を思わせる程の存在感を持つ素晴らしいお方です。


しかし畏れられはしても恐れられる事はなく、平民には親しみと敬いを同時に抱かれ、我々臣下には憧憬と畏敬を捧げられる歴代最高と名高い王でございます。






そんな彼に帝王学を叩き込んだ（暴力的要素は一切無い）のが、リゼル様です。


大の大人でさえ手に負えない、幼い頃から色々ぶっとんでいた国王陛下が大人しく教育係の言う事を聞く筈がなく。いえ、私は全く接する機会がなかったので噂程度ではありますが。


当時まだ年若かったリゼル様が、何故教育係に抜擢されたのかは分かりません。ですが、今となっては適任だったと誰もが納得する事でしょう。






そんな国王陛下は、自由奔放っぷりに隠れがちですが相当優秀なお方です。


時折どこかに行ってしまうものの、職務は一通り終わらせて行く為に問題になった事はありません。そこはリゼル様の調整もあるとは思いますが。


数多の執務を軽々とこなす姿は、年齢にそぐわぬ堂の入り方でいらっしゃいます。それがリゼル様の教育の成果なのは疑いようがなく、つまりそれだけ優秀な王を育てられる方が突如消えてしまったという事は。


「陛下、軍部の予算が例年を下回っておりますが」


「いつもリズが余所と釣り合わせて調整してんだろ。不可能じゃねぇどうにかしろ」


「陛下！　財務の人手不足で政務が止まりそうです！」


「他から借りろ。この時期はリズがどっかから引っ張ってんだろうが自力でやれ」


「陛下……交易路に盗賊が出没したのですが、対応が追い付かず」


「頭固ぇな。リズみてぇに傭兵と連携とれ。伝手が一個も無ぇとは言わせねぇぞコラ」


「陛下、隣国の国王からいつも季節の変わり目に届く酒が来ないのだがどうかしたのかと」


「知るか！　俺の機嫌だけとってりゃ良いっつってんのに何やってんだアイツ！」


イコール私たちの危機。


「ったく、足引っ張りやがって無能共！」


そして、ようやく静寂を取り戻した部屋で国王陛下が全力で苛立っております。怖い。


ですが仕方のない事でしょう。今日指示を仰ぎに来た者達に、国王陛下の側近は一人もいません。いえ、某隣国の知らせを持って来た方だけは違いますが。


実力主義の国王陛下に重宝されず、しかし此処に足を踏み入れられる立場の者達。いわゆる老害と呼ばれる方々です。まぁ、この方には何も関係ない事ではありますが。


「リゼル様の捜索予算に文句を付けるような人間が、恩も知らずヌケヌケと厚顔無恥にも程がありますね。生きる価値が無い事にいつ気が付くのかと」


「……てめぇは意外と口悪ィな。ま、その通りだけどよ」


口も悪くなります。何せ、リゼル様は私の命の恩人なのだから。


輝く銀髪を大雑把に掻き混ぜて、国王陛下が舌打ちを零しました。心中お察しします。


「リズが止めなきゃ全員ぶっ潰すのに」


「止められているのですか？　確かに国王陛下なら気に入らないと感じた瞬間、家ごと爆破させるとは存じますが」


「お前根に持ってんの？」


根に持っている訳では決して御座いません。ただ時々、夢に見るだけで。


「性根は腐ってようと、仕事も影響力もそこそこだろ。仮にも古株だぜ」


「色々な所に嫌なパイプは持っている方々でいらっしゃいますね」


「だからリズが、〝消すのはいつでも出来るし、次が育ちきるまで上手く使った方が楽出来ますよ〟っつってた」


楽。


リゼル様は穏やかで優しい方ですが、平和的かと言われれば微妙です。


何せ、行動基準が全て国王陛下に都合が良いかどうか。その為なら手段を選ばない……気がします。全く証拠残さない上にさり気なさ過ぎて、完全に把握できておりません。






それに何より、国王陛下の全てを肯定する方です。


以前にも国王陛下が、自国のとある領主を粛清した事がありました。後々、その領主が貿易の関税を不当に値上げし、商人から金を巻き上げていたと発覚しましたが。


その粛清を具体的に言うなら、港に下着一枚の格好で縄で亀甲縛りにして吊るしたそうです。おっさんだから見るに堪えませんね。


そして何処からか大量の虫食いトマトを木箱十箱分持ってきて、〝ご自由にお投げ下さい〟の看板を吊るされた領主の真下に丁寧に設置し、大笑いしながらご自身もバンバントマトを投げつけて帰っていらっしゃいました。


この方、そういう所に手を抜かない。輝く嫌がらせです。


『リズ、気に入らねぇ領主吊るして来たから後よろしく』


『証拠は？』


『残してねぇ。まー俺だってのはバレバレだけど、証拠はねぇよ』


『それは良かった。お風呂にでも入ってゆっくりして下さい』


この時すでに、リゼル様による領主交代が終わっていたのが素晴らしい。


蛇足ですが、その後にリゼル様が国王陛下の転移魔術で現場に行ってみたら、トマト汁で真っ赤に染まった領主が吊るされたまま放置されていたそうです。商人たちの恨みも一入ひとしおだったのでしょう。


そして翌日には、〝正義の国王、悪の領主を討つ！〟みたいな噂が流れていました。この件で、リゼル様から国王陛下へのお咎めは一切ありません。


「これ終わったら研究所行ってくる」


「承知致しました」


早くも、持ち込まれた事案への対応を割り振り終えた国王陛下が言いました。


研究所。城の一角にある、国付きの優秀な魔術師が研究に明け暮れる場所。今はそこが、リゼル様捜索の最前線となっています。


最近、国王陛下は度々そこに顔を出しています。脱走も少なくなりました。嵐の前の静けさのような、そんな恐ろしさが確かに胸に巣食いながらも私は陛下を見送り、無意識に詰めていた息を吐き出したのでした。






転移魔術で移動した先、黙っていれば憂い気な空気を纏う一人の男へと声をかける。


「おい、いい加減リズに繋げたかカマ野郎」


「ふふ、やだぁ、お兄様って呼んで」


「てめぇは質問に答えてりゃ良いんだよ」


正真正銘、俺の実兄だ。魔術オタクすぎて王位継承権を放棄し、研究所所長に就任した男。


こいつが王位継いでりゃ、俺も楽出来たんだがな。何が「優秀すぎる弟とリゼルちゃんのお陰であっさりお役ごめんだわー」だよいっぺん埋まれ。


ただ才能だけはあったらしく、リズの為に魔銃を使えるようにしてやったり、今も捜索の指示を一手に引き受け次々と成果を上げている。


「リゼルちゃんの部屋から魔力残滓ログを漁って、裏世界あちらとの仮想接点を作ったでしょ？　豊富な予算のお陰で最高の魔石が手に入ったから、それを媒介にログを写し込んで疑似的に……」


「結論から言え」


「今日、貴方次第よ」


それは、つまり。


突然消えて、ずっと俺の隣にっつった癖に何も言わず消えて、探しても居らず、あの微笑みと掌の温度と髪の感触と甘い瞳と声と。繰り返し思い出しては、隣に居ない事実に苛立った。


限界なんてとっくに超えてる。アイツみたいに、想うだけで満たされるような謙虚さなんて生憎持ち合わせてはいない。


「今すぐだ」


「こっちよ」


急かす俺を、カマ野郎が微笑んで促した。


仮にも兄弟だ。俺が我慢の限界というのも理解している。気に入らないが、今はそれどころじゃない。


そして連れて行かれたのは、鏡らしきものの前だった。だが、俺の姿は映さない。色々な魔術陣や魔石に囲まれて宙に浮いている。


「これ、魔石か」


「そう、貴方がとって来たものね。こんなもの、市場に出回らないわ」


カマ野郎が鏡のような魔石を撫でた。


質の良い、巨大な魔石が必要だと言われて確かにとって来た。危険度高すぎる魔物が大量にいる谷で、普段は侵入が禁止されてる他国の領地だった筈だ。


「さぁ、そこに立って」


何重にも重なる魔術陣の中央に立つ。


「貴方がするのは二つだけ。一つ目は、私たちが何百もの魔術陣で固定した道に、その馬鹿みたいに大きい魔力を注ぎ込むこと」


「馬鹿っつったなテメェ後で覚えてろよコラ」


「ふふ。二つ目は、リゼルちゃんを見つけ出すこと」


「あァ？」


今まさにそれを実行しようとしているにも拘らず、どういう意味なのか。


「道の終着点を、リゼルちゃんのピアスにしているの。というより、膨大過ぎる貴方の魔力に、ね」


リズに渡してあるピアスは二つ。


一つは魔銃の格納庫。そしてもう一つは、俺の魔力が詰まったもの。どちらも俺が渡したもので、あいつは必ず身に着けている筈だ。


「あのピアスは貴方の魔力に反応するように出来ているから、必然的に引き合うわ。強く強く思えば、必ず反応する筈よ。その瞬間を逃さないようにね」


強く、ね。小さく頷き、魔力を解放する。


カマ野郎が慌てたように離れたのが見えた。同時に、大量の魔術陣が眩しく光って鬱陶しい。


目を細めながらカマ野郎を見ると、瞳を輝かせて手に持つ用紙に何かしら書き込んでいる。


「この数の魔術陣を動かせるなんて、出来るとは思っていたけど……！　あぁ、世界中の魔術師が集まっても一分ともたない規模の魔力……ッ私は貴方が弟で幸せだわ」


恍惚とした表情が気力悪い。周りの研究者たちの視線もだ。こいつら俺の事、実験体か何かと勘違いしてんじゃねぇの。


あまりに鬱陶しくて、持ち上げた片足を思い切り床に叩きつける。バァンッと腹に響く破裂音に、奴らは我に返ったように動き出した。


カマ野郎は凝視してるけど。こいつに関してはもう無視だ。






ふいに、周囲の魔術陣が一斉に回転を始める。目の前にある魔石の鏡が淡く光る。


それがピシリとひび割れて、強すぎる光が漏れだした。目も開けていられない光が研究所を満たす。


「ッおい！」


「今よ！　ようやく向こうの世界に繋がったの、リゼルちゃんを見つけてあげて！」


目を閉じれば、何かの気配を感じた。


向こう側の獣か、人か、それとも植物なのかも分からない、無数の微かな気配。薄らとしたそれらを振り払い、リズを探した。


「リズ」


強く思えと、カマ野郎は言った。そんなもの、今更だった。


懇願するような声が自分の口から出た事に舌打ちし、魔力の放出を強める。求めるだけじゃ足りないのならと、自分の記憶の中にある姿を次々と引き摺り出した。






初めて出会った時。


『初めまして、殿下』


次々と寄越される教育係が嫌で、その日も新しい教育係が来ると聞いて逃げ出した。朝っぱらから護衛を振り切り、秘密の場所に行ったらリズはすでにそこに居た。


アイツは暫く自分が教育係だって名乗らないまま毎日そこに現れた。最初は気に入らなかった気がする。けど、俺が何をしようと微笑んで流されて、その内気に入って。


ある日、知らず知らず色々な事を教わっている事に気が付いた。


『お前が俺の教育係だったら良いのに』


そう言った俺に、自らの素姓を明かしてきた時は、大概性格が悪いと思ったものだ。

            





    
  
  




『リズ、外行こうぜ！』


『今日の勉強が終わってからなら良いですよ』


『おっし』


普通ならば止めるだろう提案も、アイツは止めなかった。


出先が敵国だろうと、危険な渓谷だろうと、ただの城下だろうといつだって誘えば付いて来てくれた。基本的に保身の考えを持つ奴が、俺を信じて少しも迷うことなく頷いた。


嫌だとは、一度も言った事がない。


『なぁ、俺って結構お前のこと連れ回してるけど嫌じゃねぇのか』


『貴方が私を必要としてくれるなら、それ以上の幸福はありません』


問えば、本当に嬉しそうな笑みを向けられた。


今も昔も、リズがそう言うのは当然だと思っている。けど、喜びを感じない訳じゃない。満足気な俺を、可笑しそうに笑いながら優しく髪を梳いてくれた。






『なぁリズ、これ見ろよ！』


『魔銃なんて持ちだしてどうしたんですか？　殿下が反動をものともせず使えるのは、この前見ましたよ』


『違ぇし。見てろよ、こうして転移魔術で魔力込めると繰り返し使え』


初めて叱られた。


引っ叩かれた頬に呆然とし、手から床に落ちた銃など気付かなかった。


笑みが消えた顔を初めて見た。いつも俺に向けられる甘い瞳が、責めるように細められるのを初めて見た。紡がれた声が優しさを失ったのを、初めて聞いた。


『は、なに……リズ？』


何をするんだと怒鳴る事も出来ず、何が悪かったのかと謝る事も出来ず、人生で初めての茫然自失を経験した。あの時は、人生初を経験してばかりだった。


『迷宮品に手を加えるのは危険だって、私は教えましたね』


『ッこれだったらリズも使えんだろ！』


衝撃だけなら何とかなるかもと、当時まだマトモだった兄は言っていた。


だから、後は残弾の問題だった。使いたい時に使えれば、立派な武器になるだろうと。


『お前が、俺について行くには力不足とか訳分かんねぇこと言ってたからッ……だから、用意してやったんじゃねぇか！』


『私の所為、ですか？』


ただの軽口だったのは分かっていた。けれど、付いて来てくれなくなるのは嫌だった。喜んでくれると思った。


『ッそうだよ』


今思えば、解析不能な迷宮品に手を出して死ぬ可能性ってのは低くなく。むしろクジ引きのように生死がかかっていたのだが、当時はそれに気付かなかった。ただ叱られた事にショックを受けて、叩かれた事に絶望して、素直に謝罪をする事は矜持が許さなかった。


『別に、成功したんだから黙って受け取っときゃ良』


『それならもう、私は貴方の傍にはいられません』


目を見開いた。


『貴方を危険に晒すような人間が貴方の傍にいる事を、私は許せない』


アイツを傷付けた、と直ぐに気が付いた。


俺でも嘘だと分かるぐらい、下手な作り笑顔を浮かべさせた。


『叩いてごめんなさい、殿下。痛かったでしょう』


『ぁ』


此方に伸ばされた手は触れず、直前で握りこまれて引かれた。


もう一度、謝罪の言葉を口にして部屋を出ていくアイツを追えもせず、立ち尽くす俺を発見したのは兄で。いつもだったら鬱陶しいと舌打ちの一つでもして叩き落とすだろうその手に促され、まともに働かない思考のままポツリポツリと事情を話せば殴られた。避けたが。






その日は、いつの間にか自室に居た。明日になれば大丈夫だと、何の根拠もなく思いながら目を閉じたが、一睡も出来なかった。


その期待は届かず、翌日リズが俺の元を訪れる事はなかった。親父に教育係の変更を告げられ、愕然とし、どうにもならない衝動と共に目の前にあった馬鹿でかい机を殴りつけた。


無意識に魔力を込めたのか、粉々になった机の木片が舞う中。〝さっさと謝って来い〟と親父に吹っ飛ぶ程ぶん殴られなければ、八つ当たりで城は半壊していた筈だ。


『……リズは？』


『やぁ、殿下。うちの息子を随分と傷付けてくれたみたいだね』


『ッ答えろクソ野郎』


昔からアイツの父親は苦手だった。同じ笑顔でもリズとは全く違う。


笑みを浮かべたまま、無言で指差された方向はアイツの家の書庫。各国に〝大図書館〟の異名で知られる巨大な書庫へ咄嗟に走った。


そこで見た光景を、交わした会話を、俺は一生忘れない。後にも先にも、アイツが平常心を失った姿はあれっきりだったが、その姿に酷くショックを受けた事を覚えている。


今まで甘え続けていた事にようやく気付いた俺は、その時初めて、アイツの上に立って守ってやれる王の立場に興味を持ったんだと思う。






『即位おめでとう御座います、陛下』


『おう』


色々な式典や儀式などの怒涛のスケジュールが終わり、寄こされた祝いの言葉を素直には喜べなかった。リズは俺の教育係。つまり俺の即位が役目の終わりで、教育係から配下になる。


何人もいる配下の内の一人、唯一の教育係じゃない。立場上、将来的には側近や重鎮になるのは決まりきっていたが、それだけではとても足りなかった。


『リズ、お前さ』


『はい？』


『良いのかよ』


自分ばかり気にしているようで、微かに苛立った。問い掛ければ、リゼルは少しくすぐったそうに微笑んだように見えた。


『私が貴方のモノなのも、貴方が私の王なのも、何も変わりは無いでしょう』


『俺は嫌だ』


可笑しそうに緩む瞳に、ガキ扱いかと顔を顰める。その時、ふと思いついた妙案を即行採用して、仕返しのつもりを込めて戴冠式で堂々と宣言してやった。


宰相の地位を作り、任命する。予定にない宣言にざわめく奴等なんざ気に掛けず、不敵な笑みを向けてみせれば、リズは仕方無さそうに苦笑を浮かべていた。


勝てねぇなと、俺がそう思う奴はアイツだけ。実際、国王になっても変わったのは呼び名ぐらいで、その相変わらずの態度に微かな安堵を抱いたのは此処だけの話だ。






色々あった。リズの事なら一つだって忘れていない。


戦争を吹っかけられた時、アイツの言う通りに転移魔術で次々と兵を送り込んで圧勝したこと。


やりすぎたお忍びで、相談役の爺に自重しろと苦言を貰った時に一緒に怒られてくれたこと。


酒を飲ませた時、いつもと全然違った癖に、次の日何も覚えていなくて爆笑したこと。


リズから無理矢理ピアスへと魔力を引き出して自分の耳に刺したこと。


海賊の巨大戦艦を潰したら無傷で欲しかったと言われたこと。川に棲すむ幻のヌシを釣り上げて見せたら帰してこいと言われたこと。暗殺者に狙われたと報告したら遊ばないよう注意されたこと。


アイツの母親を、目の前で殺そうとしたとしても、アイツは俺を───。






「見つけた」


捉えた。俺の魔力と寄り添うようにある、穏やかで繊細な魔力。


逃さないよう、魔力の放出を強める。全力など出した事さえ無い。その膨大な魔力を解放する。絶対に逃がすものか。


城が揺れた。魔術陣の光に目が眩む。国一つ消し飛ばせる魔力を、目の前の鏡に流し込む。


「ちょっと待って……ッちょっと、城が消し飛ぶわよ！　止め、ッおい馬鹿止めろって言って」


「消し飛べば良いだろうが!!」


アイツの為なら俺は、この国が消えようと躊躇わない。


「リズ！」


鏡が大きくひび割れた。


抉じ開ける。魔力を集中させる。あと少し。その光の向こうにリズが居る。そして隙間の向こう側、見慣れて焦がれたアメジストを確かに見た。


「へいか」


これ以上は無理だという所まで隙間を広げ、ゆっくりと魔力を収縮させる。甘い声に惹かれるように、俺の喉からも勝手に声が零れた。


「リ───」


「やぁ、もう繋がったのかい？」


世界を滅ぼすかと思った。






閉じていく隙間が完全に消えるまで、交わし続けた瞳の余韻を、焼き付けるようにゆっくりと目を閉じる。


元気そうだ。怪我はしていない。微笑みも陰らず、俺への忠誠は僅かも揺らいでいない。覗いたあちら側に遺体があったらと思った事は一度もないが、肩の力が抜けた気がした。


「リゼルちゃん、元気そうで安心したわ。でも、二度目はしばらく無理ね」


「あ？」


「ほら、再生不可能よ」


指を指され、目の前の鏡を見る。


無残にも、ど真ん中から真っ二つに割れた魔石。確かにカマ野郎の言う通り、再利用などとても出来そうにない。根性ねぇな。


「また採って来て頂戴ね。今度はもっと大きい奴がいいわ」


「あれ、知る限り一番でけぇけど。それより」


「え？　むごっ」


「よくもテメェ、この俺に向かって馬鹿馬鹿言ってくれたなオイ」


顔面を掴み、持ち上げる。どさくさに紛れて聞き流すとでも思ってたかコラ。


「つーかあのオッサン何処行きやがった。いい加減首刎ねんぞコラ」


「むぐぐぐぐ（嬉しそうに帰ったわよ）」


「テメェになんざ聞いてねぇよ。誰かオッサン俺の前にしょっ引いて来い！」


アイツは許さない。絶対にだ。いくらあの時テメェの息子傷つけたからって、いつまでもネチッこい嫌がらせしやがって親馬鹿野郎。


「死ぬ気でリズを取り戻せ。てめぇらが誰に選ばれたのか忘れた訳じゃねぇだろうな、出来ねぇ筈ねぇだろ！」


「「はい！」」


声を揃える研究者たちを笑い、再会の日を想いながら日の下へと足を踏み出した。

            





    
  
  




「イレヴンに、僕の全てを叩き込む……！」






さて、何があるのかと作業台に腰かけてブラリと足を揺らす。


場所は道具屋、リーダー達は帰った。目の前には自分に怯えていた筈のジャッジ。呼び止められた時は、何とも意外に思ったものだ。此方の正体が割れていないにも拘らず、このあまりにも平凡な気性を持つ男は何故だか異様に逃げ腰なのだから。


「（まぁリーダーの知り合いなら納得だけど）」


コ、と踵を作業台にぶつけながら、何やらブツブツ呟く相手を眺める。


「まず、うーん……移動中の、いや、魔道具の方が」


何やら色々計画されていた。


その顔は気合に満ち満ちていて、その熱意が恐怖をどっかに放り投げているのだろう想像がつく。もはや若干帰りたくなってきた。


「つうか何、ようはリーダーに不自由させんなって事だろ」


「う、うん」


「そもそもさせる気ねぇけど」


呆れたように言えば、パチリと目を瞬いて此方を見た。


意外だと思われようが別に良い。もしそうならば今後認識から切り捨て、話すことがあれば適当に流して、必要以上に関わらなくなるだけだ。リーダーのだから手は出さない。


けど、そうでは無いようで。


「それは、知ってるけど……」


不思議そうな顔に、分かってるじゃないかと唇を吊り上げた。






店の奥にある、来客対応も出来そうな生活スペース。


椅子に座り、向き合うジャッジが酷く必死な顔をして訴えかけて来る。


「でも、リゼルさんが水を瓶からとか……！」


「水ぐらい好きに飲ませてやれよ！」


こいつ怖い。


というか野営をさせる気がない。野営で水を瓶からグラスに注ぐ意味が分からない。そのまま飲めよ。リーダーだってそれぐらい出来……出来るだろ。物珍しそうにしながら。


「椅子とかも、持って行って欲しいし」


「ガチの椅子持ってくんなよ！」


「それに、テーブルもないと、食器とか」


「膝に乗せりゃあ良いだろ！　違った。野営でシュール過ぎるんだろ！」


やばい、こっちの常識までズレて来た。


ジャッジが野営についての知識が皆無というならともかく、以前リーダー達を雇って商業国まで馬車を出しているんだからそれはない。商業国を行き来する事など何度もあった筈だ。


なのにコレ。俺は今なに教えられてんの？


「少しは野営っぽい方が喜ぶだろ、リーダーだし」


早々に軌道修正を図れば、悲しそうに眉を下げられた。


暫く会話を交わしていれば流石に気付く。こいつの尽くしたがりは自己満足だ。好意があるのは確かで、それが実際リーダーの助けになってるから健気に尽くしているように見えるだけで、内情はただやりたい事をやっているに過ぎない。


きっとこいつは、たとえリーダーが嫌がろうが拒否しようが、尽くすのを止めようとしない。失望したなら終わるのだろうが、恐らくそんな日は来ないのだろう。


「（甘やかされてんなァ）」


気付いてて受け入れて、可愛がってるリーダーは流石。尽くされ慣れてるだけある。


「つうか食事なんざ飯が美味けりゃ何でも良いだろ」


「でも、ジルさんはあんまり……」


そろそろ飽きて来て肘をついていれば、ジャッジが期待を込めた目で此方を見た。


「あっ、もしかして」


「ムリ」


ひらひらと手を振ってやる。


飯は美味いに越したことはないが、出来合いを買えば良い。国外で腹が減れば適当に獲物を狩るか、荷馬車を襲えばそれで済む。大抵は周りに作らせていたが、切って焼けさえすれば腹を満たすには十分だった。


「別に三日四日ぐらいさァ」


「リゼルさんが、食べるのに？」


「リーダーが食いモンに文句言ったことねぇし」


いや、この場合は文句がない事が異常か。


馴染みのない食材も味付けも、不思議そうにするだけで嫌がったのを見た事がない。いくら好き嫌いがないにしろ、何も思わない筈がない。俺だったらギャンッギャンに文句言う。


「ぼ、僕が教えるから」


「ムリー」


でも無理。すっげぇ面倒。


「………どうしても？」


「それで折れてやんのリーダーだけだろ」


媚びている訳でもなく、素なのだと分かる。それを大の男が似合うというのも問題だが。


それから暫くねだられたが、いい加減鬱陶しくなって適当に流していたら諦めたようだった。うんうんと唸り、何かを考え、そして勢いよく立ち上がる。


「切って焼く、だけなら出来るんだよね……！」


「それなり？」


「じゃあ、それだけで作れる料理、作るから！　見てて！　見てるだけで良いから！」


気合も充分に席を離れて行ったジャッジを、頬杖をついて見送る。


行先は部屋の隅にある小さなキッチン。カウンターで仕切られた小ぢんまりとしたスペースで、何やらガチャガチャと食器やら道具やらを用意していた。


「ん？」


あんなトコにキッチンとかあったっけ。まぁ、あんならあったんだろうけど。


「イレヴンも、こっち来て」


呼ばれて、カウンターへと歩み寄る。


促されるままに座れば、カウンターの向こう側に所狭しと並べられた食材が見えた。ジャッジの言葉通りなら、今からそれらが料理されていくんだろう。


「野営で使いそうな食材で、僕がどんどん作っていくね。それを見て、どんな仕上がりになるのか覚えて、リゼルさんに作ってあげて」


「それ、俺食って良いわけ？」


「良いけど、見ててよ」


やや訝し気な目で見られたが、見ているだけで良いならそれくらいはやる。


俺だって折角ならリーダーに美味いモン食べて欲しい。そして感謝されたい。「有難うございます、イレヴン」って言って欲しい。優越感半端ねぇから。


「リゼルさん、好き嫌いないって言ってたよね」


ジャッジがフライパンを火にかけ、そこに切り落とした塩漬けのベーコンを乗せる。


「今んとこ食べれねぇモンとかは見てねぇなァ」


「良かった。味付けとかにも好みとか無さそう？」


「ニィサンと違って、甘いモンも辛いモンもそこそこ行けるっぽい」


ニィサン甘いの駄目だからなァ。


チョコとか渡そうとするとすっげぇ嫌な顔する。だから渡そうとしてんだけど。ちなみに甘ったるいものが苦手なだけで、多少甘めの味付け程度なら普通に食べていた。


「あ、でもあんま辛いのは無理かも」


「リゼルさん？」


油を弾かせながら焦げ目をつけていくベーコンの上に、ジャッジが器用に片手で卵を割り入れる。いつのまにか火で炙られていた丸いパンを、ミトンを嵌めた手で持って、パリパリになった皮へ横から包丁を入れた。


ザクザクと二つに割られたパンに、塩コショウを振られたベーコンと目玉焼きが乗せられる。何やらオレンジのソースをかけられ、そして挟まれた。


「前に、激辛って謳い文句のある飯食べさせたら止まったし」


「止ま……？」


「止まった」


最初の一口二口は普通に食べていたのだ。


リーダー自身も意外といけるって言いながら食べていたが、ふいに手を止めて動かなくなった。


「何か、後から……」と零して黙り込んでいたから相当辛かったのだろう。


その時リーダーは何とか自力で最後まで食べようとしていたが、溜息をついたニィサンに横から皿を交換されていた。ニィサンは辛いの平気らしい。


「かなり辛くしなけりゃ問題ねぇだろうけど」


「それは僕も無理そう……。あ、これ、適当な野草を挟んでも美味しいよ」


皿に乗せ、カウンターに置かれたパンを手に取る。


遠慮なく齧りつけば、定番の見てくれをしている癖になかなかに美味しかった。やや酸味のあるソースと、恐らくパンもオリジナルなのだろう。マメな事だ。


「スタッドとか、辛いのも平気な顔して食べるんだけど」


「あいつ味覚あんの？」


ジャッジは何とも言えない顔で黙り込んでいた。


「美味しい美味しくないはあるけど、どっちでも良いって感じなんだよね……」


「へぇー、心底興味ねぇ」


ジャッジが小さな鍋にコロンと飴玉を転がす。


ほんの少しだけ水を加え、カラカラと転がしながら溶かしていく。座ってそれを覗き込みながら、甘ったるい匂いにスンッと鼻を鳴らした。


「でも最近は、リゼルさんと一緒のご飯とか楽しそうだよ……多分」


「あの能面の喜怒哀楽分かんの」


「と、時々、何となく」


誰がどう見ても無表情でしかない相手に、よく分かるものだ。


付き合いの長さか、それとも自慢の鑑定眼か。リーダーも何故か分かるみたいだし、恐らく後者か。分かる人間には分かる、そういう事なのだろう。


別に分かりたくねぇけど。分かった所で得もない。


「あいつさァ、何でリーダーに懐いてる訳？」


キャラメル色の砂糖になった飴玉が、鍋の底から香ばしく香った。焦げるんじゃないかと眺めていれば、ジャッジの手によりミルクが少しずつ注がれていく。


砂糖を溶かしながら、弱火でクツクツと温められたミルクがマグカップに移された。


「さぁ、気付いたら仲良くなってたから、僕もあんまり……」


カウンターの上に置かれたカップから、ほんのりと甘い匂いが立ち上る。


「寒い時に作ってね。チョコレートとか入れても良いよ」


「寒ィ時は酒飲むだろ、フツー」


「リゼルさん、飲めないんだって」


「マジ？」


雨に濡れたらだの何だの渋っていたからには、そういう時に作って出せという事だろう。


ガキ臭いモン飲ませるなと思ったけど、リーダーは酒が飲めないらしい。意外っちゃ意外。けど、良いコト聞いた気がする。


俺のこと怖がる割に、こういうトコ抜けてんだよな。危害は加えないって思われてんだろうけど、まぁそれとこれとは別な訳で。


「ただ、スタッドは……何て言うんだろ。リゼルさんに対して、興味津々っていうか」


小皿に何粒かのチョコレートが乗せられて出て来た。ミルクには溶かさず、そのまま食べる。


「興味ねぇ」


「あの、食事にも何にも興味がないスタッドが、凄くない？」


同意を求めるように、イモの皮を剥きながら目を輝かせるジャッジに、しかし分かる筈もないとマグカップを傾ける。意外性を感じるほど能面野郎と親しくもなければ、それこそリーダーに出会う前の奴の事を知っている訳でもない。


何度かギルドで見た事はあるし、もしかしたら依頼を受ける時に事務的な会話ぐらいは交わしたかもしれないが、それだけだ。


「お前は？」


「？」


問いかければ、不思議そうに見られた。しかしその手は止まらない。


イモは煮られ、ふかされ、そして潰されていく。それらを掌で丸め、薄く切られた塩漬けのベーコンが巻かれた。火にかけられ、表面が炙られ油が落ちる。


「リーダーに興味あんの？」


ジュウ、と肉汁が焦げる音。また一つ、チョコレートを口に放り込む。


ジャッジはカリカリに焼けたベーコンをまな板に乗せ、そして悩むように眉を寄せた。だから懐いているのかと、遠回しの問いかけに気付いているのだろう。


「僕は、うーん……」


パリ、と包丁がそれを適度な厚さに切っていく。


断面のイモの薄黄色が食欲をそそる。皿に綺麗に盛られ、例のオレンジのソースがかけられた。汎用性高ぇなァ。


「尊敬、かなぁ」


出された皿を引き寄せ、ベーコンをイモごとフォークでブッ刺す。


口に放り込めば、ホクホクカリカリな触感。ベーコンの肉汁が良い具合にイモに沁み込んでいて、絡めたソースの濃淡が良い味を出している。美味い。


「在り来たりっちゃ在り来たりだな」


「そうかも……。畏れ多いけど、理想の大人の人っていうか」


照れたようにふにゃふにゃ笑いながら、その手は既に次の料理を作り始めている。


こいつ凄ぇな。手元全ッ然見てないのに果物の皮を全部繋げて剥けてる。リーダーが料理上手って褒めんのも分かるわ。やりてぇとは思わねぇけど。


「あぁなりてぇの？」


「そ、そういうんじゃないけど……！」


一瞬で一口大にカットされた果物が慌てたように差し出された。


「ただ、素敵だなっていうか！」


「ふぅん」


「いつも落ち着いてて、優しくて、雰囲気とか綺麗で」


「料理とかはお前のが上だけど」


「？　リゼルさんに、そういうのは必要ないから」


リーダーもだけど、こいつも夢見過ぎだよな。






「それで、この魔道具が……」


すっげぇ眠いし飽きて来た。


そんでこいつ何時まで話し続けんの。つうかどんだけ魔道具持って来んだよ。


迷宮品の〝実は中が地味に広いテント〟とか、〝焚き木を長持ちさせる火が出る魔石〟とかは良い。普通に役立つし。俺も欲しいぐらいだし。


「で、この枕は叩くとふかふかに」


枕!!　こういうの!!


要るか!?　要るにしても、わざわざ迷宮品持って来て使い方講座してんじゃねぇよ！


「イレヴン、ほら、聞いてってば！」


俺が悪ィみたいに机ペシペシ叩くし！


こいつ本当に俺のこと怖がってんの？　絶好調なんだけど。絶好調だから怖がってねぇのか。もう良く分からなくなってきた。こいつの熱意が凄い。


「もう無理、帰ろ」


「あ、ちょっ……！」


ふらりと席を立ち、店の扉へ向かう。後ろでジャッジが何か言いかけたが流した。


そして扉に手をかけ、引く。ガチャ、とノブが途中で止まった。ガチャガチャと数度試してみるも、扉が開く気配はない。


「は？」


鍵穴はない。仕掛けもない。ならば何故開かないのか。


「マジかよ」


口元が引き攣るのを感じながら足を振り上げ、思い切り叩きつける。


ビクともしない。ニィサン程じゃないけど、普通の扉ならとっくに開いている程度の力を込めたにも拘らず。数度蹴り付けようが、普通の木製の扉は軋みもしない。


「はァ!?」


「や、止め……！」


慌てたような声を聞きながら、剣を抜いて斬り付けた。


「……傷一つつかねぇんだけど！」


「えっと、自慢の店だから」


ジャッジは照れているが、照れる所じゃない。褒めてない。


つうか店だから何だよ。意味分からなさすぎて怖ぇんだけど。リーダー助けて。


「僕も張り切り過ぎたし……またご飯作るから、ちょっと休憩しようか」


休憩時間にも執拗に料理を教え込もうという意思をひしひしと感じる。


まぁ、美味いモン食えるのは良いけど。これもリーダーの為だと思って諦めるしかない。リーダーの身内って時点でとれる手は限られてるし。


その代わり、絶対全力で褒めてもらう。そう決めた。






まさか明け方まで魔道具講座が続くとは、その時は未だ気付いていなかったが、それでも実際の野営でリーダーに思う存分感謝されて褒められたのだから良しとする。

            






あとがき

	




「女性はダイナマイトセクシー派」の皆様、お待たせいたしました。メディさんの登場です。果たして彼女は登場して良かったのかと今でも思い続けています。


けど本当は書き手としては女性らしい女性が好きなんですよ。たおやかで、物腰柔らかく、笑顔が可憐で、素直じゃない所があっても良い、多少癖があっても良い、けれど可愛らしい。団長やらメディさんやらは斜め上ですね。何故こうなったのか。


原因を真剣に考えたら、そんな素晴らしい女性がリゼル達に振り回されるのは私が耐えられないからだという結論に達しました。大事にしたい……リゼル達じゃ駄目なんだ……。


ある意味リゼル達への信頼度が低い。そんな岬です。お世話になっております。






思えばつい先日の事のようです。某ゲームでメディさんにモンスターをハントして貰っていた時の事でした。「休暇。」の書籍化のお話を頂いたのは……。


あれは良いですね！　容姿が細かく設定できて凄く楽しいです！　調合も出来て一番生存率の高そうなメディさんにハンターになって貰ってました！


そんな彼女について語ろうと思うと、やはり言いたいのは〝彼女の考え方は彼女のもの〟という事でしょうか。リゼル達の意見もそうですが、全く以って私は無関係です。メディさんとは男の趣味が合わない。


そんな、色々な考え方を持っているリゼル達が交流する。そこから生まれる絆を、これからも大切に書いていきたいと思います。


ちなみに前回、目隠れについて語りましたが、文字数が多いとご指摘頂く事態に。なので今回はちょっと短め。






今巻も、リゼル達の休暇を皆様にお届け出来た事、ご協力頂いた全ての方々に感謝申し上げます。


曖昧なキャラ表を送ろうと素敵なメディさん達を描いて下さったさんど様。メディさんもエルフも巨乳でという一部やけに具体的なイメージを伝えても、寛大なお心で実現して下さいました。


この度グッズも同時発売との事で、散々我儘申し上げたにも拘らず、根気よくお付き合い下さったＴＯブックス様、相変わらず天使のようにお優しい編集様、本当に有難うございます。






そして、本書を手に取って下さったあなたへ。全力の感謝が届きますように！






二〇一八年十二月　岬



            





電子版特典SS


聞き役の昼下がり







招待状を送られ、馬車による迎えを寄越され、そして揺られること暫く。


リゼルは一人、迎え入れられた客間で紅茶片手に屋敷の主と向かい合っていた。


「足を運んで貰ってすまないね。どうしても新入りを自慢したかったんだ」


「いえ、御招き頂き有難うございます」


目を惹く金の髪と金の瞳、整った顔に浮かんだ快活な笑みに微笑んでみせる。


初めて屋敷へと招待された時、思う存分レイの迷宮品コレクションを紹介され、そしてとても興味深く眺めていたのを覚えていてくれたのだろう。


リゼルとしても、多種多様なコレクションを眺め、冒険者としては大変やるせない迷宮品を自分以外も出しているという事実に非常に心安らぐというものだ。


「よほど期待の新人なんですね？」


「勿論だとも」


可笑しげに笑えば、レイも笑みを浮かべて舞台役者よろしく大きく頷いてみせる。


「そうだな、あれから行こうか」


レイが扉の前に待機していた使用人に手を振れば、運び込まれてきたのはトレーに乗せられた一つの皿だった。一見すると白くて丸い普通の皿だが、勿論迷宮品だろう。


「お皿ですね」


「だろう？」


割れない、汚れない、それらは迷宮品の皿ならば珍しくない。


しかしレイが自信を持って勧めるのだ。そんなつまらないものではないだろう。


「さぁ、持ってごらん」


促されるままに手に取る。少し傾けて観察してみるも、ただの軽くて良い皿だ。


「リゼル殿、今何が食べたい？」


「今ですか？」


にんまりと笑うレイの問いに、リゼルは皿を手にしたまま考える。


食べたいもの。そういえば先日、宿の子供達が手掴みで何かを食べていた。シュークリームというらしいが、手掴みで齧り付く菓子など一度も食べた事がない。


親が何処からか貰って来たのだと、酷く美味しそうに頬張る姿は大変微笑ましかった。そして何とも美味しそうだった。


「あ」


その時だ。白い皿の上に、ポンッと何かが現れた。


本当にポンッだった。白い煙に正体不明のキラキラ。こだわる所にトコトンこだわる迷宮クオリティが惜しみなく発揮されていた。


「おや、シュークリームだね」


現れたのは、溢れる程の生クリームが魅力的なシュークリーム。


「子爵はご存知なんですね」


「勿論だとも、一度だけ食べた事がある。勿論手掴みでね！」


誇らしげに語るレイに、リゼルは感心の眼差しを向ける。


一体どこで食べたのかとも思うが、ギルドにも度々顔を出しているようなので、お忍びなどお手の物なのだろう。元の世界の教え子も、何故かやけにそういった下町知識に詳しかった。


「これって」


リゼルが興味津々で手を伸ばし、皿の上のシュークリームに触れる。


だが硬い。凄く硬い。明らかに食べ物ではない。まるで皿の延長のように陶器がそれを象っている。


「凄いだろう？　本物にしか見えないというのに！」


「凄いですね」


それもそうか、とリゼルはしげしげと皿を眺めた。


食べたいものが何でも出るなど、ボス素材や迷宮の初回攻略報酬でも有り得ないだろう。流石に万能すぎる。いや、月一という制限などが付いているなら有りそうだが。


「でも、ちょっと残念です」


「何、シュークリームなら私が連れて行ってあげよう。良い店を紹介するよ」


「楽しみにしてますね」


微笑めば、レイは任せろとばかりに笑って頷いた。






次に運ばれてきたのは本だった。


迷宮品の本、略して迷宮本。その内容は多岐に渡る。純粋に攻略に役に立つ情報であったり、あるいは美術品として特化していたり、積極的に冒険者に喧嘩を売ってきていたりする。


読むのを楽しみにしつつ、しかしリゼルは不思議そうにレイを見た。


「子爵は、本はあまり集めてませんでしたよね？」


「そうだね。余程美しい見目でもなければ、一冊あれば十分だ」


レイの収集癖に、実用性は考慮されない。


他にはない一点物の美しい装飾品として、あるいは心躍る要素を求めて。その基準は本人にしか分からないが、本の内容にそれらを求める事はしないようだ。


「本のコレクターも知っているけれど、見栄の為に集めている人間ばかりだし」


そのコレクターの気持ちも少し分かってしまうリゼルだった。


他者に自慢したい訳ではない。勿論読んでこその本だ。ただ本当は、此方に来てから手に入れた本を空間魔法ではなく本棚に並べておきたい。そしてゆっくり眺めながら、どれを読もうかなと選びたい。そこにある確かな自己満足。素晴らしい。


「芸術品は心を豊かにする為にあるものだろう？」


「実用品とは言わないんですね」


「生かす機会が無いからね」


快活に笑うレイに、さもありなんとリゼルも頷いた。


迷宮品の本の内容は、大体が手に入れた迷宮に依存する。攻略情報だろうが、迷宮内で冒険者がかましたスベッたジョーク集だろうが、確かにレイの収集目的とはズレそうだ。


「でも、これも普通の本にしか見えませんけど」


「そうだろう？」


リゼルは視線を机の上の本へと戻す。


革張りの装工、金の金具、物としては良いのだろうが、レイが興味を惹かれるものとも思えない。促されて手に取り、表紙を見下ろす。


「話題の冒険者会話集」


金字の題名を読み上げれば、レイが満足げに目を細めた。


「いや、珍しく内容に惹かれてしまってね。リゼル殿も読んでみると良い」


促され、表紙を開く。


【これは迷宮において、よく話題に上がる冒険者に関する会話集である。】


一ページ目の中央の、そんな一文から話は始まった。


こういった冒険者ネタは、本を手に入れた時に比較的近い期間のものが掲載されるという。この本が最近のものなのかは分からないが、冒険者歴も長ければ知名度の高いジルなど多く載っているのではないだろうか。


何故か面白そうなレイが見守る中、リゼルは期待に心躍らせながら次のページを捲った。






【第一節　最強と呼ばれる男】


「一刀また迷宮攻略したって？」


「知らねえよ。あいつギルドにも言わねぇし」


「何してぇんだよ」


「攻略してぇんだろ」


「だからそれが何でかっつうさぁ」


「知らね。趣味じゃねぇの」


「そういや昨日ギルドで絡まれてんの見た」


「絡まれ過ぎだろ」


「まぁ俺らも絡んだけどな」


「それな」


「まぁキレェーに流されたけどな」


「それな」


「でも頑張って絡んだ奴ら見ると流されて良かったっつうか」


「昨日のヤツ蹴りで胸当て潰されてた」


「勿体ねぇ」


「足癖悪ぃ」


「体格良いっちゃ良いけどよ。そこまでかって思うよな」


「あんな剣使ってよくブレねぇわ」


「ありゃ自己流じゃねぇなぁ、何となく」


「最強に師匠いるって？」


「超最強じゃん」


そういえば、ジルから誰かに剣を教わった事があるのかなど聞いた事がない。


まぁどちらでも良いし、とリゼルは気にしないままページを捲った。






【第二十四節　異色の新人冒険者】


「おい、見たか一刀とつるんでんの」


「見た」


「見た」


「やべぇよな」


「やべぇ」


「何がやべぇのか分かんねぇやばさ」


「あれ良いのか、ギルド的に」


「つっても登録出来たんだろ。良い、んじゃ、ねぇの……？」


「よくつるめるよな」


「どっちが？」


「どっちも」


これは陰口を言われている？


リゼルは真剣に考え、まぁ悪意はなさそうだしと気にせずページを捲った。






【第三十五節　無自覚な当事者たち　一章】


「ジル、宝箱ですよ」


「開けるか？」


「良いですか？」


「好きにしろ」


「じゃあ開けます」


「まともな迷宮品出ねぇのに諦めねぇな」


「そろそろな気がするんですよね」


「…………何してんだ」


「祈ってます」


「何に」


「迷宮に」


「何だそれ」


確かこの時は〝絶対にスプーン一杯が理想量になるティースプーン〟が出た。


中層の宝箱だけあって、実用性だけ見れば割と高い。冒険者的な意味ではなく。






【第四十二節　無自覚な当事者たち　二章】


「あ、宝箱ですよ」


「お前開けろ」


「ニィサンって異様にリーダーに開けさせねぇ？」


「その内分かる」


「イレヴン、良いですか？」


「俺は良いッスけど」


「じゃあ開けますね」


「……」


「………」


「………………あれ何してんの？」


「祈ってんだろ」


「何に？」


「迷宮に」


「は？」


確かこの時は〝確実かつ正確に三分計ってくれる砂時計〟が出た。


浅層の宝箱だけあって見目は在り来たりな砂時計だが、三分が求められるシーンが果たして来るのだろうかと疑問に思ったものだ。






【第六十三節　無自覚な当事者たち　三章】


「あ、リーダー宝箱、宝箱開けて」


「君達の方が良いもの出るじゃないですか」


「価値的には変わんねぇだろ」


「そうですけど」


「ほら、リーダー」


「君達、絶対笑うでしょう？」


「笑わねぇよ」


「絶対ですか？」


「絶対ぜったい」


「なら良いですけど」


笑われた。






「ちょっと恥ずかしいです」


特に題名部分が何とも言えない。


本を返せば、レイは少し意地が悪そうに笑ってそれを机の上のトレーへと戻す。そのまま使用人に片付けさせる辺り、ただリゼルに見せる為に手に入れた訳ではないのだろう。


つまりちゃんとコレクションの一つにされる。光栄なような、そうでも無いような。


「もうちょっとこう、きちんとした話をしてる所とか」


「おや、どんな話をしてるんだい？」


「そう言われるとパッと思い付かないんですけど」


あれ、と不思議そうなリゼルにレイは楽しそうだ。


ちなみに迷宮品の本というのは劣化知らずの破損知らず。冒険者がどんなに本ごと燃やし尽くそうとしても残る。意地でも残る。


「これ、探して下さったんですよね。大変じゃなかったですか？」


「分かるかい？　いや、苦労したとも！」


レイが金の目を輝かせて口を開いた。目当ての品入手への苦労話は、コレクターのコレクション自慢において決して欠かせないものだ。彼も例に漏れず、生き生きと語り始める。


「普段はオークションで見つけるか、商人が売りに来るけどね。これは特別だ。何せ、あの不愛想な領主シャドウから届いたものだからね！」


「領主様が？」


リゼルはふと、商業国で目にした存在を思い出す。


美しい顔から忌々しそうに零された舌打ち。付き合いの長い知人だと聞いていたが、そんな要求が通るならば確かにそうなのだろう。


「私一押しの冒険者の絵画か何かあれば送ってくれと、そう伝えておいたんだ」


肩を竦めるレイに、本命は絵画だったのだと分かる。


その絵画に自分が描かれていたとして、果たして飾られるのだろうか。本がアレだったので、絵画の方は良い感じに冒険者らしく描かれて欲しいものである。


「リゼル殿も、何かあれば奴に頼んでみると良い」


淹れ直された紅茶を片手にしみじみと考えていれば、ふとレイがそう告げた。


リゼルはぱちりと眼を瞬かせ、そして可笑しそうに目を細めた。そのまま紅茶を一口含み、ほっと一息。


「あまり、歓迎はされなさそうですけど」


「まさか。この本も、一度くらい目を通しているかもしれないよ」


「あのお忙しい領主様がですか？」


笑い合い、そしてレイも紅茶を手に取る。その視線が真っすぐにリゼルを向いた。


「けれど、頼めば良いというのは本当だ。ああ見えて、情に厚い男だからね」


「分かりました」


リゼルも微笑む。あれほど商業国の為に全てを投げ打つ存在が、情に欠ける筈がない。


「その時は、遠慮せず頼んでみますね」


「そうすると良い！」


楽しそうに声を上げたレイは、さて続きだと言うように再び使用人へと声をかけた。






大侵攻の後、商業国を離れようとする直前。ジル達に出発の準備を任せ、リゼルは最後の挨拶にとシャドウの元を訪れていた。本当は忙しいだろうからとインサイにのみ声を掛ける予定だったが、当の翁に遠慮するなと連れられたのだ。


「出発か」


机に腰掛け、書面から視線を上げない相手にリゼルは気にせず微笑む。


「言うまでもないでしょうが」


「エルフの事は他言しない」


「有難うございます。伯爵も、お体に気を付けて」


あまり長居をする訳にもいかないと、それだけを確認して別れの挨拶を告げる。


その時、ふとシャドウの視線が書面から外れた。やや憮然とした顔が此方を向き、そして鋭い舌打ちを一つ零す。


「……貴様らの事も、必要以上に報告する気はない」


「良いんですか？」


「却下だ。余分な厄介事を抱える気もないからな」


然もありなん、と頷くリゼルに彼は数秒黙り込み、そして忌々しそうに口を開いた。


「貴様らも、厄介事はあの馬鹿に押し付けておけ」


「子爵ですか？」


「ああ見えて、自分が楽しければ良い男だ。その種を手放す気もないだろう」


つまり、上手く立ち回って誤魔化してくれるだろうと、そう伝えたいのだろう。


リゼルは可笑しそうに笑い、礼を告げた。部屋を出た後、残されたシャドウが一人、服に差し込んだ眼鏡に触れた事など知る由もなく。


「本当にまともな迷宮品を引けないのか」


零された声は誰の耳にも届かず、直ぐに再開されたペンの走る音に掻き消された。

            





著者プロフィール




岬

Misaki




クリスマスプレゼントが似合いそうなキャラ一位はジャッジだと思います。メリークリスマス！








さんど

sando




前回の岬先生のコメントの優しさに感動しております！　口絵で色々な衣装を着てくれるので次回も楽しみです。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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